
昭
和
五
十
二
年
六
月
十
日

四

日

市

市

議

四
日
市
市
議
会
定
例
会
会
議
録
（
第
一
号
）

会



第
一
五
議
案
第
七

0
号
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

第
一
四
議
案
第
六
九
号
四
日
市
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
一
三

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

議
案
第
六
八
号
四
日
市
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第

議
案
第
六
七
号
四
日
市
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

正
に
つ
い
て

.
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.
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.
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第

議
案
第
六
六
号

報
告
第
一
―
号

四
日
市
市
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

第
一

0

議
案
第
六
五
号
四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第

九

四
日
市
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

第

八

報
告
第
一

0
号

財
団
法
人
四
日
市
市
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

第
七
報
告
第
九
号
昭
和
五
十
一
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
に
つ
い
て

第

... 
ノ‘

報
告
第
八
号
昭
和
五
十
一
年
度
四
日
市
市
事
故
繰
越
し
に
つ
い
て

第
五
報
告
第
七
号
昭
和
五
十
一
年
度
四
日
市
市
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

第

四

報

告

第

六
号
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

第

報
告
第
五
号
専
決
処
分
に
つ
い
て

第

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

第

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
日
（
金
）

0
議

事

日

程

第

一

号

午
後
二
時
開
会

I.I 
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第
三
〇

議
案
第
八
三
号

議
案
第
八
四
号

議
案
第
八
五
号

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

議
事
日
程
の
と
お
り

0
出
席
議
員
（
三
十
九
名
）

第
二
九

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
二
八

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
二
七

議
案
第
八
二
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
二
六

議
案
第
八
一
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
二
五

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
二
四

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
二
三

議
案
第
七
八
号

議
案
第
七
九
号

議
案
第
八

0
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
二
二

議
案
第
七
七
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第

議
案
第
七
六
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
二
〇

議
案
第
七
五
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
九

議
案
第
七
四
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
八

議
案
第
七
三
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
七

議
案
第
七
二
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
六

議
案
第
七
一
号

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

4 ヽ

林

喜

4 ヽ

林

博

夫 次

粉

JII 

茂

訓

覇

也

男

喜

多

野

等

JII 

口

洋

金

森

正

加

藤

定

男

大

森

多

喜

大

谷

喜

正

宇

治

田

市

岩

田

久

雄

伊

藤

信

4 ヽ

井

良 道

夫

天 青

春 山

文 峯

雄 男

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 。
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〇
欠
席
議
員
（
五
名
）

0
議
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

市

長

八

ム

室

長

収 助 助 市

入

役 役 役

_.__ 

ノ‘

田

猶

裕

乎

井

清

坂

倉

哲

男

輪

喜

代

司

長

加

藤

寛

嗣

山

ロ

信

生

増

山

英

高

橋

力

坂

ロ

正

次

4 ヽ

) l l 

四

郎

山；＇’

；本，

1

,
ヽ

勝

山

中

忠

山

路

剛

森

安

吉

松

島

良

前

JII 

辰

男

堀

新

兵

衛

古

市

元

福

田

香

史

乎

野

行

信

長

谷

川

鐸

元

橋

本

増

蔵

野

呂

乎

和

野

崎

貞

芳

生

JII 

乎

蔵

中

村

信

夫

出

井

博

坪

井

妙

子

田

中

基

介

高

木

勲

高

井

夫

後

藤

後

藤

長 寛

六 次

--5-
-4-



い
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
三
十
九
名
で
あ
り
ま
す
。

0
出
席
事
務
局
職
員

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

た
だ
い
ま
か
ら
、

本
日
の
議
事
に
つ
い
て
は
、

下

水

道

部

長

教

育

委

員

長

病

院

事

務

長

水
道
事
業
管
理
者

昭
和
五
十
二
年
六
月
、

事

西

午

後

二

時

二

分

開

会

四
日
市
市
議
会
定
例
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

お
手
元
に
配
布
し
ま
し
た
議
事
日
程
第
一
号
に
よ
り
と
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

出
席
要
求
を
い
た
し
ま
し
た
議
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
•
お
手
元
に
配
布
の
議
事
説
明
者
要
求
書
写
し
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

主

ロ

徹

主

事

：
山

ロ

克

彦

議

事

係

長

板

崎

大

之

丞

議

』

事

課

｀

長

tJ ヽ

坂

靖

事

務

局

長

佐

々
＊
木

晃

精

次

長

藪

田

裕

`
J
 

消

防

長

松

村

佳

美

技

術

部

長

黒

JII 

薫

次

長

天

野

助

春

村

山

了

荒

木

郎

次

長

杉

本

治

芳

教

育

長

山

鹿

静

夫

龍

池

清

真

副

収

入

役

伊

藤

涼

建

設

部

長

石

JII 

太

郎

奥

村

仁

人

土

木

部

長

石

井

夫

環

境

部

長

矢

田

郎

福

祉

部

長

谷

沢

文

男

産

業

部

長

斎

藤

久

美

税

務

部

長

伊

藤

治

郎

総

務

部

長

阿

南

輝

彦

よ
ろ
し
く
お
願

-7 •一 -,6-



表
彰
状

〇
副
議
長
（
長
谷
川
鐸
元
君
）

〔
大
谷
喜
正
君
登
壇
〕

四
日
市
市

以
下
同
文
。

表
彰
状

〔
表
彰
状
授
与
〕
〔
拍
手
〕

〔
松
島
良
一
君
登
壇
〕

四
日
市
市
長
谷
川
鐸
元
殿

表
彰
状

〔
長
谷
川
鐸
元
君
登
壇
〕

期
総
会
に
当
た
り
、
本
会
表
彰
規
程
に
よ
り
表
彰
い
た
し
ま
す
。

四
日
市
市

表
彰
状

〔
天
春
文
雄
君
登
壇
〕

〔
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）
議
場
中
央
に
進
む
〕

0
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）

ご
あ
い
さ
っ
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
議
に
先
立
ち
ま
し
て
、
新
し
く
教
育
長
に
就
任
さ
れ
た
山
鹿
教
育
長
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
際
、
こ
れ
を

許
し
ま
す
。

教
育
長
。
‘

去
る
五
月
二
十
六
日
付
を
も
っ
て
、
教
育
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
山
鹿
で
ご
ざ
い
ま
す
。
浅
学
非
オ
な
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
与
え

ら
れ
た
任
務
に
対
し
ま
し
て
全
力
を
挙
げ
て
当
た
り
た
い
と
、

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

永
年
勤
続
議
員
表
彰
状
等
伝
達
の
件

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

お
き
ま
し
て
、

天
春
文
雄
君
、
高
橋
力
三
君
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
、

状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

天
春
文
雄
殿

あ
な
た
は
市
議
会
議
員
と
し
て
十
年
、
市
政
の
振
興
に
努
め
ら
れ
、

昭
和
五
十
二
年
五
月
三
十
一
日
、
全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
、
松
本

〔
表
彰
状
授
与
〕
〔
拍
手
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

以
下
同
文
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

松
島
良
一
殿

〔
表
彰
状
授
与
〕
〔
拍
手
〕

（
拍
手
）

そ
う
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
絶
大
な
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い

次
に
、
去
る
五
月
三
十
一
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
第
五
十
三
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に

長
谷
川
鐸
元
君
、
松
島
良
一
君
、
及
び
私
、
大
谷
喜
正
が
十
年
以
上
の
勤
続
議
員
と
し
て

ま
た
山
口
信
生
君
が
、
全
国
市
議
会
議
長
会
公
害
対
策
特
別
委
員
会
委
員
と
し
て
の
功
績
に
対
し
、
感
謝

た
だ
い
ま
か
ら
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
の
伝
達
を
行
い
ま
す
。

そ
の
功
績
特
に
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
第
五
十
三
回
定

_，＿ 
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〔
＇
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

本
件
は
、

こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
よ
り
本
件
を
直
ち
に
採
決
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
報
告
第
五
号
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

告
議
案
で
あ
り
ま
し
て
、
歳
入
に
お
き
ま
し
て
、

桜
台
小
学
校
の
学
校
用
地
取
得
事
業
に
対
す
る
特
別
整
備
費
国
庫
補
助
金
並
び
に
義
務

教
育
施
設
整
備
事
業
に
対
す
る
市
債
が
、
い
ず
れ
も
年
度
末
に
至
り
増
額
決
定
を
見
ま
し
た
の
と
、
財
政
調
整
基
金
に
か
か
る
運
用
益
の

増
収
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
歳
出
に
お
き
ま
し
て
桜
台
小
学
校
用
地
の
譲
り
受
け
費
と
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
を
追
加
補

正
し
ま
す
と
と
も
に
、
関
連
す
る
地
方
債
を
変
更
し
て
予
算
の
補
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
審
議
い
た
だ
き
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
｀
提
出
理
由
の
説
明
は
、

．
，
ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

〔
「
な
し
．
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
＇

別
段
、
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、•
9質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。

提
出
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

．
日
程
第
三

報
告
第
五
号
＇
専
決
処
分
に
つ
い
て

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

．．． 
，
 

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
に
、

日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
ニ
・
会
期
の
決
定
に
つ
い
て

日
程
第
一

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

〔
表
彰
状
授
与
〕
〔
拍
手
〕

以
下
同
文
。

四
日
市
市

大
谷
喜
正
殿

0
議
長
．
（
大
谷
喜
正
君
）

こ
れ
よ
り
会
議
に
入
り
ま
す
。

会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
長
に
お
い
て
坪
井
妙
子
君
及
び
喜
多
野

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
定
例
会
の
会
期
は
、
本
日
か
ら
六
月
十
八
日
ま
で
の
九
日
間
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
今
期
定
例
会
の
会
期
は
、
本
日
か
ら
六
月
十
八
日
ま
で
の
九
日
間
と

次
に
、

日
程
第
―
―
-
‘
'
報
告
第
五
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
p

の
専
決
処
分
報

等
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。
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0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
゜

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

報
告
第
一
―
号次
に
、

提
出
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

日
程
第
四
、
報
告
第
六
号
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
、

市
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
の
六
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

な
い
し
日
程
第
九
、
報
告
第
十
一
号
四
日

報
告
第
六
号
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

報
告
第
七
号
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
で
あ
り
ま
し
て
、
地
方
改
善
施
設
整
備
事
業
ほ
か
二

事
業
総
額
一
億
七
千
八
百
四
万
八
千
九
百
円
を
繰
り
越
し
た
も
の
で
、

定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

報
告
第
八
号
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
で
あ
り
ま
し
て
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
改
築
工

事
、
南
部
埋
立
処
理
施
設
調
査
設
計
委
託
、
．
西
新
地
西
町
一
号
線
道
路
整
備
工
事
等
が
種
々
の
事
情
に
よ
り
、
昭
和
五
十
一
年
度
中
に
事

業
が
完
了
す
る
に
至
ら
ず
、

や
む
を
得
ず
一
億
四
十
七
万
六
百
八
十
九
円
を
繰
越
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

報
告
第
九
号
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
予
算
の
う
ち
同
年
度
末
ま
で
に
支
払
義
務
の
生
じ
な
か
っ
た
建
築
主

体
工
事
等
の
病
院
改
築
工
事
費
四
億
八
千
六
十
六
万
二
千
九
百
円
を
、
次
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

報
告
第
十
号
及
び
報
告
第
十
一
号
は
、
財
団
法
人
四
日
市
市
開
発
公
社
並
び
に
四
日
市
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
の
関

係
書
類
を
、
地
方
自
治
法
及
び
同
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

そ
れ
か
ら
、

提
出
理
由
の
説
明
は
、

こ
れ
に
つ
い
て
、

五
十
二
年
度
事
業
計
画
の
中
で
、

お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
の
報
告
に
関
連
し
ま
し
て
、

五
十
一
年
度
事
業
報
告
の
中
に
、
近
鉄
四
日
市
駅
西
広
場
用
地
取
得
と
い

ど
う
い
う
土
地
を
ど
の
よ
う
に
買
収
を
し
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
教
え
て
い

あ
け
ぼ
の
分
校
建
設
用
地
取
得
造
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
従
来
の
論
議
の
中
で
こ

の
あ
け
ぼ
の
分
校
建
設
と
あ
わ
せ
て
み
は
と
学
園
の
移
転
建
設
、
そ
の
用
地
の
取
得
造
成
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
行
う
方
向
が
理
事
者
よ

り
表
明
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
私
は
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
あ
え
て
あ
け
ぼ
の
分
校
の
建
設
用
地
の
み
取
得
造
成
、

事
業
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
点
に
つ
い
て
、

坂
倉
助
役
。

〔
助
役
（
坂
倉
哲
男
君
）
登
壇
〕

〇
助
役
（
坂
倉
哲
男
君
）

み
は
と
の
関
係
も
含
め
て
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
小
井
議
員
の
ご
質
問
に
対
し
、
私
か
ら
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ず
れ
も
次
年
度
に
繰
越
し
を
予
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
予
算
で

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
各
報
告
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

日
程
第
九

五
十
二
年
度

四
日
市
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

日
程
第
四
報
告
第
六
号
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
、

な
い
し

・-13- -12~ 



そ
れ
か
ら
近
鉄
の
駅
西
広
場
用
地
で
す
が
、

思
い
ま
す
。

を
得
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
土
地
の
面
積
を
な
る
べ
く
使
わ
な
い
で
効
果
の
あ
る
広
場
を
つ
く
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
P

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
般
来
皆
様
方
に
説
明
を
さ
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
広
場
に
通
過
交
通
が
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
交
通
の
結
接
点
の
広
場
で
は
非
常
に
ぐ
あ
い
が
悪
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
て
、
現
在
東
西
に
抜
け
て
お
り
ま
す
街
路
を
、
将
来
は
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、

分
も
将
来
の
広
場
に
使
え
る
と
、

そ
れ
か
ら
東
と
西
の
広
場
が
合
わ
せ
て
有
効
に
利
用
で
き
る
と
い
う
形
に
、
計
画
が
変
更
さ
れ
た
わ
け

路
用
地
と
し
て
利
用
い
た
し
ま
す
が
、

い
ま
ま
で
取
得
し
た
用
地
三
千
八
百
乎
米
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
ほ
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
、
使
途
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ

以
上
が
、
近
鉄
の
西
広
場
に
つ
い
て
の
用
地
の
ご
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
あ
け
ぽ
の
分
校
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
次
長
か
ら
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
教

育

次

長

（

杉

本

治

芳

君

）

す

で

に

開

発

公

社

が

取

得

し

て

お

り

ま

す

土

地

の

中

で

考

え

て

お

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
、
あ
け
ぼ
の
分
校
の
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
に
隣
接
い
た
し
ま
す
土
地
を
取
得
し
て
移
転
さ
せ
た
い
と
、

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

み
は
と
学
園
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

み
は
と
学
国
の
用
地
に
つ
い
て
は
、
あ
け
ぼ
の
分
校
建
設
用
地
の
取
得
造
成
と
あ
わ
せ
て
造
成
を
し
て
い
く
と
い
う
ふ

う
な
経
緯
の
中
で
説
明
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
わ
け
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
す
っ
き
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
改
め
て
伺
い
た
い
と

い
ま
の
ご
説
明
で
は
、
こ
の
図
面
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
●
、
余
り
は
っ
き
り
し
な
い
ん
で
す

0
小
井
道
夫
君

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

小
井
道
夫
君
゜

か
よ
う
に
考
え
ま
し
て
お
願
い
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
教
育
次
長
（
杉
本
治
芳
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

教
育
次
長
。

う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、

こ
の
中
で
考
え
ら
れ
ま
し
た
の
が
、

案
を
策
定
し
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

•
四
七
乎
米
を
買
収
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

三
千
八
百
九
十
七

四
日
市
の
、
安
島
一
＇
丁
目
で
近
鉄
の
駅
西
広
場
用
地
と
い
た
し
ま
し
て
'

す
が
、
こ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
用
地
を
五
名
か
ら
買
収
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
加
藤
幸
助
氏
よ
り
七
百
四
・
一
三
乎
米
、

藤
井
稔
氏
ほ
か
一
名
よ
り
三
百
七
十
二
，
・
八
四
乎
米
、
服
部
剛
一
氏
ほ
か
一
名
よ
り
二
百
―
二
十
四
・
七
七
乎
米
、
近
畿
日
本
鉄
道
よ
り
二

こ
れ
が
―
―
ー
千
八
百
九
十
七
•
四
七
平
米
で
ご
ざ
ー
い
ま
す
。

こ
の
用
地
の
必
要
に
な
り
ま
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
八
年
、
近
鉄
の
西
広
場
の
マ
ス
ク
ー
プ
ラ
ン
が
そ
の
当
時
作
成
さ
れ
ま
し
て
、
そ

の
当
時
、
昭
和
五
十
年
度
を
め
ど
に
、
将
来
の
状
況
を
推
定
い
た
し
ま
し
て
、
、
そ
れ
で
必
要
面
積
が
約
5

一
万
四
千
乎
米
に
な
り
ま
し
た
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
を
工
業
高
校
よ
り
東
の
、
現
在
の
近
鉄
駅
と
の
間
．
の
地
域
に
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
中
で
必
要
な
土
地

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
に
至
り
ま
し
て
建
設
省
と
の
協
議
の
結
果
、
駅
西
広
場
の
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
の
は
、
や
は
り
い
よ
い
よ

具
体
的
に
実
施
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
＼
ど
う
し
て
も
経
済
性
の
問
題
、
あ
る
い
は
安
島
地
区

の
、
現
在
戦
災
復
興
事
業
で
完
成
い
た
し
ま
し
た
地
域
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
早
く
建
築
の
確
認
を
お
ろ
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
ろ
い
ろ
の
具
体
的
な
事
例
が
出
て
ま
い
り
ま
し
て
、
こ
こ
で
市
と
し
ま
し
て
も
一
応
の
結
論
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
状
況
か
ら
、
昨
年
の
秋
以
来
、
建
設
省
あ
る
い
は
県
と
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
、
近
鉄
の
西
広
場
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
計
画

ま
ず
第
一
点
は
、

い
う
よ
う
な
、

を
買
収
し
て
い
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

千
十
五
乎
米
、
山
口
繁
太
郎
氏
よ
り
五
百
七
十
乎
米
、

土
地
取
得
を
非
常
に
金
が
か
か
る
こ
と
で
す
か
ら
、

国
の
補
助
を
も
ら
わ
ざ
る

そ
れ
に
よ
っ
て
現
在
の
街
路
部

そ
の
う
ち
一
部
を
都
市
計
画
街
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〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。

議
案
第
八
五
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
六
五
号

四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
っ
い
て
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
か
。

が
先
回
、
全
員
協
議
会
で
ご
説
明
の
あ
り
ま
し
た
こ
の
計
画
、
こ
れ
と
の
関
連
は
ど
う
な
の
か
、
そ
の
辺
が
ち
ょ
っ
と
不
明
確
な
わ
け
で

．
そ
れ
か
ら
、
こ
の
近
鉄
の
用
地
と
い
う
の
は
、

い
わ
ゆ
る
高
架
事
業
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
所
と
全
く
関
係
が
な
い
の
か
ど
う
か
、

そ
う
い
う
点
も
含
め
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
こ
の
、
先
回
ご
報
告
に
な
り
ま
し
た
、
全
員
協
議
会
で
ご
報
告
に
な

り
ま
し
た
あ
の
計
画
で
す
ね
、
新
し
い
計
画
と
の
違
い
が
あ
る
と
し
た
場
合
に
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
助
役
（
三
輪
喜
代
司
君
）
登
壇
〕

〇
助
役
（
三
輪
喜
代
司
君
）

安
島
土
地
区
画
整
理
区
域
内
に
お
け
る
土
地
開
発
公
社
の
保
有
し
て
い
る
土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
島
土
地
区
画
整
理
事
業
の
中
に

お
い
て
替
え
地
と
し
て
利
用
を
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
残
地
が
出
た
場
合
に
は
、
有
効
に
こ
れ
を
活
用
い
た
し
ま
し
て
、

保
有
し
て
お
り
ま
す
土
地
開
発
公
社
に
損
害
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
た
い
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

日
程
第
一
〇

三
輪
助
役
。

ヽ

次
に

な
い
し

こ
こ
へ
こ
の
用
地
を
買
収
し
な
が
ら
み
は
と
学
園

そ
の
差
の
土
地
と
い
う
の
は
ど
う
処
理
な
さ
る
の
か
、

従
来
と
の
関
連
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
か
ら
答
弁
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
分
校
と
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

し
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
後
、

土
地
開
発
公
社
に
依
頼
を
い
た
し
ま
し
て
、

と
と
も
ど
も
、
，
ご
承
知
の
よ
う
な
身
体
障
害
者
並
び
に
精
神
薄
弱
者
施
設
の
セ
ソ
ク
ー
に
名
実
と
も
に
も
っ
て
い
き
た
い
。
こ
う
い
う
こ

と
で
お
願
い
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
の
買
収
で

た
だ
い
ま
教
育
次
長
か
ら
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

他
に
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
も
っ
て
報
告
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
三
〇

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
日
程
第
十
、
議
案
第
六
十
五
号
四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
い
し
、

第
三
十
、
議
案
第
八
十
五
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
二
十
一
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

'
，
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

日
程

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
た
だ
い
ま
ご
上
程
の
各
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
六
十
五
号
、
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
案
は
、
去
る
四
月
、
四
日
市
市
行
財
政
調
査
会
か
ら
「
行
財
政
運
営
の
基
本
的
な

あ
り
方
等
に
つ
い
て
」
答
申
を
受
け
、
こ
の
中
で
「
行
政
体
制
、
組
織
機
構
の
整
備
」
に
関
し
答
申
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
十
分
検
討
し

た
結
果
、
「
全
庁
的
管
理
機
能
の
強
化
」
に
つ
い
て
は
、
市
長
公
室
企
画
調
整
課
を
中
心
と
し
、
総
合
計
画
の
策
定
及
び
こ
れ
に
基
づ
く

予
算
編
成
へ
の
参
画
を
は
じ
め
、
全
庁
的
調
整
機
能
を
分
掌
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
庁
議
等
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
補
佐
機
能
及

び
主
要
施
策
の
進
行
管
理
等
を
担
当
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
部
門
管
理
機
能
の
強
化
」
に
つ
い
て
は
、
各
部
に
主
管
課
制
を
導
入
し
、
事
務
分
掌
に
明
示
し
て
調
整
機
能
を
補
強
す
る
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
建
設
部
門
に
お
い
て
は
管
理
課
を
新
設
し
て
強
化
充
実
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
機
能
別
組
織
機
構
の
編
成
」
に
つ
い
て
は
、
財
政
部
を
新
設
し
て
財
務
と
税
務
を
統
合
し
、
土
木
部
及
び
建
設
部
の
主
管
事
項
に
つ

そ
の
辺
の
と
こ
も
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す。
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゜

い
て
都
市
計
画
機
能
と
土
木
建
設
機
能
に
統
合
配
分
し
ま
し
た
・
1

：
「
広
聴
広
報
機
能
の
強
化
」
に
つ
い
て
は
へ
、
市
民
部
を
新
設
し
、
そ
の
中
に
地
域
振
興
課
を
設
け
、
広
聴
機
能
を
充
実
し
、
的
確
な
住

民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
施
策
に
反
映
さ
せ
て
民
主
的
行
政
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

,
．
「
職
員
の
流
動
的
配
置
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
企
画
調
整
課
に
お
い
て
係
制
を
廃
止
し
、
担
当
制
を
導
入
し
て
試
行
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。ま

た
、
機
構
改
革
に
関
連
し
て
、
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
、
農
地
課
税
審
議
会
、
公
害
対
策
審
議
会
、
農
政
審
議
会
及
び
都
市
計
画
審

゜

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

議
会
の
所
管
部
課
の
変
更
に
伴
い
関
係
条
例
を
整
備
し
よ
う
と

な
お
へ
；
本
機
構
改
革
と
と
も
に
今
回
の
答
申
に
基
づ
き
、
事
務
処
理
諸
規
程
を
は
じ
め
各
面
に
わ
た
っ
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
し
て
、

順
次
今
後
の
市
行
財
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

議
案
第
六
十
六
号
‘
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費

の
基
準
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
の
に
準
じ
て
選
挙
長
、
投
開
票
管
理
者
及
び
立
会
人
の
報
酬
を
増
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

゜

ま
す
．
．

議
案
第
六
十
七
号
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、
保
険
料
負
担
の
適
正
を
図
る
た
め
従
来
か
ら
種
々
問
題
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
、
い
わ
ゆ
る
擬
制
世
帯
主
に
対
す
る
賦
課
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
地
方
税
法
及
び
同
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
‘
並
び
に
保
険
料
の
減
額
対
象
世
帯
の
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
i

ハ
十
八
号
、
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、
下
水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に
規
定
す
る
特
定
施
設
を

設
置
す
る
工
場
ま
た
は
事
業
場
か
ら
の
下
水
に
つ
い
て
、
そ
の
水
質
を
規
制
す
る
と
と
も
に
‘
除
害
施
設
関
係
に
つ
い
て
も
、
下
水
道
施

設
の
機
能
保
全
と
、
水
質
保
全
の
両
面
か
ら
そ
の
設
置
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、

ま
た
罰
金
及
び
過
料
に
つ
い
て
は
、
法
改
正
に
準
じ
て
増
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
o
,

議
案
第
六
十
九
号
、
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、
都
市
公
園
法
の
改
正
に
よ
り
、
都
市
公
園
の
設
置
に
関
す
る
手
続
が
法
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
文
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
過
料
に
つ
い
て
法
に
準
じ
て
増
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
七
十
号
、
市
道
路
線
の
認
定
案
は
、
大
谷
台
二
丁
目
、
み
ゆ
き
ヶ
丘
一
丁
目
、
同
二
丁
目
の
住
宅
団
地
内
道
路
、
小
杉
町
地
内

に
お
い
て
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
道
路
及
び
桜
台
一
丁
目
の
住
宅
団
地
内
道
路
を
、
そ
れ
ぞ
れ
市
道
と
し
て
認
定
し

ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
所
在
は
お
手
元
の
図
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
七
十
一
号
土
地
の
取
得
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
重
団
地
内
に
公
営
住
宅
建
設
用
地
と
し
て
四
日
市
市
開
発
公
社
か
ら
土
地
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
位
置
及
び
形
状
は
お
手
元
の
図
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
七
十
二
号
は
、
保
々
出
張
所
・
公
民
館
新
築
工
事
の
請
負
契
約
締
結
案
で
あ
り
ま
し
て
、
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
結
果
、
金

額
六
千
百
十
万
円
を
も
っ
て
市
内
日
永
東
三
丁
目
株
式
会
社
堤
組
に
落
札
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
へ
同
社
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
七
十
三
号
は
、
日
永
終
末
処
理
場
プ
ロ
ワ
ー
設
備
工
事
の
請
負
契
約
締
結
案
で
あ
り
ま
し
て
、
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
結
果
、

金
額
六
千
六
百
万
円
を
も
っ
て
名
古
屋
市
中
村
区
広
井
町
三
丁
目
石
川
島
播
磨
重
工
業
株
式
会
社
名
古
屋
営
業
所
に
落
札
決
定
い
た
し
ま

し
た
の
で
＼
同
社
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

'
議
案
第
七
十
四
号
か
ら
議
案
第
八
十
五
号
ま
で
は
、
い
ず
れ
も
小
中
学
校
校
舎
等
に
か
か
る
工
事
の
請
負
契
約
締
結
案
で
あ
り
ま
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
結
果
、
市
立
三
重
西
小
学
校
増
築
（
受
託
）
工
事
に
つ
い
て
は
、
金
額
一
億
二
千
二
百
五
十
万
円
を

も
っ
て
市
内
稲
葉
町
中
日
本
建
設
株
式
会
社
に
、
市
立
大
矢
知
興
譲
小
学
校
増
改
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
金
額
一
億
四
千
三
百
万
円
を
も

っ
て
三
重
郡
川
越
町
大
字
南
福
崎
松
岡
建
設
株
式
会
社
に
、
市
立
桜
小
学
校
改
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
金
額
九
千
三
百
十
五
万
円
を
も
っ
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昭
和
五
十
二
年
六
月
十
三
日

四

日

市

市

議

会

て
市
内
南
起
町
株
式
会
社
高
木
組
に
、
市
立
県
小
学
校
増
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
金
額
八
千
百
万
円
を
も
っ
て
市
内
日
永
二
丁
目
多
田
建

い
て
は
、
金
額
七
千
九
十
万
円
を
も
っ
て
市
内
石
原
町
株
式
会
社
杉

つ

市
立
常
磐
西
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
工
事
に

設
株
式
会
社
に
、

い
て
は
、
金
額
七
千
百
十
五
万
円
を
も
っ
て
市
内
御
薗
町
．
一
丁
目
―
―
―

台
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
（
受
託
）
工
事
に
つ

、
市
立
桜

本
組
に

い
て
は
、
金
額
七
千
四
百
万
円
を
も
っ
て
市
内
川
原

工
事
に
つ

学
校
屋
内
運
動
場
新
築
（
受
託
）

市
立
三
重
西
小

建
工
業
株
式
会
社
に
、

町
朝
日
土
木
株
式
会
社
に
、
市
立
三
重
北
（
仮
称
）
小
学
校
新
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
金
額
三
億
九
百
万
円
を
も
っ
て
市
内
生
桑
町
木
下

建
設
株
式
会
社
に
、
市
立
八
郷
西
（
仮
称
）
小
学
校
新
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
金
額
二
億
四
千
三
百
七
十
万
円
を
も
っ
て
三
重
郡
川
越
町

万
円
を
も
っ
て
市

大
字
南
福
崎
松
岡
建
設
株
式
会
社
に
、
市
立
朝
明
中
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
金
額
八
千
二
百
三
十

内
元
町
株
式
会
社
伊
藤
彦
組
に
、
市
立
三
重
乎
中
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
（
受
託
）
工
事
に
つ
い
て
は
、
金
額
八
千
百
六
十
万
円
を
も
っ

市
立
富
田
幼
稚
園
改
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
金
額
六
千
四
百
五
十
万
円
を
も
っ
て
市
内
富
田
二
丁

て
市
内
浜
田
町
株
式
会
社
小
林
組
に
、

目
早
川
組
に
落
札
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
業
者
と
の
間
に
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
う
え
、
ご
決
議
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
提
案
理
由
の
説
明
は
、
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

議
事
日
程
に
従
い
ま
し
て
、
本
件
に
対
す
る
審
議
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

し
ま
し
た
。

以
上
で
、
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た

次
回
は
、
六
月
十
三
日
午
前
＋
時
か
ら
会
議
を
開
き
ま
す
。

本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
後
二
時
四
十
分
散
会

四

日

市

市

議

会

定

例

会

会

議

録

（
第
二
号
）
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議
事
日
程
の
と
お
り

0
出
席
議
員
（
四
十
一
名
）

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

第

般

質

問

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
三
日
（
月
）

0
議

事

日

程

第

二

号

午
前
十
時
開
議

加 大 大 4 ヽ 岩 伊

藤

定

男

森 谷 )II 

宇

治

田

田 藤

lJ ヽ 天 青

井 春 山

多
・
喜

喜

正

四

郎

良 久 信 道 文 峯

市し 雄 夫 雄 男
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〇
欠
席
議
員
（
三
名
）

.~, 
.‘
 
，．
 

9, ， 
~
 •• ．．
 

山 増 高 山 山 山 森

口 山 橋 本

信 英 力

中、 路

松

島

前

JII 

忠 安 良 辰

堀

新

古

市

元

福

田

香

乎

野

鐸 増

兵

生 勝 剛 吉 男 衛 史

行

信

，

長

谷

川

元

橋

本

蔵

野

呂

乎

野

崎

貞

生

JII 

乎

中

村

信

出

•
井

坪

井

妙

田

中

甚

高

木

高

井

坂

ロ

正

後

藤

長

後

藤

寛

IJ ヽ

林

芳 蔵 夫 博 子 勲
, -
/‘ 

喜

．ヽiJ 

林

博

粉

JII 

訓

〗
覇

也

喜

多

野

川 金

ロ 森

洋

和 介 夫 次 次 夫 次 茂 男 等 正
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0
出
席
事
務
局
職
員

0
議
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

主 主

事 事

議

事

係

長

議

事
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薫
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仁

人

土

木

部

長

石

井

夫

環

境

部

長

矢

田

郎

福

祉

部

長

谷

沢

文

男

産

業

部

長

斎

藤

久

美

税

務

部

長

伊

藤

治

郎

総

務

部

長

阿

南

輝

彦

市

長

公

室

長

1 -

/‘ 

田

猶

裕

収
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役
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潮
期
に
入
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
社
会
の
情
勢
と
い
う
の
は
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

本
日
の
議
事
は
、

お
手
元
に
配
布
し
ま
し
た
一
般
質
問
通
告
一
覧
表
の
と
お
り
、
質
問
の
通
告
が
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、

こ
の
四
日
市
の
い
ま
ま
で
の
状
態
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
少
く
と
も
戦
後
で
す
が
、
工
業
都
市
と
し
ま
し
て
全
国
的
に
大
変
高
い

立
場
で
評
価
を
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
派
生
し
て
お
る
公
害
問
題
を
初
め
、

解
決
の
問
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

し
て
き
た
と
。
こ
の
こ
と
は
ど
う
い
う
条
件
が
あ
っ
た
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
ま
ず
何
と
言
い
ま
し
て
も
、
立
地
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

そ
の
ほ
か
政
府
が
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
全
国
総
合
開
発
計
画
に
従
っ
て
進
め
て
き
た
と
。
こ
れ
を
四
日
市
の
側
か
ら
申
し
ま

す
と
、
；
わ
た
し
は
、
現
状
追
認
的
な
姿
勢
で
今
日
進
ん
で
き
た
の
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
一
っ
と
、

保
守
主
導
型
で
進
め
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
の
こ
と
は
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

命
に
か
か
わ
る
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
今
日
の
社
会
経
済
情
勢
の
中
で
果
た
し
て
き
た
役
割
と
い
う
も
の
も
大
き
な
も
の
が

あ
る
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
九
年
の
末
に
起
こ
っ
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
こ
れ
以
来
、
経
済
情
勢
と

し
か
．
し
｀

前
提
に
い
た
し
ま
し
て
、
質
問
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
前
川
辰
男
君

〔
前
川
辰
男
君
登
壇
〕

前
川
辰
男
君
゜
一
覧
表
記
載
の
順
序
に
従
い
、
順
次
発
言
を
許
し
ま
す
。

日

程

第

一

一

般

質

問

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

こ
れ
よ
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
大
き
な
、
市
民
に
と
っ
て
迷
惑
な
‘

い
ろ
い
ろ
ま
だ
ま
だ
難
解
な
未

お
手
元
に
配
布
し
ま
し
た
議
事
日
程
第
二
号
の
と
お
り
一
般
質
問
で
あ
り
ま
す
。

質
問
に
当
た
り
ま
し
て
、

情
勢
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

う
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
み
ま
し
て
も
、

さ
れ
る
ん
で
あ
ろ
う
か
と
、

ま
ず
わ
た
し
は
、

ど
う
も
ま
だ
、

こ
の
四
日
市
と
い
う
都
市
は
今
後
も
工
業
都
市
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
大

こ
の
四
日
市
市
が
戦
後
十
数
年
の
間
に
大
き
な
工
業
都
市
と
し
て
先
進
的
役
割
を
果
た

そ
れ
か
ら
も
う
―
つ
は
、

い
う
の
は
一
変
を
し
て
き
て
い
ま
だ
に
低
迷
し
た
経
済
社
会
情
勢
が
続
い
て
お
る
わ
け
で
す
。

よ
く
考
え
て
み
ま
す
と
い
う
と
~
こ
の
高
度
経
済
成
長
と
い
う
言
葉
は
無
限
に
続
く
も
の
で
は
な
い
と
。
・
人
間
に
と
っ
て
言

う
な
ら
ば
、
生
ま
れ
て
か
ら
大
体
二
十
ぐ
ら
い
ま
で
は
成
長
期
に
あ
り
ま
す
が
、
二
十
を
過
ぎ
る
と
い
う
と
今
度
は
そ
れ
が
と
ま
っ
て
退

こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
身
体
一
．
っ
と
っ
て
も
わ
か
る
の
と
同
じ
よ
う
な

こ
の
「
低
成
長
」
と
い
う
い
い
言
葉
で
言
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
わ
た
し
は
、
‘
低
成
長
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
し
て
、
．
非
常
に
低
迷
し
て
い
る
経
済
情
勢
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
ん
で
す
。

ー
で
、
そ
う
い
う
時
期
に
新
全
総
の
見
直
し
と
い
う
こ
と
が
現
在
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
数
日
前
の
新
聞
に
も
中
問
報
告
が
出
て
お
っ
た
よ

そ
の
新
し
い
情
勢
、
こ
れ
が
決
し
て
い
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

な
物
の
な
い
国
で
は
特
に
そ
う
で
す
が
、
世
界
が
同
じ
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
、

日
本
は
さ
ら
に
賃
加
工
で
、
国
民
経
済
を

安
定
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
も
っ
と
深
刻
に
受
け
と
め
て
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
ひ
そ
か
に
考
え
て
お
っ
た
わ
け
で
す
が
、
•
こ
れ
が
ど
う
も
そ
う
じ
ゃ
な
く
し
て
、
や
は
り

依
然
と
し
て
い
ま
ま
で
の
姿
勢
で
、
ど
う
も
太
乎
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
お
け
る
、
．
あ
る
い
は
瀬
戸
内
工
業
地
帯
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
工
業
化

と
い
う
の
は
限
度
が
き
て
い
る
か
ら
別
の
と
こ
へ
持
っ
て
い
く
、
・
分
散
型
を
示
し
て
お
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
で
す
ね
、
わ
た
し

は
非
常
に
危
険
な
問
題
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
現
状
か
ら
や
っ
ぱ
り
依
然
と
し
て
逃
げ
出
し
て
い
く
と
。
も
っ
と
別
の
言
葉

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
三
十
七
名
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
か
ら
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

日
本
の
よ
う

も
っ
と
違
っ
た
報
告
が
な

午

前

＋

時

二

分

開

議
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い
た
し
ま
す
と
、

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。
~

』
ま
ず
第
一
回
の
質
問
を
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。

日
市
が
ど
れ
だ
け
の
力
が
あ
る
か
と
、

で
言
う
な
ら
ば
r

現
在
の
と
こ
ろ
は
う
る
さ
い
か
ら
別
の
新
天
地
を
求
め
て
や
っ
て
い
く
ん
だ
と
。
な
る
ほ
ど
、
企
業
と
い
う
の
は
利
潤

追
求
が
中
心
で
あ
っ
て
、

こ
う
い
う
見
方
に
な
り
ま
す
と
、

そ
れ
以
外
の
も
の
で
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

な
い
と
、
こ
れ
は
よ
く
わ
か
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

と
言
っ
て
で
す
ね
、
現
在
あ
る
工
業
地
帯
を
住
民
と
と
も
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
は

一
体
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
姿
が
出
さ
れ
て
お
ら
な
い
。
四
日
市
と
い
う
の
は
、

今
後
の
工
業
と
住
民
生
活
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
大
変
な
犠
牲
と
大
変
な
苦
労
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

四
日
市
で
公
害
問
題
を
取
り
上
げ
た
こ
ろ
に
は
公
害
対
策
の
立
法
化
と
い
う
の
は
1

つ
も
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
、
四
日
市

が
先
頭
に
立
っ
て
~
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
今
日
の
状
態
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
日
、
だ
か
ら
公
害
が
も
う
す
べ
て
よ
く
な
っ
た

ま、

．
 

と

わ
た
し
は
決
し
て
言
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
少
く
と
も
こ
の
日
本
の
将
来
に
対
し
て
四
日
市
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
さ
ら
に
そ
れ
を
進
展
さ
せ
、

よ
う
に
し
て
工
業
都
市
四
日
市
の
今
後
の
あ
り
方
を
出
し
た
ら
い
い
の
か
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
で
す
ね
、

番
大
き
な
問
題
と
し
て
わ
た
し
は
確
立
を
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
日
本
の
産
業
に
対
し
、

少
く
と
も
い
ま
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、

構
想
と
い
う
も
の
を
立
て
な
き
ゃ
な
ら
ぬ
、
こ
れ
は
、

に
よ
る
も
の
を
追
従
し
て
い
く
と
、

い
ま
的
確
な
お
答
え
が
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
が
、
少
く
と
も
こ
の
質
問
を
契
機
に
し
ま
し
て
、
早
急
に
確
立
を
さ
し
て
い
た
だ
く
、

基
本
計
画
と
い
う
も
の
を
確
立
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
ん
で
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

ま
た
四
日
市
の
り
っ
ぱ
な
実
績
を
で
す
ね
、

四
日
市
が
中
心
に
な
っ
て
、

こ
れ
は
大
変
思
い
上
が
っ
た
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

三
重
県
と
い
う
広
域
的
な
形
の
中
で
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
基
本

わ
た
し
は
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
新
全
総
の
見
直
し
に
よ
る
、
手
直
し

そ
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
わ
た
し
が
こ
こ
で
あ
え
て
質
問
を
す
る
わ
け
で
す
が
、

お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
の
四
日
市
市
が
、
商
工
業
の
町
と
し
て
港
と
と
も
に
過
去
八
十
年
間
歩
ん
で
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、

こ
の
先
人
た
ち
が
八
十
年
の
間
苦
労
を
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
今
日
の
四
日
市
市
の
町
と
い
う
も
の
は
、

代
の
後
半
か
ら
そ
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
し
て
、

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
＼
今
日
で
は
四
日
市
の
市
政
の
方
向
と
い
う
も
の
は
、
現
~
確
定
を
し
て
お

り
ま
す
某
本
構
想
に
基
づ
い
て
緑
と
太
陽
の
あ
る
明
る
い
、
豊
か
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
•
て
お
り
ま
し
て
、
四
十
年

そ
の
結
果
と
い
う
も
の
が
、
こ
の
、
過
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
行
財
政
調
査

会
の
答
申
の
財
政
の
項
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
見
ま
す
と
、

公
共
的
な
施
設
整
備
と
い
う
も
の
は
、
日
本
の
他
の
中
小
都
市
に
比
較
を
い
た
し
ま
し
て
、

と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

な
お
か
つ
、
今
日
の
市
民
の
皆
様
方
の
そ
う
い
っ
た
施
設
に
対
す
る
ご
要
請
と
い
う
も
の
か
ら
、
＇
比
較
を

こ
れ
か
ら
な
お
整
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
々
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
指
摘
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
整
備
し
て
い
く
た
め
の
本
市
の
財
政
力
は
ど
う
な
っ
て
お
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
た
だ
い
ま
ご

四
十
八
年
、
九
年
に
起
き
ま
し
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
次
第
に
四
日
市
の
市
の
財
政
力
が
落
ち
て
ま

い
っ
て
お
り
ま
し
て
、

そ
の
こ
と
も
こ
の
答
申
書
に
い
み
じ
く
も
指
摘
を
さ
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
民
一
人
当
り
の
歳
出
決

算
額
で
見
ま
す
と
、
全
国
の
平
均
と
比
較
を
い
た
し
ま
し
て
、

四
十
七
年
、

ひ
と
つ
加
藤
市
長
、

ま
ず
一

あ
る
い
は
日
本
の
国
民
の
将
来
に
対
し
て
四

や
は
り
私
は
守
っ
て
い
か
な
け

四
日
市
の
い
ろ
い
ろ
な
、
声
標
準
的
な
、

ま
あ
乎
均
以
上
を
維
持
し
て
お
る
と
い
う
こ

八
年
前
半
ま
で
は
四
日
市
市
の
市
民
一
人
当
た
り
の
財
政
支

出
と
い
う
も
の
が
、
全
国
乎
均
に
比
べ
て
か
な
り
オ
ー
バ
ー
を
し
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

四
十
八
年
暮
れ
か
ら
以
降
に
お
き
ま

い
ま
言
い
ま
し
た
こ
の
低
迷
経
済
期
に
お
い
て
ど
の

こ
こ
十
数
年
の
間
公
害
問
題
を
引
っ
提
げ
ま
し
て
、

メ
リ
ッ
ト
の
な
い
と
こ
ろ
で
企
業
は
成
り
立
た
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0
前
川
辰
男
君

〔
前
川
辰
男
君
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
川
辰
男
君
゜

一
体
ど
う
い
う
ふ
う
な
活
力
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
分
析
し
て
み
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
特
に
四

日
市
市
の
鉱
工
業
生
産
、
．
そ
れ
か
ら
商
業
、
農
業
と
大
き
く
産
業
を
単
純
に
三
つ
に
分
類
を
い
た
し
ま
す
と
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
鉱
工

業
生
産
額
は
、
約
一
兆
九
百
億
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
七

0
％
ぐ
ら
い
が
化
学
工
業
生
産
、
化
学
工
場
か
ら
生
産
を
さ

れ
る
額
に
な
っ
て
お
る
、
そ
れ
か
ら
商
業
は
四
千
六
百
億
の
販
売
額
が
あ
る
と
、
農
業
は
、
約
百
億
と
い
う
水
準
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
J

こ
れ
ら
の
水
準
が
昭
和
四
十
九
年
か
ら
、
＇
五
十
年
、
五
十
一

9

年
と
か
け
て
、
，
そ
の
伸
び
率
が
ダ
ウ
ソ
を
し
て
お
る
と
、
特
に
鉱
工
業
生
産

に
お
い
て
は
、
そ
の
伸
び
率
が
ダ
ウ
ン
を
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
や
は
り
四
日
市
市
の
町
に
活
力
を
及
ぼ
し
て
い
く
必

要
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
9

1

ー、

9

そ
こ
で
、

た
だ
い
ま
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
、

国
の
方
で
は
工
業
再
配
置
促
進
法
と
い
う
も
の
を
四
十
七
年
の
六
月
に
施
行
い
た
し
ま

し
て
、
移
転
促
進
地
域
と
誘
導
地
域
に
分
け
て
み
た
り
、
あ
る
い
は
今
度
や
っ
，
て
お
る
そ
う
で
す
が
、
＇
工
業
再
配
置
の
計
画
の
大
綱
を
つ

く
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
、
＿
―
-
全
総
に
よ
り
ま
す
と
魅
力
あ
る
地
方
中
核
都
市
の
建
設
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
私
は
魅
力
あ
る
地
方
中
核
都
市
の
建
設
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
大
い
に
賛
成
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
の
趣
旨
で
三
全
総
を
行

つ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
い
た
ず
ら
に
、
国
の
方
針
に
従
う
と
い
う
こ
と
で

は
ぐ
あ
い
が
悪
い

9
国
の
政
策
と
い
う
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
地
方
都
市
の
あ
り
方
に
つ
い
て
整
合
性
を
求
め
る
よ
う
に
国
に
対

し
て
も
働
き
か
け
て
ま
い
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
私
自
身
、

業
都
市
と
し
て
今
後
の
四
日
市
を
も
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ

う
な
鉱
工
業
生
産
の
偏
っ
た
点
を
ど
う
こ
れ
か
ら
直
し
て
い
く
か
、

を
し
て
い
く
と
、
あ
と
何
も
建
設
を
さ
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
ゴ
ー
ス
ト
ク
ウ
ソ
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
、

話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら
、

市
民
の
コ
ソ
セ
ソ
サ
ス
を
得
て
四
日
市
市
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
、
．
か
よ
う
に
考
え
て
お
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
日
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
計
画
と
い
う
も
の
は
、

機
構
改
革
並
び
に
そ
れ
に
対
し
ま
す
る
人
事
配
置
、

さ
ら
に
機
構
改
革
の
中
で
の
ー
つ
の
目
玉
を
進
め
て
ま
い
る
と
い
う
こ
と
に
努
力
を

し
て
お
り
ま
し
て
、
今
後
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
た
め
の
計
画
立
案
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
い
う
の
は
｀

い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
ご
理
解
を
賜
り
‘
’
ま
た
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
、

た
だ
い
ま
の
答
弁
の
中
で
、

よ
ろ
し
い
で
す
け
れ
ど
も
、
、
と
言
い
ま
す
の
は
で
す
ね
、
も
ち
ろ
ん
市
長
も
十
分
ご
承
知
の
と
お
り
な
ん
で
す
が
、
現
状
と
い
う
の
は
決

し
て
甘
い
も
の
じ
ゃ
な
い
わ
け
で
す
ね
、
た
と
え
ば
こ
の
議
会
で
も
前
回
、
．
東
海
精
糖
あ
る
い
は
三
重
造
船
の
。
ヒ
ソ
チ
の
問
題
が
論
議
さ

れ
ま
し
た
。
あ
の
程
度
の
中
堅
企
業
で
も
一
っ
問
題
が
起
こ
り
ま
す
と
、
＂
．
そ
の
悪
い
面
の
波
及
と
い
う
の
が
大
変
な
深
刻
な
形
で
市
民
の

上
に
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
で
す
ね
、
．
市
長
の
言
葉
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ソ
ド
・
ビ
ル
ド
と
い
う
言
葉
は
9

'

も
う
す
で
に
過
去
の
も
の
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
情
勢
を
示

し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
す
ね
、
そ
れ
に
対
し
て
企
業
と
い
う
の
は
や
は
り
メ
リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
来
な
い
、
＇
こ
れ
は
も
う
大
原
則
な
わ

け
で
す
°
・
わ
れ
わ
れ
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
よ
ら
ず
、

そ
こ
で
、
．

四
日
市
の
町
が
、

わ
た
し
．
は
一
番
最
後
の
方
の
こ
と
を
も
う
少
し
聞
き
た
か
っ
た
わ
け
で
す
9

ま
あ
前
段
は

•,‘ 

そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
0

，
そ
う
す
る
と
新
し
い
計
画
に
基
づ
い
て
、

ど
う

か
よ
う
に
考
え
て

こ
の
こ
と
し
の
前
半
は
市
政
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

し
て
、
こ
れ
が
下
降
傾
向
に
な
っ
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
指
摘
も
受
け
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
た
し
ま
す
と
今
日
、
i

先
ほ

ど
申
し
ま
し
た
福
祉
都
市
と
し
て
明
る
い
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
た
め
の
、
諸
設
備
を
整
備
し
て
い
く
た
め
の
財
源
の
・
確
保
と
い

•
9こ
と

も
、
一
っ
今
日
大
き
な
問
題
と
し
て
提
起
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

や
は
り
緑
と
太
陽
の
あ
る
明
る
い
、

し
か
も
公
害
の
な
い
活
力
の
あ
る
産

さ
ら
に
今
日
あ
る
施
設
を
い
た
ず
ら
に
老
朽
化
さ
し
て
ス
ク
ラ
ッ
プ

地
域
社
会
と
の
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通
告
に
従
っ
て
質
問
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
四
日
市
は
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
、

う
い
う
情
勢
で
あ
れ
ば
、

じ
ゃ
あ
ほ
か
で
考
え
よ
う
か
と
い
う
こ
と
は
、

よ
け
い
そ
う
い
う
恐
れ
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
や
っ
ぱ
り
＼
四
日
市
と
い
う
の
は
立
地
条
件
は
、
こ
れ
は

依
然
と
し
て
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
諸
問
題
、
こ
う
い
う
問
題
で
特
に
こ
れ
か
ら
市
長
が
つ
く
ら
れ
る
方
針

の
中
に
具
体
的
に
入
れ
て
い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
は
、
財
源
問
題
を
幾
ら
努
力
し
よ
う
と
思
っ
て
も
限
界
ど
こ
ろ
か
、

そ
れ
か
ら
も
う
一
っ
、
例
を
挙
げ
ま
す
と
い
う
と
、
最
近
の
―
つ
の
傾
向
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
わ
た
し
の
立
場
か
ら
こ
う
い

う
こ
と
を
言
う
と
大
変
誤
解
を
受
け
る
点
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
1

と
言
い
ま
す
の
は
、
公
害
問
題
と
そ
れ
か
ら
工
場
災
害
問
題
と

こ
の
二
つ
を
比
較
し
て
み
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
．
工
場
災
害
問
題
と
い
う
の
は
、
公
害
問
題
に
比
べ
ま
し
て
か
な
り
質
的
な
違
い
が
あ

る
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
ん
で
す
。
公
害
問
題
に
企
業
が
投
資
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

れ
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
世
の
中
が
こ
の
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
か
ら
や
む
を
得
ず
や
っ
て
お
る
と
い
う
面
が
あ
る
ん
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
に
対
し
ま
し
て
、

あ
ろ
う
と
、
人
間
の
命
と
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
当
然
手
を
緩
め
る
べ
き
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

工
場
災
害
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

害
に
つ
い
て
、

し
て
は
、

こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
．
や
は
り
い
け
な
い
も
の
は
い
け
な
い
と
、

わ
た
し
は
手
を
緩
め
ろ
と
い
う
こ
と
は
言
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
＼

ま
あ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
と
か
、

十
と
か
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
予
想
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は

こ
の
点
に
対
し
ま
し
て
で
す
ね
、

こ
ち
ら
の
方
が
言
わ
な
く
て
も
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
形
で
あ
る
。

そ
れ
が
住
民
側
に
及
ぼ
す
と
い
う
影
響
、

ゃ
な
ら
ぬ
が
、

確
に
で
す
ね
、

0
坂
口
正
次
君

「
角
を
た
め
て
牛
を
殺
す
」
の
た
ぐ
い
に
な
ら

い
わ
ゆ
る
ト
ッ
プ
の
あ
れ
で
進
む
ん
だ
と
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
も
思
う
わ
け
で

こ
れ
は
企
業
の
利
潤
の
中
に
余
り
あ
ら
わ

や
は
り
こ
う
い
う
経
済
事
情
だ
か
ら
手
を
緩
め
よ
う
か
と
、

一
般
的
な
災
害
の
場
合
、

こ
こ
で
起
こ
っ
て
き
た
も
の
の
マ
イ
ナ
ス
は
住
民
側
じ
ゃ
な
く
し
て
‘
1
0
0

わ
た
し
は
や
は
り
企
業
の
方
が
、
非
常
に
乱
暴
な
言
い

あ
る
い
は
人
身
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
当
然
や
ら
な
き

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
企
業
に
任
せ
て
お
く
と
い
う
形
の
や
り
方
で
、

げ
る
ん
じ
ゃ
な
く
し
て
、
大
き
な
と
こ
ろ
を
つ
か
ん
で
い
く
と
い
う
方
向
で
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
と
、

す
。
も
っ
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
言
い
ま
す
と
い
う
と
、
公
害
問
題
で
先
鞭
を
つ
け
た
四
日
市
あ
る
い
は
三
重
県
、

う
輝
け
る
歴
史
の
中
で
で
す
ね
、

正
確
に
そ
の
現
体
制
下
の
中
で
市
政
が
で
き
、
．
安
全
を
確
保
し
、
さ
ら
に
生
産
活
動
で
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
く
面
で
進
め
ら
れ
る
の
な
ら
結
構
で
す
け
れ
ど
も
、

な
い
と
も
限
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
問
題
に
対
し
て
も
や
は
り
高
所
か
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
と
、
こ
う
い
う
こ
と
も

先
進
都
市
四
日
市
と
し
て
は
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、

的
な
か
っ
こ
う
の
い
い
甚
本
計
画
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
し
て
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
た
で
す
ね
、
現
在
の
四
日
市
が
と
も
に
繁
巫
栄
を
し
て

い
く
方
向
を
見
い
出
す
よ
う
に
、
苫
し
み
の
中
か
ら
―
つ
の
も
の
を
打
ち
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
＇
こ
う
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
、

市
長
が
で
き
る
だ
け
早
く
―
つ
の
方
向
な
り
考
え
方
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
し
て
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
坂
口
正
次
君
登
壇
〕

工
場
災
害
問
題
に
つ
い
て
も
全
国
的
に
、

坂
口
正
次
君
゜

ま
ず
第
一
点
目
に
、
吉
田
工
業
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
わ
け
な
ん
で
す
が
、

い
た
だ
い
て
質
問
さ
し
て
い
た
だ
い
た
の
も
吉
田
工
業
な
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
以
後
何
人
か
の
議
員
さ
ん
か
ら
も
吉
田
工
業
に
つ
い
て
は

方
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

あ
る
程
度
、

％
企
業
側
に
あ
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

す
と
、
生
産
活
動
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
あ
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
で
す
ね
‘

あ
え
て
一

つ
の
例
と
し
て
申
し
上
げ
る
わ
け
で
す
が
、

と
て
も
こ
こ
で
論
議
の
で
き
る
問
題
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

き
ゃ
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
は
、

要
素
の
方
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、

む
●
ろ
マ
イ
ナ
ス

あ
る
い
は
加
減
し
な

ど
う
い
う
情
勢
で

工
場
災

で
、
行
政
当
局
と
し
ま

わ
た
し
は
、
，
通
り
一
遍

わ
た
し
が
初
め
て
議
員
に
出
て
、
こ
の
場
に
立
た
し
て

こ
う
い
う
こ
と
を
恐
れ
て
あ
え
て
わ
た
し
が
申
し
上
げ
る
わ
け
で
す
。

）
れ
が

そ
の
こ
と
が
正

つ
の
そ
う
い

い
わ
ゆ
る
細
か
い
点
を
余
り
つ
つ
き
上

こ
れ
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
ま

こ
れ
は
容
易
に
予
想
が
で
き
る
こ
と
だ
し
、
特
に
こ

--：32-
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質
問
が
な
さ
れ
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、
，
前
市
長
は
そ
の
た
び
に
、
．
何
と
か
早
急
に
吉
田
工
業
が
進
出
し
て
く
る
よ
う
に
努
力
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
日
ま
で
十
年
近
く
来
て
お
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
新
し
い
市
長
に
お
聞
き
し
た
い
わ
け
な
ん
で
す
が
、
三
月

に
開
発
許
可
が
出
て
●
市
の
方
で
は
開
発
許
可
，
を
お
ろ
し
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
吉
田
工

こ
の
辺
で
は
っ
き
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
わ
た
し
も
地
元
に
吉
田
工
業
の
用
地
買
収
の
と

＿
き
も
関
連
し
た
り
し
・
文
そ
の
こ
と
に
は
加
わ
っ
て
お
っ
た
わ
け
な
ん
で
す
が
、
地
元
か
ら
も
、

い
う
よ
う
な
こ
と
の
強
い
要
望
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
辺
で
市
長
が
腹
を
据
え
＇
て
は
っ
き
り
お
答
え
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
わ
け
な
ん
で
す
が
、
県
立
高
校
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
保
々
の
土
地
で
県
の
住
宅
供
給
公
社
の
土
地

を
、
そ
｀
こ
で
高
校
を
進
出
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
．
i

要
望
も
あ
り
、

う
わ
け
な
ん
で
す
が
、

ま
た
市
の
方
も
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
と
思

そ
の
後
、
新
聞
等
で
見
ま
す
と
、
鈴
鹿
の
方
が
優
先
的
に
で
き
る
と
、
鈴
鹿
の
方
に
こ
し
ら
え
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
新
聞
で
出
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
が
‘
]
わ
た
し
ど
も
は
‘
)
そ
の
後
の
状
態
が
ど
う
な
っ
て
お
る
ん
だ
と
、
高
校
は
本
当
に
今
年
度

に
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
こ
と
も
お
尋
ね
し
た
｀
い
わ
け
な
ん
で
す
。

続
い
．
て
、
，
三
点
目
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
わ
け
な
ん
て
す
が
、
き
の
う
の
新
聞
で
、
総
理
大
臣
も
大
阪
で
、
教
育
を
重
点
的
に
考
え

て
い
き
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
新
聞
で
見
た
わ
け
な
ん
で
す
が
’
•
四
日
市
も
新
し
い
教
育
長
が
出
て
、

四
日
市
の
基
本
教
育
を
ど
う

考
え
て
み
え
る
の
か
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
新
し
い
教
育
長
か
ら
ひ
と
つ
四
日
市
の
教
育
問
題
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
I

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
市
長
｀
（
加
藤
寛
嗣
君
）

で
ご
ざ
い
ま
す
と
か
、

吉
田
工
業
の
進
出
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
＼

工
場
立
地
が
今
日
ま
で
、
あ
る
い
は
用
地
確
保
の
遅
延

あ
る
い
は
経
済
情
勢
の
悪
化
、
さ
ら
に
は
、
立
地
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
当
時
に
お
き
ま
す
る
、
立
地
の
た
め
の
各

種
条
件
の
処
理
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
お
く
れ
か
ら
、

対
し
ま
し
て
、
申
し
わ
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
9
元
来
、

踏
み
切
り
ま
し
た
の
は
、

だ
ん
だ
ん
に
お
く
れ
て
ま
い
っ
て
お
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
地
元
の
皆
さ
ん
方
に

こ
の
吉
田
工
業
を
誘
致
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
四
日
市
市
が

あ
の
地
域
の
農
家
経
済
と
い
う
も
の
に
潤
い
を
も
た
ら
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ま
し
て
、
誘
致
の
決
意

今
日
の
段
階
で
会
社
と
し
て
は
あ
そ
こ
へ
工
場
を
建
設
さ
せ
る
と
い
う
意
思
に
つ
い
て
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
、
＿
そ
の
方
向
で
開

発
行
為
等
に
か
か
わ
る
事
前
協
議
は
す
で
に
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
し
、

そ
の
た
め
の
条
件
処
理
の
調
整
を
進
め
て
い
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま

す
9

た
だ
、
今
日
の
よ
う
な
経
済
情
勢
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
｀
企
業
投
資
の
可
能
性
に
つ
い
て
な
お
問
題
点
が
残
っ
て
お
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
そ
う
い
う
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
会
社
と
十
分
調
整
を
い
た
し
ま
し
て
、

進
出
の
時
期
等
の
確
定
を
確
か
め
て
み
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
自
身
ま
だ
、
市
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
て

か
ら
5

．
日
も
浅
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
・
大
変
申
し
わ
け
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
会
社
の
方
々
と
直
接
お
目
に
か
か
，
つ

て
お
り
ま
せ
ん
o
．
し
た
が
っ
て
、

そ
う
い
う
よ
う
な
措
置
も
講
じ
な
が
ら
、
今
後
に
対
処
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お

會
そ
れ
か
ら
そ
の
次
に
、
県
立
高
校
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
新
聞
紙
上
等
で
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

務
的
な
詰
め
を
教
育
委
員
会
の
方
で
行
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
¥
{
や
は
り
最
終
的
に
残
さ
れ
た
問
題
点
は
ヘ

ど
の
程
度
の
協
力
を
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
最
終
的
な
詰
め
の
問
題
と
し
て
残
っ
ー
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
あ

そ
こ
の
保
々
の
西
村
地
区
に
建
設
を
す
る
と
い
う
こ
と
＇
い
し
か
も
五
十
三
年
度
に
新
た
に
高
校

1

校
を
開
設
を
す
る
と
い
う
方
向
で
＼
，
事

．．．
 

そ
れ
か
ら
も
う
一
点
は
ー
今
日
の
段
階
に
な
り
ま
す
と
五
十
三
年
当
初
か
ら
新
し
い
校
舎
で
と
い
う
こ
と
は
、
．
事
務
的
に
若
干
無
理
が

り
ま
す
。

に
踏
み
切
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

]
〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。

ま
ず
こ
れ
に
て
第
一
回
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

業
は
出
．
て
く
る
の
か
、
出
て
こ
な
い
の
か
、

, 1 

,‘ 

一
つ
は
地
元
側
に
お
い
て

い
つ
ま
で
市
は
ほ
う
っ
て
お
く
ん
だ
と
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あ
り
ま
す
の
で
、

一
学
期
は
仮
校
舎
、
二
学
期
以
降
新
校
舎
に
移
る
と
い
う
よ
う
な
点
で
最
後
の
詰
め
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
近
く
知

事
と
の
間
に
お
目
に
か
か
っ
て
そ
の
条
件
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

が
近
づ
い
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
諮
り
を
申
し
上
げ
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）
登
壇
〕

0
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）

ご
存
じ
の
と
お
り
、

い
ず
れ
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
知
事
と
折
衝
の
上
、
全
員
協
議
会
で
皆
さ
ん
に

五
十
三
年
度
開
校
を
目
指
し
て
問
題
処
理
に
当
た
る
よ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

教
育
長
と
し
て
ど
う
い
う
基
本
的
な
考
え
を
持
っ
て
お
る
か
と
い
う
お
尋
ね
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
次
の
よ

四
日
市
市
は
市
制
が
し
か
れ
て
八
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
き
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
四
日
市
市
総
合
計
画
に
の

っ
と
っ
て
、
緑
と
太
陽
の
あ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
堅
実
に
前
進
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
に
あ
っ
て

教
育
の
占
め
る
位
置
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
ま
ず
持
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
校
教
育
な
い
し
社
会
教
育
を
充
実
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
体
育
、

か
な
四
日
市
市
民
の
養
成
に
努
力
す
る
と
い
う
の
が
、

わ
た
し
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
、

ご
ざ
い
ま
す
が
、
若
干
二
、
三
の
点
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
ロ
で
言
い
ま
す
と
、
教
育
基
本
法
第
一
条
に
教
育
の
目
的
が
明
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

完
成
を
目
指
し
て
、

多
の
面
で
、

心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
を
養
成
す
る
」
と
。
こ
の
「
心
身
と
も
に
健
康
」
と
い
う
の
が
、

私
の
基
本
的
な
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
の
世
相
な
り
、

か
に
向
上
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
精
神
面
で
の
生
活
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
が
そ
れ
に
つ
い
て
い
か
な
い
。
精
神
面
に
お
い
て
は
幾

い
わ
ゆ
る
ひ
ず
み
が
出
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。

豊
か
な
、
心
身
と
も
に
健
康
だ
と
、
こ
う
い
う
の
を
基
本
的
な
考
え
に
持
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

、

り

ま

し

た

。

心

も

さ
て
、
：
学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
も
、
一
口
で
こ
れ
も
申
し
上
げ
ま
す
と
確
か
に
知
識
偏
重
の
弊
害
は
出
て
ま
い

体
も
た
く
ま
し
い
子
供
、
体
力
の
あ
る
子
供
あ
る
い
は
少
し
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
は
へ
こ
た
れ
な
い
精
神
力
を
持
っ
た
、
広
い
意
味
の
精
神

力
を
も
っ
た
、
あ
る
い
は
よ
い
意
味
で
の
連
帯
感
を
も
っ
た
子
供
の
育
成
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
頭
で

っ
か
ち
で
利
己
主
義
の
が
り
が
り
亡
者
で
は
、

あ
る
い
は
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
を
見
て
み
ま
し
て
も
、
物
質
面
で
は
確

ま
あ
そ
う
い
う
点
に
お
き
ま
し
て
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
心
も
体
も

こ
れ
は
は
な
は
だ
困
っ
た
も
ん
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
表
現
は
ま
ず
う
ご
ざ
い
ま
す
が
、

頭
も
で
っ
か
け
れ
ば
心
も
で
っ
か
く
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
そ
う
願
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
家
庭
教
育
は
特
に
力
点
を
お
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
施
策
に
な
る
と
非
常
に
む
ず
か
し
い
問
題
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
青
少
年
の
、
い
わ
ゆ
る
健
全
育
成
で
、
い
ま
こ
そ
最
も
力
を
注
ぐ
べ
き
は
家
庭
教
育
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
諸
外
国
に
比
べ
て
確
か
に
お
く
れ
て
お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
最
近
は
、
い
わ
ゆ
る
生
涯
教
育
の
実
が
上
が
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
0

幼
児
期
か
ら
い
わ
ゆ
る
高
年
齢
期
に
至
る
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
に
応
じ
た
学
習
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
生
涯
教
育
の
点

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
特
別
こ
れ
は
配
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
、

う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

教
育
長
。

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
決
断
を
す
る
時
期

そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
「
教
育
と
は
人
格
の

一
口
に
申
し
上
げ
ま
す

に
つ
き
ま
し
て
も
、
社
会
教
育
な
い
し
社
会
体
育
を
中
心
と
し
ま
し
て
力
点
を
お
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
0

，
こ
と
に
幼
児
期
の
教
育
‘

ま
た
、
と
も
す
れ
ば
生
涯
教
育
は
上
滑
り
に
な

そ
う
考
え
ま
す
し
、

り
が
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
質
的
な
充
実
に
努
力
を
い
た
し
た
い
と
、
，
そ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

•
以
上
、
学
校
教
育
あ
る
い
は
家
庭
教
育
な
い
し
社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
く
簡
単
に
申
し
上
げ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
繰
り

返
し
て
申
し
上
げ
ま
す
が
、
そ
の
三
つ
を
通
じ
ま
し
て
、
最
初
に
申
し
上
げ
ま
し
た
心
身
健
康
と
い
う
点
を
わ
た
し
の
基
本
的
な
教
育
の

ス
ボ
ー
ツ
、
文
化
の
振
興
を
図
り
ま
し
て
、

心
の
豊
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そ
の
こ
と
を
再
度
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
構
え
て
お
願
・
い
し
た
い
。

方
針
に
い
た
し
た
い
．

に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、 そ

ぅ
考
え
て
ぉ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
基
本
的
な
教
育
方
針
を
実
施
い
た
し
ま
す
に
は
、
．
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
あ
る
い
は
社
会
教
育
、
社
会
体
育
の
指
導
者
に
な
る
方
の
資
質
の
向
上
、
こ
れ
が
必
要
で
あ
り
ま

す
し
、
ま
た
そ
の
た
め
の
施
設
、
設
備
を
中
心
に
し
ま
し
た
、
•
い
わ
ゆ
る
条
件
整
備
に
は
最
大
の
努
力
を
や
は
り
注
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
と
、

そ
う
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
教
育
の
問
題
は
な
か
な
か
ペ
ス
ト
の
問
題
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
解
決

は
ど
う
し
て
も
ペ
ク
ー
の
解
決
策
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
教
育
方
針
と
い
う
の
は
大
言
壮
語
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ー
つ
一
．
つ
予
算
の
裏
づ
け
を
得
て
、
じ
み
に
堅
実
に
実
施
し
て
い
く
、
そ
の
間
に
教
育
方
針
を
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
、
そ
う
い
う
ふ
う

至
ら
ぬ
者
で
す
が
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
方
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
い
と
、
そ
う
考
え
て
お
り
ま
す
•
,
．
以
上

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
坂
口
正
次
君
登
壇
〕

坂
口
正
次
君
゜

0
坂
口
正
次
君
、
一
点
目
の
吉
田
工
業
に
つ
い
て
は
、
市
長
も
初
め
て
な
っ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
今
後
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う

ご
答
弁
を
い
た
だ
い
た
わ
け
な
ん
で
す
が
、
市
長
に
な
っ
た
ば
か
り
と
言
っ
て
も
、
助
役
に
長
年
お
っ
た
わ
け
で
す
わ
ね
。
こ
の
吉
田
問
，

題
に
つ
い
て
は
、
も
う
助
役
の
と
き
か
ら
十
分
知
っ
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
。
ま
た
、
何
と
か
こ
れ
か
ら
努
力
し
て
い
き
た
い
と
、
十
年

以
上
た
っ
て
、
ほ
っ
た
ら
か
し
て
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
努
力
す
る
の
だ
と
、
あ
の
、

一
体
土
地
を
買
収
し
た
当
時
の
よ
う
に
市
の
部
課
長

が
真
剣
に
な
っ
て
、
何
と
か
ひ
と
つ
協
力
し
て
く
れ
と
、
地
元
は
い
か
ぬ
と
い
う
や
つ
を
協
力
せ
い
と
い
う
こ
と
で
夜
、
昼
な
し
に
詰
め

か
け
て
き
て
‘
{
、
っ
と
地
元
を
承
諾
さ
せ
て
、
そ
の
後
は
荒
れ
地
ほ
う
だ
い
で
、
い
ま
で
は
ア
ベ
ッ
ク
の
巣
に
し
て
お
る
と
、
と
き
ど
き

火
事
も
起
こ
し
て
お
る
わ
け
で
す
ね
、
車
の
中
で
ア
ベ
ッ
ク
が
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
、
』
そ
の
後
た
ば
こ
の
火
を
ぱ
っ
と
ほ
う
，
っ
て
火
事
に
な

っ
て
、
消
防
署
に
い
つ
も
世
話
に
な
っ
て
、
こ
の
市
の
消
防
車
が
い
つ
も
飛
ん
で
い
っ
て
、
も
う
ガ
ソ
リ
ン
代
か
ら
何
か
ら
、
市
の
金
を

相
当
使
っ
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

取
っ
て
、

そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
も
市
の
財
政
が
節
約
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
面
も
一

い
つ
に
な
っ
た
ら
で
き
る
の
か
＼
い
つ
そ
の
こ
と
も
う
吉
田
工
業
は
来
ぬ
の
な
ら
市
で
買
い

あ
る
い
は
市
の
施
設
に
し
ま
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
言
う
て
も
ら
え
る
か
な
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
期
待
し
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
な
か
な
か
そ
れ
は
、
前
に
も
言
っ
た
け
れ
ど
も
、
言
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何
と
か
こ
れ
は
ひ
と
つ

再
度
、
も
う
一
度
市
長
に
お
尋
ね
し
た
い
わ
け
な
ん
で
す
が
、
吉
田
工
業
が
今
年
度
に
か
か
ら
な
き
ゃ
＼
市
が
買
い
取
．
っ
て
そ
れ
を
市
の

施
設
と
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
は
っ
き
り
し
た
返
事
を
再
度
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
も
う
わ
た
し
も
こ
の
吉
田
工
業
に
つ
い
て
は
も

う
こ
れ
か
ら
二
度
と
こ
れ
で
質
問
せ
ぬ
つ
も
り
で
お
る
の
で
、
き
ょ
う
は
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
た
返
事
を
聞
く
ま
で
一
遍
粘
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
．
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
＼
高
校
進
出
問
題
に
つ
い
て
は
五
十
三
年
度
に
開
校
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
非
常
に
期
待
し
て
お
る
わ

け
な
ん
で
す
。
〗
こ
れ
は
来
年
度
に
向
け
て
、
今
年
度
の
生
徒
か
ら
四
日
市
、

つ

三
重
郡
合
わ
せ
て
四
百
名
以
上
の
高
校
入
学
生
が
ふ
え
る
わ

け
な
ん
で
す
。
五
十
七
年
ま
で
い
け
ば
千
人
以
上
の
生
徒
が
ふ
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
何
と
し
て
も
五
十
三
年
度
に
は
開
校
で
き
る
よ
う

な
状
態
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
9

も
し
高
校
が
進
出
で
き
な
い
場
合
に
は
、
四
日
市
独
自
の
高
校
も
っ
く
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
、
ひ
と

そ
れ
と
、
そ
の
高
校
を
県
と
詰
め
を
や
る
と
い
う
こ
と
を
市
長
は
言
っ
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、

で
、
こ
れ
か
ら
努
力
す
る
、
努
力
す
る
と
、

で
ご
ざ
い
ま
す
。
r

わ
た
し
の
聞
い
て
い
る
範
囲
で
は

排
水
問
題
が
解
決
が
つ
い
た
ら
＼
県
と
し
て
は
建
て
て
も
い
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
お
聞
き
し
た
わ
け
な
ん
で
す
が
、

こ
れ

は
市
長
に
も
う
一
度
お
聞
き
し
た
い
で
す
が
、

形
勢
も
な
い
よ
う
に
思
う
ん
で
す
が
へ
こ
の
点
に
＇
つ
い
て
は
県
と
話
し
合
わ
れ
た
中
で
、
排
水
問
題
の
話
は
出
て
い
な
い
の
か
ど
う
か
、

こ
の
排
水
問
題
は
、
地
元
に
対
し
て
こ
の
排
水
問
題
の
協
力
も
そ
の
後
呼
び
か
け
て
き
た

・-39- ー~38-



0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
排
水
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
元
と
の
話
し
合
い
は
ま
だ
な
さ
れ
て
な
い
そ
う
で
す
の
で
、
高
校
を
本
当
に
つ
く
る
気
で
や

る
な
ら
、
早
急
に
地
元
と
の
話
し
合
い
を
し
て
排
水
問
題
の
解
決
を
つ
け
て
、
県
の
供
給
公
社
の
方
へ
持
っ
て
い
っ
て
い
た
だ
い
て
、

と
つ
高
校
新
設
を
早
急
に
実
現
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
終
わ
り
ま
す
。

い
ま
か
ら
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
（
教
育
長
の
こ
と
な
ん
で
す
が
、

な
さ
る
の
か
な
と
聞
き
た
か
っ
た
ん
で
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
だ
け
な
ん
で
す
が
、
，
質
問
す
る
側
以
上
に
真
剣
に
な
っ
て
ご
答
弁
し
て
い
た
だ

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

直
接
会
う
と
い
う
こ
と
は
、

午
前
十
時
五
十
一
分
休
憩

わ
た
し
は
新
し
い
教
育
長
に
一
遍
こ
こ
に
立
っ
て
い
た
だ
い
て
、

ど
ん
な
し
ゃ
べ
り
方
を

吉
田
工
業
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
確
か
に
問
題
が
始
っ
て
か
ら
十
年
以
上
た
っ
て
い
る
。
何
と

か
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
お
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
が
吉
田
工
業
の
人
に

そ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
と
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解

そ
れ
か
ら
、
第
二
点
の
高
校
新
設
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
高
校
を
あ
の
西
村
へ
設
置
す
る
に
対
し
ま
し
て
、
排
水
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
は
県
側
で
非
常
に
問
題
視
を
し
て
お
っ
た
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
住
宅
供
給
公
社
の
方
は
、
高
校
建
設
予
定
地
を
も
含

め
て
全
体
の
排
水
計
画
と
い
う
も
の
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
と
い
う
ふ
う
な
話
が
出
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
大
変
時
間
が
、

結
論
を
得
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
高
校
建
設
予
定
地
の
問
題
だ
け
を
切
り
離
し
て
排
水
問
題
に
つ
い
て
地
元
側
と
話
し
合

い
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
過
日
、
住
宅
供
給
公
社
の
方
も
了
承
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
高
校
建
設
予
定
地
に

お
き
ま
す
る
排
水
は
、

す
べ
て
雨
水
排
水
、

と
す
と
い
う
こ
と
で
、
今
日
、

そ
れ
か
ら
学
校
か
ら
排
出
を
さ
れ
る
汚
水
の
排
水
等
、
す
べ
て
北
側
の
三
孤
子
川
の
方
に
落

町
長
さ
ん
の
方
と
地
元
の
方
で
詰
め
て
い
た
だ
い
て
お
る
最
中
で
あ
る
と
、

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
保
々
地
区
の
方
に
落
ち
る
水
と
い
う
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
に

し
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
想
定
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
口
正
次
君
゜

吉
田
工
業
に
つ
い
て
は
っ
き
り
せ
い
と
言
う
て
、
根
っ
か
ら
こ
う
は
っ
き
り
し
た
回
答
を
せ
ず
に
、
話
し
合
う
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、
も
う
わ
た
し
も
こ
れ
が
最
後
で
吉
田
工
業
の
問
題
に
は
触
れ
や
せ
ぬ
と
い
う
こ
と
を
言
う
た
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も

な
か
な
か
は
っ
き
り
し
た
返
事
を
し
て
も
ら
え
ぬ
の
で
、
再
度
ま
た
十
二
月
議
会
に
そ
れ
な
ら
そ
の
こ
と
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、

き
ょ
う
は
ひ
と
つ
あ
と
の
人
も
お
る
の
で
、

で
に
は
ひ
と
つ
で
き
る
か
で
き
な
い
の
か
、
吉
田
工
業
と
、
会
社
の
人
と
直
接
会
っ
て
い
た
だ
い
て
は
っ
き
り
し
た
返
事
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
も
う
で
き
な
い
の
な
ら
、
あ
の
ま
ま
荒
れ
地
ほ
う
だ
い
で
ほ
う
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
も
あ
る
し
、
不
良

化
の
巣
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
な
ん
で
す
。
非
常
に
ア
ベ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
、

て
遊
ん
で
お
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
も
う
不
良
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
場
所
に
市
が
提
供
し
た
の
と
違
う
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

出
て
お
る
わ
け
な
ん
で
、

そ
う
い
う
意
味
で
も
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
た
こ
と
を
十
二
月
ま
で
に
ひ
と
つ
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

0
坂
口
正
次
君

〔
坂
口
正
次
君
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

市
長
。

き
ま
し
て
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

も
う
こ
の
辺
で
引
き
下
が
り
た
い
と
思
う
わ
け
な
ん
で
す
が
、
十
二
月
議
会
ま

ま
た
高
校
を
サ
ポ
っ
て
あ
そ
こ
へ
来ひ

こ
う
い
う
ふ
う
に
ご
理
解
を
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0
古
市
元
＿
君

ま
こ
と
に
や
さ
し
い
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
理
事
者
の
皆
さ
ん
に
は
申
し
わ
け
な
い
と
思
い
ま
す
る
が
、
当
面
、
付
近
住
民
な
り
、

あ
る
い
は
ま
た
関
係
住
民
に
と
り
ま
し
て
は
最
大
の
関
心
事
と
思
い
ま
す
る
の
で
、
三
点
と
も
前
置
き
を
抜
き
に
い
た
し
ま
し
て
、
率
直

に
お
尋
ね
を
い
た
し
ま
す
る
の
で
、

う
こ
と
な
ら
ば
、

ご
承
知
の
よ
う
に
、

理
事
者
の
皆
さ
ん
方
に
も
、

四
日
市
市
を
東
西
に
分
離
さ
れ
ま
し
て
、

か
っ
こ
う
の
い
い
答
弁
は
避
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

答
弁
は
往
々
に
し
て
行
き
先
誤
解
を
招
く
も
と
と
な
り
ま
す
る
の
で
、

ニ
・
五
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
避
け
た
答
弁
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
率
直
に
質
問
に
移
ら
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
番
目
の
質
問
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

四
日
市
工
業
高
校
の
移
転
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
最
近
、
う
わ
さ
に
よ
●
ま
す
る
な

ら
ば
同
高
校
の
富
田
地
区
へ
の
移
転
は
白
紙
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
す
る
が
、
そ
の
う
わ
さ
の
真
偽
は
ど
う
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
お
尋
ね
が
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
る
が
、
も
し
う
わ
さ
が
う
わ
さ
だ
け
で
あ
る
と
言
う
な
ら
ば
、
富
田
地
区
へ
の
移
転
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
お
る
か
と
い
う
こ
と
を
あ
わ
せ
て
ご
説
明
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
う
わ
さ
の
と
お
り
富
田
地
区
へ
の
移
転
は
無
理
と
い

お
る
の
か
と
、
．．．
 

こ
れ
に
つ
い
て
ご
説
明
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
質
問
の
二
点
目
は
近
鉄
の
第
二
期
高
架
工
事
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
市
民
生
活
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
お
る
問
題
を
解

消
し
よ
う
と
い
う
、
こ
の
工
事
に
つ
き
ま
す
る
必
要
性
は
い
ま
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
議
会
に
お
き
ま
し

て
も
、
地
元
の
大
森
議
員
よ
り
、
こ
の
工
事
の
促
進
方
の
質
問
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

こ
の
第
二
期
高
架
工
事
は
、
現
在
ど
の
よ
う
に
進
捗
さ
れ
て
お
る
の
か
と
。
で
、
進
捗
に
当
た
っ
て
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
立
入
調

こ
の
立
入
調
査
も
で
き
な
い
よ
う
な
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
、
何
が
で
き

な
い
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
具
体
的
に
ひ
と
つ
ご
説
明
を
願
う
と
と
も
に
、
今
後
の
こ
の
工
事
に
対
す
る
見
通
し
に
つ
い
て
ひ
と
つ

質
問
の
三
点
目
は
、
用
排
水
路
の
維
持
、
管
理
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昔
は
、
農
業
用
用
水
路
と
い
た
し
ま
し
て
活
用
し
て
き
た

小
さ
な
川
が
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
わ
り
ま
し
て
、
現
在
で
は
、
生
活
の
排
水
路
と
し
て
の
ウ
エ
ー
ト
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
う
い
う
よ
う
な
用
水
路
が
市
内
に
は
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
。
申
し
上
げ
る
茂
福
用
水
と
か
、

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
用
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
昔
は
そ
れ
ぞ
れ
水
利
組
合
が
主
体
と
な
り
ま
し
て
、
護
岸
と
か
、

ん
せ
つ
作
業
を
行
っ
て
ま
い
っ
て
き
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
現
在
で
は
水
利
組
合
の
手
で
は
と
う
て
い
め
ん
ど
う
が
見
切
れ
な
い
と

い
う
よ
う
な
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
か
ら
降
雨
期
と
な
り
ま
す
る
と
増
水
を
い
た
し
ま
し
て
、
被
害
を
受
け
る
用
水

路
沿
い
の
住
民
も
あ
ち
こ
ち
に
見
受
け
ら
れ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
『

で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
過
去
の
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
後
藤
議
員
と
か
、

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
当
時
助
役
で
あ
っ
た
加
藤
市
長
は
そ
の
質
問
に
対
し
ま
し
て
、

答
弁
を
要
約
し
て
申
し
上
げ
ま
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
用
水
路
の
補
修
に
つ
い
て
は
土
木
と
下
水
道
だ
と
、

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
説
明
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

査
も
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
聞
き
ま
す
る
が
、

で
、
改
め
て
質
問
を
い
た
し
ま
す
。

一
足
す
ー
は
二
の
ご
と
く
、

通
告
に
従
い
ま
し
て
、
三
点
お
伺
い
を
い
た
し
ま
す
。

〔
古
市
元
一
君
登
壇
〕

古
市
元
一
君
゜

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

そ
の
無
理
に
な
っ
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
同
高
校
の
今
後
の
処
置
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

そ
の
後
大
分
期
間
も
経
過
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

あ
る
い
は
羽
津
用
水
も
そ
の
例

あ
る
い
は
し
ゅ

あ
る
い
は
森
議
員
の
方
か
ら
質
問
が

こ
の
よ
う
に
答
弁
を
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
産
業
と
こ
の

一
足
す
一
が
一
・
五
に
な
っ
た
り
、

午
前
十
一
時
七
分
再
開

か
っ
．
こ
う
の
い
い
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え
て
お
り
ま
す
o,
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
時
点
に
お
き
ま
し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、

第
一
点
の
工
業
高
校
の
移
転
問
題
に
つ
き
ま
し
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
私
の
一
回
目
の
質
問
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
適
用
さ
れ
て
は
ど
う
か
と
、

こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
答
弁
に
つ
き
ま
し
て
は

三
部
門
の
調
整
に
よ
っ
て
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
処
置
を
し
て
い
き
た
い
と
、
こ
の
よ
う
な
答
弁
を
な
さ
れ
た
記
憶
、
私
は
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
で
す
ね
、
現
実
に
は
そ
う
う
ま
く
運
用
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
あ
た
と
え
で
極
端
な
例
を
と
り
ま
す
な
ら

ば
、
、
土
木
課
の
方
へ
問
題
を
提
起
を
し
た
と
、
土
木
課
の
方
で
は
そ
の
問
題
を
、

課
の
方
へ
問
題
を
持
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
耕
地
課
の
方
は
｀

て
、
＇
頭
か
ら
金
の
問
題
で
お
ど
さ
れ
る
と
、
水
利
の
利
益
も
受
け
て
な
い
住
民
が
で
す
ね
、
少
々
頭
に
き
ま
し
て
、
し
か
し
、

く
る
の
を
じ
っ
と
が
ま
ん
し
て
、
最
後
に
行
く
と
こ
ろ
は
都
市
下
水
路
課
へ
行
き
ま
す
、

の
関
係
も
あ
る
の
で
検
討
し
て
み
ま
す
と
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
。
そ
れ
で
、

の
が
通
常
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
あ
こ
れ
は
別
と
い
た
し
ま
し
て
、

そ
こ
で
、
私
は
次
の
方
法
を
提
案
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
の
、
市
長
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
よ
う
に
、

ら
ば
、
こ
の
種
の
問
題
の
窓
口
を
担
当
助
役
が
受
け
持
っ
て
は
ど
う
か
と
、

ま
す
が
ね
‘

な
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
窓
口
が
担
当
助
役
で
は
ち
ょ
っ
と
無
理
だ
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
で
す
ね
、
現
状
を
率
直
に
見
ま
す
る
に
、
耕
地
課

の
受
け
持
ち
に
し
て
は
ど
う
か
と
、

た
だ
し
、
河
川
と
用
水
の
文
字
の
違
い
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
実
質
は
何
ら
変
わ
り
が
な
い
わ
け

し
た
が
っ
て
、
受
益
者
負
担
は
ゼ
ロ
と
し
て
も
ら
い
た
い
。
幸
い
、
市
長
の
判
断
で
マ
ル
特
扱
い
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
る
の
で
、

ぜ
ひ
坂
倉
助
役
か
、

市
長
に
直
接
ご
答
弁
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

三
輪
助
役
。

〔
助
役
（
三
輪
喜
代
司
君
）
登
壇
〕

〇
助
役
（
三
輪
喜
代
司
君
）

四
日
市
工
業
高
校
の
移
転
に
つ
き
ま
し
て
は
、
移
転
の
候
補
地
で
あ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
の
富
田
地
区
の
茂
福
町
内
に
お
き
ま
す
約
九
万

九
千
乎
米
、
約
三
万
坪
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
用
地
を
取
得
す
る
よ
う
に
、

力
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
遺
憾
な
が
ら
、

に
伴
い
ま
す
と
こ
ろ
の
替
え
地
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〇
助
役
（
坂
倉
哲
男
君
）

一
部
地
主
の
用
地
買
収
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
反
対
並
び
に
、
こ
れ

そ
の
他
等
の
条
件
で
賛
成
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

近
鉄
四
日
市
駅
周
辺
の
現
状
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
県
当
局
と
鋭
意
協
議
を
い
た
し
ま
し
て
今
後
に
対
処
い
た
し
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考

坂
倉
助
役
。

〔
助
役
ご
（
坂
倉
哲
男
君
）
登
壇
〕

し
ま
す
。

そ
れ
は
や
り
ま
す
る
が
、

四
0
％
の
受
益
者
負
担
が
か
か
り
ま
す
よ
と
言
っ

そ
う
す
る
と
、

そ
の
頭
へ

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
が
、
予
算

そ
の
お
し
り
が
大
体
私
た
ち
議
員
の
と
こ
ろ
へ
来
る
と
い
う

な
か
な
か
三
部
門
の
調
整
ま
で
は
道
遠
し
と
い
う
よ
う
な
感
じ
が
い
た

三
部
門
の
調
整
に
よ
っ
て
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
事
を
処
置
し
よ
う
と
す
る
の
な

オ
ー
ケ
ー
す
る
と
こ
れ
、
坂
倉
助
役
は
大
変
に
忙
し
く
な
り

四
十
九
年
一
月
か
ら
地
元
の
関
係
者
と
鋭
意
折
衝
を
重
ね
て
協

や
む
な
く
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

た
だ
い
ま
の
質
問
の
中
の
用
排
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
答
弁
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
に
用
排
水
路
は
、
主
と
し
て
利
水
に
利
用
す
る
農
業
用
排
水
路
と
一
般
の
排
水
路
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
農
業
用
排
水

路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
然
現
在
ま
で
関
係
の
受
益
者
で
維
持
管
理
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
の
排
水
路

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
公
共
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
通
常
、
市
で
管
理
を
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

い
ま
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
農
業
用
排
水
路
と
し
て
●
農
業
用
用
水
路
と
い
た
し
ま
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
に
つ
き
ま
し
て
も
、

最
近
の
開
発
の
進
展
等
に
よ
り
ま
し
て
、
市
街
地
部
に
つ
き
ま
し
て
は
雑
排
水
が
流
入
い
た
し
ま
し
て
、
農
盆
業
用
水
路
の
管
理
者
に
い
ろ

こ
れ
は
耕
地
課
の
分
野
で
ご
ざ
い
ま
す
と
、

で
、
耕
地
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弁
で
は
、

い
ま
ま
で
と

こ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
く
れ

そ
れ
か
ら
三
番
目
の
、

い
ま
の
坂
倉
助
役
の
答

し
た
が
っ
て
、

の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

、
ま
す
の
で
、
農
業
用
排
水
路
の
維
持
管
理
あ
る
い
は

゜

い
ろ
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
が
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
こ
う
＞
う
こ
と
で
ご
ざ
＞

整
備
に
つ
き
ま
し
て
、

ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
、

ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
先
般
来
、

今
後
、
皆
様
方
の
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
全
面
的
に
お
受
け
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
土
木
部
長
（
石
井
三
夫
君
）
登
壇
〕

0
土
木
部
長
（
石
井
三
夫
君
）

す
で
に
こ
の
近
鉄
高
架
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
案
内
の
と
お
り
、
第
一
期
工
事
に
引
き
続
き
昭
和
五
十
年
度
よ
り
測
量
調
査
並
び

に
設
計
委
託
に
入
る
と
い
う
予
定
で
、
同
年
六
月
か
ら
回
を
重
ね
て
関
係
者
の
方
々
と
現
地
立
入
測
量
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
ま
い
っ

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
中
で
末
永
一
区
を
除
き
ま
し
た
関
係
自
治
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ま
す
が
、
特
に
末
永
一
区
地
内
に
は
仮
線
用
地
あ
る
い
は
側
道
用
地
の
た
め
家
屋
の
移
転
を
余
俊
な
く
さ
れ
る
方
々
が
約
十
四
名
ほ
ど
お
・

み
え
に
な
り
ま
す
。
こ
の
方
々
か
ら
、
特
に
わ
れ
わ
れ
だ
け
が
地
域
発
展
の
犠
牲
に
な
る
の
は
困
る
と
、

ど
れ
だ
け
出
す
の
か
、

た
め
に
立
入
調
査
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
何
回
か
折
衝
し
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

ま
た
一
方
、

0
古
市
元
一
君

て
は
で
す
ね
、

長
な
り
、

こ
れ
は
、

ち
入
り
で
き
な
い
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
い
う
質
問
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
あ
そ
の

第
二
点
目
の
近
鉄
の
第
二
期
高
架
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

そ
の
状
況
を
十
分
調
査
い
た
し
ま
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
実
情
に
見
合
う
公
乎
な
受
益
者
の
負
担
を
願
い
な
が
ら
、

や
は
り
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
と
い
う
言
葉
が
入
り
ま
す
が
、
市
の
方
で
も
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う

三
部
で
調
整
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
―
―
一
部
は
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
古
市
元
一
君
登
壇
〕

土
木
部
長
。

あ
る
い
は
建
物
移
転
補
償
は
ど
れ
だ
け
出
す
の
か
と
、

わ
た
し
の
所
管
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ほ
ぼ
賛
同
が
得
ら
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い

あ
る
い
は
用
地
の
買
収
単
価
は

ま
だ
立

こ
の
事
業
は
引
き
続
き
実
施
い
た
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
関
係
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
次
第
着
手
で
き
る
よ
う
、
建

設
省
の
方
へ
も
お
願
い
し
て
了
解
を
い
た
だ
い
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
は
最
終
的
に
何
と
か
話
し
合
い
を
詰
め
て
、
ご
協

力
が
得
ら
れ
る
も
の
な
れ
ば
、

工
事
に
着
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
精
力
的
に
今
後
交
渉
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
、
こ

古
市
元
一
君
゜

答
弁
の
中
の
一
番
最
初
の
工
業
高
校
移
転
に
つ
い
て
は
で
す
ね
‘

こ
の
点
に
対
す
る
経
緯
を
、

あ
る
い
は
議
長
の
考
え
方
を
ひ
と
つ
説
明
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
言
っ
て
わ
た
し
は
質
問
し
て
お
る
わ
け
な
ん
だ
か
ら
、

や
っ
ぱ
り
う
わ
さ
の
と
お
り
、
富
田
地
区
へ
の
進
出

は
断
念
し
な
き
ゃ
な
ら
ぬ
と
、
こ
う
い
う
ご
答
弁
で
ご
ざ
い
ま
す
＞
工
業
高
校
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
移
転
の
段
階
に
お
い
て
昨
年
の
十

二
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
か
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
る
が
、
全
員
協
議
会
を
も
ち
ま
し
て
説
明
を
願
っ
て
お
る
よ
う
な
重
要
な
事
項
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
う
い
う
重
要
な
事
項
が
、
移
転
の
と
き
は
そ
う
い
う
機
関
を
も
ち
、
白
紙
に
な
っ
た
と
き
に
は
う
わ
さ
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
が

こ
の
議
会
で
質
問
を
し
な
け
れ
ば
問
題
を
解
明
し
な
い
と
。
当
然
こ
ん
な
筋
の
通
ら
な
い
こ
と
は
私
は
な
い
と
思
う
。
考
え
よ
う
に
よ
っ

わ
れ
わ
れ
議
員
軽
視
と
い
う
よ
う
な
考
え
が
理
事
者
の
皆
さ
ん
に
十
分
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

ま
あ
全
協
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
議
長
に
も
問
題
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
る
の
で
、
市

こ
れ
は
答
弁
の
順
序
に
再
質
問
い
た
し
ま
す
が
、
三
番
目
の
用
排
水
路
，
の
維
持
管
理
、

い
ま
ま
で
と
何
に
も
わ
た
し
は
変
わ
ら
ぬ
と
思
う
。
い
ま
ま
で
の
態
度
が
だ
め
な
ん
だ
か
ら
、

そ
れ
に
対
す
る
も
う
少
し
前
向
き
な
考
え
方
が
あ
っ
て
も
し
か
る
べ
き
じ
ゃ
な

か
ろ
う
か
と
思
う
0

．
公
乎
な
考
え
方
に
立
っ
て
受
益
者
か
ら
お
金
を
も
ら
っ
て
や
り
ま
す
、
こ
れ
は
あ
た
り
ま
え
で
す
よ
、

何
に
も
変
わ
ら
ぬ
と
思
う
ん
で
す
よ
°
何
に
も
、
•
そ
の
用
水
路
の
水
の
利
益
を
受
け
て
な
い
方
々
が
、
そ
の
用
水
路
を
完
全
に
保
守
、
修
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理
を
し
な
い
た
め
に
降
雨
期
に
増
水
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
よ
。
で
、
そ
の
人
た
ち
が
直
し
て
く
れ
と
言
っ
て
い

v場
所
を
へ
：
水
利
組
合
で
は
も
う
と
ぅ
て
い
め
ん
ど
う
が
見
切
れ
な
い
か
ら
市
の
方
へ
お
願
い
に
く
る
わ
け
な
ん
だ
か
ら
、
当
然
こ
れ
は

市
街
化
区
域
を
走
っ
て
お
る
と
こ
ろ
の
生
活
用
水
路
な
ん
で
す
よ
、
こ
れ
の
修
理
に
対
し
て
、
い
ま
．
の
答
弁
で
は
公
乎
な
頭
金
を
も
ら
っ

．
て
や
り
ま
す
と
、
4

こ
れ
で
は
私
は
納
得
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
、
も
う
少
し
前
向
き
な
考
え
方
を
説
明
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
．
，
、

そ
れ
か
ら
最
後
の
近
鉄
高
架
に
つ
い
て
は
、
、
こ
れ
は
も
う
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
重
要
な
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
十
分
、

地
域
の
．
皆
さ
ん
と
折
衝
を
な
さ
っ
て
、
早
急
に
ひ
と
つ
土
木
部
長
が
お
つ
し
や
っ
た
よ
う
な
線
で
工
事
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ

．
と
を
要
望
し
て
お
き
ま
す
。

•
•
あ
と
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
度
ひ
と
つ
ご
答
弁
を
願
い
ま
す
。

0
議
長
1

（
大
谷
喜
正
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
．
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

か
ね
て
か
ら
富
田
茂
福
地
域
の
地
主
さ
ん
と
長
い
こ
と
か
か
っ

て
三
万
坪
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
折
衝
を
し
て
お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
残
念
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も
同
意
が
得
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
が
最
近
に
な
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
ど
う
い
う
方
針
に
す
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
学
校
側
の
意
向
も
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
側
の
方
の
意
向
を
ま
だ
聴
取
を
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
学
校
側

の
意
向
を
聴
取
い
た
し
た
段
階
で
、
も
う
一
度
全
員
協
議
会
な
り
な
ん
な
り
、
議
会
に
お
諮
り
を
し
て
今
後
の
方
針
を
固
め
た
上
で
対
処

そ
れ
か
ら
＼
第
二
点
の
農
業
用
水
路
、
用
排
水
路
と
都
市
排
水
と
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
茂
福
用
水
あ
る
い
は
羽

津
用
水
と
い
っ
た
も
の
は
そ
の
典
型
的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
が
、

う
い
う
実
態
が
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
画
一
的
に
す
べ
て
を
律
す
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考

え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
従
来
、
三
部
間
で
調
整
を
し
な
が
ら
解
決
を
し
て
お
っ
た
と
い
う
の
が
実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

担
と
い
う
こ
と
が
つ
き
ま
と
う
場
合
に
、

と
し
て
お
金
が
か
か
る
よ
り
か
か
ら
な
い
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

す
け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
を
す
る
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
度
の
機
構
改
革
を
通
じ
て
、

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
こ
で
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

う
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
ご
ざ
い
ま
す
。

工
業
高
校
の
移
転
用
地
の
買
収
に
入
る
前
に
は
全
員
協
議
会
で

工
業
高
校
の
移
転
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

四
日
市
市
内
の
相
当
多
く
の
と
こ
ろ
に
こ

ど
う
し
て
も
地
元
負

土
木
の
方
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
要
請
が
出
て
ま
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
は
ま
あ
人
間
の
常

そ
う
い
う
治
水
、
排
水
対
策
を
何
と
か
一
貫
化
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
考
え
た
の

な
か
な
か
国
の
行
政
が
縦
割
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

三
部
の
調
整
会
議
と
い
う
こ
と
は
、

ど
う
し
て
も
続
け
て
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
場
合
に
窓
口
が
一

体
助
役
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
、
助
役
と
も
な
る
と
な
か
な
か
忙
し
い
、
会
議
会
議
で
で
す
ね
、

迷
惑
を
こ
う
む
る
と
い
う
の
が
実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
は
、

え
て
お
り
ま
し
て
、
今
度
の
機
構
改
革
に
当
た
＇
っ
て
も
、

や
む
を
得
な
い
か
と
い
ぅ
ふ
う
に
考
え
る
の
で

そ
れ
を
市
の
方
だ
け
で
一
貫
し
て
し
ま
う
と
い

せ
っ
か
く
来
ら
れ
た
市
民
の
方
々
が
ご

ど
の
部
で
も
受
け
た
ら
そ
れ
を
あ
ち
ら
へ
行
き
な
さ
い
、
こ
こ
へ
行

き
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
な
し
に
、
定
期
的
に
―
―
一
部
の
調
整
会
議
を
持
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

市
民
に
直
接
ご
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
な
方
向
で
調
整
会
議
を
も
っ
て
住
民
と
の
間
の
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

そ
う
い
う
指
示
を
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
、
議
長
の
答
弁
で
す
け
れ
ど
も
、

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
長
。

そ
の
課
で
受
け
と
め
て
、

そ
う
い
う
ふ
う
に
ご
理
解
を
＇
い
た

相
談
を
し
た
の
に
、
断
念
を
し
た
現
時
点
で
全
員
協
議
会
を
開
か
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
議
長
の
見
解
は
と
、
こ
う
い
う
お
尋
ね
で

-49-
:-48 -



あ
り
ま
す
。

私
も
、
ご
承
知
の
と
お
り
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
、
二
十
五
、
六
日
し
か
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
公
式
の
場
で
断
念

の
話
を
聞
く
の
が
た
だ
い
ま
初
め
て
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

も
あ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会
に
せ
っ
か
く
と
ご
指
摘
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
の
方
に
よ
く
ご
注
意
を
申
し
上
げ
、

今
後
そ
う
し
た
よ
う
な
議
会
軽
視
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
善
処
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
願

い
ま
す
o•• 

古
市
元
一
君
゜

〔
古
市
元
一
君
登
壇
〕

0
古
市
元
一
君

そ
の
間
に
お
け
る
私
の
情
報
収
集
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

市
長
な
り
、
あ
る
い
は
議
長
の
方
か
ら
一
応
誠
意
の
あ
る
答
弁
を
得
た
と
考
え
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
今
後
と
も
で
す
ね
、

や
は
り
全
協
で
か
け
る
よ
う
な
重
要
な
問
題
が
し
ば
し
ば
、
変
更
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
全
然
白
紙
還
元
と
い
う
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
と

き
に
は
、
こ
れ
か
ら
か
け
よ
う
と
し
て
お
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
で
す
ね
、
こ
れ
は
ご
努
力
を
願
っ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
認
め
ま
す
よ
、

認
め
ま
す
け
れ
ど
も
、
•
そ
の
努
力
が
水
泡
に
帰
す
る
場
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
る
の
で
、
全
員
協
議
会
に
か
け
る
暇
が
な
け
れ
ば
、
各
派

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
よ
う
な
手
配
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
こ
れ
は
工
業
高
校
ば
か
り
じ
ゃ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
後
ど
う
い
う
問

題
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
か
ら
、
用
水
路
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
と
い
う
こ
と
は
、
少
く
と
も
、

う
と
い
う
迷
惑
と
、
も
う
―
つ
は
金
銭
的
な
迷
惑
と
あ
る
と
思
い
ま
す
る
が
、
両
方
と
も
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
と
、
こ

う
い
う
解
釈
で
私
は
了
解
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
に
つ
い
て
で
す
ね
、
理
事
者
側
の
方
に
手
落
ち
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
大
変
申
し
わ
け
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
謹
し
ん
で
お
わ
び
を
申
し
上
げ
‘
今
後
そ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
私
も
十
分
注
意
を
し
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
ぅ

に
考
え
ま
す
の
で
、
ご
了
解
を
賜
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
第
二
点
に
つ
い
て
、
金
銭
的
な
問
題
だ
け
に
触
れ
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
絶
対
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

い
ま
か
ら
取
り
決
め
て

全
然
取
ら
ぬ
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
私
は
受
け
取
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
全
部
を
画
一
的
に
そ
う
い
う
ふ
う
に

ま
い
る
の
は
無
理
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
や
は
り
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

勲
君
登
壇
〕

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
公
式
的
に
で
す
ね
、
私
た
ち
が
そ
う
い
う
白
紙
還
元
で

そ
う
い
う
問
題
に
対
し
て
特
に
皆
さ
ん
の
考
え
方
を
望
ん
で
お
き
ま
す
。

高
木
5

勲
君
゜

そ
う
し
ま
す
と
窓
口
は
―
―
一
部
門
の
ど
の
部
門
へ
持
っ
て
い
っ
て
も
よ
ろ
し
い
と
。
そ

そ
れ
で
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
ね
。

あ
ち
ら
へ
行
こ
う
、
こ
ち
ら
へ
行
こ

第
一
点
の
工
業
高
校
問
題
に
つ
い
て
、
全
員
協
議
会
な
い
し
そ
の
他
の
議
会
側
の
皆
さ
ん
方
と
の
間
の
コ
ミ

通
告
い
た
し
ま
し
た
四
点
に
つ
き
ま
し
て
、
理
事
者
の
見
解
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
点
と
い
た
し
ま
し
て
、
市
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

市
道
拡
張
の
た
め
、
私
は
土
地
を
無
償
提
供
い
た
し
ま
し
た
と
、
固
定
資
産
税
が
毎
年
か
か
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
と
し
で
十
年
目
で
す
、

何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
と
、
市
役
所
と
い
う
と
こ
ろ
は
こ
ん
な
に
ず
さ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
と
、

わ
れ
ま
す
。
会
脈
で
こ
の
話
を
い
た
し
ま
し
た
ら
、
坊
主
尾
地
区
で
も
ま
た
十
志
町
の
方
々
で
も
よ
く
こ
う
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

0
高

木

勲

君

〔
高
木

市
長
。

の
代
表
者
会
議
、
そ
の
他
も
あ
り
ま
す
る
の
で
、

い
ろ
い
ろ
こ
う
い
う
話
を
よ
く
言
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た
い
ど
思
い
ま
す
。

一
緒
に
ご
説
明
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
問
題
も
事

い
ろ
い
ろ
個
人
の
土

る
な
と
。
そ
の
時
の
会
派
で
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
未
登
記
物
件
が
、
現
在
―
―
一
千
件
ぐ
ら
い
あ
る
と
い
う
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
仮
に

毎
日
十
件
ず
つ
処
理
い
た
し
ま
し
て
も
一
年
か
か
る
計
算
で
す
が
、
今
後
こ
の
問
題
を
ど
う
処
理
し
て
い
か
れ
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
の

で
あ
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
機
構
改
革
の
原
案
が
こ
の
議
会
で
い
ろ
い
ろ
審
議
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
新
し
い
機
構
の
中
・

で
こ
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
、

ど
う
処
理
さ
れ
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
お
る
の
か
、
ご
説
明
を
お
願

こ
の
一
件
だ
け
見
て
も
、
市
財
産
の
管
理
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
ほ
か
に
も
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
、
市
財
産
一
覧
表
を
見
て
み
ま
し
た
。
そ
の
ー
つ
に
、
市
有
地
が
個
人
に
占
拠
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
の
す
る
と

こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
区
画
整
理
な
ど
い
ろ
い
ろ
問
題
も
あ
り
ま
す
。
半
端
な
土
地
は
残
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
元
新
町
七

1
+、
栄
町
四
ー
十
八
、
元
町
ニ
ー
四
、
新
浜
町
九

1
+、
北
納
屋
の
七
、
中
町
九
ー
十
五
、
浜
町
四
ー
十
八
等
、

地
が
市
有
地
を
占
拠
し
て
お
る
よ
う
な
感
じ
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
子
供
の
遊
び
場
に
も
足
り
な
い
よ
う
な
土
地
が
、

つ
ま
で
も
こ
の
よ
う
な
形
で
残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
実
に
対
応
す
る
ど
ん
な
お
考
え
が
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
土
地
か
ら
賃

貸
料
を
取
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。

次
に
、
元
町
ニ
ノ
四
、
二
百
六
十
一

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

V9 

•
五
五
乎
米
の
市
有
地
の
上
に
「
寿
美
家
」
と
い
う
料
亭
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
。
間
違
い
で
あ
っ
た
ら
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
料
亭
は
戦
後
、
市
役
所
関
係
者
や
大
協
石
油
関
係
者
が
よ
く
利

用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ど
ん
な
理
由
で
こ
の
市
有
地
の
上
に
料
亭
が
で
き
て
お
る
の
か
、
誤
解
の
な
い
よ
う
、
納

得
の
い
く
説
明
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
事
務
的
な
こ
と
で
す
か
ら
、
総
務
部
長
か
ら
ご
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
政
治
的
な
判
断
の
要
る
こ
と
は
、
市
長
か
ら
ご
答
弁
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
河
川
敷
利
用
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

海
蔵
川
、
三
滝
川
の
河
川
敷
が
や
っ
と
整
備
さ
れ
、
終
わ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
整
備
が
ど
れ
ほ
ど
程
度
に
役
立
ち
、

あ
る
い
は
阻
害
し
て
お
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
広
い
土
地
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
河
川
敷
を
ど
う
利
用
し
、

ど
う
さ
れ
よ
う
と
い
う
お
考
え
な
の
か
、
管
理
者
と
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
話
さ
れ
た
経
緯
な
り
、
協
議
さ
れ
た
か
、
そ
の
協

議
さ
れ
た
な
れ
ば
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
川
、
•
特
に
河
原
田
地
内
の
鈴
鹿
川
川
尻
の
河
川
敷
に
つ
い
て
運
動
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
よ
う
と
し
、
毎
年
、
申
し
わ
け
程
度
の
仕

事
を
進
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
が
，
こ
の
点
、

務
的
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
土
木
部
長
の
方
か
ら
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
昨
年
九
月
私
の
会
派
の
粉
川
さ
ん
か
ら
も
出
さ
れ
、
い
ま
ま
た
古
市
議
員
の
方
か
ら
も
出
さ
れ
ま
し
た
工
業
高
校
の
移
転
問
題

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
問
題
を
内
蔵
し
て
お
る
の
で
、
通
告
に
従
い
ま
し
て
、
重
複
を
避
け
な
が
ら
趣
を
変
え
、
質
問
さ
し
て
い
た
だ
き

こ
の
移
転
問
題
が
表
明
し
て
か
ら
十
年
に
な
り
ま
す
。
県
と
の
関
係
や
同
窓
会
あ
る
い
は
学
校
な
ど
の
関
係
も
絡
ん
で
お
り
ま
す
か
ら
、

そ
う
簡
単
に
解
決
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
私
も
判
断
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
十
年
間
、
学
校
側
に
と
っ
て
新
し
い
校
舎
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
．
一
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
そ
れ
に
沿
っ
た
新
し
い
施
設
な
り
、
あ
る
い
は
設
備
を
や
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
C

時
間
待
ち
と
い
う

姿
勢
な
れ
ば
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
が
、
電
車
の
よ
う
に
、
電
車
が
来
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
学
校
の
時
間
待
ち
と
い
う
の
は
、
教
育
の

停
滞
を
意
味
す
る
の
で
す
か
ら
恐
ろ
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
五
十
年
十
二
月
十
六
日
、
＇
学
校
側
と
市
側
と
話
さ
れ
た
こ
と
も
聞

い
て
お
り
ま
す
。
乎
田
市
長
か
ら
九
鬼
市
長
ま
で
は
移
転
事
業
は
四
日
市
市
で
行
う
ん
だ
と
、
跡
地
処
分
も
四
日
市
で
行
い
ま
し
ょ
う
と

4

．
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
っ
た
の
が
、
岩
野
市
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、
移
転
は
県
事
業
で
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
方
針
に
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
計
画
事
業
の
最
終
年
度
も
二
年
間
延
期
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。
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っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

つ
に
限
る
理
由
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

ー
つ
、
移
転
の
本
当
に
意
思
が
あ
る
の
か
、
二
つ
目
、
市
は
学
校
と
の
協
定
書
事
項
に
従
っ
て
工
事
計
画
を
立
て
、
都
市
計
画
事
業
を

完
成
す
る
の
か
、
二
者
対
立
、
、
後
者
は
不
可
能
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
，
ど
う
し
て
も
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

早
く
で
き
る
、
で
き
な
い
と
い
う
結
論
は
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
ど
う
し
て
も
出
し
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
時
間
待
ち
の
姿
勢
か
ら
、
｀
過
日
全
協
で
協
議
さ
れ
ま
し
た
駅
前
広
場
の
設
計
に
つ
い
て
も
い
ま
だ
に
す
っ
き
り
せ
ず
、

問
点
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
七
十
メ
ー
ク
ー
道
路
を
す
っ
き
り
つ
く
れ
な
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
で
百
年
の
大
計
と
は
言
え
な
い
で
は

な
い
か
と
、
二
つ
目
、
な
ぜ
中
央
病
院
周
辺
を
残
し
た
の
か
、
単
に
建
設
省
の
通
過
道
路
を
認
め
な
い
と
い
う
指
導
だ
け
で
疑
問
が
残
っ

て
お
り
ま
す
。
三
つ
目
、
公
共
的
な
考
え
よ
り
も
一
部
の
人
の
利
害
関
係
だ
け
で
、
四
日
市
の
将
来
を
誤
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
、
こ
う
し
た
疑
問
が
、
決
定
さ
れ
た
今
日
で
も
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
私
は
あ
る
不
安
を
感
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

も
、
工
業
高
校
が
移
転
す
る
と
言
い
出
さ
れ
た
当
初
は
、

そ
の
当
時
の
市
長
は
、
こ
の
移
転
し
た
工
業
高
校
の
敷
地
内
に
駅
前
の
人
た
ち

を
移
転
さ
せ
る
と
い
う
約
束
の
も
と
に
移
転
問
題
が
進
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

た
め
に
、

え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

経
過
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
い
ま
伺
っ
た
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
担
当
部
長
の
方
か
ら
事
務
的
な
こ
の
事
情
に
つ
い
て
、
政
治
的
な
流
れ
に

つ
い
て
は
市
長
か
ら
ご
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
本
年
一
月
、
北
部
自
治
会
長
会
議
で
四
つ
の
提
案
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

ー
つ
に
、
北
部
に
老
人
福
祉
セ
ソ
ク
ー
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
、
二
つ
目
、
長
く
懸
案
の
墓
地
公
園
の
実
現
を
図
っ
て
ほ
し
い
、
三
つ
目
、

北
部
に
高
校
を
誘
致
し
て
ほ
し
い
、

E
3
つ
目
、
朝
明
川
の
全
面
改
修
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
。
ど
の
問
題
も
大
切
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

昨
年
十
二
月
五
日
、
私
の
地
区
の
隣
に
な
り
ま
す
が
、
西
坂
部
町
の
小
松
ケ
谷
か
ら
温
泉
が
湧
出
い
た
し
ま
し
た
。
東
邦
竪
泉
が
掘
り

出
し
た
も
の
で
、

れ
は
長
ら
く
市
議
を
勤
め
ら
れ
た
伊
藤
金
一
氏
が
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
何
か
市
民
の
た
め
に
施
設
を
し
た
い
と
、

市
の
産
業
発
展
と
と
も
に
白
砂
青
松
に
恵
ま
れ
た
海
を
失
っ
た
現
実
を
な
が
め
て
、
．
せ
め
て
、
老
人
、
．
青
少
年
の
憩
い
の
場
を
つ
く
り
た

い
と
い
う
考
え
の
も
と
に
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
伊
藤
社
長
が
意
思
を
継
い
で
掘
削
さ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
温
泉
ー

の
温
度
も
五
十
三
・
五
度
も
あ
る
優
秀
な
条
件
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
温
泉
の
湧
出
を
知
っ
て
、
市
長
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
伊
藤
社
長
に
何
か

要
望
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
が
、

ご
ざ
い
ま
す
し
｀
買
収
も
し
や
す
い
土
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。
北
部
福
祉
セ
ソ
ク
ー
を
つ
く
れ
た
ら
、
現
在
の
中
央
緑
地
付
近
に
あ
る
福
祉

セ
ソ
ク
ー
よ
り
も
年
寄
り
の
人
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
し
、

水
ブ
ー
ル
も
緩
和
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
伊
藤
金
一
市
議
の
望
ん
で
お
ら
れ
た
四
日
市
の
老
人
、
青
少
年
に
対
す

る
意
思
も
、

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

だ
ん
だ
ん
話
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
、
初
め
の
計
画
は
大
き
く
変
更
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
ま
た
、
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
考

い
ま
、
古
市
議
員
の
質
問
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
明
確
に
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
買
収
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
、
そ
の

日
量
七
百
ト
ン
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
温
泉
の
成
分
に
つ
い
て
は
、
い
ま
県
の
方
で
分
析
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ー
こ

そ
の
内
容
は
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
伊
藤
社
長
の
意
思
に
沿
わ
な
い
考
え
か

一
部
の
温
泉
の
利
用
に
よ
っ
て
市
の
施
設
が
で
き
な
い
も
の
か
。
こ
の
湧
出
し
た
地
点
は
比
較
的
景
勝
の
土
地
で
も

一
の
問
題
に
関
し
て
提
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

こ
の
間
、
・
浜
松
市
へ
市
政
研
究
会
の
人
た
ち
が
勉
強
に
行
か
れ
ま
し
た
。

四
日

温
泉
ブ
ー
ル
を
添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
千
歳
町
に
あ
る
温

ま
た
明
る
い
セ
ソ
ク
ー
も
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
制
八
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
で
き
な
い
も
の
か
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
理
事
者
の
方
で
は
、
文
化
会
館

建
設
の
構
想
の
も
と
に
す
で
に
協
議
会
を
つ
く
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
が
、

記
念
事
業
と
い
う
も
の
は
一

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
見
学
さ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
浜

松
市
は
、
こ
の
フ
ラ
ワ

1
バ
ー
ク
と
医
療
セ
ソ
タ
ー
、
産
業
会
館
と
も
う
―
つ
の
施
設
を
加
え
て
百
億
円
で
七
十
周
年
の
記
念
事
業
を
や

一
年
間
で
完
成
し
て
し
ま
う
と
い
う
構
想
で
あ
れ
ば
、

そ
ん
な
に
幾
つ
も
の
記
念
事
業
は
で
き

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
こ
の
こ
と
が
決
定
さ
れ
な
い

い
ろ
い
ろ
の
疑

一
日
も
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し
て
ご
意
向
を
伺
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

セ
ン
ク
ー
、
文
化
会
館
、

ま
せ
ん
が
、
・
記
念
事
業
と
し
て
着
手
す
る
こ
と
も
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
桜
財
産
区
の
自
然
公
園
、
温
泉
利
用
の
福
祉

そ
し
て
何
々
と
、
八
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
行
う
と
い
う
構
想
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に

つ
い
て
市
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
回
目
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

総
務
部
長
。

〔
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）
登
壇
〕

市
有
財
産
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
ご
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
お
答
え
申
し
上
げ
た
い
と

道
路
等
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
土
地
に
つ
い
て
課
税
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

が
あ
り
ま
し
て
、

か
っ
て
は
相
当
数
の
未
登
記
物
件

こ
れ
ら
を
適
切
に
処
理
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
管
財
課
の
充
実
が
行
わ
れ
ま
し
て
．
昭
和
四
十
五
、
六
年
ご
ろ
ま
で
に

当
時
あ
り
ま
し
た
約
一
万
筆
ほ
ど
の
処
理
が
お
お
む
ね
な
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
後
は
毎
月
関
係
の
部
課
で
発
生
い

た
し
ま
す
件
の
処
理
を
継
続
的
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
お
お
む
ね
月
々
約
二
百
件
ぐ
ら
い
の
処
理
が
で
き
て
お
り
ま
し
て
、
一
年
間
に
い

た
し
ま
す
と
約
二
、

三
千
件
く
ら
い
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
特
に
こ
の
最
近
五
年
、
十
年
等
に
発
生
し
て
ま
い
り
ま
す
も
の
は

そ
れ
ぞ
れ
処
理
が
で
き
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
特
に
町
村
合
併
が
行
わ
れ
る
以
前
の
も
の
に
つ
き
ま
し
て
か
な
り
複
雑
な
、
あ

る
い
は
不
明
な
も
の
が
な
お
か
つ
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
昨
年
の
決
算
特
別
委
員
会
で
も
大
変
強
い
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
て
、
昨
年
来
税
務
部
長
が
中
心
に
な
り
ま
し
て
関
係
部
課
と
の
調
整
会
議
を
行
い
ま
し
て
未
登
記
物
件
の
把
握
処
理
に
努
力
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
機
構
改
革
案
の
中
に
お
き
ま
し
て
も
主
管
課
制
度
を
拡
充
い
た
し
ま
し
て
、
案
で
ま
い
り
ま
す
と
建
設
の
中
に

建
設
管
理
課
を
新
設
し
、

ま
す
が
、

そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
部
課
で
の
物
件
の
把
握
を
い
た
し
ま
し
て
、
管
財
課
、

あ
る
い
は
税
務
担
当
と
の

連
絡
調
整
を
行
い
ま
し
て
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
問
題
の
解
消
に
鋭
意
努
力
を
い
た
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ご
指
摘
の
中
に
中
町
、

あ
る
い
は
元
新
町
、
新
浜
町
等
の
幾
つ
か
の
例
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
て
、

し
た
も
の
は
い
ず
れ
も
戦
災
復
興
都
市
計
画
の
整
理
事
業
、

こ
れ
ら
の
市
有
地
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
処
理
を
す
る
つ
も
り
な
の
か
、
賃
貸
料
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
ご
指
摘
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
話
に
出
て
お
り
ま

あ
る
い
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
公
共
事
業
の
遂
行
上
や
む
を
得
な
い
方
々
に

対
し
て
移
転
先
と
し
て
市
有
地
を
貸
与
い
た
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
近
く
戦
災
復
興
の
清
算
事
務
に
入
っ
て
い
く
わ
け
で
ご
ざ
い

そ
れ
が
終
了
い
た
す
段
階
で
も
う
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
者
に
対
し
て
買
い
取
り
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
通
知
を
出
す
手
は

ず
が
整
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
貸
与
料
に
つ
き
ま
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
徴
収
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、

万
九
千
円
と
い
う
額
が
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

0
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）

思
い
ま
す
。

た
だ
、

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

五
十
二
年
度
の
予
算
に
も
二
十
五

そ
れ
ら
の
中
で
の
元
町
の
．
寿
美
家
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

あ
り
ま
し
た
よ
う
に
元
町
の
市
有
地
に
寿
美
家
と
い
う
料
亭
が
建
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
現
在
の
市
有
地
が
市
の
土

地
に
な
り
ま
し
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
に
共
有
物
の
分
割
登
記
に
よ
っ
て
市
の
土
地
と
な
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

お
話
の
中
に

そ
の
後
の
処
理

に
つ
き
ま
し
て
は
い
ろ
い
ろ
検
討
を
い
た
し
ま
し
て
当
時
よ
り
総
務
委
員
会
等
に
も
お
は
か
り
を
い
た
し
て
そ
の
適
切
な
処
理
に
努
め
て

お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
昨
年
監
査
委
員
の
方
か
ら
も
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
に
も
お
諮
り
を
い
た
し
ま

い
ろ
ん
な
複
雑
な
経
過
が
こ
れ
に
介
在
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
の
ご

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

午

後

一

時

一

分

再

開

午
前
十
一
時
四
十
八
分
休
憩
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意
向
に
沿
う
よ
う
な
形
が
う
ま
く
い
ま
の
と
こ
ろ
見
出
し
得
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
早
急
に
そ
の
解
決
を
図
り
た
い
と
い
う
ふ
う

．
誤
解
が
な
い
よ
う
に
そ
の
実
態
を
説
明
す
る
よ
う
に
と
い
う
お
話
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
非
常
に
複
雑
な
経
過
が
あ
り
ま
し
て
詳
細
ご
説

明
い
た
し
ま
す
と
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
簡
単
に
問
題
点
、
実
態
を
申
し
上
げ
て
み
ま
す
と
、
私
が
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ

う
に
市
有
地
に
な
る
す
で
に
以
前
に
こ
の
土
地
に
つ
い
て
の
も
と
の
所
有
者
と
寿
美
家
と
の
間
の
売
買
が
す
で
に
行
わ
れ
て
お
る
と
い
う

経
過
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
の
前
後
等
に
や
は
り
戦
災
復
興
の
関
係
、

寺
と
い
う
こ
と
で
戦
前
に
一
楽
庵
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

増
上
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
こ
の
主
務
所
等
と
の
関
係
、

で
光
運
寺
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
て
、

あ
る
い
は
こ
れ
は
上
新
町
に
あ
り
ま
す
光
運
寺
と
い
う
お
寺
の
末

そ
の
後
継
ぎ
の
関
係
、

あ
る
い
は
壇
家
等
と
の
関
係
等
で
非
常
に
複
雑
な
経
過
が
あ
り
ま
し
て
、
そ

の
処
理
の
過
程
か
ら
光
運
寺
と
い
う
お
寺
だ
け
の
所
有
地
で
は
な
く
て
登
記
の
台
帳
面
か
ら
比
丘
尼
町
光
運
寺
と
い
う
記
載
が
あ
る
関
係

い
わ
ゆ
る
比
丘
尼
町
と
い
う
町
の
所
有
権
も
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
一

こ
う
い
う
町
が
持
つ
土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
承
知
の
よ
う
に
ボ
ッ
ダ
ム
宜
言
に
よ
り
ま
し
て
公
共
の
も
の
に
な
る
、
市
町
村
の
も
の
に

な
る
と
い
う
こ
と
が
出
て
ま
い
り
ま
し
て
光
運
寺
並
び
に
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
三
十
六
年
に
市
の
登
記
と
い
う
こ
と
で
光
運
寺
と
市
の
共

有
と
い
う
形
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
い
っ
た
ん
は
光
運
寺
と
見
ら
れ
て
お
っ
た
時
代
に
寿
美
家
は
そ
の
当
時
二
十
七
万
円
の
金
が
支
払

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

わ
せ
ま
し
て
一

土
木
部
長
。

〔
土
木
部
長
（
石
井
三
夫
君
）
登
壇
〕

0
土
木
部
長
（
石
井
三
夫
君
）

そ
れ
が
結
果
的
に
は
半
分
の
所
有
者
に
し
か
払
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
し
て
、
再
度
光
運
寺
の
方
に
は
そ
の
後
に
払
わ
れ
た
経
過
も
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

お
り
ま
す
問
題
点
を
踏
ま
え
た
適
切
な
処
理
を
考
え
ま
し
て
、
弁
護
士
の
先
生
な
ど
に
も
ご
相
談
を
し
な
が
ら
今
後
と
も
総
務
委
員
会
に

お
諮
り
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
早
い
機
会
に
疑
惑
の
残
ら
な
い
適
切
な
処
理
を
い
た
し
た
い
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上
で

ま
ず
河
川
敷
の
利
用
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
海
蔵
川
、

三
滝
川
の
高
水
敷
に
つ
き
ま
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
四
十
六
年
、

七
年
度
か
ら
三
重
県
に
お
い
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
海
蔵
川
は
新
開
橋
か
ら
末
広
橋
ま
で
左
右
両
岸
あ

わ
せ
ま
し
て
約
六
ヘ
ク
ク
ー
ル
が
昨
年
度
末
完
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
三
滝
川
に
つ
き
ま
し
て
は
老
松
橋
か
ら
明
治
橋
ま
で
左
右
両
岸
合

•
五
ヘ
ク
ク
ー
ル
が
昭
和
五
十
二
年
度
末
完
成
の
予
定
と
県
ご
当
局
よ
り
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
高
水
敷
に
つ
き
ま
し

て
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
広
場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
三
重
県
と
協
議
の
上
海
蔵
川
は
昭
和
五
十
一
年
四
月
六
日
、
．
三
滝
川
は
昭
和
四

十
四
年
1

月
三
十
日
付
で
都
市
計
画
緑
地
と
し
て
計
画
決
定
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
両
河
川
の
高
水
敷
の
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は

今
後
十
分
検
討
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
高
水
敷
の
幅
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
メ
ー
ト
ル
、
・
十
メ
ー
ト
ル
と
狭
い
た
め
実
態
に
即
し
た
活

用
を
考
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
問
一
昨
年
市
の
中
心
部
、
す
な
わ
ち
近
鉄
線
か
ら
以
東
国
鉄
線
ま
で
、
中
央
線
か
ら
以
北
三
滝
川
の

間
の
交
通
規
制
に
際
し
ま
し
て
こ
の
高
水
敷
を
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
県
管
理
者
と
協
議
し
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
河
川
の
保
守
上
駐
車
場
利
用
に
つ
い
て
は
無
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
実
現
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
鈴
鹿
川
緑
地
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
鈴
鹿
川
、
内
部
川
の
合
流
点
か
ら
上
流
本
郷
橋
ま
で
の
高
水
敷
約
十
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
三
年
度
を
目
標
に
総
事
業
費
六
千
四
百
万
円
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
広
場
と
し
て
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
度
末
ま
で
に
約
四
千
四
百
万
円
の
事
業
を
進
め
、

て
い
た
だ
き
ま
す
。

河
川
敷
の
事
業
に
つ
い
て
と
工
業
高
校
移
転
問
題
に
つ
い
て
、

ご
ざ
い
ま
す
。

に
鋭
意
努
力
を
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ロ
ー
ラ
ー

あ
る
い
は
本
山
、
こ
れ
は
芝
に
あ
り
ま
す

そ
の
経
過
の
処
理
の
中
か
ら
出
て

こ
の
二
点
に
つ
き
ま
し
て
お
答
え
さ
せ

す
で
に
野
球
広
場
、

あ
る
い
は
四
十

サ
ッ
カ
ー
広
場
、

ス
ケ
ー
ト
場
、
＇
休
憩
広
場
、
沿
路
舗
装
約
四
千
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
長
一
千
二
十

1

メ
ー
ト
ル
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
本
郷
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〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

市
長
。

近
鉄
四
日
市
駅
前
広
場
計
画
の
経
緯
に
つ
き
ま
し
て
は
先
般
全
員
協
議
会
で
も
ご
説
明
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
近
鉄

線
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
よ
る
駅
舎
の
移
動
、

ま
た
西
浦
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
駅
西
地
域
の
発
展
等
を
勘
案
い
た
し
ま
し
て
昭
和
三
十
八

年
に
駅
周
辺
地
域
を
含
め
た
マ
ス
ク
ー
ブ
ラ
ソ
を
作
成
し
、

な
発
展
を
す
る
駅
周
辺
に
お
き
ま
し
て
地
主
の
方
々
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
余
り
政
治
的
な
解
決
と
い
う
こ

こ
れ
ら
の
計
画
に
沿
っ
て
西
浦
地
区
の
道
路
を
幅
員
七
十
メ
ー
ト
ル
で
決
定

す
る
と
と
も
に
鉄
道
高
架
事
業
に
合
わ
せ
駅
東
西
道
路
の
接
続
を
図
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
後
高
架
事
業
の
実
施
に
伴
い
急
速

す
な
わ
ち
安
島
地
区
の
方
々
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
か
ら
建
築
の
申
し
入
れ
が
多
数

出
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
土
地
は
す
で
に
戦
災
復
興
で
土
地
区
画
整
理
が
な
さ
れ
、
十
数
年
に
わ
た
っ
て
建
築
協
力
を
い
た
だ
い

た
場
所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
う
こ
れ
以
上
待
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
．
早
く
広
場
計
画
を
決
定
せ
よ
と
、

た
い
と
。
こ
の
よ
う
な
強
い
申
し
出
も
ご
ざ
い
ま
し
て
早
急
な
整
備
が
迫
ら
れ
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
地
域

の
合
理
的
か
つ
健
全
な
高
度
利
用
と
都
市
機
能
の
更
新
を
図
る
ぺ
く
再
開
発
計
画
に
よ
る
立
体
広
場
を
計
画
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
当
地
区
は
先
ほ
ど
申
し
述
べ
ま
し
た
と
お
り
戦
災
復
興
に
よ
る
区
画
整
理
が
実
施
さ
れ
た
区
域
で
あ
っ
た
た
め
立
体
換
地
を
踏

ま
え
た
計
画
に
つ
い
て
は
地
元
関
係
者
の
方
々
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
白
紙
に
戻
っ
た
よ
う
な
経
過
も
ご
ざ
い
ま
す
。
以
来
関

係
機
関
及
び
地
元
権
利
者
と
協
議
を
進
め
た
中
で
建
設
省
よ
り
当
初
計
画
の
中
央
線
を
抜
き
、
駅
東
西
を
接
続
し
た
計
画
は
通
過
交
通
の

混
入
に
よ
る
広
場
効
率
の
低
下
を
来
す
原
因
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
中
央
線
を
乎
面
部
で
の
通
過
交
通
を
排
除
し
、
駅
東
西
の
通
過
交

通
に
つ
い
て
は
地
下
道
で
処
理
を
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
て
、

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

そ
の
広
場
の
有
効
利
用
を
図
る
べ
く
計
画
を
い
た
し

ま
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
建
設
省
と
協
議
の
中
で
当
地
区
は
戦
災
復
興
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
が
実
施
さ
れ
た
場
所
で
あ
る

の
で
、
地
元
権
利
者
と
早
急
に
協
議
を
行
い
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
昨
年
十
二
月
十
六
日
権

利
者
の
方
と
話
し
合
い
を
持
ち
検
討
さ
れ
た
上
同
意
を
得
ら
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
本
広
場
の
建
設
に
当
た
り
ま
し
て
は
道

路
用
地
等
を
確
保
す
る
た
め
再
度
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

行
で
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
現
在
認
可
申
請
手
続
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
組
合
の
中
で
も
慎
重
に
計
画
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま

し
て
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
よ
う
な
一
部
関
係
者
の
意
思
に
よ
っ
て
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

た
だ
い
ま
各
担
当
の
方
か
ら
三
番
ま
で
の
ご
答
弁
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
四
番
が
残
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
：
若
千
補
足
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

b

ま
ず
第
一
番
目
の
市
有
財
産
の
管
理
に
ま
つ
わ
る
市
有
地
と
個
人
と
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
早
急
に
解
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
寿
美
家
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
か
な
り
長
い
間
か
か
っ
て
お
る
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

早
く
解
決
を
し
て
双
方
す
っ
き
り
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

と
は
な
い
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
。
で
き
る
だ
け
現
在
の
事
務
的
な
話
し
合
い
を
早
く
詰
め
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
詰
ま
ら
ぬ
と
い
う
場
合
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
政
治
的
な
解
決
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
け
れ

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
ま
と
め
て
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

答
え
が
あ
り
ま
し
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
問
に
派
生
い
た
し
ま
し
た
問
題
と
し
て
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
三
点
ほ
ど
、

日
市
中
央
線
が
ど
う
し
て
七
十
メ
ー
ト
ル
で
す
っ
き
り
で
き
な
か
っ
た
の
か
O・

あ
る
い
は
中
央
病
院
周
辺
に
土
地
が
残
っ
た
の
は
ど
う
い

う
理
由
か
、

あ
る
い
は
一
部
の
方
々
の
意
思
で
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
ご
質
問
の
よ
う
に
存
ず
る

次
に
、
四
日
市
工
業
高
校
移
転
問
題
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

橋
間
の
沿
路
舗
装
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
以
上
が
河
川
敷
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
移
転
の
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
先
ほ
ど
市
長
、
、
助
役
か
ら
お四

そ
れ
で
な
け
れ
ば
建
築
を
し

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
組
合
施

よ
ろ
し
く
ご
理
解
賜
り
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0
高

木

勲

君

〔
高
木

0
議
長
．
（
大
谷
喜
正
君
）

高
木
．
勲
君
゜

て
適
切
な
事
業
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
●

い
ま
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、

か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
温
泉
を
利
用
し
て
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
が

ど
も
•
ま
ず
事
務
的
に
話
を
進
め
て
解
決
し
て
い
く
と
い
う
の
が
一
番
い
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
理

さ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
第
三
番
目
の
工
業
高
校
の
移
転
問
題
、
実
は
あ
の
地
域
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
あ
そ
こ
に
工
業
高
校
が
あ
る
の
が
よ
ろ
し
い

の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
都
市
計
画
上
考
え
る
と
か
な
り
問
題
点
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
公
の
発
言
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、

ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
駅
前
広
場
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
権
利
者
の
方
々
、

の
解
決
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
移

転
を
し
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
い
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
変
長
い
経
過
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

工
業
高
校
の
移
転
に
か
ら
ん
で
そ
の
東
に
お
住
ま
い
で
ご
ざ
い
ま
す
戦
災
復

興
地
域
に
権
利
を
持
っ
て
み
え
る
皆
さ
ん
方
と
役
所
と
の
話
し
合
い
と
い
う
こ
と
も
長
い
経
過
で
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
も
で
き
る
だ
け
早
く
解
決
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
移
転
問
題
に
つ
い
て
は
午
前
中
の
ご
質
問
に
ご
答
弁

申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
経
過
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
が
一
方
的
に
こ
う
こ
う
と
い
う
結
論
を
出
す
の
は
大
変
む
ず
か
し
い
と
い
う

あ
る
い
は
建
設
省
の
方
と
も
十
分
協
議
を
し
て
そ

そ
れ
か
ら
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
で
福
祉
部
長
の
方
か
ら
補
足
的
な
説
明
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
県
地
区
の
東
邦

竪
泉
さ
ん
が
行
わ
れ
ま
し
た
温
泉
発
掘
に
関
連
を
い
た
し
ま
し
て
老
人
セ
ン
ク
ー
を
と
い
う
ご
質
問
な
い
し
は
ご
意
見
だ
と
い
う
ふ
う
に

お
受
け
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
八
十
周
年
記
念
事
業
と
い
う
の
は
い
ま
ま
で
な
か
っ
た
も
の
を
何
か
ー
つ
や
っ
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
あ
あ
い
う
ご
提
案
を
三
月
議
会
で
申
し
上
げ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
こ
だ
わ

る
必
要
も
な
い
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

名
前
を
つ
け
る
か
つ
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
別
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
四
日
市
の
北
部
、

を
設
け
る
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
ご
老
人
の
た
め
に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
当
市
の
福
祉
事
業
と
し

ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
こ
で
幸
い
東
邦
堅
泉
さ
ん
の
方
で
温
泉
が
出
ま
し
た
の
で
、

で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
実
は
私
は
過
日
東
邦
堅
泉
の
社
長
さ
ん
に
お
目
に
か
か
っ
て
そ
う
い
う
意
思
の
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
を
し
て

お
い
た
と
い
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
東
邦
竪
泉
さ
ん
の
方
で
は
自
分
の
方
で
も
十
分
考
え
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し

や
っ
て
み
え
ま
し
て
、

八
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
や
る
か
や
ら
な
い
か
、
記
念
事
業
と
い
う

西
部
、
南
部
に
老
人
向
き
の
福
祉
セ
ン
ク
ー

で
き
る
だ
け
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
の
は
事
実
で

こ
の
点
に
つ
い
て
双
方
の
意
見
が
一
致
し
て
何
か
具
体
的
な
案
が
ま
と
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
こ
れ
か
ら
東
邦
堅
泉
さ
ん
の
ご
意
思
も
聞
き
な
が
ら
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
な
事
業
を
進
め
て
ま
い
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば

大
変
あ
り
が
た
い
が
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
る
よ
う
な
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
事
業
と
銘
打
つ
か
打
た
な
い
か
は
別
と
い
た
し

ま
し
て
、
そ
う
い
う
施
設
を
今
後
も
整
備
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
、

勲
君
登
壇
〕

後
土
地
建
物
、

い
ろ
い
ろ
丁
寧
な
ご
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
一
の
市
有
財
産
管
理
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
触
れ
た
い
。
ま
た
、
今

山
林
、
動
産
な
ど
に
い
ろ
い
ろ
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
財
産
確
保
の
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
市
と
寿
美

家
は
貸
借
関
係
を
結
ん
で
お
っ
た
と
い
う
こ
と
は
所
有
が
ど
こ
に
あ
る
に
せ
よ
二
十
五
年
に
賃
貸
契
約
を
結
ん
で
お
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

料
亭
が
で
き
た
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
し
、
貸
借
料
は
二
十
七
年
間
と
い
え
ば
言
え
ま
す
が
、

三
十
六
年
以
来
賃
貸
料
が
入
っ
て
お
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
9

市
有
地
の
上
に
料
亭
の
あ
る
こ
と
は
本
当
に
市
の
面
目
に
も

か

か

わ

る

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

で

き

る

だ

け

市

の

方

で

処

理

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

：

＇

ま
た
、
河
川
敷
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
増
水
し
た
場
合
に
は
果
た
し
て
現
状
ど
お
り
で
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
き

い
施
設
は
考
え
な
い
。
ま
た
、
緑
地
を
す
る
ん
だ
と
い
う
前
向
き
の
姿
勢
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
目
的
の
た
め
に
河
川
敷
の
利
用
に
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高
木
議
員
の
工
業
高
校
移
転
の
問
題
に
関
連
し
て
お
尋
ね
を
す
る
と
申
し
ま
す
か
、

移
転
の
問
題
に
つ
い
て
市
長
も
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
移
転
し
て
い
い
の
か
ど
う
か
、

し
い
と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

こ
の
工
業
高
校
移
転
の
問
題
は
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
三
十
五
年
十
二
月
二
十

七
日
の
西
浦
区
画
整
理
の
告
示
の
あ
っ
た
と
き
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
は
そ
の
事
情
は
詳
し
く
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

伺
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
伊
藤
信
一
君

〔
―
伊
藤
信
一
君
登
壇
〕

0
議
長
＇
（
大
谷
喜
正
君
）

伊
藤
信
一
君
。

＾ 「
関
連
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

た
と
、

つ
い
て
は
民
間
を
入
れ
て
＼
あ
る
い
は
市
民
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
議
会
側
も
入
る
と
い
う
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
の
形
で
協
議
会
な
り
何
ら

か
の
形
で
何
と
か
解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4

●

-

t

.

-

.

-

'

第
三
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
駅
前
開
発
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
問
題
も
起
こ
っ
て
き
た
よ
う
な
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
駅
前
開
発
に

つ
い
て
代
々
の
市
長
が
い
ろ
い
ろ
と
念
書
を
出
し
て
い
る
と
い
う
う
わ
さ
も
ご
ざ
い
ま
す
。
乎
田
市
長
の
念
書
、
九
鬼
市
長
と
地
元
の
人

た
ち
と
取
り
交
わ
し
た
文
書
、
l

ま
た
、
岩
野
市
長
が
取
り
交
わ
し
た
文
書
、
こ
の
文
書
で
は
駅
西
広
場
は
百
年
の
大
計
の
た
め
広
く
と
っ

て
お
こ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
文
書
ら
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
を
加
藤
市
長
に
な
っ
て
か
ら
建
設
省
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
か
ら

と
い
っ
て
こ
の
岩
野
市
長
の
約
束
を
破
っ
た
と
い
う
よ
う
に
一
部
の
人
も
言
っ
て
お
る
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
市
長
の
文
書
と
い
う

も
の
が
人
の
か
わ
る
た
ん
び
に
変
わ
っ
て
い
い
も
の
か
。
関
係
す
る
住
民
が
い
ろ
い
ろ
反
発
す
る
の
も
無
理
が
な
い
と
存
じ
ま
す
が
、
こ

の
い
ろ
い
ろ
の
問
題
を
絡
め
西
浦
地
区
区
画
整
理
事
業
の
認
可
に
つ
い
て
三
十
五
年
以
来
住
民
の
考
え
は
ど
の
よ
う
に
現
在
変
わ
っ
て
お

る
の
か
。
＇
ま
た
、
三
十
八
年
の
県
と
の
い
ろ
い
ろ
の
教
育
委
員
会
へ
お
願
い
し
た
七
十
メ
ー
ト
ル
道
路
に
対
し
て
住
民
は
い
ま
ど
う
思
っ

て
お
る
の
か
。
た
と
え
設
計
は
了
解
で
き
得
ま
し
て
も
疑
問
が
残
る
の
で
参
考
の
た
め
代
々
の
市
長
の
駅
西
住
民
、
あ
る
い
は
県
と
取
り

交
わ
し
た
文
書
を
整
理
し
て
議
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
申
し
入
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
四
番
目
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

的
な
老
人
の
憩
い
の
場
と
し
て
地
域
セ
ソ
ク
ー
を
建
設
す
る
と
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
セ
ン
ク
ー
施
設
の
い
ろ
い
ろ
の
一
部
屋
程
度
の
施

設
こ
そ
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
沿
線
に
は
道
路
事
情
な
り
が
よ
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
団
地
も
各
所
に
散
在
し
て
土
地

柄
な
り
、
ま
た
、
市
民
全
体
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
福
祉
セ
ソ
タ
ー
と
し
て
の
施
設
、
ま
た
、
市
民
体
育
施
設
と
と
も
に
プ
ー
ル
は
健
全

な
青
少
年
の
育
成
と
体
位
向
上
の
た
め
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
と
も
に
楽
し
め
る
明
る
い
施
設
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

当
者
と
し
て
の
私
か
ら
は
っ
き
り
お
答
え
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
言
わ
れ
て
お
る
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
土
木
部
長
が
ご
答
弁
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
縮
小
案
に
つ
き
ま
し

て
は
十
二
月
十
六
日
、

ご
同
意
を
得
た
と
。

三
輪
助
役
。

四
日
市
の
唯
一
の
恵
ま
れ
た
温
泉
利
用
の
条
件
を
考
え
ら
れ
総
合
計
画
で
い
ろ
い
ろ
老
人
福
祉

駅
西
の
広
場
計
画
の
問
題
で
誤
解
が
あ
る
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
私
か
ら
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
当
時
の
担

し
た
が
っ
て
、

と
申
し
ま
す
こ
と
は
、

こ
れ
の
計
画
の
縮
小
は
加
藤
市
長
に
な
っ
て
縮
小
さ
れ
た
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
世
間

と
申
し
ま
す
こ
と
は
、
岩
野
市
長
の
時
代
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
時
点
に
お
き
ま
し
て
地
元
の
権
利
者
の
方
々
の

そ
こ
で
皆
さ
ん
方
に
縮
小
案
に
つ
い
て
は
ご
同
意
を
得
て
、

い
ま
高
木
議
員
の
ご
質
問
の
中
で
駅

そ
れ
に
従
っ
て
縮
小
案
で
実
施
に
入
っ

こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
現
市
長
に
は
関
係
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
こ
こ
で
お
答
え
い
た
し
ま
し

て
誤
解
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

西
広
場
、

い
わ
ゆ
る
安
島
土
地
区
画
整
理
事
業
、

〇
助
役
（
三
輪
喜
代
司
君
）

〔
助
役
（
三
輪
喜
代
司
君
）
登
培
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

こ
と
を
お
願
い
し
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
る
い
は
提
言
と
申
し
ま
す
か
お

そ
れ
を
判
断
す
る
の
は
非
常
に
む
ず
か
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ざ
い
ま
す
。

会
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
す
る
市
長
の
目
玉
商
品
と
し
て
い
る
の
で
、

い
ま
こ
こ
で
申
す
ま
で
も
な
く
十
分
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
ご

0
川
口
洋
二
君

〔
川
口
洋
二
君
登
壇
〕

川
口
洋
二
君
。

題、

市
長
。

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

ー
つ
ご
ざ
い
ま
す
。

す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

乎
田
市
長
、
九
鬼
市
長
、
岩
野
市
長
、
加
藤
市
長
の
四
代
、
年
数
に
し
て
十
五
年
以
上
経
っ
て
お
る
よ
う
に
思
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
長
い
間
関
係
し
て
お
る
安
島
の
関
係
者
が
非
常
に
不
安
と
焦
燥
の
中
で
苦
し
ま
れ
た
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
：
同
時
に
ェ

業
高
校
‘
，
そ
れ
か
ら
そ
の
生
徒
が
新
し
い
設
備
も
で
き
ず
、
新
し
い
施
設
も
で
き
ず
、
先
ほ
ど
高
木
さ
ん
が
指
摘
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
、

教
育
が
停
滞
し
て
お
る
と
い
う
か
っ
こ
う
で
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
言
葉
の
悪
い
言
い
方
を
す
れ
ば
十
五
年
間
教
育
が

停
止
さ
れ
た
と
い
う
か
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
誤
解
が
あ
っ
て
は
と
い
う
こ
と
で
助
役
か
ら
説
明
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
西
浦
の
駅
前
広
場
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
の
う
わ
さ
が
流
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
う
わ
さ
が
流
れ
る
と
い
う
こ
と
の
根
源
は

や
は
り
工
業
高
校
移
転
の
問
題
が
、
こ
れ
は
言
葉
は
悪
い
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
行
政
の
手
ぬ
る
さ
か
ら
、
あ
る
い
は
行
政
の

遅
滞
か
ら
起
こ
っ
て
お
る
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
き
ょ
う
移
転
先
の
土
地
が
買
収
が
不
調
に
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
古
市
議

員
の
質
問
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
西
浦
の
区
画
整
理
、

そ
れ
か
ら
、

工
業
高
校
の
問
題
、

そ

れ
か
ら
、
安
島
の
人
た
ち
の
問
題
を
ひ
っ
く
る
め
て
ひ
よ
こ
が
と
り
も
ち
を
踏
ん
だ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
っ
て
、
そ
の
中
か
ら
や
っ
と

一
筋
の
光
を
見
出
し
た
と
い
う
の
が
茂
福
地
区
へ
こ
の
工
業
高
校
が
移
転
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
光
を
求
め
て
お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
が
だ
め
に
な
っ
た
ら
一
体
ど
う
な
る
か
と
い
う
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
は
大
変
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

こ
れ
は
教
育
の
面
か
ら
見
ま
し
て
も
こ
れ
以
上
じ
ん
ぜ
ん
と
こ
の
問
題
を
残
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が

そ
れ
か
ら
も
う
ー
つ
は
、
非
常
に
失
礼
な
言
い
方
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
理
事
者
だ
け
で
こ
の
問
題
を
果
た
し
て
解
決
で
き
る
か

ど
う
か
非
常
に
私
は
疑
問
に
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
議
長
と
市
長
と
一
度
ょ
＜
相
談
を
し
て
い
た
だ
い
て
こ
の
問

題
を
は
っ
き
り
と
解
決
す
る
た
め
の
め
ど
を
つ
け
る
た
め
の
協
議
会
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
を
設
置
し
て
、
そ
し
て
、

に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
質
問
の
よ
う
な
形
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
提
言
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

工
業
高
校
の
問
題
は
駅
西
の
形
が
は
っ
き
り
し
な
い
段
階
で
提
起
を
さ
れ
た
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
日

近
鉄
高
架
事
業
が
完
成
を
し
て
次
第
に
駅
西
と
い
う
も
の
が
形
を
は
っ
き
り
と
し
て
ま
い
り
ま
す
と
、

く
た
め
の
条
件
と
い
う
も
の
が
変
わ
っ
て
ま
い
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

等
と
交
渉
を
進
め
て
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

期
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
ふ
う
に
も
考
え
ま
す
の
で
、

考
え
て
お
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

ち
は
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
施
政
方
針
の
発
表
議
会
で
あ
り
ま
し
た
三
月
議
会
、

こ
の
問
題
の
解
決

よ
ろ
し

お
の
ず
か
ら
駅
西
を
整
備
し
て
い

工
業
高
校
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問

一
方
で
先
ほ
ど
お
話
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
茂
福
の
問
題
が
不
調
に
終
わ
っ
た
と
い
う
段
階
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
学
校

そ
の
問
こ
れ
を
議
会
側
の
皆
さ
ん
と
ど
う
い

う
形
で
ご
相
談
を
申
し
上
げ
て
い
く
か
よ
く
議
長
と
も
お
話
し
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
決
し
て
私
は
理
事
者
だ
け
で
十
全
を

よ
く
ご
相
談
申
し
上
げ
て
今
後
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
、

す
な
わ
ち
、

か
よ
う
に

今
日
行
政
施
策
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
対
策
の
必
要
性
は
人
問
尊
重
を
理
念
と
し
た
対
話
と
調
和
の
あ
る
地
域
社

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
問
題
が
行
政
施
策
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
必
要
性
を
考
え
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
は
十
分
な
る
賛
意
を
私
た

市
長
自
身
暗
中
模
索
の
と
き
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施
設
の
構
想
に
つ
い
て
も
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

よ
り
ニ
カ
月
半
が
た
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
何
か
出
て
ま
い
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
今
年
度
末
に
結
論
が
出
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
地
域
問
題
調
査
会
の
結
論
を
待
っ
て
抜
本
的
に
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
想
像
で
き
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
機
構
改
革
の
中
に
市
民
部
を
設
け
て
、
そ
の
中
に
地
域
振
興
課
を
入
れ
、
広
聴
シ
ス
テ
ム
を

強
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
企
画
調
整
課
を
設
置
し
て
各
部
の
調
整
を
図
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
形
と
し
て
あ

ら
わ
れ
て
お
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
多
少
私
な
り
の
想
像
は
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
ご
答
弁
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
•
そ
れ
こ
そ
答
申
が
出
て
か
ら
組
織
だ
、
予
算
だ
と
い
っ
た
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
市
長
、

答
申
を
待
た
な
く
て
も
出
張
所
と
公
民
館
併
設
に
よ
る
市
民
セ
ソ
ク
ー
方
式
は
現
在
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
出
張
所
の
中
で

ま
だ
公
民
館
と
併
設
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
は
前
も
っ
て
公
民
館
主
事
や
公
民
館
長
を
命
じ
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
．
ょ
う
か
。
そ

の
と
き
に
な
っ
て
何
か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
な
話
し
合
い
を
持
つ
時
間
を
与
え
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
思
い
切
っ
た
先
取
り
手
法
と
し
て
、
こ
こ
で
市
内
に
お
け
る
典
型
的
に
異
な
っ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
地

域
と
見
ら
れ
る
市
街
地
、
近
郊
農
村
地
、
団
地
に
ま
ず
三
つ
の
モ
デ
ル
セ
ソ
ク
ー
を
設
置
し
人
員
配
置
を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

両
案
と
も
人
的
資
源
で
施
行
で
き
る
範
囲
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
市
長
の
腹
ー
つ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
七
月
人
事
異
動
に
で
も
お
考
え

を
さ
れ
る
気
が
あ
る
の
か
ど
う
か
お
尋
ね
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
的
な
危
惧
に
な
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
河
原
田
、
三
重
な
ど
い
ま
実
際
に
運
営
さ
れ
て
い
る
公
民
館
、
山
山
張
所
の
併

設
に
つ
い
て
市
民
の
生
活
セ
ソ
ク
ー
と
し
て
生
か
し
て
い
く
た
め
に
構
造
、
配
置
、

し
ま
し
ょ
う
か
、
欠
陥
の
総
括
、

ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
市
長
か
ら
見
ら
れ
た
反
省
と
申

あ
る
い
は
つ
け
加
え
る
も
の
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

次
に
、
私
自
身
も
た
び
た
び
質
問
な
り
提
案
め
い
た
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
点
で
あ
り
ま
す
が
、
市
内
に
点
在
す
る
団
地
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
ク
ー
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
．
ご
承
知
の
と
お
り
往
々
に
し
て
住
民
の
流
動
性

が
非
常
に
激
し
い
た
め
特
に
恒
久
的
施
設
な
ど
の
負
担
を
定
住
性
を
持
た
な
い
住
民
に
割
り
当
て
る
の
は
不
合
理
だ
と
の
声
も
出
て
い
ま

す
し
、
他
方
核
家
族
化
の
進
行
と
と
も
に
各
家
庭
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
へ
の
需
要
も
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
が
ま
た
一
律
負
担
を

不
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
定
住
意
識
を
有
す
る
人
々
で
も
借
金
し
て
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
に
は
そ
の
返
済
に
追

わ
れ
、

と
う
て
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

I
施
設
の
費
用
を
負
担
す
る
ま
で
の
余
裕
は
な
い
。
団
地
こ
そ
地
域
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
施
設
が
な
い
と
い
う
声
も
出
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
市
民
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
町
団
地
に
お
い
て
は
教

育
施
設
を
七
ソ
ク
ー
と
し
て
活
用
し
て
い
く
の
が
近
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、

最
後
に
、
水
沢
地
区
の
セ
ソ
ク
ー
づ
く
り
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
基
本
的
住
民
組
織
と
も
言
え
る
自
治
会
組
織
が
あ
い
ま
い
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
地
区
、
他

市
に
自
慢
で
き
る
お
茶
と
い
う
地
場
産
業
を
持
っ
た
へ
ん
ぴ
な
地
区
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
四
日
市
で
一
番
車
の
保
有
台
数
の
多

い
水
沢
で
あ
り
ま
す
。

お
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
あ
る
出
張
所
に
公
民
館
を
併
設
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
大
変
狭
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
三
台

ぐ
ら
い
し
か
駐
車
で
き
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
市
長
も
認
識
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
は
十
分
私
も
知
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お

り
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
議
会
で
も
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
地
区
住
民
も
い
ろ
い
ろ
心
配
し
て
い
る
水
沢

中
学
校
の
跡
地
で
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
教
育
長
は
ほ
っ
て
お
く
つ
も
り
な
の
で
し
ょ
う
か
ね
0
,

:
;
.
ま
の
出
張
所
を
移
転
す
る
と
す
れ
ば

新
し
い
土
地
を
買
い
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
沢
地
区
に
真
の
地
方
自
治
を
目
指
し
住
民
組
織
を
確
立
さ
せ
る
た
め
に
も
こ
こ
で
市

長
が
あ
の
跡
地
に
出
張
所
公
民
館
を
建
て
ま
す
と
い
っ
た
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
住
民
側
の
ま
と
ま
る

せ
ん
。
こ
こ
で
行
政
側
か
ら
積
極
的
に
使
用
方
法
を
明
示
し
て
か
か
ら
な
け

の
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
ま
と
ま
り
ま

ば
な
か
な
か
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
し
、
地
域
に
と
っ
て
い
ま
一
番
使
い
や
す
い
市
民
セ
ソ
タ
ー
を
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
の
道
が
開
か
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お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
る

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
真
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
は
長
い
年
月
を
か
け
て
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い

く
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
参
考
資
料
を
引
っ
張
り
出
し
て
も
先
発
し
た
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
意
欲
的
な
試
み
や
問
題
解
決
へ
の
具
体
的
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

う
ま
く
い
っ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

な
か
な
か
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
団
地
や
水
沢
地
区
の
点
は
長
い
年
月
を
か
け
な
く
て
も
市
長
の
決
断
で

で
き
得
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
誠
意
あ
る
答
弁
を
お
願
い
し
て
第
一
回
の
質
問
と
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
、
地
域
社
会
づ
く
り
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
今
後
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
こ
と
は
こ
の
三
月
の

議
会
で
私
が
ご
質
問
に
対
す
る
ご
答
弁
と
し
て
お
答
え
申
し
上
げ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

上
に
お
い
て
現
在
の
市
の
機
構
が
果
た
し
て
十
分
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
心
配
を
い
た
し
ま
し
て
、

こ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
こ
の
議
会
に
ご
審
議
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
機
構
改
革
案
を
出
し
、

市
民
部
と
い
う
も
の
を
設
け
て
特
に
こ
の
市
民
部
が
広
聴
広
報
機
能
を
担
当
す
る
と
、

る
と
い
う
つ
も
り
で
機
構
の
方
で
ま
ず
対
応
策
を
考
え
て
ご
提
案
を
申
し
上
げ
た
よ
う
な
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

か
ら
何
も
か
も
、

あ
る
い
は
地
域
問
題
調
査
会
の
答
申
書
が
今
年
度
い
っ
ぱ
い
か
か
っ
て
出
さ
れ
る
か
ら
、

に
は
私
自
身
も
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
で
、

り
組
ん
で
み
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
は
一
体
何
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
は
定
義
が
あ
っ
て
定
義
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
る
く
ら
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
今
日

の
社
会
と
い
う
の
は
臓
域
中
心
の
共
同
体
に
な
っ
て
お
り
、

体
を
構
成
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
本
来
の
意
味
で
の
地
域
社
会
と
い
う
も
の
が
よ
く
な
ら

な
い
か
ら
、

や
は
り
地
域
共
同
体
、

こ
と
で
な
く
て
、

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

い
の
問
題
は
別
と
し
て
、

れ
る
と
思
う
の
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
早
く
モ
デ
ル
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
ク
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
取

そ
し
て
、

で
き
る
だ
け

そ
の
中
に

そ
の
中
で
地
域
振
興
課
に
広
聴
機
能
を
担
当
さ
せ

た
だ
．
機
構
が
で
き
て

そ
れ
を
待
っ
て
と
い
う
ふ
う

そ
の
職
域
の
人
た
ち
が
地
域
に
帰
っ
た
場
合
に
お
互
い
同
士
共
同

あ
る
い
は
連
帯
意
識
と
い
う
も
の
を
育
て
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
今
日
必
要
で
は
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
私
自
身
も
そ
う
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
来
年
の
三
月
を
待
っ
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ソ
ク
ー
と
い
う
も
の
を
モ
デ
ル
的
に
二
、
三
カ
所
選
ん
で
そ
こ
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
試

行
を
や
っ
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
先
ほ
ど
具
体
的
な
ご
質
問
と
し
て
河
原
田
の
セ
ソ
ク
ー
が
果
た
し
て
そ

れ
に
十
分
対
応
で
き
る
か
と
い
う
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
し
、
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

入
れ
物
の
問
題
が
十
分
他
の
セ
ソ
ク
ー
を
い
ま
ま
で
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
全
部
の
セ
ン
ク
ー
が
果
た
し
て
全
部
対
応
で
き
る
か
ど
う

ま
だ
こ
れ
か
ら
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
少
な
く
と
も
改
築
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
は
従
来
よ
り
は
よ

く
な
っ
て
お
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
の
で
着
実
に
前
進
を
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

ま
た
、
団
地
の
問
題
に
つ
い
て
定
住
意
識
の
な
い
人
た
ち
に
み
ず
か
ら
施
設
整
備
に
つ
い
て
の
負
担
を
さ
せ
る
と
い
う
の
は
無
理
で
あ

る
と
い
う
ご
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
も
の
は
地
域
共
同
体
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

そ
こ
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
負
担
を
す
る
し
な

そ
の
中
に
参
加
を
す
る
と
か
、
参
加
を
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
問
題
は
私
は
や
は
り
定
住
す
る
か
ら
参
加
す
る

ん
だ
、
定
住
し
な
い
か
ら
参
加
し
な
い
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
と
い
う
も
の
は
元
来
で
き
上
が
っ
て
い

か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
辺
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

へ
の
第
一
歩
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
理
解
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
話
し
合
い
の
場
が
そ
れ
で
は
新
し
い
団
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｀ 
考
え
を
持
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

張
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

い
わ
ゆ
る
出
張
所
と
そ
れ
か
ら
公
民
館
を
併
設
す
る
と
、
こ
れ
で

い
ま
い
わ
ゆ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
、

川
口
議
員
の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

教
育
長
。

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
川
口
洋
二
君

〔
川
口
洋
二
君
登
壇
〕

川
口
洋
二
君
゜

地
に
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
た
ひ
と
つ
問
題
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
＂
で
き
る
だ
け
公
共
の
施
設
を

そ
れ
か
ら
、

ま
た
こ
れ
も
具
体
的
な
ご
提
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
水
沢
の
問
題
が
提
案
に
な
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
私
ど
も
の
い
ま
持
っ
て
お
り
ま
す
計
画
の
中
で
は
こ
の
水
沢
地
区
の
み
な
ら
ず
非
常
に
た
く
さ
ん
の
地
区
を
当
面
整
備
し
て
ま
い
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急
に
こ
れ
を
具
体
化
す
る
よ
う
に
予
算
措
置
も
今
後

考
え
て
ま
い
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
公
民
館
論
か
ら
発
展
し
て
き
ま
し

そ
こ
で
、
地
域
市
民
セ
ソ
ク
ー
と
い
う
の
が
す
で
に
四
日
市
で
は
打
ち
出
さ
れ
た
考
え
方
と
し
て
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

た
め
に
す
で
に
第
一
次
改
築
計
画
に
従
っ
て
四
十
一
年
か
ら
毎
年
ー
カ
所
ず
つ
改
築
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

は
二
十
二
地
区
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
二
十
二
年
か
か
っ
て
し
ま
う
、

の
で
、

そ
の

た
だ
、
そ
の
．
ス
ピ
ー
ド
で

そ
れ
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん

で
き
る
だ
け
早
く
各
地
区
に
お
き
ま
し
て
そ
う
い
っ
た
セ
ソ
ク
ー
的
な
も
の
が
建
設
を
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
を
い
た
し
た
い
と
い

ぅ
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、

モ
デ
ル
的
な
個
所
に
つ
い
て
は
七
月
の
人
事
異
動
で
も
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
十
分
そ
の
点
も

考
え
な
が
ら
機
構
改
革
を
終
わ
っ
た
段
階
で
人
員
配
置
も
考
慮
を
し
て
み
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
人
事
の
問
題

等
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
席
で
私
が
い
ま
お
約
束
を
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
ら
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

分
含
ん
で
対
処
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

そ
の
点
は
十

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
月
議
会
か
ら
見
ま
す
と
か
な
り
進
ん
だ
、
市
長
自
身
も
大
体
腹
が
決
ま
っ
て

き
て
い
る
よ
う
な
気
も
い
た
し
ま
す
。

た
だ
、
団
地
に
お
け
る
施
設
に
お
い
て
公
共
施
設
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
当

然
何
か
と
い
う
こ
と
は
教
育
施
設
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）
登
壇
〕

0
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）

こ
う
い
う
考
え
方
に
発
展
を
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

非
常
に
成
功
し
て
い
る
地
区
が
四
日
市
に
ご
ざ
い
ま
す
、

そ
の
点
に
つ
い
て
水
沢
の
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
な
お

か
つ
教
育
施
設
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
現
在
の
小
学
校
、
中
学
校
等
の
教
育
施
設
の
建
築
物
の
構
造
自
体
が
ま
だ
ま
だ
市
一
民
に
開
放

し
て
使
え
る
と
い
う
よ
う
な
設
計
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
点
に
つ
い
て
教
育
長
の
方
か
ら
お
答
え
を
い

こ
れ
は
私
ら
の
方
か
ら
言
い
ま
す
と
、

た
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
結
局
地
域
に
密
着
し
た
地
域
共
同
体
と
い
う
、
こ
う
い
う
考
え
方
で
い
わ
ゆ
る
公
民
館
の
考
え
方
が
最
近
は

す
で
に
。
こ
れ
は
実
験
的
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
↑
こ
れ
を
ひ
と
つ
拡

い
ま
ご
質
問
の
い
わ
ゆ
る
団
地
等
に
お
い
て
こ
れ
を
い
か
に
し
て
い
く
か
と
い
う
問

題
で
、
た
と
え
ば
学
校
と
い
わ
ゆ
る
い
ま
の
公
民
館
的
機
関
を
学
校
に
一
っ
併
置
す
る
と
い
う
問
題
は
こ
れ
は
私
は
学
校
の
構
造
そ
の
他

か
ら
見
て
慎
重
に
検
討
せ
ん
な
ら
ぬ
問
題
で
、

教
育
関
係
も
、

む
し
ろ
そ
う
い
っ
た
教
育
機
関
で
な
く
て
、

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、

そ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
市
民
の
ご
要
望
さ
れ
る

あ
る
い
は
福
祉
関
係
も
そ
の
他
一
般
行
政
も
そ
こ
で
集
ま
れ
る
と
、
自
由
に
そ
の
地
域
の
市
民
の
人
が
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ

む
し
ろ
そ
う
い
っ
た
教
育
機
関
で
な
く
て
そ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
さ
っ
き
挙

げ
ま
し
た
公
民
館
と
出
張
所
の
併
設
と
い
う
形
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
中
で
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、

そ
う
い
う
基
本
的
な

活
用
で
き
る
よ
う
に
図
っ
て
ま
い
り
た
い
、

そ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

教
育
次
長
。

〔
教
育
次
長
（
杉
本
治
芳
君
）
登
壇
〕

水
沢
中
学
校
の
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
地
元
の
要
求
が
た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
で
は
運
動
場
施
設
と
し
て

貸
し
て
ほ
し
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
私
の
方
で
も
具
体
的
な
考
え
も
ま
と
め
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
分
は
そ
れ
で
ま

そ
れ
か
ら
、
団
地
の
中
の
教
育
施
設
を
貸
せ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
確
か
に
笹
川
団
地
に
お
き
ま
し
て
は
そ
の
よ
う
な
場
所

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
教
育
施
設
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
模
様
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
何
と
か
そ
の
面
は
検
討
し
て
み
た
い
と
、

ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

教
育
問
題
に
端
を
発
し
て
市
長
が
二
人
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
な
ム
ー
ド
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
本
市
長
か

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
閉
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
閉
君
）

新
し
い
団
地
に
特
に
い
ま
出
張
所
を
設
け
た
り
、

で
は
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

す
。
以
上
で
す
。

〇
讚
長
（
大
谷
喜
正
君
）

で
き
る
だ
け
公
共
の
施
設
と
い
え
ば
学
校
、
幼
稚
園
等
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
地
域
住
民
の
話
し
合
い
の
た
め
の
場
と
し
て
提
供
し
て
も
ら
う
よ
う
な
努
力
を
し
て
み
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま

こ
う
い
っ
た
問
題
で
た
び
た
び
市
長
室
へ
も
お
邪
魔
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
市
長
の
大
体
考

え
方
も
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、
こ
う
い
う
機
会
に
と
い
う
こ
と
で
左
の
方
か
ら
ち
ょ
っ
と
い
い
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
の
で
、

笹
川
団
地
も
出
張
所
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
び
っ
く
り
い
た
し
ま
し
た
わ
け
で
す
。
市
長
は
地
域
共
同
体
と
い
う

人
間
関
係
が
殺
伐
と
な
っ
た
そ
ん
な
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
問
題
を
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
か
ら
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
く
る
、
予
想
さ
れ
て
く
る
低
成
長
時
代
の
も
と
で
の
行
政
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
場
合
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
整
備
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
行
政
と
地
域
住
民
と
の
接
触
を
通
し

て
両
者
間
の
自
主
的
な
機
能
や
責
任
分
担
、
守
備
範
囲
が
確
定
さ
れ
、

い
ま
ま
で
の
段
階
で
は
貸
せ
る
よ
う
な
施
設

た
だ
い
ま
の
段
階
で
は
考
え
て
い
る
わ
け
で
ご

あ
る
い
は
公
民
館
を
つ
く
っ
た
り
と
い
う
考
え
は
現
段
階

そ
の
両
者
の
建
設
的
協
力
関
係
が
促
進
さ
れ
、

ひ
い
て
は
行
政
へ

の
住
民
参
加
の
輪
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
の
笹
川
団
地
に
も
や
っ
と
自
分
た

ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
と
い
う
、
地
域
を
よ
く
す
る
た
め
に
参
加
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
芽
が
出
て
ま
い
り

一
日
も
早
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
策
の
具
体
的
実
施
を
望
ん
で
質
問
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

0
川
口
洋
二
君

〔
川
口
洋
二
君
登
壇
〕

川
口
洋
二
君
。

市
長
。

ら
も
う
一
度
答
弁
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
川
口
洋
二
君

〔
川
口
洋
二
君
登
壇
〕

川
口
洋
二
君
。

い
り
た
い
と
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
教
育
次
長
（
杉
本
治
芳
君
）

午

後

二

時

三

分

休

憩

午
後
二
時
十
九
分
再
開
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次
に
、
北
勢
地
方
公
設
卸
売
市
場
組
合
の
事
業
の
経
過
と
推
移
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

、
現
在
二
、

、
そ
の
後
用
地
の
一
部
が
変
更
に
な
っ
た
と
か
、
ま
た
は

昨
年
建
設
委
員
会
の
場
で
青
写
真
は
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

三
件
の
用
買
が
難
航
し
て
い
る
と
か
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
桑
名
方
面
の
業
者
の
中
に
は
大
手
業
者
は
よ
い
に
い
た
し
ま
し
て

す
。
ま
た
、

も
、
零
細
企
業
者
に
お
き
ま
す
と
毎
日
桑
名
か
ら
四
日
市
ま
で
仕
入
れ
に
来
る
の
は
反
対
で
あ
る
と
い
う
声
も
聞
い
て
お
り
ま

ガ
ソ
リ
ソ
の
浪
費
等
を
考
え
る
と
き
に
、
時
間

、
そ
の
中
を
毎
日
通
う
こ
と
は
時
間
の
ロ
ス
、

現
在
名
四
国
道
が
停
滞
し
て
お
り
ま
し
て

的
に
も
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
に
同
一
場
所
に
一
ヵ
所
に
車
が
何
百
台
と
集
中
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
対
策
も
お
考
え
を
い
た

思
い
ま
す
。

剛
君
登
壇
〕

ま
ず
初
め
に
産
業
の
振
興
と
財
源
政
策
に
つ
い
て
、

昭
和
五
十
年
代
に
入
っ
て
不
況
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
地
方
財
政
事
情
は
今
後

と
も
に
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
財
政
事
情
に
か
か
わ
り
な
く
行
政
に
対
す
る
住
民
の
諸
要

求
は
従
来
に
増
し
て
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
き
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
財
政
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
義
務

的
経
費
の
抑
制
や
景
気
浮
揚
策
に
よ
る
の
を
待
っ
て
税
の
自
然
増
収
を
待
っ
て
い
る
の
で
は
大
幅
な
財
政
需
要
の
増
大
に
対
処
し
て
い
く

の
は
む
ず
か
し
い
と
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
長
は
三
月
の
議
会
所
信
の
中
で
四
日
市
は
理
想
的
な
地
理
的
、
社
会
的
に
恵
ま
れ
た
経
済
条
件
の
も
と
に
は
ぐ
く
ま
れ
て

き
た
農
林
漁
業
、
地
場
産
業
の
振
興
等
新
た
な
観
点
に
立
っ
て
見
直
し
．
地
域
の
特
性
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
魅
力
と
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
四
日
市
の
産
業
の
発
展
、
特
に
中
小
企
業
の
発
展
な
く
し
て
高
福
祉
、

ま
た
は
高
負
担
の
福
祉
都
市
四
日
市
の
実
現
は
不
可

能
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。
市
長
の
お
考
え
を
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
優
良
企
業
の
誘
致
と
既
存
優
良
企
業
の
流
出
防
止
に
つ
い
て
。
昭
和
三
十
年
代
よ
り
四
日
市
に
石
油
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
を
中
心
と

し
た
関
連
企
業
の
進
出
に
よ
っ
て
工
業
都
市
四
日
市
と
し
て
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
税
収
も
好
調
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
順
調
な
伸
び
を
示

し
て
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
後
環
境
や
公
害
の
関
係
か
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
話
を
お
聞
き
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

環
境
の
汚
染
や
公
害
を
考
え
ま
す
と
き
に
工
場
の
誘
致
は
ま
っ
び
ら
ご
め
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
お
考
え
な
の
か
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
先
ほ
ど
来
も
坂
口
議
員
が

y
k
k
吉
田
工
業
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

ま
で
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
地
元
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
名
前
川
排
水
路
の
改
修
の
件

に
つ
い
て
設
計
協
議
が
進
ま
な
か
っ
た
そ
れ
が
た
め
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
き
及
ん
で
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
適
切
な
る
行

政
指
導
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
坂
口
議
員
の
質
問
と
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
最
近
で
は
三
重
造
船
の
問
題
、
ま
た
は
、

東
海
精
糖
の
不
況
産
業
を
ど
う
生
か
す
か
、
ま
た
、
ど
う
救
う
か
と
い
う
よ
う
な
後
向
き
な
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
花
形
企
業
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
日
本
板
硝
子
四
日
市
工
場
も
閉
鎖
を
す
る
と
か
、
ま
た
、
東
海
糖
業

も
工
場
を
移
転
す
る
と
か
聞
き
及
ん
で
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
優
良
企
業
の
誘
致
は
で
き
な
い
と
い
た
し
ま
し
て
も
市
内
の
工
場
企
業

の
市
外
流
出
は
防
げ
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
石
原
産
業
を
は
じ
め
四
日
市
の
代
表
的
な
企
業
が
鈴
鹿
、
三
重
郡
等
に
会
社
の
寮
と
か
社

宅
を
建
設
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
公
害
と
か
地
価
の
関
係
で
い
た
し
方
な
い
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
四
日
市

に
そ
の
よ
う
な
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
日
市
の
企
業
が
次
々
と
移
転
、
ま
た
は
操
短
、
そ
し
て
、
閉
鎖
と
聞
く

た
び
に
こ
れ
が
本
当
の
魅
力
あ
る
四
日
市
、
活
力
の
あ
る
四
日
市
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
ま
で
そ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
努
力
を
さ
れ
て
き
た
の
か
、
今
後
ま
た
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
お
尋
ね
を
い
た
し
た
い
と

0
山
路
剛
君
通
告
に
従
い
ま
し
て
質
問
を
い
た
し
ま
す
。

〔
山
路

山
路
剛
君
。

四
日
市
に
進
出
し
て
以
来
十
年
土
地
の
用
買
が
済
ん
で
現
在
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企
業
の
誘
致
は
ま
っ
ぴ
ら
ご
め
ん
な
の
か
と
い
う
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
先
ほ
ど
三
月
議
会
で
も
申
し
上
げ
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
公
害
の
な
い
、
あ
る
い
は
公
害
を
完
全
に
防
止
し
得
る
と
い
う
企
業
を
四
日
市
市
へ
誘
致
を
し
て
ま
い
り
ま
す
こ
と
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
四
日
市
市
が
過
去
長
い
問
と
っ
て
き
た
政
策
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
の
点
は
や
は
り
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
東
海
糖
業
が
知
多
半
島
の
方
へ
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
は
東
海
糖
業
の
現
在
の
敷
地

が
非
常
に
狭
い
、
し
か
も
、
公
害
防
止
施
設
を
す
る
余
地
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
こ
と
に
残
念
だ
と
い
う
ふ
う
に

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
や
む
を
得
な
い
面
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

板
硝
子
の
問
題
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
す
で
に
拡
張
の
余
地
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
何
と
か
こ
れ
は
し
な
け
れ
ば
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

だ
い
て
い
る
か
ど
う
か
お
尋
ね
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
零
細
業
者
に
は
支
所
的
な
施
設
を
つ
く
ら
れ
る
と
か
、
そ
の
点
に

つ
い
て
も
お
尋
ね
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
北
剪
地
方
食
品
団
地
の
事
業
の
経
過
と
推
移
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
い
た
し
ま
す
。

公
設
市
場
と
併
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
食
品
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
食
品
関
連
企
業
の
種
類
と
規
模
に
つ
い
て
他
の
地
域
へ
行
き
ま
す

と
商
業
団
地
と
い
た
し
ま
し
て
幅
広
い
業
種
を
入
れ
た
関
連
団
地
が
公
設
市
場
に
併
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
お
尋
ね

を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
は
、
出
店
者
に
つ
い
て
は
北
努
地
区
内
の
業
者
を
入
れ
る
の
か
、
ま
た
は
他
県
か
ら
も
希
望
す
る
者

は
導
入
し
て
い
っ
て
結
成
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
お
尋
ね
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
を
も
っ
て
第
一
回
の
質
問
と

い
た
し
ま
す
。

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

三
月
議
会
で
は
農
林
漁
業
等
に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
四
日
市
に
お
き
ま
す
る
産
業
振
興

の
ー
つ
の
テ
ー
マ
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
農
業
等
に
つ
き
ま
し
て
は
午
前
中
の
前

川
議
員
の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
年
間
生
産
額
五
十
一
年
度
で
約
百
億
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
特
に
こ
の
中
で
も
主
と
し
て
お
米
の
生
産
額
が
約
三
十
七
、

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
後
は
や
は
り
工
芸
農
作
物
等
の
、

か
な
り
生
産
額
が
低
い

八
億
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
が
中
心
に
な
っ
て
お

あ
る
い
は
畜
産
等
の
振
興
に
向
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

そ
れ
か
ら
中
小
企
業
の
振
興
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
特
に
製
造
業
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
の
今
日
四
日
市
に
お
き
ま
す
る
生
産
額

の
中
で
わ
り
あ
い
大
き
な
比
率
を
占
め
て
お
り
ま
す
の
が
食
品
製
造
業
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
五
十
一
年
度
の
生
産
額
約
八
百
億
と
い
う
、

む
し
ろ
繊
維
工
業
の
七
百
億
台
に
比
ぺ
ま
し
て
よ
り
大
き
な
生
産
額
を
占
め
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
食
品
、
あ

る
い
は
木
材
等
地
方
需
要
型
の
工
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
の
も
ー
つ
の
方
策
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、

さ
ら
に
、
機
械
工
業
等
の
中
小
企
業
に
つ
き
ま
し
て
は
大
体
が
大
企
業
と
の
関
連
に
お
い
て
今
日
生
産
を
続
け
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
四
日
市
に
お
き
ま
す
る
大
企
業
の
操
業
度
と
い
う
も
の
が
大
体
七

0
％
台
に
低
迷
を
し
て
お
る
と
い
う
実
態
か
ら

い
た
し
ま
す
と
、
な
か
な
か
中
小
企
業
の
経
営
も
む
ず
か
し
く
な
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
っ
た
中
小
企
業
が

新
た
に
市
場
を
開
拓
す
る
と
い
う
こ
と
は
実
際
問
題
と
し
て
大
変
困
難
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
今
日
は
四
日
市
に
お
き
ま
す
る
大
企
業
に
お
き
ま
し
て
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
ダ
ウ
ソ
を
し
て
新
し
い
設
備
投
資
を
で
き
る
だ
け
抑

え
て
お
る
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
て
考
え
ま
す
と
、
ス
ク
ラ
ッ
ブ
ダ
ウ
ソ
し
た
ま
ま
で
新
し
い
設
備
投
資
を
し
な
い
と
い
う
形
で
ほ
っ
て

お
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
や
は
り
大
企
業
に
対
し
て
強
い
要
請
を
し
て
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。
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よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
計
画
を
進
め
て
お
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
過
日
、
実
は
私
大
阪
ま
で
参
り
ま
し
て
板
硝
子
の
社
長
に
二
回
ば
か
り
会
っ
て
そ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
と
お
話
し
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
板
硝
子
の
方
と
い
た
し
ま
し
て
も
四
日
市
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は

十
分
念
頭
に
置
い
て
お
り
ま
す
し
、
今
後
新
し
い
製
品
の
開
発
に
努
め
た
い
と
い
う
話
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
そ
う

い
っ
た
面
に
つ
い
て
十
分
企
業
側
と
話
し
合
い
を
し
、
さ
ら
に
か
つ
き
わ
め
て
大
切
な
こ
と
は
や
は
り
市
民
と
の
間
の
コ
ソ
セ
ソ
サ
ス
を

得
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
基
本
的
に
は
交
通
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
と
か
、
そ
の
他
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
が
い
ろ
い
ろ
影
響
を
こ
う
む
っ
て
お

る
と
い
う
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
私
ど
も
基
本
的
に
は
中
小
企
業
の
今
日
の
状
況
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
や
は
り
日

本
全
体
の
経
済
の
影
響
と
い
う
も
の
を
強
く
こ
う
む
っ
て
お
る
。
そ
こ
で
地
域
と
い
た
し
ま
し
て
中
小
企
業
の
方
々
が
お
困
り
に
な
っ
て

お
る
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し
て
障
害
の
排
除
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
以
上
で
お
答
え
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
産
業
部
長
。

〔
産
業
部
長
（
斎
藤
久
美
君
）
登
壇
〕

0
産
業
部
長
（
斎
藤
久
美
君
）

た
だ
い
ま
の
北
勢
公
設
卸
売
市
場
の
組
合
の
経
過
と
推
移
、

そ
れ
か
ら
団
地
の
関
係
の
経
過
と
推
移
と

北
勢
公
設
卸
売
市
場
組
合
の
事
業
経
過
と
推
移
に
つ
き
ま
し
て
は
か
ね
が
ね
組
合
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
は
ご
承
知
を
い
た
だ
い
て
お

る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
の
卸
売
市
場
計
画
に
基
づ
い
て
北
勢
三
市
が
一
部
事
務
組
合
で
発
足
を
五
十
年
の
五
月
に
い
た
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
議
会
の
ご
承
認
を
得
な
が
ら
事
業
の
推
進
を
し
て
ま
い
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
さ
ら
に
、
卸
売

業
者
の
統
合
整
備
の
た
め
に
は
北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
建
設
促
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
て
業
界
と
の
意
見
調
整
を
行
い
な
が
ら

具
体
的
に
現
在
進
め
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
五
十
一
年
度
を
初
年
度
と
い
た
し
ま
し
て
三
ヵ
年
で
市
場
の
開
設
に
も
っ
て
い
け
る

事
業
の
進
捗
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
初
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
河
原
田
地
内
の
国
道
二
十
三
号
線
沿
い
に
約
十
二
万
五
千
乎
米
の
用

地
を
確
保
い
た
し
ま
し
た
。
五
十
二
年
度
上
半
期
に
は
一
部
前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
用
地
造

成
だ
と
か
、

そ
れ
か
ら
基
盤
の
整
備
事
業
、
排
水
対
策
事
業
、

さ
ら
に
建
設
に
か
か
り
ま
す
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
進
め
る
よ
う
現
在

計
画
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
し
、
着
々
と
そ
の
態
勢
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
下
期
か
ら
五
十
三
年
度
に
か
け
ま
し
て
卸
売
場
、
仲
卸
売
場

等
の
本
体
工
専
、

さ
ら
に
そ
の
関
連
を
い
た
し
ま
す
付
属
施
設
を
建
設
す
る
計
画
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
全
体
と
い
た
し
ま
し
て
大
体

約
七
十
億
円
程
度
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
主
な
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
卸
売
場
の
新
築
工
事
大
体
約
十
―
-
＿
億
円

程
度
、
排
水
整
備
関
係
が
約
一
億
三
千
万
円
程
度
、

さ
ら
に
土
地
開
発
公
社
か
ら
市
場
組
合
が
取
得
を
い
た
し
ま
す
用
地
取
得
費
が
約
五

千
万
円
程
度
等
約
十
六
億
円
程
度
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
建
設
事
業
は
五
十
三
年
度
に
ま
た
が
っ
て
継
続
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
建
設
に
要
し
ま
す
工
期
等
も
考
慮
い
た
し
ま
し
て
と

り
あ
え
ず
県
と
調
整
を
い
た
し
ま
し
た
事
業
費
を
も
っ
て
本
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
国
、
県
と
事
業
計
画
等
の
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
事
業
量
な
り
事
業
費
全
体
が
多
少
変
動
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
＇
今

後
組
合
議
会
に
お
は
か
り
を
し
な
が
ら
補
正
措
置
等
は
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
公
設
市
場
の
財
源
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
国
、
県
の
補
助
金
、
三
市
の
分
担
金
、
分
担
金

問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
三
月
議
会
に
も
宇
治
田
議
員
の
ご
質
問
に
お
答
え
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
分
担
金
、
さ
ら
に
起
債
等
で
賄
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

こ
れ
ら
の
財
源
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
組
合
は
も
ち
ろ
ん
、
構
成
を
い
た
し
ま
す
関

係
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
最
大
の
努
力
を
払
っ
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
ご
指
摘
の
ご
ざ
い
ま
し
た
用
地

い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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結
果
に
基
づ
き
ま
し
て
両
組
合
と
も
正
式
な
い
わ
ゆ
る
組
織
と
し
て
組
織
づ
く
り
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
し
ま
す
事
業

に
高
度
化
資
金
の
融
資
を
受
け
る
た
め
の
計
画
診
断
を
県
の
経
営
指
導
課
を
主
体
と
い
た
し
ま
し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

こ
の
診
断

つ
く
だ
煮
、
そ
う
菜
、

つ
け
も
の
、
・
プ
ロ

％
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
高
度
化
資
金
の
融
資
を
受
け
ま
し
て
建
設
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
団

込
額
事
業
費
と
い
た
し
ま
し
て
約
二
十
億
円
程
度
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
の
約
六
五
％
を
満
額
借
り
ら
れ
る
と
す
れ
ば
六
五

品
卸
売
団
地
は
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
の
適
用
を
受
け
ま
し
て
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
が
、

現
在
所
要
見

て
今
後
用
地
の
買
収
を
行
う
ぺ
く
、

現
在
市
の
土
地
開
発
公
社
に
対
し
ま
し
て
そ
の
依
頼
を
行
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
oO

こ
の
食

＂
ま
す
が
、
用
地
買
収
に
つ
、
て
は
公
社
の
方
で
取
得
を
い
た
し
て
お

買
収
に
つ
い
て
難
航
し
て
お
り
ゃ
せ
ぬ
か
と
い
う
ご
指
摘
で
ご
ざ
、

＂ 

た
だ
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
市
場
組
合
と
し
て
公
社
か
ら
買
い
取
る
部
分
に
つ

り
ま
し
て
全
部
完
了
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

い
て
は
五
十
二
年
度
に
事
業
と
し
て
一
部
起
債
等
の
割
り
当
て
の
問
題
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
残
し
て
お
り
ま
す
。

ぶ
と
い
う
よ
う
な
ご
指
摘
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
確
か
に
一
時
の
動
き
と
し
て
桑
名
の

そ
れ
か
ら
、
桑
名
の
方
面
が
大
変
反
対
じ
ゃ
な
、

方
面
の
業
界
に
つ
き
ま
し
て
は
場
所
が
遠
い
と
か
業
界
が
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
議
論
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
現
状
は
関
係
業
界
の
建
設
促
進
協
議
会
の
中
へ
も
関
係
業
界
が
入
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
買
参
人
代
表
も
メ
ソ
バ
ー
に
入

っ
て
い
た
だ
い
て
業
界
取
り
ま
と
め
の
中
で
議
論
を
し
て
お
る
最
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
名
四
国
道
の
交
通
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
名
四
国
道
の
混
雑
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

つ
あ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
当
面
と
い
た
し
ま
し
て
も
暫
定
的
に
は
平
面
で
取
り
つ
け
て

す
が
、
時
間
的
な
多
少
の
ず
れ
が
一

将
来
計
画
と
い
た
し
ま
し
て
は
立
体
交
差
を
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

い
き
た
い
と
い
う
考
え
方
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ど
い
う
こ
と
で
建
設
省
と
の
協
議
を
言
上
い
た
し
て
お
る
最
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
市
長
、
助
役
と
も
ど

も
協
議
促
進
の
た
め
に
中
部
地
建
等
と
接
触
を
い
た
だ
い
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
零
細
業
者
の
対
策
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
少
し
触
れ
ま
し
た
買
受
人
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
建
設
促
進
協

専
門
部
会
制
度
を
と
り
ま
し
て
、
そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
検
討
を
加
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、

議
会
の
中
で
買
受
人
部
会
と
い
う
も
の
を
、

買
受
人
は
現
在
大
体
一
千
八
百
人
程
度
お
り
ま
す
が
、
全
部
承
認
を
す
る
と
い
う
考
え
方
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
零
細
業
者
等
の
問
題
に

う
こ
と
で
、
市
場
組
合
事
務
局
に
お
い
て
い
ま
現
在
対
処
を
い
た
し
て
お
る
最
中

つ
き
ま
し
て
は
そ
の
中
で
検
討
を
加
え
て
い
こ
う
と
い

そ
れ
か
ら
、
団
地
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
北
勢
地
方
食
品
卸
売
団
地
の
事
業
の
経
過
推
移
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
計
画
に
つ
き

ま
し
て
は
現
在
事
業
を
進
捗
い
た
し
て
お
り
ま
す
北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
中
に
関
連
の
付
属
店
舗
を
配
置
し
な
い
と
い
う
方
針
を
前

々
か
ら
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
関
係
も
ご
ざ
い
ま
し
て
市
場
に
隣
接
を
い
た
し
ま
し
て
卸
売
団
地
を
建
設
い
た
し
公
設
市

湯
に
来
場
い
た
し
ま
す
買
受
人
の
利
便
の
提
供
と
い
う
こ
と
を
十
分
考
え
ま
し
て
、
昭
和
五
十
年
の
七
月
に
四
日
市
、
桑
名
、
鈴
鹿
等
北

努
一
＿
一
市
の
食
品
関
係
業
者
に
参
加
呼
び
か
け
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
県
の
指
導
を
得
な
が
ら
業
界
の
集
約
を
行
っ
て
ま
い
っ
た
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
そ
の
計
画
が
ま
と
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
県
と
接
触
を
し
な
が
ら
指
導
を
受
け
て
お
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
．
敷
地
面
積
は
約
一
万
坪
と
い
う
ふ
う
に
想
定
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
立
地
す
る
場
所
と
い
た
し
ま
し

て
は
具
体
的
に
ま
だ
決
定
を
見
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
現
在
建
設
中
の
北
努
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
隣
接
地
を
対
象
に
い
た
し
ま
し

地
に
進
出
す
る
業
種
と
い
た
し
ま
し
て
は
総
合
食
品
の
関
係
、
そ
れ
か
ら
み
そ
、
じ
ょ
う
ゆ
、

イ
ラ
ー
、
砂
糖
、
日
用
雑
貨
な
ど
を
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
た
食
品
卸
売
業
者
を
構
成
員
と
い
た
し
ま
し
た
食
品
卸
売
団
地
組
合
、
現

在
二
十
七
名
で
構
成
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
と
、
さ
ら
に
肉
類
、

ハ
ム
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
鶏
卵
、
塩
千
物
、
パ
ソ
、
菓
子
、
牛
乳
、
お
茶
、

包
装
資
材
、
め
ん
類
、
そ
れ
ら
を
主
要
な
扱
い
品
と
い
た
し
ま
し
た
食
品
卸
売
共
同
店
舗
組
合
組
合
員
が
現
在
十
七
名
と
い
う
こ
と
で
ニ

つ
の
組
合
で
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
名
称
等
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
仮
称
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
す
で

で
ご
ざ
い
ま
す
。
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思
い
ま
す
。

こ
の
公
設
市
場
の
中
に
花
舟
部
門
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

大
き
く
住
民
が
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

一
日
も
早
く
操
業
さ
れ
ん
こ
と
を
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
山

路

剛

君

ご
答
弁
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
山
路

費
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
用
地
の
取
得
費
、
．
そ
れ
か
ら
建
物
の
建
設
費
、
設
備
費
、
土
地
の
付
帯
工
事
費
等
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

先
ほ
ど
も
ち
ょ
っ
と
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
六
五
％
を
高
度
化
資
金
の
借
り
入
れ
に
し
ま
し
て
、
あ
と
は
三
五
％
に
つ
い
て
は
自
己
資
金

並
び
に
関
係
の
金
融
機
関
等
の
協
調
融
資
で
調
達
す
る
予
定
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
こ
れ
ら
の
団
地
に
つ

き
ま
し
て
は
北
勢
市
場
と
の
相
乗
効
果
を
図
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
北
勢
公
設
市
場

の
建
設
計
画
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
市
場
と
同
時
ォ
ー
ブ
ソ
が
で
き
る
よ
う
に
事
業
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

事
業
の
経
過
、
推
移
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
ご
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
種
類
、
規
模
の
問
題
等
に
つ
き
ま
し
て
は
先
ほ

ど
の
説
明
の
中
で
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
公
設
の
中
へ
な
ぜ
入
れ
な
い
の
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

他
の
市
場
、

よ
そ
の
実
態
を
見
て
ま
い
り
ま
す
と
、
中
央
卸
売
市
場
に
し
ろ
、
地
方
卸
売
市
場
に
し
ろ
付
属
営
業
と
し
て
市
場
の
中
へ
入

れ
て
お
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
北
勢
に
つ
い
て
は
か
ね
が
ね
議
論
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
業
界
と
の
調
整
も
行
い
な
が
ら
全
体

と
し
て
は
北
勢
の
市
場
の
中
へ
は
付
属
営
業
関
係
に
つ
い
て
は
入
れ
な
い
ん
だ
と
い
う
考
え
方
で
進
ん
で
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
団

地
建
設
に
つ
い
て
民
間
方
式
で
対
処
を
い
た
し
た
い
と
い
う
ふ
う
で
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
業
界
へ
の
呼
び
か
け
と
県
外
の
人
も
入
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
の
経
緯
の
中
に
も
触

れ
ま
し
た
よ
う
に
、
北
勢
三
市
の
周
辺
、
も
ち
ろ
ん
三
重
郡
の
一
部
を
含
ん
で
お
り
ま
す
が
、

い
た
し
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
当
初
百
四
十
社
く
ら
い
が
集
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
ろ
ん
な
計
画
議
論

を
や
り
な
が
ら
現
在
ま
と
ま
っ
て
き
た
の
が
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
組
合
員
の
数
、
あ
る
い
は
業
種
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
後

県
外
、

あ
る
い
は
地
域
内
か
ら
そ
の
関
係
の
と
こ
ろ
に
入
る
余
裕
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
現
在
の
す
で
に
計
画
診

断
に
入
っ
て
お
り
ま
す
段
階
で
は
さ
ら
に
プ
ラ
ス
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
協
同
組
合
の
結
成
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
だ
け
に
、

た
に
入
れ
る
考
え
方
は
持
っ
て
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

が
、
ま
た
、

剛
君
登
壇
〕

そ
れ
か
ら
、

山
路
．
剛
君
。

の
い
ろ
い
ろ
行
政
と
し
て
の
ご
努
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
関
係
の
業
界
に
呼
び
か
け
て
集
約
を

そ
の
関
係
者
と
の
問
題
が
一
っ
あ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
新

こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
下
の
中
に
お
き
ま
し
て
は
工
場
の
企
業
の
誘
致
は
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す

不
況
産
業
に
つ
き
ま
し
て
も
自
然
陶
汰
さ
れ
て
も
い
た
し
方
な
い
ん
だ
と
い
う
お
考
え
だ
け
で
な
く
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て

ま
た
、
食
品
関
係
の
市
場
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
市
民
の
食
生
活
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
生
鮮
食
料
品
で

ご
ざ
い
ま
す
。
流
通
機
構
の
改
革
に
よ
り
ま
し
て
少
し
で
も
安
く
、
少
し
で
も
新
鮮
な
も
の
を
北
勢
住
民
の
食
ぜ
ん
に
送
ら
れ
る
こ
と
は

こ
れ
は
入
る
の
か
入
ら
な
い
の
か
ち
ょ
っ
と
ご
答
弁
願
い
た
い
と

そ
れ
か
ら
、
食
品
団
地
の
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
団
地
の
方
に
お
き
ま
し
て
も
二
十
七
名
の
希
望
者
が
あ
る
と
言
っ
，
て
お
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
非
常
に
前
の
計
画
さ
れ
た
と
き
よ
り
は
計
画
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
ま
た
、
時
期
も
非
常
に
ず
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。
ー
ど
う
し
て
も
入
り
た
い
と
い
う
希
望
者
も
余
り
長
引
き
ま
す
と
、
も
う
待
っ
て
お
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
時
期
を

失
わ
な
い
よ
う
に
今
後
と
も
ひ
と
つ
早
急
に
オ
ー
プ
ソ
で
き
ま
す
よ
う
に
行
政
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
花
舟
セ

ソ
ク
●
の
方
の
花
舟
部
門
が
入
る
か
入
ら
な
い
か
、
そ
の
ご
答
弁
だ
け
い
た
だ
き
ま
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

産
業
部
長
。

[
産
業
部
長
（
斎
藤
久
美
君
）
登
壇
〕

0
産
業
部
長
（
斎
藤
久
美
君
）
、

花
舟
部
門
が
入
る
か
入
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
卸
売
市
場
の
整
備
の
中
で
考

え
て
お
り
ま
す
の
は
青
果
物
と
水
産
物
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
卸
売
部
門
と
し
て
花
舟
を
対
象
と
し
て
は
実
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
4

た
だ
、
青
果
を
扱
う
業
界
の
方
々
の
中
に
は
花
を
扱
わ
れ
る
方
々
も
お
み
え
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
利
便
と
い
う
考

え
方
も
含
め
ま
し
て
ど
う
扱
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
だ
協
議
決
定
を
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
別
途
あ
る
の
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
の
花
舟
市
場
の
整
備
計
画
と
い
う
の
が
県
単
位
で
で
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
北
勢
に
も
い
ず
れ
花
舟
部
門
の

市
場
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
整
備
計
画
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
ま
し
て
今
後
と
も
十
分
検
討
を
続
け

第
一
番
目
に
心
身
障
害
児
者
の
生
涯
福
祉
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
小
井
道
夫
君

先
ご
ろ
精
神
薄
弱
者
通
所
授
産
施
設
共
栄
作
業
所
と
三
重
勤
労
身
体
障
害
者
体
育
セ
ン
ク
ー
の
完
成
は
四
日
市
の
心
身
障
害
者
福
祉
、

特
に
施
設
福
祉
対
策
の
一
歩
前
進
で
あ
り
、
私
た
ち
は
共
栄
作
業
所
で
非
常
に
喜
ん
で
授
産
訓
練
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
、
あ
る
い
は
身

障
の
ハ
ン
デ
ィ
を
も
の
と
も
せ
ず
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
打
ち
込
む
た
く
ま
し
い
姿
を
見
て
感
動
を
覚
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
西
日
野

の
総
合
福
祉
セ
ソ
ク
ー
に
は
な
お
今
後
に
お
い
て
身
体
障
害
者
授
産
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設
、
い
わ
ゆ
る
あ
け
ぼ
の
療
育
セ
ン

ク
ー
、
そ
れ
か
ら
、
精
薄
児
通
園
施
設
の
み
は
と
学
園
、
県
立
養
護
学
校
の
建
設
が
計
画
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
早

期
実
現
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
時
に
こ
れ
ら
が
す
べ
て
実
現
し
た
と
し
ま
し
て
も
、

わ
た
る
福
祉
は
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
、
障
害
児
者
の
発

ど
う
か
、
さ
ら
に
、
重
度
障
害
者
の
生
涯
に

施
設
で
社
会
復
掃
が
で
き
る
の
か

生
を
予
防
し
早
期
発
見
を
し
て
一
貫
し
た
治
療
、
リ
＾
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ソ
を
実
施
す
る
体
制
等
々
に
大
き
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思

四
十
八
年
度
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
市
の
総
合
計
画
で
は
、

系
の
中
で
福
祉
工
場
の
設
置
促
進
と
か
、
精
薄
児
者
の
コ
ロ
ニ
ー
の
設
置
促
進
と
か
き
わ
め
て
部
分
的
で
あ
り
、
し
か
も
、
抽
象
的
に
触

れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
具
体
性
に
乏
し
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
3

す
で
に
教
育
民
生
委
員
会
で
も
心
身
障
害
児
者
の
コ
ロ
ニ
ー
建
設
な
ど

と
を
確
認
し
合
っ
て
い
る
わ

て
こ
の
一
年
間
調
査
研
究
を
進
め
る
こ

を
含
め
心
身
障
害
者
の
生
涯
に
わ
た
る
福
祉
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い

け
で
す
が
、
市
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
も
早
急
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る
な
ど
し
て
調
査
研
究
し
施
策
の
方
向
づ
け
と
コ
ロ
ニ

＊
き
と
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
の
建
設
な
ど
具
体
策
を
打
ち
出
す
へ

二
番
目
の
問
題
は
、
車
い
す
で
歩
け
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
去
る
五
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
四
日
市
の
「
重
度
障
害
児
者
の
生
活
を
明
る
く
す
る
会
」
の
福
祉
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
の
発
表

会
に
出
席
を
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
自
主
体
験
に
基
づ
く
切
実
な
訴
え
を
聞
い
て
、

り
ま
す
身
障
者
福
祉
モ
デ
ル
都
市
事
業
、

い
ま
す
。

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

た
と
え
ば
こ
れ
ら
の
授
産

そ
の
中
の
心
身
障
害
児
者
福
祉
施
策
を
見
ま
し
て
も
、
そ
の
基
本
方
針
や
体

四
日
市
が
四
十
九
年
度
以
来
進
め
て
き
て
お

ひ
い
て
は
四
日
市
の
福
祉
都
市
と
い
い
ま
す
か
、
町
づ
く
り
に
つ
い
て
全
面
的
、
根
本
的
な
見

0

み
ず
か

の
期
間
を
か
け
て

た
ち
が
一
年
有
余

ッ
ク
は
会
の
人

で
ご
ざ
い
ま
こ
の
福
祉
ガ
イ
ド
プ

ら

れ

た

の

す

直
し
の
必
要
を
痛
感
さ
せ

や
子
供
に
と
っ
て
安
心
し
て
通
れ
る
道
路
や
町
が

く
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
で
歩
行
障
害
者
や
老
人

ら
車
ぃ
す
で
歩
い
て
調
査
し
つ

9

』

、
っ
~
い
い
ま
す
か
、
視
点
が
ず

心
が
通
っ
て
い
な
い
と

う
こ
と
せ
力
く
の
身
障
福
祉
モ
デ
ル
都
市
事
業
の
中
に
も

い
か
に
少
な
い
か
と
い

。
そ
し
て
ま
た
、

と
な
ど
を
鋭
く
指
摘
し
て
お
り
ま
す

い
な
い
も
の
が
あ
る
こ

ち
ぐ
は
ぐ
で
十
分
役
立
っ
て

れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
か
、

障
害
者
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
市
民
す
べ
て
に
と
っ
て
安
全
な
、
そ
し
て
快
適
な
利
便
な
町
づ
く
り
、
こ
う
い
う
観
点
で
の
一
日
も
早
い

小
井
道
夫
君
゜

て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
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町
づ
く
久
文
字
ど
お
り
人
間
尊
重
の
福
祉
都
市
）
つ
く
り
を
強
く
求
め
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
こ
こ
で
モ
デ
ル
都
市
事
業
の

ち
ぐ
は
ぐ
な
不
十
分
な
面
と
か
障
害
者
に
と
っ
て
危
険
な
場
所
、
施
設
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
個
々
に
述
べ
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、

そ
の
か
わ
り
―
つ
の
提
案
と
い
、
た
し
ま
し
て
市
長
以
下
関
係
部
課
長
を
含
む
市
の
理
事
者
が
「
重
度
障
害
児
者
の
生
活
を
明
る
く
す
る
会
」

な
ど
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
日
を
定
め
て
実
地
に
歩
い
て
点
検
調
査
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
長
に
ぜ
ひ
賛
意
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
問
題
の
個
所
に
つ
い
て
は
早
急
に
改
良
を
加
え
、
少
な
く
と
も
安
全
な

道
路
に
は
グ
リ
ー
ン
の
ラ
イ
ン
を
入
れ
て
障
害
者
の
道
し
る
べ
に
す
る
と
と
も
に
一
般
市
民
へ
の
啓
発
に
も
す
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

て
は
、
市
役
所
地
下
玄
関
前
な
ど
に
身
障
者
用
の
駐
車
場
を
四
六
時
中
利
用
で

さ
ら
に
、
す
ぐ
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
と
し

き
る
よ
う
に
そ
の
設
置
を
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
ー
つ
は
、
福
祉
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
都
市
施
設
整
備
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
す
で
に
町
田

市
で
は
建
築
物
等
に
関
す
る
福
祉
環
境
整
備
要
網
を
四
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
中
で
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
人
た

ま
た
、
神
戸
市
に
お
き
ま
し
て
も
神
戸
市
民
の
福
祉
を
守
る
条
例
を
制
定
し
て
お
り

ち
の
た
め
の
施
設
整
備
基
準
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

ま
す
が
、
こ
の
中
で
都
市
施
設
整
備
基
準
の
設
定
等
を
定
め
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
日
市
も
ぜ
ひ
早
急
に
設
定
を
し
、
福
祉
モ

デ
ル
都
市
事
業
に
魂
を
入
れ
拡
充
し
全
市
的
な
福
祉
都
市
実
現
を
一
日
も
早
く
達
成
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
市
長
の
お
考
え
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
番
目
は
、
養
護
学
校
建
設
、

み
は
と
学
園
移
転
問
題
と
羽
津
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
施
設
整
備
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

四
日
市
市
総
合
計
画
課
題
別
年
次
計
画
表
に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和
五
十
二
年
度
み
は
と
学
園
改
築
整
備
、
四
十
人
収
容
六
百
平
米
、
事

業
費
八
千
六
百
四
十
四
万
円
と
い
う
ふ
う
に
出
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
西
日
野
の
総
合
福
祉
セ
ン
ク
ー
内
へ
の
移
転
改
築
を
前
提
と
し
、

そ
の
跡
地
に
は
市
内
で
最
も
老
朽
化
し
た
も
の
の
―
つ
で
あ
る
羽
津
保
育
園
を
五
十
三
年
度
に
移
転
改
築
す
る
こ
と
を
や
は
り
年
次
計
画

の
中
で
組
み
込
ん
で
お
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
羽
津
保
育
園
の
増
築
、
改
築
に
つ
き
ま
し
て
は
五
十
三
年
度
を
待
．
つ
ま
で
も
な
く
、
も
っ

と
早
く
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
用
地
を
み
は
と
跡
地
に
す
る
と
い
う
前
提
で
あ
り
、
み
は
と
学
園
の
移
転
計
画

絡
み
で
羽
津
保
育
園
改
築
が
年
次
計
画
で
は
五
十
三
年
度
に
な
っ
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
み
は
と
学
園

の
五
十
二
年
度
移
転
改
築
は
県
立
養
護
学
校
建
設
が
決
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
具
体
化
を
せ
ず
、
そ
の
上
み
は
と
学
園
の
機
能
や
あ
り

方
を
め
ぐ
る
論
議
も
加
わ
っ
て
問
題
を
一
層
複
雑
に
し
て
お
り
ま
す
。
五
十
二
年
度
予
算
編
成
の
段
階
で
福
祉
部
は
羽
津
保
育
園
の
移
転

改
築
を
み
は
と
の
南
側
用
地
に
行
う
た
め
の
予
算
要
求
を
し
た
が
削
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
は
と
跡
地
に
羽

津
保
育
園
と
い
う
従
来
の
方
針
を
に
わ
か
に
変
更
し
て
、
ほ
か
に
用
地
を
求
め
る
こ
と
に
改
め
地
元
自
治
会
に
用
地
確
保
に
つ
い
て
協
力

を
要
請
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
元
自
治
会
が
候
補
地
と
し
た
と
こ
ろ
は
そ
の
売
買
価
格
を
め
ぐ
っ
て
土
地
所
有
者
と
市

の
方
と
の
折
り
合
い
が
つ
き
そ
う
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
地
元
で
は
第
二
の
候

補
地
を
準
備
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
早
期
に
用
地
確
保
が
で
き
る
か
ど
う
か
定
か
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、

ま
こ
と
に
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
は
羽
津
保
育
園
が
で
き
な
い
の
は
地
元
地
主
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
だ
と
い
う
よ
う
な

責
任
を
転
嫁
す
る
よ
う
な
言
動
が
市
当
局
の
一
部
に
あ
る
や
に
聞
く
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
羽
津
保
育
園
の
早
く
か
ら
の
増
改
築
要
求
に

対
し
て
み
は
と
学
園
移
転
に
よ
る
跡
地
利
用
を
持
ち
出
し
今
日
に
至
っ
て
に
わ
か
に
ほ
か
に
用
地
を
求
め
る
と
い
う
や
り
方
は
全
く
無
責

任
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
不
可
解
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
急
を
要
す
る
羽
津
幼
稚
園
、
保
育
園
の
移
転
、
改
築
先
を
み
は
と

学
園
跡
地
に
求
め
て
い
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
羽
津
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
も
早
く
か
ら
移
転
を
強
く
要
望
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
日
幼
稚
園
の
充
実
整
備
と
い
う
点
か
ら
見
ま
し
て
も
マ
ソ
モ
ス
校
化
し
た
羽
津
小
学
校
の
運
動
場
の
確
保
、
プ
ー
ル
、
体

育
館
の
建
設
と
い
う
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
と
い
う
点
か
ら
見
ま
し
て
も
幼
稚
園
の
移
転
改
築
は
差
し
迫
っ
て
必
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
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ま
す
。
た
と
え
ば
羽
津
小
学
校
プ
ー
ル
は
五
十
一
年
度
か
ら
五
十
三
年
度
の
三
ヵ
年
間
に
全
市
の
プ
ー
ル
を
整
備
す
る
と
い
う
方
針
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
羽
津
小
学
校
の
場
合
は
幼
稚
園
を
移
転
改
築
し
な
け
れ
ば
そ
の
用
地
が
確
保
で
き
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
す
で
に

羽
津
小
学
校
の
回
り
の
学
校
は
海
蔵
、
東
橋
北
、
西
橋
北
、
三
重
、
大
谷
台
、
富
田
、
富
洲
と
い
ず
れ
も
で
き
て
い
る
か
、
五
十
二
年
度

に
完
成
を
し
ま
す
。
し
か
し
羽
津
小
学
校
は
い
つ
に
な
る
の
か
、
こ
の
ま
ま
で
は
五
十
五
年
度
に
な
っ
て
も
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
と
う
て
い
羽
津
地
区
民
に
と
っ
て
は
耐
え
が
た
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
要
す
る
に
県
立
養
護
学
校

建
設
、
み
は
と
学
園
移
転
絡
み
で
そ
の
方
途
が
い
つ
ま
で
も
定
ま
ら
な
い
た
め
に
羽
津
小
学
校
の
プ
ー
ル
、
体
育
館
等
の
整
備
、
幼
稚
園
、

保
育
園
の
移
転
改
築
な
ど
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
い
う
状
態
を
い
つ
ま
で
も
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
体
県
立
養
護
学
校
建
設
、
み
は
と
学
園
移
転
改
築
、
そ
し
て
羽
津
保
育
園
移
転
改
築
、
羽
津
幼
稚
園
の
移
転
改
築
、
羽
津
小
学
校
の
プ

ー
ル
、
お
の
お
の
い
つ
ま
で
に
実
現
さ
せ
る
の
か
明
ら
か
に
こ
の
際
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
番
目
は
、
行
財
政
調
査
会
の
答
申
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
こ
こ
で
行
財
政
調
査
会
の
答
申
の
中
身
に
つ
い
て
答
申
さ
れ
た
方
に
お
尋
ね
で
き
な
い
の
を
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

の
答
申
が
調
査
会
の
全
会
一
致
で
な
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
を
お
伺
い
し
、
あ
と
は
こ
の
答
申
の
う
ち
行
政
体
制
、
機
構
改
革
の
問
題
を

除
い
て
市
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
番
目
は
、
行
財
政
調
査
会
長
は
こ
の
答
申
に
当
た
っ
て
「
今
後
こ
の
答
申
が
実
際
の
行
政
の
場
に
お
い
て
生
か
さ
れ
、
健
全
な
市
政

運
営
の
指
針
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
市
長
は
こ
の
答
申
を
全
面
的
に
是
認
を
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
お
尋

ね
を
し
ま
す
。

二
番
目
は
、
行
政
の
範
囲
を
は
じ
め
行
財
政
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
加
え
改
革
を
す
る
に
つ
い
て
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
、

す
べ
て
の
市
朦
員
が
市
当
局
に
雇
用
さ
れ
て
働
く
労
働
者
で
あ
る
と
い
う
立
場
と
と
も
に
市
民
全
体
へ
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
住
民
奉
仕
の

公
正
で
民
主
的
な
行
政
を
創
意
性
を
発
揮
し
て
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
立
場
に
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
自
覚
を
し
て
徹
底
的
な
論
議
を

す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
答
申
に
つ
い
て
の
討
議
を
市
長
が
み
ず
か
ら
音
頭
を
と
り
職
員
に
時
間
を
保
障

し
て
行
う
よ
う
に
し
、
意
見
を
集
約
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
を
実
施
す
る
お
考
え
は
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

三
番
目
は
、
行
政
の
範
囲
の
見
直
し
に
つ
い
て
答
申
は
い
ろ
い
ろ
述
べ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
が
行
う
行
政
範
囲
、
施
策
、
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
を
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
設
定
や
優
先
順
位
の
決
定
と
あ
わ
せ
て
い
つ
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
か
。
ま
た
、
民
間
と
の
分
担
の
問

題
、
あ
る
い
は
国
、
県
と
の
行
政
の
分
担
を
ど
う
す
る
の
か
、
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
の
問
題
で
あ
る
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市

の
総
合
計
画
の
全
面
的
な
見
直
し
と
も
関
連
し
て
こ
れ
を
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
具
体
化
を
さ
れ
る
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
答
申
も
述
ぺ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
そ
の
具
体
化
の
中
で
市
民
参
加
、
市
民
へ
の
行
政
情
報
の
公
開
、
市
民
の
要
求

と
運
動
の
吸
収
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
番
目
は
、
財
政
に
つ
い
て
そ
の
解
決
方
法
と
し
て
提
起
し
て
い
る
も
の
は
税
源
確
保
と
し
て
の
超
過
課
税
、
法
定
外
普
通
税
の
導
入

の
検
討
、
使
用
料
、
手
数
料
の
基
準
設
定
に
よ
る
改
定
を
は
じ
め
、
受
益
者
負
担
の
強
化
、
市
の
補
助
金
負
担
金
の
支
出
基
準
、
一
般
会

計
か
ら
の
他
会
計
へ
の
繰
り
出
し
基
準
に
よ
る
合
理
化
、
そ
れ
か
ら
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
義
務
的
経
費
の
圧
縮
を
中
心
と

し
た
支
出
経
費
の
効
率
化
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
実
際
的
に
い
か
ほ
ど
の
財
源
確
保
が
で
き
る
の
か
、
答
申
で
は
不
明
で
あ
り
、

ま
ま
で
は
余
り
多
く
を
期
待
で
き
な
い
、

使
用
料
‘
手
数
料
を
は
じ
め
市
民
負
担
の
増
大
、
人
件
費
な
ど
の
支
出
経
費
削
減
の
み
に
比
重
が
か
か
る
の
を
心
配
す
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
r
.
1

い
ま
す
。

は
な
は
だ
心
も
と
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
行
き
着
く
と
こ
ろ

市
長
は
こ
の
三
月
議
会
で
も
大
企
業
法
人
に
対
す
る
市
民
税
の
不
均
一
制
限
税
率
課
税
に
つ
い
て
は
実
施
す
る
考
え
の
な
い
こ
と
を
公

こ
の
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と
交
流
し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
し
て
い
く
べ
き
、

は
ご
指
摘

そ
う
い
う
諸
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

言
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
答
申
と
の
関
連
で
ど
う
今
後
な
さ
る
つ
も
り
か
、
そ
の
ほ
か
の
答
申
の
中
に
ご
ざ
い
ま
す
財
源
対
策

の
具
体
化
を
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
図
ら
れ
る
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
第
一
回
の
質
問
と
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

；
〔
福
祉
部
長
（
谷
沢
文
男
君
）
登
壇
〕

0
福
祉
部
長
（
谷
沢
文
男
君
）

れ
ま
す
。
．
ま
た
、

小
井
議
員
の
ご
質
問
に
市
長
に
か
わ
り
ま
し
て
お
答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
賜
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
の
心
身
障
害
児
者
の
生
涯
福
祉
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
障
害
児
者
の
総
合
的
な
福
祉
対

策
と
い
う
も
の
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
は
じ
め
と
し
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
障
害
児
者
並
び
に
そ
の
家
族
の
福
祉
対
策
と
い
た
し
ま
し

て
は
在
宅
福
祉
、
あ
る
い
は
施
設
福
祉
と
い
う
よ
う
に
大
別
さ
れ
て
施
策
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方
々
の

生
涯
の
福
祉
対
策
と
い
う
も
の
は
ご
指
摘
の
と
お
り
広
く
か
つ
き
わ
め
て
き
め
細
か
い
諸
施
策
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
国
、
県
、
市

、
お
り
ま
す
。
現
在
県
に
お
き
ま
し
て
は
精
神

及
び
民
間
の
福
祉
団
体
等
が
有
機
的
な
役
割
機
能
分
担
の
中
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
）
J

薄
弱
児
者
総
合
福
祉
施
設
と
い
た
し
ま
し
て
は
い
な
ば
園
を
久
居
市
に
建
設
中
で
ご
ざ
＞
ま
し
て
、
本
年
十
月
に
は
そ
の
一
部
が
、
特
に

精
神
薄
弱
者
の
居
住
棟
一
棟
が
完
成
し
ま
す
し
、
引
き
続
い
て
さ
ら
に
一
棟
及
び
児
の
居
住
棟
一
．
棟
、
そ
れ
か
ら
重
複
障
害
児
、
あ
る
い

は
者
の
居
住
棟
と
い
う
こ
と
で
合
計
二
百
名
の
施
設
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
は
養
護
学
校
の
併
設
が
進
め
ら

津
市
の
高
茶
屋
に
お
き
ま
し
て
は
身
体
障
害
児
者
の
総
合
施
設
を
昨
年
か
ら
建
設
中
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
に
も
養
護

学
校
が
併
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
各
市
町
村
に
は
中
軽
度
の
児
者
の
対
策
施
設
計
画
を
進
め
る
よ
う

指
導
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
さ
き
に
議
会
の
ご
了
承
を
得
ま
し
て
、
．
ま
ず
精
神
薄
弱
者
の
授
産

施
設
の
建
設
を
行
い
、
先
日
開
所
い
た
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
あ
る
程
度
の
自
主
更
生
の
技
能
を
取
得
さ
れ
た
方

々
を
身
体
障
害
者
の
福
祉
モ
デ
ル
工
場
へ
誘
導
し
て
み
た
り
、
あ
る
い
は
総
合
計
画
で
も
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
福
祉
工
場
を
誘
致
し
た

り
し
て
今
後
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

．．
． 

な
お
、
；
い
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
コ
ロ
ニ
ー
と
い
う
よ
う
な
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
り
ま
す
よ
う
に
ヽ
従
来
あ
る
心
身
障
害
児
者
の
た
め
の
各
施
設
と
は
違
い
ま
し
て
、
医
療
、
教
育
等
の
描
迄
能
を
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
し
、
、
施
設
の
規
模
の
大
き
さ
、
．
専
門
職
員
の
確
保
の
問
題
等
々
市
単
独
で
取
り
組
む
に
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
る
と
考
え
ま
す
9

し
た
が
い
ま
し
て
、
．
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
こ
れ
ら
コ
ロ
ニ
ー
の
実
現
に
つ
き
ま
し
て
は
関
係
機
関
と
も
よ
く
協
議
を
し
．
て
検
討
を
進
め

•
第
二
番
目
の
車
い
す
で
歩
け
る
町
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
身
体
に
ハ
ソ
デ
ィ
を
持
た
れ
た
方
々
が
1

般
の
人
々

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
，
し
た
が
っ
．．
 
て
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
身
体
障
害
者
の
福
祉
モ
デ
ル
都
市
の
指
定
を
浮
荘
）
ま
し
て
五
十
一
年
の
三
ヵ

年
に
わ
た
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
事
業
を
進
め
て
ま
い
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
事
業
の
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て

こ
れ
ま
で
の
議
会
で
市
長
が
お
答
え
申
し
上
げ
て

り
た
い
と
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

セ
ソ
ク

J
‘
〗
み
は
と
学
園
等
の
児
童
の
福
祉
施
設
並
び
に
県
立
養
護
学
校
等
学
校
教
育
施
設
を
配
置
し
て
総
合
的
な
施
策
を
進
め
て
ま
い

今
後
は
福
祉
セ
ソ
ク
ー
構
想
の
中
で
あ
け
ぼ
の
療
育

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

福
祉
部
長
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

午
後
三
時
二
十
六
分
再
開

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

『

午

後

三

時

十

分

休

憩
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0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

ご
質
問
の
第
四
点
に
つ
い
て
お
答
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

市
長
。

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
羽
津
保
育
園
の
改
築
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ろ
い
ろ
と
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
い
っ
た
も
の
の
、
ご
指
摘
の
あ
り
ま

し
た
よ
う
な
関
係
に
つ
い
て
も
確
か
に
検
討
は
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
待
っ
て
は
羽
津
地
域
の
保
育
園
整
備
が
お
く
れ
る
と
い
う
考

え
方
も
あ
り
ま
し
て
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
改
築
い
た
し
た
い
と
考
え
て
現
在
地
元
の
各
位
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
新
し
い
保
育
所
用
地
を

求
め
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
用
地
確
保
が
で
き
次
第
増
改
築
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
賜

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
あ
り
ま
し
た
し
、

ま
た
す
で
に
ご
承
知
も
い
た
だ
い
て
お
る
と
思
い
ま
す
が
、
歩
道
の
切
り
下
げ
等
の
環
境
改
善
や
ら
市
庁
舎
、
あ
る

い
は
図
書
館
等
の
公
共
施
設
の
自
動
ド
ア
ー
化
、
•
あ
る
い
は
車
い
す
で
使
用
で
き
る
よ
う
な
便
所
の
設
置
、

地
｀
＇
霞
緑
地
7

あ
る
い
は
近
鉄
駅
前
等
の
公
衆
便
所
の
整
備
等
も
あ
わ
せ
て
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
先
般
労
働
省
雇
用

促
進
事
業
団
に
よ
る
と
こ
ろ
の
身
体
障
害
者
の
体
育
セ
ン
ク

l
等
も
落
成
を
し
て
逐
次
こ
れ
が
整
備
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
単
に
市
だ
け
が
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
て
も
十
分
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

民
間
、
あ
る
い
は
関
係
公
共
団
体
へ
の
働
き
か
け
等
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
特
に
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
民
間
の
協
力

を
得
る
方
法
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
東
京
都
の
町
田
市
、
あ
る
い
は
京
都
市
、
神
戸
市
等
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
の
建
築
物
の
整

備
基
準
が
一
っ
の
指
導
の
、
あ
る
い
は
手
引
き
に
な
っ
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
私
ど
も
も
今
後
公
共
施
設
、

用
す
る
民
間
の
建
築
物
を
対
象
と
す
る
場
合
事
前
に
事
業
主
と
協
議
を
い
た
し
ま
し
て
、
こ
う
い
う
方
向
で
の
指
導
を
進
め
て
い
く
と
い

う
考
え
方
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
は
十
分
関
係
部
課
と
も
協
議
し
な

が
ら
民
問
の
協
力
も
得
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
る
い
は
多
く
の
市
民
が
利

ま
た
、
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
生
活
を
明
る
く
す
る
会
で
「
車
い
す
福
祉
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
」
が
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
は
市
の
補
助
を
も
っ
て
進
め
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
今
後
は
こ
う
い
う
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
を
一
般
の
市
民
に
も
配
り
一
般
の
市
民
の
関
心

を
高
め
て
い
く
中
で
さ
ら
に
こ
う
い
う
方
々
の
た
め
の
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

第
三
番
の
関
係
す
る
部
分
に
つ
き
ま
し
て
お
答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
指
摘
の

あ
り
ま
し
た
駐
車
場
の
問
題
と
か
、
あ
る
い
は
道
し
る
ぺ
の
手
直
し
の
問
題
等
に
つ
い
て
も
十
分
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
な
努
力
を
進
め
て

私
の
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
ま
ず
み
は
と
学
園
の
移
転
の
問
題
と
保
育
固
整
備
の
問
題
が
関
係
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
先
ほ
ど
も

ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
．
み
は
と
学
園
の
移
転
問
題
等
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
西
日
野
に
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
福

祉
セ
ソ
ク
ー
構
想
の
中
に
五
十
四
年
度
開
校
を
目
標
に
し
た
県
立
養
護
学
校
の
誘
致
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
も
し
こ
れ
が
実
現

い
た
し
ま
す
暁
は
現
在
の
み
は
と
学
園
に
通
園
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
対
象
学
齢
児
は
こ
の
年
度
よ
り
養
護
学
校
に
移
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
児
童
福
祉
施
設
と
し
て
の
み
は
と
学
閑
は
昭
和
四
十
九
年
に
出
さ
れ
ま
し
た
厚
生
省
局
長
の
通
達
に
も

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
方
向
で
幼
児
の
障
害
に
応
じ
た
指
導
訓
練
の
セ
ソ
ク
ー
と
す
る
こ
と
が
ー
つ
の
目
標
と
し

て
指
導
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
今
後
は
早
急
に
こ
の
セ
ソ
ク
ー
構
想
の
中
に
み
は
と
学
園
を
移
し
て
現
在
の
障
害
児
の

拠
点
保
育
、
あ
る
い
は
一
般
園
で
の
障
害
児
、
あ
る
い
は
福
祉
事
務
所
の
中
に
あ
り
ま
す
家
庭
児
童
相
談
室
、
遊
戯
治
療
を
受
け
て
い
る

よ
う
な
方
々
、
あ
る
い
は
心
身
障
害
児
あ
け
ぽ
の
療
育
セ
ン
ク
ー
等
の
障
害
児
対
策
と
い
う
も
の
を
総
合
的
に
見
直
し
て
整
備
を
す
る
の

が
―
つ
の
方
向
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
担
当
常
任
委
員
会
と
も
協
議
を
し
て
具
体
的
に
詰
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
る

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
中
央
緑
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0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

小
井
道
夫
君
。

一
福
祉
部
長
の
お
答
え
で
は
な
く
て
、
市
長
が
は
っ
き
り
し
て
い

関
係
の
部
分
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

教
育
長
。

行
財
政
調
査
会
の
答
申
に
つ
い
て
は
す
で
に
答
申
書
を
お
届
け
を
し
て
ご
ら
ん
を
い
た
だ
い
た
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
が
、

行
政
の
範
囲
＇
体
制
、
財
政
の
三
部
門
に
分
か
れ
て
お
り
ま
し
て
現
在
直
ち
に
こ
の
中
で
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
は

行
政
体
制
に
お
き
ま
す
る
機
構
改
革
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
す
で
に
今
議
会
に
ご
提
案
を
申
し
上
げ
て
お
る
と
お
り
で
ご
ざ

い
ま
す
9

さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
ま
し
て
権
限
委
譲
を
図
っ
て
事
務
能
率
を
改
善
し
て
い
く
と
、
あ
る
い
は
責
任
を
明
確
化
し
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
現
在
専
決
規
程
の
改
正
を
急
い
で
お
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
機

能
の
充
実
を
い
た
し
ま
し
て
行
政
の
効
率
的
執
行
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
こ
の
答
申
書
を
私
自
身
詳
細
に
検
討
を
さ
せ
て

ま
た
•
•
財
政
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
•
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
主
と
し
て
ご
研
究
を
い
た
だ
い
た
名
古
屋
大
学
の
横
越
教
授
、
名
古
屋
市

立
大
学
の
牛
島
教
授
等
の
ご
指
導
を
得
ま
し
て
、
使
用
料
、
あ
る
い
は
手
数
料
そ
の
他
公
平
な
住
民
負
担
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
関
係
部
課
の
参
画
を
得
な
が
ら
具
体
的
に
検
討
を
し
て
お
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
’
そ
の
結
論
を
得
次
第
各
部
課
の
方

か
ら
提
案
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

．
さ
ら
に
、
税
対
策
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
一
｀
方
で
国
の
税
制
調
査
会
の

答
申
が
八
月
な
い
し
十
月
時
分
ま
で
の
問
、
秋
ご
ろ
ま
で
に
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
情
報
を
私
は
得
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ

た
情
報
と
も
見
合
わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
．
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
す
で
に
税
務
部
の
方
で
は
税

源
対
策
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
今
日
の
段
階
で
こ
の
答
申
を
受
け
て
検
討
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
中
央
の
情
勢
と
も
に
ら
み
合
わ
せ
た
上
で
税
対
策
を
ど
う
し
．
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
．

〔
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）
登
壇
〕

0
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）

そ
う
い
っ
た
情
勢
が
一
方

‘
精
薄
の
養
護
学
校
の
誘
致
が
実
現
を
い
た
し
ま
す
と
、
先
ほ
ど
も
話
の
あ
り
ま
し
た
と
お
り
み
は
と
学
園
に
通
園
し
て
い
る
学
齢
児
、

こ
れ
は
現
在
小
中
特
殊
学
級
が
三
学
級
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
当
然
養
護
学
校
の
方
へ
ま
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
ご
指

摘
の
羽
津
小
学
校
の
整
備
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
羽
津
小
の
整
備
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
そ
の
必
要
で
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
を

し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
も
ご
指
摘
さ
れ
ま
し
た
と
お
り
、
羽
津
幼
稚
園
が
小
学
校
の
校
地
内
に
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
の
移
転
先
を
ま
ず
考
え
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
県
立
養
護
学
校
の
実
現
、

そ
れ
に
伴
い
ま
す
み
は
と
学
園
の
移
転
と
い
う
も

の
を
考
え
そ
れ
ら
の
関
連
い
た
し
ま
す
一
連
の
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
ま
し
て
で
き
る
だ
け
早
く
羽
津
小
学
校
の
整
備
と
い
う
問
題
に
取

り
組
み
た
い
と
、

そ
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
の
問
題
の
心
身
障
害
者
の
生
涯
福
祉
対
策
に
関
連
し
て
い
ま
福
祉
部
長
の
方
か
ら
ご
答
弁
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

身
障
者
の
い
わ
ゆ
る
施
設
福
祉
対
策
と
い
う
面
で
県
の
方
向
づ
け
を
し
て
お
り
ま
す
も
の
に
四
日
市
は
従
っ
て
い
く
の
か
ど
う
か
。
そ
し

て
、
こ
の
い
ま
の
お
話
で
ご
ざ
い
ま
す
と
、
久
居
や
津
に
は
で
き
て
も
四
日
市
に
は
何
も
も
た
ら
さ
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
•
こ
う
い

う
心
身
障
害
者
施
設
福
祉
対
策
、

そ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
県
が
方
向
づ
け
た
も
の
に
つ
い
て
四
日
市
が
甘
ん
じ
て
い
く
の
か
ど
う
か
、

こ
の
点
や
は
り
市
長
の
き
わ
め
て
姿
勢
を
問
う
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、

た
だ
き
た
い
。
そ
れ
か
ら
、

そ
う
い
う
こ
と
を
一
方
で
言
っ
て
み
え
な
が
ら
コ
ロ
ニ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
は
市
単
独
で
は
む
ず
か
し
い
、

関
係
機
関
と
も
よ
く
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
、
こ
う
お
っ
し
ゃ
る
。
本
当
に
コ
ロ
ニ
ー
問
題
を
、

ど
こ
を
ど
う
い
う
、
県
と
か
国
と
か

、
い
た
だ
い
て
お
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

い
つ
や
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
、

こ
の
辺
の
め
ど
を
押
さ
え
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
ら
何
に
も
な
ら
ぬ
わ
け

た
い
。
•
そ
し
て
し
か
も
、
こ
の
部
長
の
ご
答
弁
で
す
と
町
田
や
京
都
や
神
戸
な
ん
か
の
よ
う
な
福
祉
施
設
設
置
基
準
と
い
い
ま
す
か
、
そ

う
い
う
も
の
を
つ
く
る
よ
う
な
つ
く
ら
ぬ
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
ご
答
弁
で
す
が
、
は
っ
き
り
と
そ
の
辺
つ
く
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
そ
う
い
う

都
市
施
設
等
に
つ
い
て
、
要
す
る
に
福
祉
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
必
要
な
規
制
な
り
協
力
を
求
め
て
い
く
と
、

り
と
踏
み
出
し
て
も
ら
う
の
か
ど
う
か
、
こ
の
点
を
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ヽ
養
護
学
校
五
十
四
年
度
開
校
問
違
い
な
い
ん
で
す
か
。
県
と
の
話
が
き
ち
ん
と
つ
い
て
い
つ
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ん

で
す
か
。
こ
の
点
は
っ
き
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
は
と
学
園
は
そ
れ
で
は
そ
の
新
し
い
機
能
に
甚
づ
い
て
い
つ
移
転
を

す
る
の
か
、

こ
の
辺
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
、
羽
津
幼
稚
園
の
移
転
は
何
年
度
実
現
す
る
の
か
、

ど
う
い
う
計
画
な
の
か
、
羽
津
小
学
校
の
少
な
く
と
も
プ
ー
ル
は
い
つ
建
設
す
る
の
か
、

そ
の
年
次
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
ま
ま
で
何
遍
で
も
申
し
上
げ
て
き
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
あ
い
ま
い
な
答
弁
で
済
ま
し
て
い
る
ん
で
す
。
保
育
園
は
関
係
な
し
に
別

に
用
地
を
求
め
て
用
地
確
保
次
第
建
て
る
と
お
っ
し
ゃ
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
み
は
と
の
関
係
と
い
う
点
で
は
よ
ろ
し
い
が
．
、

で
す
。
こ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
は
っ
き
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
最
後
の
四
番
目
の
問
題
で
す
が
、
や
は
り
財
政
対
策
と
い
う
と
使
用
料
、
手
数
料
の
引
き
上
げ
、
こ
う
い
．
う
と
こ
ろ
に
真

っ
先
に
手
を
お
つ
け
に
な
る
わ
け
で
す
ね
、

い
ま
市
長
が
は
っ
き
り
ご
説
明
に
な
り
ま
し
た
よ
う
に
。
し
か
ら
ば
、
そ
の
税
瀕
対
策
と
し

て
の
大
企
業
法
人
に
対
す
る
不
均
一
制
限
税
率
課
税
の
問
題
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と
お
尋
ね
し
て
い
る
ん
で
す
が
、

vヽ

お
答
え
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
―
あ
る
い
は
ま
た
、
こ
こ
で
こ
の
法
定
外
普
通
税
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
提
起
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
＇
，
一
体
ど
う
い
う
こ
と

が
現
実
的
に
考
え
ら
れ
る
の
か
。
国
の
法
律
改
正
を
待
た
ず
し
て
現
実
的
に
四
日
市
の
独
自
の
そ
う
い
う
法
定
外
普
通
税
創
設
の
権
利
と

い
い
ま
す
か
、
9

そ
う
い
う
も
の
を
生
か
し
て
実
際
に
ど
う
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
考
え
よ
う
と
し
て
み
え
る
の
か
、
こ
の
辺
を

そ
れ
か
ら
、
要
す
る
に
こ
れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
て
四
日
市
の
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
行
財
政
改
革
を
し
て
い
く
と
、
こ
う
い
う
点

で
は
何
と
い
っ
て
も
三
千
人
に
近
い
職
員
の
皆
さ
ん
の
全
面
的
な
協
力
と
い
い
ま
す
か
、

そ
う
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
9
先
ほ
ど

も
申
し
上
げ
ま
し
た
の
で
く
ど
い
こ
と
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
が
、
い
ま
申
し
上
げ
た
よ
う
な
立
場
で
は
っ
き
り
と
地
方
公
務
員
と
し
て
の

こ
う
い
う
こ
と
を
は
っ
き

で
き
な
い
で
す
か
。

い
ろ
い
ろ
ど
こ
で
ど
う
扱
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
そ
の
分
担
の
問
題
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
四
日
市
で
本
当
に
そ
の
方

向
づ
け
を
や
る
と
い
う
腹
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
か
、
そ
の
辺
が
は
っ
き
り
し
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
い
ず
れ
に
し
て
も
私
は

こ
の
問
題
に
つ
い
て
教
育
民
生
委
員
会
も
l

一
遍
こ
の
問
題
な
ん
か
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
取
り
組
も
う
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
し
て
、
．
ぎ
り
ぎ

り
の
と
こ
へ
来
て
い
る
か
ら
―
つ
の
方
向
づ
け
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
確
認
を
し
合
っ
て
ま
す
。
当
局
に
お
い
て

も
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
り
つ
く
っ
て
本
腰
に
一
遍
そ
の
辺
を
取
り
組
ん
で
方
向
づ
け
を
し
て
具
体
的
な
施
策
、
r

コ
ロ
ニ
ー
な
ん
か
の
問
題
に

つ
い
て
も
具
体
的
に
策
と
し
て
決
め
て
い
く
と
、
こ
う
い
う
の
を
こ
の
一
年
の
間
に
き
ち
っ
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
私
は

申
し
上
げ
て
い
る
ん
で
、
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
の
市
長
の
構
え
を
は
っ
き
り
と
こ
の
際
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
二
番
目
の
問
題
で
す
が
、
も
う
少
し
は
っ
き
り
し
な
い
ん
で
す
ね
。
本
当
に
障
害
者
を
含
め
弱
き
立
場
に
あ
る
人
も
含
め
て

す
べ
て
の
人
た
ち
の
町
、
す
べ
て
の
人
た
ち
に
と
っ
て
安
全
で
便
利
で
、

な
施
設
、
都
市
施
設
、
そ
の
他
い
ろ
ん
な
建
物
に
、

そ
し
て
快
適
な
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
、

そ
う
し
た
も
の
に
つ
い
て
本
当
に
血
の
通
っ
た
、
そ
し
て
、
車
い
す
で
も
ど
こ
で
も

こ
う
い
う
点
で
せ
っ
か
く
い
ま
ま
で
身
障
モ
デ
ル
都
市
と
い
う
も
の
を
や
っ
て
き
て
い
る
ん

で
す
か
ら
こ
れ
が
本
当
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
｀
．
机
上
の
事
業
で
は
な
か
っ
た
か
ど
う
か
。
こ
れ
か
ら
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い

く
た
め
に
も
一
遍
市
長
が
関
係
部
長
な
ん
か
も
含
め
て
一
緒
に
歩
い
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
実
地
に
確
か
め
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は

一
．
遍
ぜ
ひ
そ
れ
を
や
っ
て
も
ら
え
な
い
か
、

な
ぜ
そ
れ
を
避
け
ら
れ
る
の
か
、

一
遍
ぜ
ひ
そ
れ
を
や
っ
て
い
た
だ
き

歩
け
る
、

こ
う
い
う
町
に
し
て
ほ
し
い
と
、

そ
の
た
め
の
い
ろ
ん
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ざ
い
ま
す
。

教
育
長
。

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

思
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

立
場
を
確
立
し
な
が
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
何
が
提
起
さ
れ
た
か
、
全
職
場
で
討
議
を
し
て
、

質
も
変
わ
っ
て
い
く
し
、
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
点
で
、
こ
の
市
役
所
の
中
で
大
き
な
運
動
に
し
な
き
ゃ
な

ら
ぬ
。
こ
の
点
市
長
み
ず
か
ら
音
頭
を
と
っ
て
や
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
っ

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

そ
し
て
、
本
当
に
こ
の
中
で
職
員
自
身
の

ま
ず
コ
ロ
ニ
ー
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
在
の
四
日
市
の
現
状
か
ら
い
た
し
ま
す
と
コ
ロ
ニ
ー

を
四
日
市
市
が
設
立
を
し
て
そ
れ
を
運
営
す
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
車
い
す
の
点
に
関
連
を
い
た
し
ま
し
て
身
障
者
の
都
市
施
設
に
つ
い
て
現
実
に
市
長
み
ず
か
ら
歩
い
て
点
検
を
し
ろ
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
自
身
よ
く
町
は
歩
い
て
お
る
つ
も
り
で
、
現
実
に
た
と
え
ば
近
鉄
の
あ
の
階
段
を
ど
う
や
っ
て
上
る
の
か
、

車
い
す
で
上
ら
れ
る
よ
う
な
装
置
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
よ
く
承
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
し
、
あ
れ
を
上
る
た
め
に
駅
員
が
車

い
す
の
方
を
車
い
す
ご
と
抱
え
て
上
げ
て
お
っ
た
と
い
う
の
も
目
撃
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
今
後

先
ほ
ど
福
祉
部
長
か
ら
ご
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
企
業
側
に
対
し
て
強
く
働
き
か
け
を
し
て
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に

な
お
、
改
め
て
実
地
点
検
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
時
間
を
と
り
ま
し
て
そ
う
い
う
方
向
で
努
力
を
し
て
み
た
い

そ
れ
か
ら
、
最
後
の
行
財
政
の
答
申
に
関
し
ま
し
て
中
央
の
財
政
対
策
を
待
つ
必
要
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
現
実
に
こ
と
し
の
年
内
に
国
、
地
方
の
財
源
配
分
を
め
ぐ
っ
て
す
で
に
市
長
会
等
で
自
治
省
、
ぁ
る
い
は
大
蔵
省
の
方

と
折
衝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
過
日
東
京
で
行
わ
れ
ま
し
た
市
長
会
に
お
き
ま
し
て
も
こ
の
地
方
自
治
体
と
国
と
の
税
裾
配
分
が
大
き

な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私
ど
も
が
得
ま
し
た
情
報
で
は
こ
と
し
の
八
月
な
い
し
十
月
ご
ろ
に
は
で
す
ね

税
制
の
改
正
案
と
い
う
も
の
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
ぃ
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

承
知
を
い
た
し
た
上
で
当
然
対
処
を
し
て
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
不
均
一
課

あ
る
い
は
超
過
課
税
に
つ
き
ま
し
て
は
今
日
の
経
済
情
勢
の
段

税
と
法
定
外
普
通
税
の
問
題
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

不
均
一
課
税
、

そ
う
い
っ
た
改
正
の
方
向
と
い
う
も
の
を
十
分

階
で
果
た
し
て
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
な
お
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
法
定
外
普
通
税
の
問
題
に
つ
い
て
は
課
税
客
体
の
把
握
、
あ
る
い
は
課
税
客
体
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
非

常
に
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
日
実
施
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
法
定
外
普
通
税
、
各
都
市
に
お
き
ま
す
る
実
施
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
必

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
今
後
の
検
討
に
ゆ
だ
ね
ざ
る
を
得
な
い

ず
し
も
満
足
す
べ
き
実
態
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま

て
お
り
ま
し
て
、
現
在
税
務
の
方
で
専
門
的
に
検
討
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
私
ど
も
は
政
策
に
考
え

と
い
う
ふ
う
に
考
え

な
お
、
こ
の
行
財
政
の
答
申
書
を
め
ぐ
っ
て
こ
れ
を
今
後
い
か
に
実

て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

く
と
い
う
お
言
葉
は
大
変
結
構
な
よ
う

、
み
ん
な
で
討
議
を
し
て
い

現
を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
市
役
所
三
千
名
の
職
員
が
で
す
ね

ろ
い
ろ
と
討
論
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
行
政

う
全
体
が
こ
の
問
題
に
か
か
り
切
っ
て
い

れ
ど
も
、
私
は
そ
う
い

に
思
い
ま
す
け

す
。
そ
れ
に
は
こ
れ
を
役
所
の
中
で
ど
う
実
現
を
し
て
い
く
か

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま

能
率
を
上
げ
て
い
く
上
に
有
効
で
は
な
い
と
い

こ
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
の
機
関
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
討
論
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
も
ち

F
r
,
 

と
い
う
こ
と

．
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご

ろ
ん
現
場
の
意
見
と
い
う
も
の
は
そ
の
中
か
ら
吸
収
を
さ
れ
反
映
を
さ
れ
て
い
く

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
ノ

市
長
。

き
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
い
う
の
は
み
ず
か
ら
何
か
を
発
動
し
て
や
る
と
い
う
場
合
に
つ
く
る
べ
き
だ
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ニ
ー
を
ど
う
す
る
か
、
四
日
市
へ
設
立
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
努
力
を
し
て
い
く
の
は

私
は
福
祉
部
の
担
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
改
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る
と
い
う
ふ

う
に
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
県
の
施
策
は
甘
ん
じ
て
受
け
る
の
か
と
い
う
お
話
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
県
に
対
し
て
い
ろ

い
ろ
と
政
治
的
、
あ
る
い
は
事
務
的
に
働
き
か
け
を
い
た
し
ま
し
て
少
し
で
も
四
日
市
市
へ
県
の
施
設
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
よ
う
に
努

力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
9

t

・

・

今

〔
私
語
す
る
者
あ
り
〕

0
議

長

（

大

谷

喜

正

君

）

田

中

基

介

君

。

―

〔
田
中
基
介
君
登
壇
〕

0
田
中
基
介
君
本
日
の
し
ん
が
り
を
承
り
ま
す
。
皆
様
お
疲
れ
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
最
後
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ

れ

で

は

ご

通

告

の

順

序

に

従

い

ま

し

て

ご

質

問

い

た

し

ま

す

。

，

｝

｀

，

．

ま
ず
第
一
に
弱
者
対
策
に
つ
い
て
、
過
去
二
十
三
年
間
訴
え
続
け
ら
れ
た
弱
者
の
叫
び
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
加
藤
市
長
が
所
信

表
明
で
人
間
尊
重
の
理
念
を
貫
き
な
が
ら
対
話
と
調
和
の
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
施
策
の
重
点
の
第
一
に
福
祉
行
政
の
充
実
と

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
・
（
加
藤
寛
嗣
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

市
長
。

い
で
す
か
。

護
学
校
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
県
と
し
て
は
五
十
四
年
四
月
に
は
義
務
必
置
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、

な
い
も
の
だ
と
私
は
思
っ
．
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
福
祉
部
と
教
育
委
員
会
と
県
の
方
と
す
で
に
事
務
的
な
折
衝
は
大
分
入
っ
て
お
り
ま
し

て

し

、

ま

た

、

事

務

的

な

折

衝

は

大

分

進

ん

で

お

る

、
こ
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
教
育
委
員
会
と
し
て
は
最
大
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す

段
階
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
あ
と
の
羽
津
小
学
校
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
く
ど
く
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
で
す
が
、
幼
稚
園
の
移
転
先

と
い
う
の
が
絡
み
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
か
み
合
わ
せ
い
ま
の
県
立
精
薄
養
護
学
校
の
移
転
と
い
う
問
題
を
考
え
な
が
ら
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
で
き
る
だ
け
早
く
幼
稚
園
の
移
転
、
そ
れ
か
ら
、
羽
津
小
学
校
の
整
備
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
と
、
そ
う
考
え
て
お
り
ま

。
何
年
か
ら
と
申
し
上
げ
る
こ
と
は
は
な
は
だ
で
き
な
い
ん
で
す
が
、
ー
冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
県
立
精
薄
養
護
学
校
が
五
十
四

す年
四
月
の
開
校
が
予
定
さ
れ
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
小
井
道
夫
君

羽
津
の
一
連
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
ま
の
ご
答
弁
で
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
改
め
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
納
得
の
い
く
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
最
初
の
心
身
障
害
児
者
の
施
設
福
祉
対
策
の
関
係
で
福
祉
部
長
が
説
明
に
な
っ
た
よ
う
な
県
の
方
向
づ
け
を
そ
の
ま
ま
四

日
市
は
甘
ん
じ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
一
っ
と
、
そ
れ
か
ら
私
は
市
だ
け
で
ね
、
コ
ロ
ニ
ー
を
つ
く
れ
と
か
そ
の
方
法
論
の
問
題
を

言
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
と
に
か
く
四
日
市
に
コ
ロ
ニ
ー
を
つ
く
っ
て
い
く
方
向
を
は
っ
き
り
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る
方
向

を
力
と
知
恵
を
寄
せ
合
う
と
い
う
、

そ
う
い
う
も
の
に
な
れ
な
い
の
か
ど
う
か
、
そ
の
た
め
の
検
討
を
当
局
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
っ

て
で
も
こ
の
一
年
じ
っ
く
り
や
っ
て
こ
れ
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
お
尋
ね
し
て
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
改
め
て
お
答

、

。

入

ら

、

い

く

ら

れ

る

と

い

う

ふ

う

に

理

解

を

し

て

お

い

て

よ

ろ

し

え

い

た

だ

き

た

し

そ

れ

ヵ

福

祉

施

設

整

備

の

要

網

に

つ

て

は

早

急

に

つ

C

小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
゜

し
〔
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）
登
壇
〕

0
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）

同
じ
よ
う
な
答
弁
を
申
し
上
げ
ま
す
の
で
失
礼
い
た
し
ま
す
が
、
誘
致
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
精
薄
養

ど
う
し
て
も
開
校
し
な
け
れ
ば
な
ら

← -103-
--102-



9iu 

つ
て
叫
ん
で
歩
く
の
も
無
理
は
な
い
。
ら
、
な
ぜ
は
っ
き
り
と
説
明
を
し
て
あ
げ
て
本
人
が
納
得
の
い
く
よ
う
に
話
せ
な
か
っ
た
の
か
な
あ
と

漏
ら
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
は
い
ろ
い
ろ
と
慣
例
化
さ
れ
て
今
日
ほ
ど
や
か
ま
し
く
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
な
お
先
生
は
、
ち
な
み

に
だ
か
ら
私
は
三
十
七
年
に
市
立
病
院
の
産
婦
人
科
に
招
か
れ
て
当
時
の
汚
名
挽
回
に
十
五
年
間
た
だ
ひ
た
す
ら
人
気
挽
回
、
市
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
病
院
に
と
、
高
等
看
護
学
院
の
校
長
も
兼
務
さ
れ
て
今
日
の
信
用
を
勝
ち
得
た
と
申
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
時
の
先
生
が
は
っ
き
り
と
お
ば
あ
さ
ん
に
事
の
次
第
を
カ
ル
テ
に
よ
っ
て
説
明
し
て
あ
げ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
と
こ
ろ
一
5
 ゜
ー

が
、
お
ば
あ
さ
ん
が
錯
乱
状
態
で
は
だ
め
だ
な
あ
と
も
申
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
こ
で
加
藤
市
長
に
縦
割
り
行
政
の
中
で
受
付
そ
の
他
係

で
は
死
産
、

一
方
で
仮
死
産
と
い
う
現
在
で
は
と
て
も
許
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
そ
う
で
す
9

こ
れ
で
は
お
ば
あ
さ
ん
が
疑
い
を
持

り
ま
す
。

先
日
四
日
市
市
立
病
院
の
産
婦
人
科
の
先
生
に
当
時
の
カ
ル
テ
を
見
て
い
た
だ
き
お
ば
あ
さ
ん
一
家
の
方
々
に
説
明
を
願
っ
た
の
で
あ

当
時
担
当
の
先
生
は
十
分
の
処
置
は
さ
れ
て
い
る
が
カ
ル
テ
の
記
入
に
ず
さ
ん
な
点
が
あ
る
。

先
生
の
お
話
に
よ
れ
ば
、

一
方

社
会
的
弱
者
の
救
済
を
叫
ば
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

こ
こ
に
お
尋
ね
す
る
．
一
人
の
年
老
い
た
お
ば
あ
さ
ん
が
わ
が
愛
す
る
娘
さ
ん
が
、
い

ま
か
ら
二
十
三
年
前
の
昭
和
二
十
九
年
七
月
十
七
日
四
日
市
市
立
産
院
で
の
出
来
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
時
十
八
歳
の
娘
さ
ん
が
複
雑
な

家
庭
事
情
の
中
で
お
産
の
た
め
入
院
さ
れ
ま
し
た
が
、
悲
し
く
も
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
が
死
産
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
か
ら

お
ば
あ
さ
ん
一
家
の
悲
劇
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
複
雑
な
家
庭
事
情
と
は
、
当
時
娘
さ
ん
の
夫
で
あ
る

B
さ
ん
に
女
性
関
係
が
あ

B
さ
ん
の
申
し
立
て
は
赤
ち
ゃ
ん
は
引
き
取
る
か
ら
市
立
産
院
で
お
産
を
し
て
く
だ

り
＼
離
婚
問
題
で
家
庭
裁
判
所
で
調
停
中
で
あ
り
、

さ
い
と
、
i

あ
く
ま
で
主
張
さ
れ
る
に
対
し
て
娘
さ
ん
は
も
と
よ
り
お
ば
あ
さ
ん
一
家
は
絶
対
反
対
で
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
へ
入
っ
て
の
お
産

は
い
や
で
す
と
＼
か
な
り
の
抵
抗
を
し
て
赤
ち
ゃ
ん
が
お
ろ
さ
れ
る
と
か
、
殺
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
て
調
停
委
員
さ
ん
を
大
変
困
ら
せ

た
そ
う
で
す
が
、

結
局
な
だ
め
ら
れ
て
い
や
い
や
な
が
ら
も
調
停
委
員
の
言
う
と
お
り
、

立
産
院
に
入
院
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

げ
出
す
始
末
と
の
こ
と
で
し
た
。

運
が
悪
い
と
い
う
か
、

何
と
悲
し
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
と

い
う
も
の
は
初
孫
の
楽
し
み
も
つ
か
の
間
の
夢
で
終
わ
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
半
狂
乱
の
状
態
で
担
当
の
先
生
や
助
産
婦
さ
ん
に
苦
情
や
ら

恨
み
言
を
述
べ
る
と
と
も
に
訴
え
続
け
る
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
娘
さ
ん
も
無
痛
分
娩
に
と
い
っ
て
飲
ん
だ
薬
が
悪
い
の
か
、

．
の
ど
や
胃
腸
が
た
だ
れ
て
産
後
の
肥
立
ち
も
悪
く
四
十
日
間
も
産
院
で
過
ご
す
運
び
と
な
り
、
そ
れ
も
途
中
で
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
逃

一
方
お
ば
あ
さ
ん
は
、
き
ょ
う
は
裁
判
所
へ
、
あ
す
は
警
察
署
へ
、
ま
た
検
察
庁
、

当
職
員
へ
と
毎
日
毎
日
雨
の
日
も
風
の
日
も
日
参
し
て
、

何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
、

あ
る
と
き
は
有
力
者
に
、
ま
た
、
政
治
家
に
、
弁
護
士
に
と
頼
み
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。
最
初
は
よ
い
返
事
を
い
た
だ
き
、
わ
ら
を
も
つ

か
む
思
い
で
依
頼
を
す
る
の
で
す
が
、
何
し
ろ
お
ば
あ
さ
ん
が
頭
に
血
が
上
り
だ
す
と
支
離
減
裂
な
状
態
に
な
り
、
一
体
お
ば
あ
さ
ん
が

何
を
言
わ
ん
と
し
て
、
何
を
要
求
さ
れ
て
い
る
の
か
判
断
に
苦
し
む
こ
と
が
あ
る
と
と
も
に
、
誤
解
が
誤
解
を
生
ん
で
ま
す
ま
す
ね
じ
が

し
の
よ
う
に
ね
じ
れ
て
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
不
信
感
が
つ
の
り
、
．
何
度
も
何
度
も
足
を
運
ん
で
も
い
つ
も
生
返
事
で
追
い
返
さ
れ
た
と
か
、

気
違
い
扱
い
さ
れ
た
と
い
っ
て
ひ
が
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
当
時
の
亡
き
吉
田
勝
太
郎
市
長
に
内
容
証
明
を
送
り
、
吉
田
千
九

郎
市
長
、
亡
き
乎
田
市
長
、

九
鬼
市
長
、
岩
野
市
長
と
代
々
の
市
長
に
わ
た
っ
て
、

さ
き
の

B
さ
ん
の
申
し
立
て
ど
お
り
四
日
市
市

市
役
所
関
係
の
担

何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
と
訴
え
続
け
た
そ
う
で
す
。

俗
に
言
う
カ
ラ
ス
の
鳴
か
ぬ
日
は
あ
っ
て
も
お
ば
あ

さ
ん
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
個
所
で
の
訴
え
の
叫
び
は
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
お
ば
あ
さ
ん
が
錯
乱
状
態
の
た
め
説
得
す
る
ま
で
の
苦
労

は
十
分
に
推
察
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

い
ま
一
度
の
再
調
査
を
依
頼
い
た
し
ま
し
た
。

早
速

ま
た
＼
お
ば
あ
さ
ん
一
家
の
方
々
に
納
得
の
い
く
話

二
十
三
年
前
の
出
来
事
で
加
藤
市
長
と
し
て
は
ご
存
じ
で
は
な
い

い
ま
一
歩
冷
静
に
耳
を
傾
け
て
あ
げ
て
い
た
ら
と
思
う
点
も
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
何
の
縁
が
あ
っ
て
か
去
る
四
月
二
十
二
日
夜
突
然
私
の
と
こ
ろ
へ
電
話
が
あ
り
、
お
ば
あ
さ
ん
宅
へ
お
伺
い
し
て
数
々
の
資

料
、
記
録
、
日
誌
等
を
拝
見
し
て
初
め
て
お
ば
あ
さ
ん
の
執
念
と
い
う
か
真
実
要
求
へ
の
叫
び
に
心
を
打
た
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

書
類
一
切
を
持
つ
て
妹
娘
さ
ん
と
加
藤
市
長
と
三
輪
助
役
に
会
っ
て
事
の
真
相
を
、

し
合
い
を
、
・
ち
ょ
う
ど
か
の
動
物
老
人
の
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

と
思
い
ま
す
が
、
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っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

の
応
待
が
云
々
と
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
お
思
い
で
す
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
と
こ
の
事
件
は
四
日
市
市
立
産
院
で
の
出
来
事
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
調
査
ご
判
断
の
上
し
か
る
べ
き
措
置
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て
、
特
に
四
日
市
機
械
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
度
中
小
企
業
工
場
集
団
化
助
成
制
度
の
指
定
を
受
け
て
市
内
広
永
町
、
山
分
町
の
一
角
に
約
十
三
万
三
千
乎
米
、
約
四

万
坪
の
敷
地
を
買
収
し
て
四
日
市
機
械
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合
が
三
重
県
下
第
一
号
の
工
場
団
地
と
し
て
完
成
し
、
中
小
企
業
二
十
社

が
運
命
共
同
体
と
な
っ
て
発
足
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
四
十
年
に
お
け
る
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不
況
の
中
で
続
く
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
と
さ
ら
に
冷
え
込
ん
だ
経
済
情
勢
が
長
期
に
わ
た
り
悪
く
イ
ン
フ
レ
と
不
況
の
波
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
ご
承
知
の

と
お
り
期
待
と
羨
望
の
的
で
あ
っ
た
協
同
組
合
に
も
つ
い
に
倒
産
並
び
に
廃
業
、
企
業
縮
小
の
や
む
な
き
に
至
る
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
ま
ず
初
め
に
、
昭
和
四
十
年
三
月
有
限
会
社

A
鋳
造
所
が
不
渡
倒
産
、
同
年
七
月

B
溶
接
工
業
所
を

C
サ
ッ
シ
工
業
株
式
会
社
が
吸
収

合
併
。
そ
れ
か
ら
、
四
十
二
年
一
月
D
鋳
造
所
が
加
入
、
同
年
五
月

E
飯
金
工
業
株
式
会
社
が
廃
業
、
同
年
六
月
有
限
会
社

F
飯
金
工
業

所
が
加
入
し
、
さ
ら
に
同
年
十
月

G
工
業
株
式
会
社
が
加
入
。
昭
和
四
十
八
年
六
月
に

H
鉄
工
株
式
会
社
が
不
渡
倒
産
、
続
い
て
翌
四
十

九
年
九
月
株
式
会
社
L
鉄
工
所
も
不
渡
倒
産
と
な
り
、
五
十
年
一
月
に
は

P
工
業
株
式
会
社
を

K
鉄
骨
工
業
株
式
会
社
が
買
収
、
五
十
一

年
三
月
に
は

G
工
業
株
式
会
社
が
企
業
縮
小
で

M
重
工
業
株
式
会
社
が
買
収
、
同
年
九
月
株
式
会
社

L
鉄
工
所
を

N
観
光
株
式
会
社
が
買

収
、
同
年
十
二
月
株
式
会
社

0
機
械
製
作
所
が
廃
業
、
こ
と
し
に
入
っ
て
一
月
に

C
サ
ッ
シ
工
業
株
式
会
社
が
不
渡
倒
産
を
し
た
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
三
月
に
は
株
式
会
社

0
機
械
製
作
所
、
株
式
会
社

Q
製
作
所
が
買
収
、
四
月
に
は
有
限
会
社

R
鉄
工
所
が
不
渡
倒
産

と
な
り
、
つ
い
に
二
十
社
で
発
足
い
た
し
ま
し
た
協
同
組
合
が
十
五
社
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

っ
て
市
政
並
び
に
県
政
の
向
上
に
多
大
の
期
待
が

つ
の
モ
デ
ル
工
場
集
団
で
一
番
注
目
さ
れ
、
事
業
の
発
展
に
よ

私
は
県
下
で
た
だ
一

し
て
の
対
策
が
な
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
あ
る
の
か
な
い
の
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

た
や
さ
き
に
お
い
て
市
の
商
工
課
と

か
け
ら
れ
て
い

い
ま
や
伝
染
病
の
ご
と
く
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
現
状
に
お
い
て
予
防
対
策
と
し
て
予
防
注
射
を
打
た
れ
た
の
か
否
か
を
お
尋
ね
い
た
し

に
去
る
四
月
二
十
八
日
の
臨
時
組
合
総

、
う
べ
き
組
合
名
俵
に
よ
る
転
貸
融
資
も
つ
い

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
協
同
組
合
の
本
命
と
も
＞

々
が
自
己
防
衛
の
手
段
と
し
て
の
や
む
な
き
措
置
と
な

し
ま
っ
た
の
で
す
。
残
り
十
五
社
の
方

会
に
お
い
て
中
止
す
る
こ
と
に
決
定
し
て

し
ょ
う
か
。
せ
っ
か
く
の
商
工
中
金
に
対
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
な
も
の
で

こ
れ
で
は
何
ら
協
同
組
合
の
本
来
の
姿
で
は
な
い

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
対
外
的
に
も
信
用
が
が
た
落
ち
で
あ
り
、
対
内
的
で
も
働
く
従
業
員
の
方
々

市
の
預
託
金
も
無
力
と
な
っ
た
の

‘
て
中
小
企
業
の
経
営
環

で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
市
長
は
商
工
業
の
振
興
に
つ
＞

も
不
安
の
毎
日
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
市
長
お
わ
か
り

即
応
し
た
効
率
的
な
経
営
体
質
の
拡
充
が
要
請
さ
れ
て
い
る
た
め
に
経
営
診
断
業
務
、
．
合
理
化

境
は
き
わ
め
て
厳
し
く
、
低
成
長
時
代
に

、
金
融
面
で
も
貸
付
原
資
を
現
行
よ
り
大
幅
な
増
額
を
行
い
、
そ
の
一
部
を
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
預
託

講
座
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に

た
だ
か
な
い
と
市
長
の
そ
の
言
葉
が
美
辞
麗
句
に
終

し
た
と
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
金
利
の
面
と
か
そ
の
他
い
ま
一
歩
力
を
入
れ
て
い

で
あ
り
ま
す
。
三
月
議
会
の
と
き
に
三
重
造
船
倒
産
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
折
市

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
憂
う
る
者
の
一
ー
人

う
ふ
う
に
考
え
ま
す
」
と
断
言
な
さ
れ
て

う
の
は
私
は
中
小
企
業
で
は
な
い
か
と
い

長
は
「
四
日
市
の
経
済
を
本
当
に
支
え
て
お
る
と
い

と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
9

い
る
の
で
す
か
ら
、
し
っ
か
り
商
工
課
に
力
を
入
れ
て
い
．
た
だ
き
た
い

ま
す
。

ハ
月

H
鉄
工
株
式
会
社
の
件
で
ご
ざ
い

し
ま
し
た
倒
産
会
社
の
中
で
昭
和
四
十
八
年
1

次
は
、
先
ほ
ど
か
ら
列
記
い
た

、
第
二
抵
当
権
は
三
億
四
千
万
円
で
地
元
銀

三
百
五
十
万
円
で
協
同
組
合
で
あ
り

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
第
1

抵
当
権
は
一
千

ま
す
。
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行
だ
そ
う
で
す
が
、
こ
の
地
元
銀
行
が
協
同
組
合
の
第
一
抵
当
権
一
千
三
百
五
十
万
円
を
た
な
上
げ
し
た
ま
ま
所
有
権
を
持
ち
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
場
所
は
団
地
の
中
央
に
位
置
し
―
等
地
で
あ
り
ま
す
。
敷
地
は
一
万
一
千
平
米
で
約
三
千
坪
強
を
有
し
、
四
年
有
余
の

長
い
間
ペ
ン
ペ
シ
草
が
茂
り
ほ
う
だ
い
｀
と
き
ど
き
見
る
に
見
か
ね
て
組
合
の
職
員
が
草
刈
り
を
す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
工
場
跡
は
か

っ
て
働
い
て
お
ら
れ
た
従
業
員
の
皆
さ
ん
方
が
生
活
権
確
保
の
た
め
に
闘
わ
れ
た
戦
歴
の
跡
が
ま
ざ
ま
ざ
と
残
っ
て
お
り
ま
す
9

現
場
を

見
て
市
の
商
工
課
と
し
て
ど
う
思
い
ま
す
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

ま
た

そ
の
対
策
に
い
ま
ま
で
に
何
ら
か
の
手
を
打
た
れ
て
い
ま
す
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

、
さ
き
に
二
十
社
で
資
金
調
達
を
初
め
共
同
受
電
、
共
同
給
食
、
共
同
運
送
等
と
あ
ら
ゆ
る
面
に
共
同
体
観
念
で
運
営
さ
れ
て
お
る
と
き

に
分
担
金
に
お
き
ま
し
て
も
十
五
社
で
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
割
高
に
な
り
困
っ
て
み
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
個
人
で
こ
れ
ほ
ど

の
財
産
遊
ん
で
い
る
土
地
を
放
置
さ
れ
て
い
た
ら
ず
い
ぶ
ん
高
い
固
定
資
産
税
の
支
払
い
の
た
め
に
一
日
も
早
く
手
を
打
た
な
け
れ
ば
や

っ
て
い
け
な
い
と
や
っ
き
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
地
元
銀
行
で
は
銀
行
法
の
特
権
か
何
か
し
り
ま
せ
ん
が
、
貸
倒
引
当
金

云
々
で
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
協
同
組
合
に
迷
惑
を
か
け
て
い
て
も
一
向
に
知
ら
ぬ
顔
の
半
兵
衛
で
最
近
ま
で
負
担
金
を

納
め
て
い
な
か
っ
た
の
だ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
く
選
出
さ
れ
た
役
員
さ
ん
に
よ
っ
て
五
十
一
年
十
月
よ
り
地
元
銀
行
に
か
け
合
っ

て
や
っ
と
十
万
円
ほ
ど
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、

れ
も
十
五
社
に
負
担
が
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。

け
て
い
た
だ
き
た
い
し
、

実
質
は
維
持
費
に
お
い
て
も
三
十
五
万
円
ほ
ど
か
か
る
そ
う
で
す
。
こ

し
た
が
っ
て
、
一
日
も
早
く
優
秀
な
企
業
を
誘
致
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か

大
き
く
て
買
い
手
も
見
つ
か
ら
な
い
と
思
う
の
で
分
割
売
買
の
で
き
る
件
、
そ
の
他
行
政
の
立
場
か
ら
話
が
で

き
な
い
も
の
か
ど
う
か
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

最
後
は
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
福
祉
の
日
の
設
定
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
か
ら
先
輩
議
員
の
数
々
の
福
祉
に
対
す
る
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
憲
法
第
二
十
五
条
に
「
す
べ
て
の
国
民
は
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
あ
り
、

祉
、
社
会
保
障
、
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
体
に
お

い
て
も
憲
法
の
精
神
に
基
づ
き
社
会
福
祉
の
充
実
に
施
策
を
見
出
す
ぺ
き
こ
と
は
当
然
の
責
務
で
あ
り
、
．
全
国
の
地
方
自
治
体
が
競
っ
て

社
会
福
祉
の
向
上
に
努
め
れ
ば
や
が
て
憲
法
に
の
っ
と
っ
た
福
祉
国
家
の
実
現
も
可
能
と
な
っ
て
く
る
と
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
市
長

も
施
策
の
第
一
に
福
祉
の
充
実
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
当
四
日
市
市
に
お
い
て
福
祉
の
日
を
制
定
し
て
市
民
の
福
祉

の
充
実
を
図
っ
て
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
と
提
案
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

趣
旨
と
い
た
し
ま
し
て
、
す
べ
て
の
市
民
が
地
域
住
民
と
し
て
の
連
帯
意
識
に
基
づ
き
社
会
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
理
解
し
、

反
省
す
る
た
め
に
福
祉
の
日
を
制
定
し
社
会
福
祉
の
発
展
及
び
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
充
実
を
図
る
た
め
の
必
要
な
事
項
を
定

め
て
行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
推
進
委
員
会
の
設
置
並
び
に
委
員
に
は
、
一
、
市
議
会
議
員
、
二
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会

の
代
表
者
、
三
、
自
治
会
連
絡
協
議
会
の
代
表
者
、
四
、
，
社
会
福
祉
関
係
団
体
の
代
表
者
、
五
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
、
六
、
市
の
職

員
、
↑
七
、
そ
の
他
市
長
が
認
め
た
者
、
以
上
の
範
囲
の
中
か
ら
市
長
が
委
員
を
委
嘱
し
て
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
福
祉
の
日
に
は
表
彰
規
程
に
基
づ
き
自
立
更
生
表
彰
と
し
て
社
会
福
祉
関
係
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
生
活
上
の
障
害
を
克
服
し
て

自
立
更
生
し
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
行
っ
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
功
労
表
彰
に
つ
い
て
は
、

年
に
わ
た
り
（
社
会
福
祉
団
体
を
含
む
）
貢
献
に
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
、
二
、
社
会
福
祉
に
浄
財
等
を
提
供

し
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
者
、

め
ら
れ
る
者
、

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
第
二
項
に
は
「
国
は
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
お
い
て
社
会
福

三
、
前
自
立
更
生
表
彰
者
の
更
生
に
つ
い
て
特
に
献
身
的
か
つ
そ
の
功
績
が
顕
著
で
他
の
模
範
と
認

四
、
そ
の
他
委
員
会
に
お
い
て
特
に
表
彰
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
を
表
彰
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し

て
福
祉
の
日
設
定
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
社
会
福
祉
関
係
団
体
の
育
成
強
化
発
展
等
に
つ
な
げ
て
市
民
の
福
祉
の
充
実
へ
の
叫
び
に
し
て
ま

い
か
が
で
し
ょ
う
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
以
上
第
一
回
目
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

ー
つ
、
長
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お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

思
っ
て
お
る
次
第
で
．
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
．

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

午
後
四
時
二
十
三
分
休
憩

午
後
四
時
三
十
五
分
再
開

ま
ず
第
一
の
弱
者
対
策
、
具
体
的
に
は
伊
坂
さ
ん
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
は
お
話
を
お
伺
い
い
た
し
ま
し
て
、
二
十
三
年
前
の

事
件
で
ご
ざ
い
ま
し
て
大
変
び
っ
く
り
い
た
し
ま
し
た
。
早
速
調
査
を
部
内
的
に
し
て
そ
の
調
査
結
果
を
待
っ
て
対
処
を
い
た
し
た
い
と
、

か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
間
調
査
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。
私
自
身
の
と
こ
ろ
へ
も
中
間
報
告
的
に
先
ほ
ど
田
中
議
員
か
ら

お
話
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
な
事
実
を
承
っ
て
お
り
ま
し
て
、
大
変
二
十
三
年
間
こ
う
い
う
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
ま
こ
と
に
遺
憾

な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
近
く
正
式
な
報
告
が
私
の
手
元
に
ま
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
＼
．
そ
の
報
告
を
受
け
ま
し
て
適
切
な
る
処
置
を
講
じ
ま
し
て
皆
さ
ん
方
に
お
は
か
り
を
申
し
上
げ
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
の
で

そ
れ
か
ら
、
第
二
点
の
金
属
団
地
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
＇
•
こ
れ
も
お
話
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
当
団
地
の
企
業
内
で
倒
産
あ
る

い
は
自
主
廃
業
等
の
企
業
が
出
て
お
り
ま
し
て
、
現
在
十
五
社
が
操
業
を
し
て
お
．
る
と
ご
指
摘
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
・
い
う
事

態
に
立
ち
至
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
今
日
の
経
済
不
況
と
い
う
影
響
は
強
く
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
も
、

や
は
り
こ
の
団
地
組
合
自
体
の
つ
な
が
り
と
い
う
も
の
が
土
地
が
各
社
の
所
有
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
点
で
大
変

団
地
と
し
て
は
弱
い
団
地
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
な
企
業
の
問
題
、
頭

文
字
か
何
か
符
号
で
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
産
業
部
長
の
方
か
ら
お
答
え
を
す
る
と
い
た
し
ま
し
て
＼
全

体
的
に
は
共
同
化
、
あ
る
い
は
協
業
化
、
そ
し
て
そ
の
事
業
を
行
う
た
め
の
共
同
金
融
な
り
、

あ
る
い
は
福
利
厚
生
事
業
な
り
さ
ら
に
は

輸
送
関
係
の
共
同
化
な
り
と
い
う
こ
と
を
進
め
て
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
転
貸
金
融
に
つ
き
ま
し

て
は
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
土
地
が
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
所
有
に
な
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
か
ら
い
た
ず
ら
に
負
債
を
重
ね
て
そ
の
け

つ
を
結
局
個
々
の
企
業
が
か
ぶ
る
と
い
う
体
制
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
困
る
と
い
う
こ
と
か
ら
組
合
の
自
主
的
な
判
断
で
転
貸
金
融
を

一
時
中
止
す
る
と
い
う
措
置
を
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、
も
っ
と
も
だ
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、

い
ず
れ
に

い
た
し
ま
し
て
も
個
々
の
中
小
企
業
必
ず
し
も
強
固
な
経
営
地
盤
を
持
っ
て
お
る
と
い
う
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
個
別
に
現
在

企
業
診
断
を
実
施
し
て
お
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
診
断
後
早
い
時
期
に
各
企
業
に
対
し
ま
し
て
適
切
な
る
経
営
指
導
を
行
う
と
い
う

こ
と
を
い
た
し
ま
し
て
積
極
的
に
事
態
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
点
、
令
こ
の
団
地
の
企
業
の
中
に
は
必
ず
し
も
経
営
政
策
そ
の
も
の
が
労
働
問
題
等
に
絡
み
ま
し
て
う
ま
く
い
っ
て
い

る
と
い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
う
い
っ
た
面
に
つ
い
て
の
指
導
と
い
う
こ
と
を
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に

主
商
工
中
金
に
対
す
る
預
託
制
度
な
り
等
に
つ
い
て
は
す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

付
利
率
の
引
き
下
げ
な
ど
と
い
う
こ
と
も
今
日
の
段
階
で
実
施
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

に
組
合
事
務
局
の
体
制
に
つ
い
て
強
化
を
図
っ
て
い
く
な
ど
今
後
の
課
題
と
し
て
私
ど
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

市
長
°
.

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

"
4
 ．
 

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

そ
の
他
制
度
融
資
に
つ
い
て
の
貸

よ
り
よ
り
組
合
の
方
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
特

か
よ
う
に
考
え
て
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願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
田
中
基
介
君
登
壇
〕

て
ま H
鉄
工
の
土
地
の
問
題
に
つ
い
て
ご
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

銀
行
と

土
地
の
管
理
は
確
か
に
某
銀
行
が
所
管
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

調
べ

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

い
た ヽ
と
し

特
に
福
祉
の
日
を
設
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
別
と

福
祉

市
民
の
皆
様
方
の
理
解
の
浸
透
を
図
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
は
八
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

提
案
の
福
祉
の
日
の
設
定
に
つ
き
ま
し
て
は
市
民
の
福
祉
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
た
め
の
ご
提
案
で
あ
ろ
う
と
い
う
ふ
う

に
受
け
と
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
趣
旨
を
十
分
踏
ま
え
ま
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
と
い
た
し
ま
し
て
各
福
祉
団
体
、

関
係
等
協
議
を
し
な
が
ら
実
効
あ
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
や
は
り
福
祉
事
業
の
じ
み
ち
な
前
進
を
図
っ
て
ま
い
る

う
の
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
ご
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、

し
ま
し
て
、
じ
み
ち
に
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
る
努
力
を
い
た
し
た
い
、

つ
い
て
今
後
と
も
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
お
答
え
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

産
業
部
長
。

〔
産
業
部
長
（
斎
藤
久
美
君
）
登
壇
〕

0
産
業
部
長
（
斎
藤
久
美
君
）

か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に

い
り
ま
す
と
、
現
在
の

H
鉄
工
の
管
財
人
の
所
管
外
の
も
の
に
な
っ
て
お
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
9

と
い
い
ま
す
の
は
倒
産
以
前
に

代
物
弁
済
の
形
で
登
記
取
得
を
し
た
と
い
う
ふ
う
に
理
解
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

い
た
し
ま
し
て
は
接
触
を
い
た
し
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
金
銭
上
の
問
題
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
売
買
の
意
思
は
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
た
だ
‘
途
中
で
分
担
金
だ
と
か
土
地
管
理
に
つ
い
て
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
も
銀

行
方
面
に
十
分
指
導
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
分
割
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
に
つ
き
ま
し
て
は
私
ど
も
い
ま
こ
こ
で

お
答
え
を
い
た
す
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
団
地
組
合
を
含
め
ま
し
て
銀
行
側
、
さ
ら
に
将
来
進
出
を
予
定
さ
れ
る
企
業
と
の
間
の
話

し
合
い
に
な
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
答
弁
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
田
中
基
介
君

田
中
基
介
君
。

第
一
番
目
の
ご
回
答
本
当
に
ひ
と
つ
ご
調
査
の
上
正
確
な
報
告
が
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
ひ
と
つ
適
切
な
ご
処
置
を
お

も
う
つ
こ
の
際
や
は
り
私
た
ち
発
想
の
転
換
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
や
は
り
ー
つ
の
陳
情
を
受
け
て
も
そ
の
人
の
立
場
に
一
度
立

一

、
た
ら

た
だ
い
て

う
こ
と
を
極
力
察
知
し
て
い

ヽ

ち
返
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
う
し
て
や
は
り
そ
の
人
が
何
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
か
と
＂

い
回
し
の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
先
ほ
ど
か
ら
も
先
輩
議
員
か
ら
の
質
問
で
そ
う
い
う
こ
と
が
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

際
ひ
と
つ
お
互
い
の
職
員
の
教
育
に
お
き
ま
し
て
も
ひ
と
つ
よ
ろ
し
く
市
長
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1

-

1

番
目
の
中
小
企
業
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ひ
と
つ
商
工
課
で
は
荷
が
重
過
ぎ
な
い
か
と
い
う
感
が
す
る
ん
で
す
が
い
か
が
で
し
ょ

、
こ
う
い
う
ふ
う
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
や
は
り
市
長
が
商
工

う
か
。
私
も
さ
き
の
議
会
で
も
中
小
企
業
課
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
と

ん
来
て
い
た
だ
い
て
ひ
と
つ
教
育
に
当
た
っ
て
い

く
っ
て
経
営
指
導
員
に
ど
ん
ど

課
に
力
を
入
れ
る
な
ら
ば
い
ま
一
歩
中
小
企
業
課
を
つ

れ
か
ら
の
や
は
り
四
日
市
を
中
小
企
業

。
い
ま
の
産
業
部
並
び
に
商
工
課
で
は
こ

っ
た
ら
ど
う
か
と
思
い
ま
す

た
だ
く
と
い
う
ふ
う
に
な

で
、
そ
の
点
ご
検
討
も
あ
わ
せ
て
お
願
い

で
持
っ
て
お
る
と
言
わ
れ
る
市
長
の
お
考
え
か
ら
す
る
と
少
し
荷
が
重
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
の

>•* 
、一
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会

ざ
い
は
児

Z

そ
れ
か
ら
、
最
後
の
福
祉
の
日
の
設
定
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
日
で
は
敬
老
の
日
を
は
じ
め
と
し
た
老
人
福
祉
週
間
、
あ
る
い

童
福
祉
週
間
な
ど
が
国
民
的
規
模
で
設
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
全
国
的
に
各
種
の
啓
蒙
行
事
が
展
開
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ご

ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
こ
う
い
っ
た
時
期
に
合
わ
せ
ま
し
て
老
人
福
祉
大
会
、
あ
る
い
は
社
会
福
祉
大
会
等
を
行
い
ま
し
て

福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
り
ま
し
て
九
月
時
分
を
中
心
と
し
て
各
種
の
福
祉
の
た
め
の
大
会
、
行
事
等
を
集
中
的
に
実
施
を
し
て
ま

市
長
か
ら
お
答
え
を
い
た
し
ま
し
た
の
に
補
足
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
る
い
は
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四

日

市

市

議

三
つ
目
の
福
祉
の
日
の
設
定
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
期
間
が
ご
ざ
い
ま
し
、
ょ
う
が
、
ど
う
か
ひ
と
つ
や
は
り
四
日
市
が
福
祉
充
実
の
重

点
施
策
第
一
と
し
た
以
上
は
や
は
り
独
自
な
カ
ラ
ー
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
波
動
を
起
こ
し
て
い
た
だ
く
、
こ
れ
が

ひ
と
つ
大
事
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
検
討
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
以
上
で
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
本
日
は
、
こ
の
程
度
に
と
ど
め
、
あ
ど
の
方
は
明
日
お
願
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

明
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
会
議
を
開
き
ま
す
。

四

日

市

市

議

会

定

例

会

会

議

録

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
四
日

ご
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

（
第
三
号
）

午
後
四
時
四
十
八
分
散
会

会

:：....:114-



第
一
五

第
一
四

第
一
ー
」

第
一
三

議
案
第
七
六
号

第 第
一
〇

第
．
九

第
．． 

五

＇カバ
1
1
1
|

＇,＇

,

1

第
三
号

議
案
第
七

0
号

議
案
第
七
一
号

議
案
第
七
二
号

議
案
第
七
三
号

議
案
第
七
四
号

議
案
第
七
五
号

議
案
第
七
七
号

議
案
第
七
八
号

第
＇
八

第

七

議
案
第
六
八
号

議
案
第
六
九
号

第

四

議

案

第

六

七

号

議
案
第
六
六
号

議
案
第
六
五
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

午
前
十
時
開
議

四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

四
日
市
市
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

四
日
市
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
：
0

．．．．．．．．．．．．． 
‘
 
•••• 

四
日
市
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．．． 
，
 ．．．．． `
 ．．．． 
，
 
．．．．． 

四
日
市
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．． 
＊
・
・
・
・
・
.
•
.

•.•. 
•.• 

.. 

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

．．．．．．．． 
i
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 9
 .

.

.

.

.
 

.

.

.

.
 

9
 .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.
 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

.

.

.

.
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9
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ヽ

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
＞
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工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て•• 

,
 
．．
 
，
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,
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工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て••.•••••.•.•••••••••••••••••••••••••• 

ヽ

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
＞
て

第

' /‘ 

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第 第 第

般

質

問

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
四
日
（
火
）

0
議

事

日

程

•••••••••• 

，
 

••• 
、.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.
 

•’••,.~ 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
。

．．．．．．． 

•••••••.••••••••••••••••.•••••••••••• 
ヽ

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
＞
て

” ” ‘’ ‘’ // ” II 
ヽ

•
今

”
 
” 
/I .,, 
” ” 

,~ 

｀
 

•9 
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質
疑
、
委
員
会
付
託
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0
出
席
議
員
（
四
十
名
）

議
事
日
程
の
と
お
り

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

第
二
六

議
案
第
八
九
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
八
六
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
・
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

高

井

夫

坂

ロ

三：正

次

後

藤

長

後

藤

寛

六：次

IJ ヽ

林

喜

夫

4 ヽ

林

博

次

粉

JII 

訓

覇

也

茂，男

喜

多

野

等

)II 

：口

洋

金

森

加

藤

鳴定

正・男

大

森

多

喜

大

谷

喜

正

lJ ヽ

JII 

四

郎

宇

治

田

良

市

岩

田

久

雄

伊

藤

信

4 ヽ

井

道

夫

青

山

峯

男

.

.

.

 

9
 .

.

.

.

.

.

 

、

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

.‘ 

” 

第
二
五

議
案
第
八
八
号

••••••••••••••.•••••.••••••••••••••. 

冑

・

” 

第
二
四

第
二
二

第
二
三

”
 

議
案
説
明
、

委

員

会

”
 

第

議
案
第
七
九
号

議
案
第
八

0
号

議
案
第
八
一
号

議
案
第
八
二
号

議
案
第
八
三
号

議
案
第
八
四
号

議
案
第
八
五
号

議
案
第
八
七
号
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工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
し
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
二

0

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
九

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
八

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
七

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
六

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

” ” ” 
•I., 
” 

質
疑
、

付

託

質
疑
、
委
員
会
付
託
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巧ミ

0
議
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

〇
欠
席
議
員
（
四
名
）

福

祉

部

長

谷

・沢

・文

産

業

部

長

斎

藤

久

男美

税

務

部

長

伊

藤

治

郎

総

務

部

長

阿

南

輝

彦

市

長

公

室

長

... 
/‘ 

田

猶

裕

'収

入

役

乎

助

役

坂

井倉

清 哲

男

助

役

輪

喜

代

司

市

長

加

藤

寛

嗣

山

口

信

生

増高

山

英

橋

力

天

春

文

雄

山

本

勝

山

中

忠

山

路

剛

森

安

松

島

吉，一

前

Jll 

良’辰

男

堀

新

兵

衛

古

市

福

田

元香

史

乎

野

行

信

長

谷

川

鐸

元

橋

本

増

野

呂

乎

蔵和

野

崎

芳

生

JII 

貞乎

蔵

中

村

信

出

井

坪

井

妙

田

中

基

夫博，子介

高

木

勲

-119- -118-



．暉町‘

日
程
第

0
出
席
事
務
局
職
員

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
;
三
十
二
名
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
お
手
元
に
配
布
し
ま
し
た
議
事
日
程
第
三
号
に
よ
り
と
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

一
般
質
問

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

松
島
良
一
君
。

〔
松
島
良
一
君
登
壇
〕

い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

日
程
第
一
、
こ
れ
よ
り
一
般
質
問
を
昨
日
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
か
ら
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

主 主

事

西

午

前

十

時

一

分

開

議

ロ

徹

事

山

ロ

克

彦

議

事

係

長

板

崎

大

之

丞

議

事

課

長

4 ヽ

坂

靖

事

務

局

長

佐

々

木

晃

精

次

長

藪

田

裕

消

防

長

松

村

佳

美

技

術

部

長

黒

JII 

薫

次

長

天

野

助

春

病
i

院
．
事
務
長
＇

水
道
事
業
管
理
者

村

山

了

荒

1
,
'

，ヽ木

郎

次

長

杉

教

育

長

山

本・鹿

治 静清

芳夫

教

育

委

員

長

龍

池

真

副

収

入

役

伊

涼

建

設

部

長

石

藤川亀

太

郎

下

水

道

部

長

奥

村

仁

人

土

木

部

長

石

夫

現

境

部

長

矢

井田

郎

よ
ろ
し
く
お
願

——ー 121 - -120-



す
0

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

難
渋
が
出
て
ま
い
，
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

願
い
し
ま
す
。

い
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
例
を
申
し
ま
す
れ
ば
、

お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
番
目
は
、
，
住
居
表
示
の
実
施
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
塩
浜
、
磯
津
方
面
の
付
近
の
住
居
表
示
が
い
つ
ご
ろ
実
施
さ

二
つ
目
は
、
開
発
に
よ
る
土
取
り
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
の
許
可
の
手
続
と
か
、
あ
る
い
は
個
人
で
取
る
場
合
の
、
土
を
取

る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
手
続
を
と
る
の
か
、

二
つ
目
と
し
て
、
開
発
の
途
上
、
あ
る
い
は
そ
の
後
に
お
け
る
治
水
対
策
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
講
じ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
の
か
、

三
番
目
は
、
こ
れ
は
治
水
対
策
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
特
に
、
国
と
県
と
の
関
連
性
の
あ
る
地
点
、

小
古
曾
一
．
号
線
の
排
水
路
の
問
題
と
か
、
あ
る
い
は
追
分
の
地
点
に
国
道
一
号
線
を
ま
た
い
で
そ
の
排
水
路
が
持
た
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
う
い
う
面
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
非
常
に
水
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
地
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
方
面
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
二
番
目
は
、
常
時
浸
水
地
域
に
対
し
て
の
対
策
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
、

い
ま
せ
ん
し
、

い
ま
す
ぐ
常
時
浸
水
地
域
が
解
決
な
る
と
は
思

そ
の
住
ん
ど
る
住
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
対
処
さ
れ
て
る
の
か
、
特
に
、
私
は
精
神
面
に
お
け
る
対
策
を
お
願

そ
れ
か
ら
四
番
目
に
、
こ
れ
は
社
会
教
育
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
民
館
の
あ
り
方
と
そ
の
大
体
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
お

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

総
務
部
長
。

〔
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）
登
壇
〕

0
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）

第
一
番
目
の
塩
浜
方
面
の
住
居
表
示
の
実
施
見
通
し
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
承
知
の
と
お
り
＼

昭
和
三
十
七
年
以
来
本
市
の
住
居
表
示
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、
す
で
に
二
十
七
・
一
乎
方
キ
ロ
は
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
地
域
の
条
件
の
変
化
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
複
雑
に
出
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
し
て
、
し
ば
ら
く
住
居
表
示
事
業
を
休
止
い
た
し
て
お
り
ま

し
て
●
●
地
域
問
題
調
査
会
の
中
で
も
、
，
そ
の
議
論
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
次
の
準
備
を
整
え
て
ま
い
っ
て
お
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

去
る
三
月
議
会
に
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

開
い
て
事
業
着
手
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
域
も
引
き
続
き
ま
だ
残
る
事
業
が
ご
ざ
い
ま
す
し
、

す
で
に
議
決
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
大
矢
知
の
南
半
分
も
ま
だ
実
施
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
、
塩
浜
地
区
の
方
か
ら
住
居
表
示
事
業
に
つ
い
て
、

関
係
者
が
そ
の
主
旨
、
方
法
等
を
よ
く
知
り
た
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
担
当
者
が
参
り
ま
し
て
ご
説
明
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
大
変
関

心
も
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
体
を
見
ま
す
と
、
i

戦
争
中
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
臨
海
土
地
区
画
整
理
事
業
が
昭
和
二
十
七
年
に
完
了
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
区

域
に
つ
き
ま
し
て
は
街
区
が
整
い
ま
し
て
、

磯
津
方
面
に
か
け
ま
し
て
公
称
町
名
が
塩
浜
、

ま
す
が
、
す
で
に
区
画
の
整
っ
て
お
り
ま
す
こ
の
臨
海
区
域
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
住
居
表
示
の
方
法
と
は
い
さ
さ
か
異
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
と
の
関
連
、
調
整
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
地
区
の
関
係
の
方
々
と
一
層
の
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
け
る
、
理
解
を
い
た
だ
け
る
段
階
を
早
く
迎
え
て
実
施
の
方
向
に
努
力
を
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

＇
，
土
木
部
長
。

そ
れ
の
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

五
十
二
年
度
は
大
井
手
＼
松
本
、
尾
乎
の
区
域
に
つ
き
ま
し
て
、
す
で
に
先
般
審
議
会
も

た
だ
、
．
塩
浜
地
区

町
名
な
ど
も
付
け
ら
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
問
題
は
そ
れ
か
ら
南
、

あ
る
い
は

あ
る
い
は
大
字
塩
浜
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
日
常
の
生
活
、
あ
る
い
は
郵
便
等
に
非
常
に

こ
の
地
域
に
つ
き
ま
し
て
の
住
居
表
示
が
最
も
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
っ
．
て
お
り

れ
る
の
か
＼
そ
れ
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
松
島
良
一
君
，
．
順
を
追
っ
て
質
問
い
た
し
ま
す
。
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〔
土
木
部
長
（
石
井
三
夫
君
）
登
壇
〕

0
土
木
部
長
（
石
井
三
夫
君
）

こ
れ
を
開
発
行
為
と
単
な
る
土
取
り
と
二
つ
に
分
け
て
ご
説
明
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
市
で
は
、
土
取
り
に
伴
う
の
り
面
の
崩
壊
、
水
流
の
閉
塞
、

ま
た
は
土
石
の
流
出
に
よ
る
被
害
か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
防
護
す

る
た
め
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
付
に
て
、
傾
斜
地
に
お
け
る
土
木
工
事
の
規
制
に
関
す
る
指
導
要
綱
を
制
定
し
て
、
土
取
り
を
行
う

者
は
市
長
に
協
議
を
義
務
づ
け
、
技
術
指
導
を
行
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
協
議
の
手
続
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
土
取
り
を

行
お
う
と
す
る
者
は
工
事
着
手
の
五
十
日
前
ま
で
に
書
類
に
よ
り
市
長
に
協
議
を
す
る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
協
議

の
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
の
り
面
の
保
護
、
土
砂
の
流
出
防
止
、
排
水
計
画
等
が
内
容
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
を
審
査
．
し
技
術
条
件

を
付
し
た
上
許
可
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
番
目
に
土
取
り
の
途
上
、

ま
た
は
そ
の
後
に
お
け
る
治
水
対
策
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

止
す
る
た
め
必
要
に
応
じ
工
事
に
つ
い
て
の
報
告
を
求
め
た
り
、
あ
る
い
は
現
地
調
査
を
し
適
切
な
技
術
指
導
を
行
っ
て
お
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
土
取
り
工
事
が
完
了
し
た
場
合
に
お
き
ま
し
て
も
災
害
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
義
務
づ
け

て
お
り
ま
す
。
万
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
工
事
施
工
者
の
責
任
に
お
い
て
一
切
を
処
理
す
る
と
、
こ
れ
も
条
件
と
し
て
許
可
の
中
に

取
規
制
地
域
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

三
重
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
昭
和
四
十
九
年
に
三
重
県
土
採
取
規
制
条
例
を
制
定
し
、
土
採

四
日
市
市
で
は
伊
坂
、
平
津
、
大
矢
知
、
南
船
、
山
之
一
色
、
下
海
老
、
智
積
、
八
王
寺
、
山
田
、

萩
、
釆
女
、
小
古
曾
、
萱
生
、
垂
坂
、
川
島
、
前
田
、
鹿
間
の
各
町
を
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
域
内
で
面
積
五
千
乎
米
以
上
、

土
量
三
万
立
米
以
上
の
場
合
は
知
事
に
協
議
を
義
務
づ
け
、

開
発
行
為
に
関
係
の
あ
る
公
共
施
設
の
管
理
者
と
協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
市
に
お
き
ま

こ
の
協
議
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
と
開
発
審
査
会
ヽ

を
審
査
し
、
適
切
な
も
の
に
つ
い
て
は
同
意
を
与
え
て
お
る
と
、
こ
う
い
う
順
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
協
議
成
立
後
、
都
市
計
画
法
第
二

十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
ま
し
て
開
発
行
為
の
許
可
申
請
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
市
で
受
け
付
け
ま
し
て
、
前
回
審
議
し
た
内
容
と

相
違
な
い
か
、

一
方
、

工
事
途
上
に
お
け
る
災
害
発
生
を
防

お
お
む
ね
本
市
同
様
の
技
術
指
導
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
開
発
を
行
お
う
と
す
る
者
は
都
市
計
画
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
ま
し
て
、

あ
る
い
は
開
発
審
査
会
常
任
委
員
会
で
市
の
指
導
要
網
に
基
づ
き
そ
の
内
容

さ
ら
に
内
容
を
審
査
の
後
三
重
県
へ
進
達
い
た
す
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
に
お
い
て
も
同
様
の
順
で
審
査
の
上
適
切

な
も
，
の
に
は
許
可
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
許
可
後
申
請
者
は
造
成
し
、
完
了
す
れ
ば
工
事
完
了
届
書
を
提
出
し
、
市
及
び
県

の
検
査
を
受
け
、
検
査
済
証
の
交
付
を
も
っ
て
開
発
行
為
は
完
了
と
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
造
成
中
の
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
事
前
に
防
災
計
画
書
を
提
出
さ
せ
、

工
事
進
捗
に
合
わ
せ
た
排
水
計
画
に
基
づ
き
最
初
に
仮
調
整
池
を
築
造
し
、
特
に
大
雨
等
の
恐
れ

の
あ
る
前
に
は
巡
回
点
検
、
降
雨
時
も
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
す
る
よ
う
指
導
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
造
成
後
も
下
流
等
に
対
す

る
治
水
対
策
と
し
て
、
・
開
発
規
模
等
に
応
じ
て
下
流
河
川
の
改
修
、
あ
る
い
は
調
整
池
の
設
置
、
調
整
池
に
つ
き
ま
し
て
は
開
発
面
積
一

ヘ
ク
ク
ー
ル
以
上
の
開
発
を
行
う
場
合
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
開
発
指
導
要
網
に
よ
り
義
務
づ
け
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
道
一
号
線
あ
る
い
は
県
道
四
日
市
鈴
鹿
楠
線
等
に
つ
い
て
、
豪
雨
が
ご
ざ
い
ま
す
と
路
上
に
雨
が
溢
水
を
す
る
と
、
さ
ら
に
は
国
道

一
号
線
の
す
ぐ
西
の
地
域
が
排
水
を
い
た
し
ま
し
て
大
変
難
儀
を
い
た
し
て
お
る
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
解
消
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
放
流
先
の
基
幹
水
路
の
改
修
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
こ
の
国
道

横
断
部
分
の
改
修
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
横
断
部
分
の
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
国
あ
る
い
は
県
当
局
の
方

一
号
線
を
境
と
い
た
し
ま
し
て
西
の
方
、

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

治
水
対
策
に
つ
い
て
お
答
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

市
長
。

し
て
は
、

次
に
●
開
発
行
為
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

入
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

開
発
に
よ
る
土
取
り
の
問
題
に
つ
い
て
お
答
え
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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＇
化
し
—

と
折
衝
を
重
ね
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
へ
；
な
お
今
日
の
段
階
で
は
水
路
側
の
方
で
す
べ
て
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
＼
＂
今
後
こ
う
い
っ
た
面
の
改
修
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
一
線
を
期
す
る
よ
う
に
努
力

さ
ら
に
、
｀
こ
の
河
川
洪
水
は
ん
ら
ん
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
す
で
に
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
い
て
建
設
省
の
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、

県
で
予
想
調
査
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
河
川
と
し
て
は
朝
明
、
海
蔵
、
三
滝
、
天
白
、
各
水
系
の
ほ
か
す
べ
て
で
十

河
川
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
浸
水
状
況
の
デ
ー
ク
ー
を
も
と
に
調
査
解
析
の
上
、
時
間
雨
量
に
い
た
し
ま
し
て
三
十
ミ
リ
、
五

＋
ミ
リ
、
し
七
十
ミ
リ
と
い
う
段
階
に
分
け
ま
し
て
、
降
雨
の
強
度
時
の
浸
水
状
況
を
想
定
い
た
し
ま
し
て
地
図
を
作
成
す
る
。
そ
し
て
こ

の
調
査
資
料
に
基
づ
き
ま
し
て
浸
水
の
予
防
、

あ
る
い
は
避
難
活
動
の
判
断
等
、
．
適
正
な
対
策
が
住
民
の
方
々
に
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
、

今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
住
民
の
方
々
と
お
話
し
合
い
を
さ
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
こ
の
点
に
つ
い
て
ご

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）

，
；
ハ
ム
民
館
の
あ
り
方
と
そ
の
活
動
は
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
民
館
は
そ
の
地
域
の
た
め
の
社
会
教
育
の
拠

点
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
市
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
そ
の
市
の
持
っ
て
お
る
地
理
的

な
状
況
、

あ
る
い
は
人
口
の
動
態
、
住
民
の
要
求
さ
れ
ま
す
学
習
内
容
、

べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
決
ま
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
＇
一
律
に
公
民
館
は
か
く
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
断
定
し

に
く
い
わ
け
で
す
が
、

た
だ
そ
の
地
域
に
密
着
し
て
お
り
ま
し
て
、
公
民
館
に
は
だ
れ
で
も
気
安
く
入
れ
て
、

い
ろ
な
活
動
の
で
き
る
よ
う
に
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
る
、
そ
れ
か
ら
ま
た
、

器
等
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
ま
た
指
導
い
た
し
ま
す
社
会
教
育
主
事
な
ど
の
専
門
職
員
が
そ
こ
に
お
る
と
い
う
の
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
す
で
に
ご
存
じ
の
と
お
り
、
従
来
い
わ
ゆ
る
拠
点
館
方
式
を
と
り

ま
し
て
四
プ
ロ
ッ
ク
制
に
よ
る
拠
点
館
方
式
を
と
っ
て
ま
い
っ
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
の
当
時
そ
れ
な
り
に
社
会
教

育
の
進
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
現
実
問
題
と
し
ま
し
て
拠
点
館
と
管
内
公
民
館
と
の
間
の
格
差
の
問
題
、
＇
現
実
無
人

の
公
民
館
が
あ
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
が
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
い
わ
ゆ
る
地
域
住
民
に
密
~
と
い
う
点
で
欠

け
る
欠
点
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
特
別
地
域
を
指
定
い
た
し
ま
し
て
地
域
に
密
着
し
た
、

が
自
主
的
に
参
加
で
き
る
そ
う
い
う
地
区
の
社
会
教
育
を
振
興
す
る
に
は
ど
う
い
う
形
が
よ
か
ろ
う
か
と
い
う
の
が
実
験
さ
れ
て
き
た
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
、
出
張
所
の
改
築
に
伴
い
ま
し
て
公
民
館
を
併
設
す
る
と
、
こ
う
い
う
行
き
方
が
、
こ
れ
が
本
当
に
当

市
に
と
り
ま
し
て
は
現
段
階
で
当
市
に
と
り
ま
し
て
は
地
域
住
民
に
密
着
し
た
公
民
館
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
、
漸
次
こ
う
い

う
方
向
を
進
め
て
い
き
た
い
と
、
こ
う
い
う
考
え
で
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。
一
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
す
で
す
が
、
二
、

ど
う
い
う
活
動
が
な
さ
れ
て
お
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
こ
れ
は
二
通
り
ご
ざ
い
ま
し
て
、

三
申
し
上
げ
ま
す
と
、
乳
幼
児
教
育
学
級
、

は
婦
人
学
級
、
あ
る
い
は
家
庭
教
育
学
級
、
あ
る
い
は
高
齢
者
教
室
等
、
こ
れ
は
公
民
館
が
行
う
行
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に

地
区
の
住
民
の
方
が
自
主
的
に
参
加
さ
れ
て
趣
味
の
会
、
趣
味
の
集
い
、
文
化
の
サ
ー
ク
ル
と
い
う
の
で
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る
度
合
い

が
非
常
に
ふ
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
民
館
と
そ
れ
か
ら
出
張
所
を
併
置
い
た
し
ま
し
た
、

い
ま
す
が
、

そ
こ
の
社
会
教
育
指
導
員
を
先
日
招
致
し
ま
し
て
、
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る
か
私
の
方
で
調
べ
て
み
た
ん
で
す
が
、
特

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）
登
壇
〕

教
育
長
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
'

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
1

あ
る
い
は
青
年
学
級
、
あ
る
い

こ
れ
は
昭
和
五
十
年
度
に
で
き
た
地
区
と
思

―
つ
は
公
民
館
自
体
が
行
い
ま
す
事
業
で
ご

た
と
え
ば
必
要
な
備
品
、
事
務
的
な
備
品
、し

か
も
地
域
住
民

そ
し
て
、

そ
の
他
の
も
ろ
も
ろ
の
条
件
で
公
民
館
と
い
う
の
は
ど
う
あ
る

あ
る
い
は
機

し
か
も
い
ろ

／ 
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援
す
る
、

が
り
ま
す
。

ん
で
、
こ
れ
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と。 お
願
い
し
ま
す
。

に
最
近
は
そ
う
い
う
公
民
館
が
住
民
の
自
主
的
な
趣
味
、
文
化
、
も
ろ
も
ろ
の
そ
ぅ
い
う
集
い
に
ず
い
ぶ
ん
利
用
さ
れ
て
お
る
と
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

．
〔
松
島
良
一
君
登
壇
〕

0
松
島
良
一
君

松
島
良
一
君
。

住
居
表
示
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
塩
浜
方
面
で
は
六
呂
見
の
関
係
、

感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
う

日
永
関
係
、
，
そ
れ
か
ら
新
し
く
塩
浜
地
区

い
ま
総
務
部
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
、
非
常
に
郵
便
に
せ
よ
何
か
に
つ
け
て
不
便
を

で
き
得
れ
ば
一
時
も
早
く
そ
の
何
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

土
取
り
の
問
題
で
い
ま
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
要
は
現
在
の
八
王
子
方
面
の
あ
の
土
取
り
が
三
カ
所
大
き
な
土
取
り
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
あ
そ
こ
を
現
地
に
行
き
ま
し
て
歩
き
ま
し
た
と
き
に
、
あ
れ
で
雨
が
降
っ
た
ら
す
ぐ
あ
の
川
に
水
が
流
れ
込
み
ま
し
て

被
害
が
大
き
く
起
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

も
つ
く
っ
て
水
が
ど
っ
と
流
れ
な
い
よ
う
に
即
刻
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
＼
私
ヽ
大
事
か
と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
は
業
者
に
や
ら
す

ん
で
す
か
ら
業
者
に
プ
ル
で
す
ぐ
、

だ
か
ら
こ
の
際
に
あ
の
土
取
り
の
地
域
を
仮
に
申
し
ま
す
と
た
ん
ぼ
み
た
い
な
も
の
を
何
段

あ
の
た
ん
ぼ
み
た
い
に
何
段
も
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
水
が
流
れ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
大
部
違
う
と

思
う
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
早
急
に
こ
の
雨
が
降
る
ま
で
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
そ
こ
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
し
て
四
日
市
一
円
に

も
ず
い
ぶ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
早
急
に
、
業
者
に
や
ら
せ
ば
い
い
ん
で
す
か
ら
早
急
に
手
を
打
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を

そ
れ
か
ら
、
•
い
ま
市
長
の
方
か
ら
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
国
と
県
と
の
関
連
性
、
こ
れ
は
非
常
に
や
り
ま
せ
ん
の
で
、
国
も
県
も
な
か
な

か
動
か
ん
の
で
、
も
ち
ろ
ん
協
力
を
し
て
も
ろ
う
て
こ
れ
を
先
に
実
施
が
で
き
る
く
ら
い
に
や
っ
て
も
ろ
う
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

そ
の
次
に
は
、
常
時
浸
水
区
域
対
策
に
対
し
て
は
、
私
は
ふ
だ
ん
か
ら
住
民
の
人
に
対
し
て
こ
こ
は
水
の
つ
＜
所
は
大
体
わ
か
っ
て
い

る
ん
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
畳
を
い
つ
も
上
が
る
よ
う
に
し
て
お
き
な
さ
い
よ
と
か
、
あ
る
い
は
大
事
な
物
を
上
へ
上
げ
て
お
き
な
さ
い

よ
と
か
い
う
、
あ
ら
ゆ
る
宣
伝
を
利
用
し
、
ま
た
住
民
に
行
っ
て
話
を
し
、
ふ
だ
ん
か
ら
水
が
つ
い
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
の
心

構
え
と
い
う
も
の
を
早
急
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
あ
る
い
は
広
報
に
出
す
と
か
、
広
報
く
ら
い
で
は
い
け
ま
せ
ん
し
、
特
別
の
パ

ソ
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
る
と
か
何
と
か
し
て
ふ
だ
ん
か
ら
住
民
の
人
が
心
構
え
と
し
て
持
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
う

そ
の
次
に
、
教
育
の
こ
と
に
つ
い
て
若
干
私
は
自
分
の
意
見
を
述
ベ
・
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
と
申
し
ま
し
て
も
教
育
は
人
格
を
育
成
す
る
こ
と
ほ
ど
偉
大
な
る
仕
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
教
育
こ
そ
新
し
い
世
紀
の
生
命
で
あ

り
、
実
に
き
ょ
う
ほ
ど
教
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
。
い
ま
ま
で
の
教
育
の
こ
れ
は
全
部
挫
折
し
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
人
間
教
育
に
視
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
、
｀
こ
れ
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
人
間
と
し
て
い
か
に
あ
る
べ
き

か
、
こ
れ
が
き
ょ
う
の
教
育
の
最
大
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
教
育
の
挫
折
は
文
明
の
破
壊
で
あ
り
、
人
間
自
身
の
敗
北
に
つ
な

こ
こ
に
断
絶
と
い
う
現
代
の
迷
い
が
つ
い
て
お
り
ま
す
が
、
も
し
い
ま
真
実
の
人
間
蘇
生
が
な
け
れ
ば
や
が
て
取
り
返
し
の

つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
。
教
育
と
は
そ
れ
ほ
ど
深
＜
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
人
間
教
育
の
核
心

と
な
る
も
の
は
ま
ず
教
育
者
自
身
が
人
格
を
練
摩
し
て
成
長
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
青
少
年
と
向
か
い
合
っ
た
関
係
だ
け
で
は
な
く
、

と
も
に
成
長
し
て
未
来
を
考
え
て
い
く
の
が
教
育
が
実
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

，
そ
こ
で
、
社
会
教
育
に
重
点
を
置
き
意
見
を
述
ぺ
た
い
と
思
い
ま
す
。
＇

ま
ず
第
一
に
人
材
の
育
成
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
~
か
り
し
優
秀
な
人
、
ま
た
は
社
会
的
に
り
っ
ぱ
な
人
を
見
つ
け
て
応

一
方
に
は
多
く
の
人
々
を
教
育
、
有
意
義
な
人
材
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。
皆
様
も
承
知
と
思
い
ま
す
が
、

に
編
入
さ
れ
た
と
い
う
地
点
も
あ
り
ま
す
し
、

い
う
結
果
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
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0
金
森
；
正
君

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
教
育
の
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
・
ア
メ
リ
カ
の
自
由
思
想
家
工
マ
ー
ソ
ン
氏
は
、
「
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、

大
学
で
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
教
育
で
は
な
い
。
教
育
の
手
段
で
あ
る
。
」
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
、
そ
の
教
育
を
受
け
た
土

台
の
上
に
大
成
す
る
よ
う
に
も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
社
会
教
育
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

義
務
教
育
と
社
会
教
育
は
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
、
義
務
教
育
で
り
っ
ぱ
に
土
台
を
つ
く
っ
て
も
社
会
教
育
で
壊
し
て
い
く
と
い
う

よ
う
な
実
態
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
非
行
少
年
、
高
校
生
の
生
徒
ら
の
女
の
子
の
万
引
き
、
非
行
化
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
数

を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

行
政
に
も
大
き
く
こ
れ
は
ひ
び
い
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
、
ま
ず
公
民
館
の
あ
り
方
と
活
動
が
主
に
な
っ
て
く
る
と
私
は
思
う
の
で
す
。
要
す
る
に
地
域
別
に
そ
の
成
果
を

上
げ
る
こ
と
で
、

た
と
え
ば
水
沢
町
や
山
田
町
の
区
域
と
塩
浜
地
域
の
区
域
で
は
特
有
性
は
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
梅
は
梅
、
桜
は
桜
で

ご
ざ
い
ま
す
。
・
地
域
の
特
徴
を
と
ら
え
て
進
む
こ
と
が
最
も
大
事
で
あ
る
と
、
そ
の
た
め
公
民
館
の
個
別
の
活
動
と
な
っ
て
き
ま
す
。
私

は
、
四
十
九
年
六
月
の
議
会
に
お
い
て
、
こ
の
公
民
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
詳
し
く
意
見
を
述
べ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
3

そ
の
通
り
実

施
は
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
市
長
の
き
の
う
の
答
弁
と
、

ま
た
は
教
育
長
の
答
弁
を
聞
い
て
ま
す
と
、
あ
れ
で
は
社
会
教
育
が
後
退
し
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
。
市
長
の
説
明
で
い
く
と
五
年
、
十
年
、
十
年
ど
こ
ろ
か
二
十
年
も
先
に
な
り
ま
す
。
少
な
い
教
育
予
算
の
中
か
ら
公
民
館

を
も
と
ど
お
り
せ
い
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
酷
な
話
で
す
か
ら
、

て
こ
れ
は
や
れ
る
方
法
が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
、
私
は
そ
う
叫
ん
で
き
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
、
社
会
教
育
に
も
う
ち
ょ
っ
と
見
直
し
て

い
た
だ
い
て
、
前
向
き
の
姿
勢
に
な
っ
て
私
は
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
社
会
教
育
課
で
、
社
会
教
育
課
が
教
育
委
員
会
で
よ
う
や
ら
な

い
ん
な
ら
、
重
荷
な
ら
、
こ
れ
は
離
し
て
市
長
直
接
持
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
育
長
以
下
の
熱
意
の
問
題
で
す
。
私
は

実
現
で
き
る
か
で
き
ん
か
は
や
る
気
が
あ
る
か
な
い
か
の
問
題
な
ん
で
す
。
．
そ
れ
で
、
こ
れ
だ
け
声
を
大
に
し
て
言
わ
ん
な
ら
ん
の
は
r
`

こ
れ
は
教
育
は
市
政
に
も
こ
ん
だ
け
大
事
な
問
題
だ
か
ら
言
う
ん
で
す
。
こ
れ
だ
け
廃
退
し
て
し
ま
っ
た
、
行
政
成
果
も
上
が
っ
て
こ
な

い
と
い
う
面
に
も
社
会
教
育
の
大
き
な
責
任
が
私
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）

努
力
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
金
森
．
＂
正
君
登
壇
〕

金
森
正
君
゜ と

も
か
く
社
会
教
育
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う
に
な
る
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た

四
十
九
年
六
月
の
議
事
録
を
一
回
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
若
干
は
進
展
し
て
お

そ
の
と
き
に
、

四
十
九
年
に
私
は
あ
ん
ま
り
教
育
予
算
を
使
わ
な
く
し

ひ
と
つ
真
剣
に
取
り
組
ん
で
、
こ
の
社
会
教
育
に
対
し
て
カ

大
変
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
趣
旨
を
体
し
ま
し
て
最
善
の

そ
れ
で
は
通
告
の
手
順
に
従
い
ま
し
て
ご
質
問
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

'
こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
行
財
政
調
査
会
の
答
申
に
つ
い
て
ま
ず
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

当
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
す
で
に
昨
日
小
井
議
員
か
ら
お
尋
ね
も
ご
ざ
い
ま
し
た
？
し
た
が
い
ま
し
て
重
複
は
避
け
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
ロ
一
部
の
点
で
も
し
重
複
を
い
た
し
ま
し
た
ら
乎
に
ご
了
承
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
私
は
、
こ
の
ほ
ど
調
査
会
答
申
を
拝
見
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
内
容
的
に
は
今
後
の
自
治
体
行
政
の
あ
り
方
を
的
確
に
示
唆
し
た

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
大
い
に
期
待
で
き
る
内
容
か
と
承
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
理
事
者
側
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
回

じ
て
、
そ
の
基
調
を
い
か
ん
な
く
そ
し
ゃ
く
さ
れ
る
な
ど
一
志
四
で
意
欲
的
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

の
機
構
改
革
の
実
施
に
当
た
り
ま

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
へ
行
政
の
施
策
と
し
て
こ
れ
を
具
現
し

こ
の
目
で
確
か
め
ま
し
て
へ
し
そ
の
姿
勢
を
高
く
評
価
い
た

〔
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）
登
壇
〕

教
育
長
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-131- -130-



胃

思
い
ま
す
。

て
い
く
た
め
に
は
現
体
制
下
に
お
け
る
行
政
実
態
と
の
間
に
お
き
ま
し
て
少
な
く
な
い
隔
た
り
も
あ
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
て
、
今
後
の
行
政
に
十
分
吸
収
し
得
る
か
ど
う
か
は
疑
問
を
な
し
と
い
た
し
ま
せ
ん
し
、

し
た
が
い
ま

そ
の
目
標
達
成
は
か
な
り
厳
し
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
ふ
う
に
判
断
を
い
た
す
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
は
と
も
あ
れ
当
答
申
が
名
実
と
も
に
今
後
の
政
策
進
行
の
上
で
生
き
た
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
立
場
か
ら
、
行
政
担
当
者
は
も
と
よ
り
｀
一
般
市
民
の
間
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ
れ
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
啓
蒙
活
動
の
必
要
性
を
事
ほ
ど
さ
よ
う
に
痛
感
い
た
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
き
る
と
こ
ろ
は
市
民
が
こ
ぞ
っ
て

同
じ
土
壊
の
中
で
当
答
申
基
調
を
追
求
し
て
い
く
風
潮
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
し
、
万
が
一
従
来
の
感
覚
か
ら
脱
脚
で
き
な

け
れ
ば
新
し
い
行
政
の
掘
り
起
こ
し
は
も
と
よ
り
、
当
調
査
会
の
答
申
の
方
向
す
ら
具
体
化
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
う
ふ
う
に
思

う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
t

ー
一
に
そ
の
間
に
は
過
去
の
概
念
に
こ
だ
わ
ら
な
い
発
想
の
転
換
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
第
1

は
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
意
識
的
に
統
一
し
た
方
向
を
指
向
し
、
市
民
の
た
め
の
市
民
の
行
政
を
効
率
的
に
、

し
か
も

機
能
的
に
実
践
で
き
る
か
ど
う
か
。
第
二
は
、
住
民
要
求
に
対
し
て
必
要
性
、
効
果
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
基
く
指
導
と
対
応
を
確

実
に
実
践
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
第
三
は
、
対
自
治
会
と
の
連
携
を
よ
り
強
固
に
し
、
相
互
理
解
に
基
く
協
調
関
係
を
新
し
い
角
度
か
ら

創
造
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
第
四
は
、
政
策
面
で
緻
密
な
計
画
が
総
合
基
本
計
画
促
進
の
関
点
か
ら
創
造
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
前
々
回
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
現
状
の
後
追
い
行
政
か
ら
先
取
り
行
政
を
可
能
な
ら
し
め
る
体
制
が
つ
く
り
出
せ
る
の
か
ど

う
か
o・'
そ
の
た
め
の
人
的
強
化
を
質
的
に
ど
う
方
向
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
職
員
の
配
置
と
人
員
の
現
状
枠
と
の
関
係
を

ど
う
結
合
さ
せ
て
い
く
の
か
。
第
五
は
、
困
難
が
予
想
さ
れ
る
一
部
行
政
の
民
間
依
存
へ
の
対
応
を
具
体
的
に
ど
う
実
現
す
る
の
か
。
第

六
は
、
市
民
に
対
す
る
広
報
広
聴
活
動
の
補
強
を
ど
う
実
践
す
る
の
か
。
市
長
は
昨
日
の
答
弁
で
、
下
部
の
意
見
を
十
分
吸
収
し
て
い
き

た
い
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
行
政
を
担
当
す
る
一
人
一
人
が
相
当
の
覚
悟
と
決
意
で
こ
の
答
申
を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
名
実

と
も
に
新
し
い
観
点
か
ら
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
．
難
問
山
積
の
現
状
か
ら
容
易

で
な
い
今
後
の
対
応
を
考
え
る
と
き
、
お
互
い
の
創
意
工
夫
は
不
可
欠
と
判
断
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
反
面
、
厳
し
い
現
実
に
対
応
す

一
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
し
、
職
員
の
皆
様
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
同
等
の
意

る
姿
勢
と
理
念
は
い
ま
や
官
民
を
し
て

識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
心
構
え
と
努
力
、
さ
ら
に
は
そ
の
基
盤
づ
く
り
に
向
け
行
政
万
般
に
渡
る
積
極
的
な
対
応
を
強
く
求
め
た
い

で
な
い
分
野
と
で
は
必
然
的
に
感
覚
の
違
い

と
思
い
ま
す
。
現
実
の
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
住
民
の
矢
面
に
立
つ
行
政
分
野
と
そ
う

が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
理
論
の
み
に
走
り
が
ち
な
面
が
あ
る
や
に
思
い
ま
す
し
、
同
時
に
一
部
に
あ
っ

で
し
ょ
う
か
。
要
は
現
実
の
取
り

て
芽
生
え
て
は
い
な
い
．

つ
の
消
極
論
と
し

て
は
与
え
ら
れ
た
枠
内
で
処
し
て
い
こ
う
と
い
う
風
潮
が
一

組
み
が
最
善
に
し
て
最
高
の
も
の
と
な
り
得
る
よ
う
、
お
互
い
の
認
識
を
高
揚
し
て
ほ
し
い
こ
と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
に
あ
っ

て
を
今
回
の
答
申
基
調
の
中
か

く
手
立

く
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
そ
れ
ら
を
的
確
に
消
化
し
て
い

て
も
住
民
要
求
は
ま
す
ま
す
ふ
え
て
い

の
も
の
の
実
効
は
決
し
て
生
ま
れ
て
こ
な
い
と

ら
模
索
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
な
け
れ
ば
、
市
民
要
求
と
の
調
和
、
行
政
そ

す
が
、
第
一
点
は
、
市
長
み
ず
か
ら
当
答
申
に
対
し
ど
の
よ
う
に
受

以
上
申
し
上
げ
た
観
点
か
ら
市
長
に
お
伺
い
を
し
た
い
と
思
い
ま

き
と
の
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

で
あ
り
ま
す
。
昨
日
の
答
弁
で
も
市
長
か
ら
、
効
率
的
に
執
行
す
べ

け
取
め
ら
れ
て
い
る
か

う
か
。
さ
ら
に
、
一
般
市
民
へ
の

て
ど
の
よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
で
し
ょ

し
か
ら
ば
具
体
化
す
る
過
程
で
下
部
へ
の
お
ろ
し
方
に
つ
い

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
、
お
尋
ね
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
二
点
は
、
先
ほ
ど
も
申
し

啓
蒙
に
つ
い
て
も
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
い

い
て
具
体
的
に
ど
の

つ

ヘ
，
・
民
間
経
営
思
想
の
導
入
に

と
の
考
え
方
に
関
連
し
て

上
げ
ま
し
た
が
、
一
部
の
行
政
を
民
間
に
依
存
し
て
は
、

し

入
れ
ら
れ
て
久

そ
の
必
要
性
が
理
論
的
に
受
け

．ヽ

よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。
民
間
経
営
思
想
の
行
政
分
野
べ
の
導
入
は

ソ

ら
で
あ
り
ま
す
。
民
間
経
営
に
お
け
る
マ
ネ
ー
ジ
メ

い
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
な
お
ぞ
の
面
で
の
立
ち
お
く
れ
は
著
し
い
と
考
え
る
か

入
れ
ら
れ
る
必
要
を
痛
感
す
る
立
場
で
ご
指
摘
申
し
上
げ
た
い
と

っ
と
行
政
分
野
に
積
極
的
に
取
り

ト
の
技
術
や
そ
れ
の
持
つ
経
験
が
も
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お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。

以
上
を
も
っ
て
第
一
回
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

ま
す
。

思
い
ま
す
。
参
考
ま
で
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
分
野
と
持
ち
場
持
ち
場
に
お
け
る
一
定
の
責
任
体
制
確
立
、
行
政
そ
の

、
い
か
が
で
ご
ざ
い
ま

も
の
の
有
効
性
と
効
果
性
を
編
み
出
す
体
制
の
確
立
等
に
つ
い
て
考
え
得
る
内
容
は
多
々
あ
る
や
に
思
い
ま
す
が

し
ょ
う
か
。
第
三
点
は
、
た
と
え
ば
事
務
な
ど
の
総
点
検
に
対
す
る
基
本
認
識
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
現
状
か
ら
果
た
し
て
そ
の
こ
と

が
長
期
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
え
て
し
て
そ
の
場
限
り
に
な
っ
て
い
る
向
き
が
な
い
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
第
四
点
は
、
．
定
員
問
題
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
今
回
の
機
構
改
革
に
関
連
さ
せ

て
み
た
場
合
、
流
動
的
配
置
に
よ
っ
て
増
員
は
考
え
な
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
十
分
な
機
能
を
持
た
す
こ
と
が
可

能
か
ど
う
か
。
困
難
な
財
政
事
情
か
ら
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
時
代
の
対
処
を
し
っ
か
り
し
た

仕
組
み
の
中
で
確
立
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
い
か
が
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
第
五
点
は
、
行
政
．
効
果
の
チ
ェ

以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
市
長
の
基
本
見
解
を
承
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
、
大
変
抽
象
的
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
答
申
が

呈
示
さ
れ
た
ち
ょ
う
ど
軌
を
一
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
し
、
私
ど
も
な
り
に
こ
れ
を
理
解
し
、
具
体
的
実
践
を
模
策
す
る
こ
と
に
対
す
る

一
助
に
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
尋
ね
を
い
た
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
行
財
政
調
査
会
答
申
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
機
構
改
革
の
基
本
に
つ
い
て
少
し
く
お
尋
ね
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
ず
、
名
多
様
か
つ
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
行
政
需
要
に
こ
た
え
効
率
的
な
行
政
を
推
進
す
る
た
め
の
総
合
調
整
機
構
と
、
全
体
の
進

行
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
部
門
に
つ
い
て
そ
の
将
来
方
向
に
つ
い
て
基
本
的
な
お
考
え
を
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
体
育
振

興
、
社
会
教
育
活
動
の
充
実
な
ど
の
問
題
を
含
め
、
教
育
委
員
会
体
制
を
い
か
よ
う
に
お
考
え
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
簡
単
で
結
構
で

ご
ざ
い
ま
す
、
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、

四
日
市
の
機
械
金
属
工
業
団
地
の
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
昨
日
田
中
議
員
よ
り
詳
細

に
触
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
重
複
は
避
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
同
団
地
に
お
け
る
最
近
の
情
勢
は
き
わ
め
て
憂
慮
さ
れ
る
も
の
が

あ
る
や
に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

産
事
例
を
見
る
と
き
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

不
況
の
長
期
化
と
い
う
避
け
ら
れ
な
い
側
面
が
あ
る
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
事
業
の
効
率
化
と
近
代
化
を

願
い
肝
い
り
で
誕
生
さ
せ
た
同
団
地
の
生
い
立
ち
に
思
い
を
は
せ
る
と
き
、
行
政
側
の
指
導
が
い
ま
こ
そ
重
要
と
思
い
ま
す
。
最
近
の
倒

そ
の
背
景
が
全
く
常
道
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
す
で
に
起
こ
っ
た
事
例
は
事
例
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
起
こ
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
の
実
態
を
見
る
に
つ
け
、

行
政
を
し
て
そ
の
指
導
性
を
欠
い
た
き
ら
い
は
否
め
な
い
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
昨
日
、
市
長
並
び
に
担
当
部
長
か
ら
行
政
側
と
し
て
取

り
う
る
手
立
て
に
つ
い
て
前
向
き
な
見
解
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、
な
お
一
層
連
携
を
密
に
さ
れ
、
相
談
窓
口
等
の
拡
大
と
各
企
業
の
実
態

把
握
に
努
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
見
合
っ
た
的
確
な
指
導
を
お
願
い
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
財
政
調
査
会
の
答
申
を
受
け
ま
し
て
、
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
み
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
お
り
ま
し
て
、

行
政
の
範
囲
、
行
政
体
制
及
び
財
政
と
、
こ
の
三
つ
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
い
ず
れ
の
問
題
を
と
り
ま
し
て
も
今
日
き
わ
め
て

大
切
な
へ
自
治
体
に
と
っ
て
そ
の
将
来
の
使
命
を
制
す
る
大
切
な
問
題
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
ま
ず
私
は
、
こ
の
答
申
書
に
書

か
れ
て
お
る
こ
と
を
将
来
に
わ
た
っ
て
で
き
る
だ
け
実
現
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

ッ
ク
機
関
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
は

今
日
の
市
民
需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
へ
ま
ず
機
構
改
革
を
や
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
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にん
ぉ、
ぃ,_ー、
ての
行機
わ構
れ改
て革
おを
りや
まる
すに
よ当
うた
なり
能ーま
率し

推て
進は

の～
原当
則然
でそ
ごの
ざ機
い構
まの
す中
とに
か民
‘主
あ化
るの
い原
は則
計で
画ご
をざ
し•い

実ま
施す
をと
しか、、

そぁ
しる

てい
反は
省民
を間
す企
る業

ヽ

と
い
う
＞
わ
ゆ
る
経
営
管
理
機
能
の
サ
イ
ク
ル
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
と
か
、
さ
ら
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
の
問
題
で
あ
り
ま
す

と
か
、

い
ろ
い
ろ
原
則
的
に
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
事
項
が
こ
の
答
申
の
中
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
や

は
り
こ
の
答
申
書
の
主
旨
に
従
っ
て
今
日
の
市
民
需
要
に
ど
う
対
応
で
き
る
か
と
い
う
機
構
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
っ
た
つ
も
り
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
機
構
改
革
を
実
施
す
る
に
い
た
し
ま
し
て
は
、

参
事
の
手
元
で
ま
と
め
ま
し
て
、

す
で
に
各
部
課
の
中
で
十
分
討
論
を
し
て
、

ま
と
め
た
も
の
を
部
長
会
議
に
か
け
、

そ
れ
を
さ
ら
に
一
ヵ
所

さ
ら
に
そ
れ
を
三
役
会
議
に
か
け
て
下
か
ら
の
意
見
を
十
分
＜

み
上
げ
な
が
ら
機
構
改
革
に
当
た
っ
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
行
政
体
制
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
限
り
は
各
部
課

を
通
し
て
こ
の
答
申
の
主
旨
と
い
う
も
の
は
十
分
下
部
の
人
に
理
解
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
申
し

上
げ
て
差
し
つ
か
え
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
機
構
改
革
そ
の
も
の
が
一
般
の
市
民
の

方
々
に
ど
う
理
解
を
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
こ
の
際
は
大
き
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
機
構
改
革
を
い
た
し
ま
す
考
え
方

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
行
政
の
範
囲
を
ど
う
設
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
こ
こ
に
一
っ
大
変
な
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
広

聴
広
報
機
能
と
い
う
も
の
を
ど
う
し
て
も
強
化
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
や
は
り
今
日
答
申
を
受
け
て
も
、
こ
の
内
容
を
市
民
の
皆
様
に
ご

理
解
を
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
む
ず
か
し
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
し
た
の
で
、
私
は
や
は
り
、
広
聴
広
報
機
能
を
強
化
す
る

と
い
う
方
向
で
機
構
改
革
を
考
え
、
機
構
改
革
を
実
施
し
た
暁
に
お
い
て
、
こ
の
行
政
の
範
囲
に
つ
い
て
の
全
市
民
的
な
コ
ソ
セ
ン
サ
ス

を
得
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
に
向
か
っ
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

ま
し
た
よ
う
に
、
試
行
的
に
で
も
三
つ
な
い
し
四
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

i
づ
く
り
と
い
う
も
の
を
し
な
が
ら
、

こ
の
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
は
一
月
や
二
月
で
で
き
上
が
る
問
題
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
昨
日
の
ご
質
問
に
も
お
答
え
を
い
た
し

そ
の
中
で
こ
う
い
っ
た
問

題
を
十
分
市
民
の
皆
様
に
も
ご
討
論
を
い
た
だ
く
機
会
を
求
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日

の
非
常
に
多
様
化
し
て
い
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る
に
対
し
ま
し
て
は
、
た
だ
機
構
改
革
を
や
り
、
そ
の
考
え
方
が
こ
う
い
う
考
え
方
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
市
の
三
千
名
の
職
員
の
方
々
が
理
解
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
実
際
は
で
き
な
い
。
や
は
り
職
員
の
方
々
が
そ

の
気
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
私
は
前
へ
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
は
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

で
き
る
だ
け
や
は
り
責
任
の
あ
る
仕
事
、

あ
る
い
は
権
限
を
持
っ
た
仕
事
を
職
員
の
方
に
し
て
い
た
だ
く
、
こ
れ
が
仕
事
を
し

て
い
く
上
に
お
い
て
の
―
つ
の
励
み
に
な
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
た
め
の
権
限
委
譲
、
本
市
の
場
合
は
専
決
規
程

と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
在
の
専
決
規
程
の
内
容
を
見
ま
す
と
、

む
し
ろ
権
限
が
上
へ
上
へ
と
い

う
よ
う
に
逆
に
集
中
す
る
よ
う
な
形
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
で
は
仕
事
を
す
る
方
々
の
励
み
と
い
う
も
の
が
出
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
し
て
、
思
い
切
っ
た
権
限
委
譲
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
専
決
規
程
の
改
正
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
し
て
、
今
月
い
っ
ば
い
で
改
正
を
し
て
七
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
さ
し
た
い
と
い
う
つ
も
り
で
や
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
時

に
職
員
の
方
々
の
研
修
制
度
と
い
う
も
の
を
充
実
し
て
ま
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
格
の
陶
冶
と
同
時
に
仕
事
に
対
す
る
心
が
け

と
い
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
対
策
を
講
じ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
事
務
の
見
直
し
と
い
い
ま
す
か
総
合
調
整
を
ど
こ
で
行
う
の
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
長
公
室
に
企
画

調
整
課
と
い
う
も
の
を
設
け
ま
し
て
、
こ
こ
で
担
当
制
に
い
た
し
ま
し
て
流
動
的
な
人
の
活
用
方
法
を
考
え
、
同
時
に
各
部
に
ま
た
が
る

問
題
に
つ
い
て
の
調
整
を
こ
の
市
長
公
室
で
や
っ
て
も
ら
う
と
、
同
時
に
調
整
を
し
な
が
ら
各
全
体
の
予
算
の
進
行
管
理
を
や
る
と
、
あ

る
い
は
各
部
課
に
お
き
ま
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
課
を
決
め
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
お
け
る
予
算
の
進
行
管
理
を
十
分
や
っ
て

い
こ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
組
織
づ
く
り
を
い
た
し
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
、
あ
る
い
は
定
数
の
進
行
管
理

は
人
事
の
方
で
い
た
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
っ
た
定
数
の
進
行
管
理
、
あ
る
い
は
予
算
の
進
行
管
理
を
す
る
中
で
、
行
政
効
果
の
チ
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エ
ッ
ク
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
教
育
委
員
会
の
体
制
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
は
こ
れ
も
同
時
に
取
り
上
げ
た
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
日

先
ほ
ど
の
松
島
議
員
の
ご
質
問
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
社
会
教
育
の
重
要
性
、
あ
る
い
は
ま
た
市
民
保
健
の
重
要
性
、
保
健
体
育
の
振

興
と
い
う
こ
と
は
今
日
き
わ
め
て
大
き
な
市
民
の
ご
要
請
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
問
題
に
ど
う
対
応
を
し
て
い
く
か
と
、

機
構
改
革
を
い
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
っ
た
面
に
つ
い
て
の
一
っ
の
案
を
ま
と
め
あ
げ
て
、
ま
た
ご
相
談
を
申
し
上
げ
た
い
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

産
業
部
長
。

〔
産
業
部
長
（
斎
藤
久
美
君
）
登
壇
〕

あ

る
い
は
青
少
年
の
健
全
育
成
の
問
題
等
々
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会
の
機
構
に
つ
い
て
は
も

う
少
し
検
討
を
要
す
る
、
あ
わ
て
て
拙
速
主
義
を
と
っ
て
は
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
し
た
の
で
、
青
少
年
課

を
教
育
委
員
会
の
方
に
持
っ
て
い
っ
た
だ
け
で
現
状
に
と
ど
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
っ
て
お
り
ま

せ
ん
で
、
・
今
後
教
育
委
員
会
の
組
織
に
つ
い
て
は
来
年
の
三
月
ま
で
に
、
社
会
教
育
の
あ
り
方
等
も
十
分
検
討
を
し
た
上
で
ま
た
新
た
な
し

な
お
財
政
の
問
題
に
つ
い
て
は
昨
日
も
ご
議
論
が
出
だ
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
答
申
書
で
は
非
，
常
に
た
く
さ
ん
の
問
題

提
起
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
提
起
を
さ
れ
た
問
題
を
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
ー
つ
の
案
を
ま
と
め
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
今
日
の
組
織
で
の
担
当
部
課
で
先
生
を
中
心
に
検
討
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
結
論
を
得
た
上
で
改
正
に
乗

り
出
し
た
い
。
こ
れ
も
非
常
に
時
間
を
か
け
て
と
い
う
こ
と
で
は
ぐ
あ
い
が
悪
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
そ
う

か
よ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
の

0
産
業
部
長
（
斎
藤
久
美
君
）

り
ま
す
が
、
行
政
側
の
指
導
が
足
り
な
か
っ
た
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
ご
指
摘
で
ご
ざ
い
ま
す
。
確
か
に
い
ろ
い
ろ
昨
日
も
市
長
が

鉄
工
団
地
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
昨
日
も
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
て
市
長
か
ら
答
弁
を
申
し
上
げ
て
お

申
し
上
げ
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
下
の
情
勢
を
踏
ま
え
ま
し
て
今
後
と
も
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
昭
和
四
十
二
年
こ
ろ
ま
で
の
鉄
工
団
地
の
経
営
実
態
と
、

そ
れ
か
ら
昭
和
四
十
八
年
以
降
の
経
営
実
態
、
確
か
に

変
動
が
大
き
く
出
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。
現
状
の
よ
う
な
形
で
推
移
を
し
て
き
て
お
る
の
は
、
昨
日
も
ご
答
弁
を
市
長
か
ら
申
し
上
げ

た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
経
済
情
勢
の
中
で
の
変
動
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
素
に
―
つ
な
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
は
事
実
だ
と
思
い

ま
す
が
、

そ
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
私
ど
も
の
組
合
事
務
局
と
の
接
触
な
り
、

あ
る
い
は
体
制
の
中
で
の
多
少
の
欠
陥
も
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
理
解
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
最
近
の
情
勢
下
に
お
き
ま
し
て
は
各
企
業
と
も
大
変
な
ご
努
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
企
業
の
中
に
も
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
技
術
開
発
あ
る
い
は
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
、
あ
る
い
は
知
識

集
約
、
合
理
化
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
大
変
に
ご
努
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
己
の
蓄
積
力
を
高
め
る
た
め
に

経
済
情
勢
の
変
化
に
耐
え
得
る
よ
う
な
企
業
体
質
の
確
立
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、

と
考
え
て
ま
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
企
業
自
身
も
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
態
で
は
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
の
構
造
的
な
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
だ
け
に
さ
ら
に
生
産
性

の
向
上
を
図
る
た
め
の
組
合
事
業
の
い
わ
ゆ
る
共
同
化
、
協
業
化
、
さ
ら
に
集
団
化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
も
っ
と
も
っ
と
効
果
的
な

考
え
方
を
も
っ
て
対
処
を
し
て
ま
い
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
い
ま
要
求
さ
れ
る
も
の
は
、
組
合
員

の
団
結
に
よ
る
協
力
体
制
の
確
立
と
事
務
局
の
い
わ
ゆ
る
運
営
組
織
体
制
の
明
確
化
、
さ
ら
に
す
ぐ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
問
題
が
必
要

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
企
業
の
経
営
者
と
も
ど
も
経
営
姿
勢
な
り
と
の
問
題
に
つ
い

て
は
十
分
懇
談
を
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。
た
だ
私
ど
も
が
各
企
業
に
対
し
ま
し
て
全
部
が
全
部
チ
ェ

ッ
ク
を
企
業
を
し
て
い
く
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
の
で
、

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
は
事
務
局
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め
た
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可
'

に
市
民
の
好
む
、
●
、
あ
る
い
は
望
む
ュ
ニ
ー
ク
な
活
動
、
＿
斬
新
な
活
動
と
い
う
も
の
が
掘
り
起
こ
さ
れ
て
き
た
の
か
ど
う
か
。
こ
れ
を
機
会

に
や
る
ん
だ
と
い
う
そ
の
考
え
方
は
全
く
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
も
過
去
の
経
緯
に
な
ら
う
と
き
に
一
抹
の
不
安
が
あ
る

よ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
相
対
的
な
人
員
は
ふ
や
さ
な
い
と
い
う
考
え
方
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
•
も
ち
ろ
ん
流
動
的
に
配
置
す
る

と
~
い
う
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
相
当
無
理
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
、
思
い
切
っ
た
へ
．
少
し
思
い
切
り
過
ぎ
た
な
と
い

4ブ

感
じ
の
と
こ
ろ
で
ま
と
め
て
い
た
だ
い
て
も
私
は
い
い
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
と
き
が
ま
い
り
ま
じ
た
と
き
に
具
体
的
に
ま
た
議
論

"
•
ふ
・
：
ふ
図
・
-

0
,
 

し
た
い
い
ど
思
い
ま
す
が
、
私
ど
も
と
し
て
の
意
見
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
．

も
う
少
し
慎
重
に
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

(
“
．
そ
れ
か
ら
、
ー
教
育
委
員
会
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は

う
の
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
場
合
に
少
し
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

ど
う
も
．
一
般
行
政
と
教
育
委
員
会
行
政
と
い

れ
が
何
で
あ
る
か
は
ご
し
ん
し
ゃ
く
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
住
民
サ
イ
ド
の
側
に
立
っ
た
物
の
発
想
と
い
う
も
の
が

問
ら
が
で
い
・
・
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
民
間
経
営
思
想
に
つ
い
て
は
ち
ょ
っ
と
触
れ
ら
れ
て
い
た
だ
か
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
～
先
ご
ろ
市
町
村
の
診
断
カ
ル
テ
あ

た
り
で
も
、

答
弁
な
か
っ
た
の
は
、

か
さ
ご
に
思
5
ま
す
b

}

尽
き
る
と
こ
ろ
政
策
そ
の
も
の
に
は
行
政
指
導
型
と
い
う
も
の
を
い
か
に
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
よ
う
と
思
い
ま

す
。
●
従
来
の
住
民
サ
イ
ド
の
指
導
と
い
う
の
も
か
な
り
強
か
‘
・
っ
た
よ
う
に
思
う
ん
で
す
が
、
今
後
は
取
捨
選
択
、
効
率
的
に
と
い
う
こ
と

．
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
行
政
そ
の
も
の
の
指
導
と
い
う
も
の
を
、
や
は
り
前
面
に
出
し
て
い
く
、

．
い
ぅ
こ
と
を
ぜ
ひ
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
じ
、
合
わ
せ
て
、
J

こ
の
答
申
の
案
i

の
、
中
に
も
呈
示
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
べ
．
だ
｀
ど
え
ば
守
る
義
務
c

あ
る
い
は
守
る
選
択
と
い
う
市
民
生
活
に
対
す
る
施
策
の
幾
う
か
が
記
載
ざ
れ
‘
]
な
お
か
つ
す
で
に
そ
の

市
の
職
員
の
中
が
ら
こ
う
あ
る
ぺ
き
だ
ど
い
う
呈
示
さ
れ
た
内
容
も
網
羅
さ
れ
て
お
る
お
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
変
参
考
に
な
る
内
容

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
、
先
ほ
ど
の
市
長
の
お
考
え
を
踏
ま
え
て
．

s
'
•こ
の
一
っ
・
1
，
つ
が
ぜ
び
具
体
的
に
実
践
ざ
れ
て
．
い
く
こ
と
を
ぜ
ひ
期
待

ん
で
す
が
、

民
間
経
営
思
想
の
導
入
に
つ
い
て
は
重
要
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
議
論
が
ご
ざ
い
ま
す
。
＇
こ
う
い
っ
た
意
味
で
ご

こ
れ
か
ら
検
討
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
．
＇
十
分
そ
の
辺
を
含
め
て
ご
検
討
を
い
た
だ
き
た
い
、

た
だ
、
、
い
ま
ま
で
の
何
て
言
い
ま
す
か
、

そ
の
こ
と
が
大
変
重
要
じ
ゃ
な
い
か
と

歴
史
と
言
い
ま
す
か
流
れ
と
い
う
も
の
に
目
を
転
じ
た
場
合
に
、

し
か
ら
ば
本
当

先
ほ
ど
市
長
か
ら
具
体
的
に
ご
説
明
が
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

や
は
り
私
ど
も
は
そ
の
目
指
す
方
向
を
是
と
し
て
お
る
わ
け
な

｀
 

｀
 

•. 
¥-

-
た
だ

機
構
改
革
に
関
連
を
い
た
す
と
思
い
ま
す
が
、

総
合
調
整
機
能
、

機
構
の
問
題
に
つ
い
て
は
再
三
ご
論
議
も
あ
り
ま
し
た
し
、

持
だ
せ
る
、
．
．
｀
．
昨
日
来
の
ご
答
弁
に
尽
き
て
お
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
．
指
示
を
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
と
い
i

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
の
辺
に
つ
い
て
は
理
解
を
い
た
し
ま
す
し
、

同
時
に
職
員
の
皆
さ
ん
方
に
対
す
る
対
応
に
幅
を

が
ぷ
う
に
承
？
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
膨
大
な
内
容
を
消
化
し
て
い
く
過
程
で
は
相
互
理
解
、
お
互
い
の
理
解
の
中
か

0
金
森
？
一
正
君
]
―
ご
親
切
な
ご
答
弁
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
の
言
い
た
い
内
容
に
つ
い
て
は
大
体
つ
か
ん
で
い
4

た
だ
い
た
と
い

・
〔
，
金
森
べ
．
正
君
登
壇
〕

0
議
長
：
（
大
谷
喜
正
君
）
．

金
森
正
君
゜

.
9
.
，
 ＇ 

．
令

い
ま
ず
。
以
上
。

、
プ
と
い
う
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
も
組
合
事
務
局
と
の
調
整
を
と
り
な
が
ら
、
，
積
極
的
な
態
度
で
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思

つ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
経
営
診
断
、
金
融
、
さ
ら
に
ロ
ー

ご
ざ
い
ま
ず
？
今
後
も
実
態
の
把
握
な
り
積
極
的
な
指
導
体
制
と
い
う
こ
と
に
い

診
断
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す

q
早
い
時
期
に
各
企
業
の
経
営
指
導
を
行
え
る
よ
う
に
診
断
を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
こ
と
で

で
、
特
に
こ
ち
ら
か
ら
要
請
を
い
た
し
ま
し
て
経
営

て
、
バ
事
務
局
を
通
じ
ま
し
て
個
別
の
経
営
診
断
の
指
標
を
出
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と

い
と
い
が
こ
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
日
も
市
長
が
お
答
え
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
へ
ぃ
現
在
は
鉄
工
団
地
内
の
各
社
に
対
し
ま
し

=-141 -
-140-
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内
容
の
勉
強
に
終
わ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

し
か
し

テ
ィ
ー
と
い
う
言
葉
は
い
ま
全
国
に
大
流
行
で
、

至
る
と
こ
ろ
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
騒
が
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
｀

語
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
何
か
と
い
う
議
論
が
詰
め
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ヘ
の
行
き
過
ぎ
た
期
待
、

そ
ん
な
現
象
が
見
ら
れ
る
u

」
そ
し
て
も
う
一
冊
の
本
も
ほ
と
ん
ど
同
様
な
ニ
ュ
ア
ソ
ス
の
表
現
で
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ

一
体
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
も
の
は
現
存
す
る
も
の
な
の
か
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
さ
さ
か
怪
し
い
、
実
際
に
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
」
こ
れ
が
二
つ
の
本
の
冒
頭
の
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
が
理
解
で
き
た
よ
う
な
一
夜
づ
け
の
貧
弱
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
ー
の
基
本
と
な
る
近
隣
社
会
と
い
う
も
の
の
現
実
は
、
あ
る

い
は
こ
れ
ら
冒
頭
の
一
部
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
の
も
の
か
と
も
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
し
そ
ぅ
だ
と
す
れ
ば
日
本
だ
け

い
た
の
が
印
象
的
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

―
つ
の
本
は
こ
う
い
う
書
き
出
し
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
す
っ
か
り
流
行

最
初
の
質
問
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
関
連
し
て
と
い
う
ク
イ
ト
ル
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
は
市
長
の
市
政
担
当
に
当
た
っ
て
の
基
調
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、

は
川
口
議
員
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ソ
ク
ー
に
つ
い
て
大
変
有
効
な
質
問
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
、
大
変
不
勉
強

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
知
識
は
そ
の
単
語
の
持
つ
意
味
程
度
で
、
内
容
的
に
ほ
と
ん
ど
知
る
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
近
ご
ろ
お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
幾
つ
か
の
文
献
を
あ
さ
っ
て
み
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
変
に
む
ず
か
し
い
議
論
や
そ

の
紹
介
に
は
接
し
ま
し
た
が
、
結
論
め
い
た
も
の
は
ど
の
本
に
も
な
か
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
3

そ
れ
ら
の
本
は
、

を
地
域
共
同
体
と
か
地
域
社
会
と
か
、

さ
ら
に
は
地
域
連
帯
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
流
儀
で
訳
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

に
は
事
ほ
ど
さ
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
そ
れ
は
ふ
る
さ
と
づ
く
り
で
あ
り
、
人
に
よ

な
い
し
は
そ
の
形
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
あ
る
人
に
と
っ
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
名
の
施

っ
て
は
市
民
参
加
の
足
が
か
り
、

設
づ
く
り
が
テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
四
年
九
月
、
国
民
生
活
審
議
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
答
申

書
の
サ
プ
ク
イ
ト
ル
は
、

「
生
活
の
場
に
お
け
る
人
間
性
の
回
復
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
立
場
に
よ
っ
て
と

ら
え
方
、
認
識
の
仕
方
が
ま
る
で
違
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
結
論
め
い
た
も
の
が
ど
の
本
に
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

た
だ
こ
れ
ら
の
本
に
、
全
く
同
じ
よ
う
な
文
脈
で
こ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

0
小
川
四
郎
君
通
告
の
順
に
従
い
ま
し
て
質
問
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
小
川
四
郎
君
登
壇
〕

小
川
四
郎
君
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。
十
五
分
。

と
思
い
ま
す
。

あ
る
い
は
子
供
の
健
全
育
成
と
い
う
意
味
で
の
発
想
、

し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

金
属
工
業
団
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
大
変
ご
苦
労
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
論
議
が
花
盛

午
前
十
一
時
二
十
七
分
再
開

午
前
十
一
時
十
一
分
休
憩

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ち
ょ
っ
と
前
後
し
て
申
し
訳
な
い
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
教
育
問
題
、
、
あ
る
い
は

教
育
委
員
会
の
体
制
の
問
題
に
か
か
わ
り
合
い
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
資
料
を
見
る
限
り
に
お
き
ま
し
て
は
、
教
育
問
題
、

そ
う
い
っ
た
問
題
が
あ
ま
り
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い

い
ま
す
。
そ
ぅ
い
う
面
も
主
観
と
し
て
持
っ
て
お
る
こ
と
を
一
っ
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ぜ
ひ
前
向
き
な
取
り
組
み
を
要
請
申
し
上
げ
た
い

ひ
と
つ
今
後
と
も
ご
努
力
を
賜
り
た
い
、
か
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
変
雑
駁
に
な
り
ま
し
た
が
、
以
上
で
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
昨
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

-143- -142....,.. 
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い
の
―
つ
の
具
体
的
な
証
左
と
し
て
受
け
取
め
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
な
く
世
界
じ
ゅ
う
の
ほ
と
ん
ど
の
国
が
ら
喪
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
日
本
に
取
り
戻
し
、

四
日
市
に
回
復
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
間
に
も
近
隣
社
会
関
係
を
喪
失
さ
せ
る
よ
う
な
社
会
的
な
基
調
は
、
ど
ん
ど
ん
と
進
ん

で
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
む
ず
か
し
い
こ
と
は
と
も
か
く
と
い
た
し
ま
し
て
、
私
た
ち
の
周
囲
を
取
り
巻
く
ご
く
現
象
的
な
こ
と
だ

け
を
見
て
も
わ
か
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
早
い
話
が
｀
昔
子
供
は
家
で
育
ち
、
老
人
は
縁
側
で
び
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
な
が
ら
孫
と
遊
び
、

あ
る
い
は
付
近
の
老
人
た
ち
と
世
間
話
を
し
な
が
ら
情
報
を
取
り
交
わ
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
・
今
日
で
は
女
性
の
大
量
の
職
場
進

出
で
子
供
は
一
日
の
大
部
分
を
保
育
園
や
幼
稚
園
で
過
ご
し
、
核
家
族
化
の
進
展
に
つ
れ
て
老
人
は
老
人
ホ
ー
ム
と
い
う
隔
絶
さ
れ
た
場

所
で
余
生
を
送
る
と
い
う
世
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
井
戸
端
会
議
は
な
く
な
り
、
風
呂
屋
で
の
裸
の
付
き
合
い
も
だ
ん
だ
ん
と
ざ
め
＇

て
き
て
お
り
ま
ず
。
し
か
し
、
老
人
ホ
ー
ム
、
保
育
園
も
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
社
会
と
か
、

人
々
の
生
活
の
範
囲
を
形
づ
く
り
、
ま
た
町
の
人
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
広
場
で
あ
っ
た
道
路
は
い
ま
で
は
地
域
を
遮
断
す
る
存
在

で
し
か
な
い
の
で
ご
ざ
．
い
ま
す
。
そ
し
て
、
経
済
の
成
長
は
た
と
え
低
速
と
な
り
、
あ
る
い
は
減
速
成
長
と
は
な
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
も

働
く
機
会
と
場
所
は
ふ
え
て
い
く
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
働
く
人
を
ふ
や
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

民
を
少
な
く
し
、
定
時
制
市
民
を
拡
大
し
て
い
く
は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
れ
や
こ
れ
や
考
え
て
み
ま
す
と
、
と
に
か
く
昔
の
集
落
ゃ
町

や
地
域
や
長
屋
に
あ
｀
っ
た
人
の
ふ
れ
合
ぅ
機
会
や
場
所
が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
勢
い
で
次
々
に
失
わ
れ
、
定
時
制
市
民
は
ふ
ぇ

る
・
・
一
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
•
そ
れ
が
日
本
の
、
．
世
界
の
大
勢
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
復
活
さ
せ
よ
う
、
｀
よ
み
が
え
ら

せ
よ
う
と
い
う
こ
と
、
'
-
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
四
日
市
に
コ
ミ
ェ
ニ
テ
ィ
ー
を
、
温
か
い
地
域
社

会
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
‘
確
か
に
市
民
の
間
に
も
そ
う
い
う
こ
と
へ
の
願
望
や
、
大
き
い
期
待
が
あ

る
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
る
県
の
あ
る
団
地
に
ご
み
の
集
積
場
を
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
で
き
ち
ん
と
整
備
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
主

婦
た
ち
の
か
っ
こ
う
の
集
ま
り
場
所
と
な
り
、

た
ち
ま
ち
に
し
て
ゴ
ミ
ュ
・
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
か
ご
み
端
会
議
だ
と
か
い
っ
た
言
葉
が
生

ま
れ
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
多
分
に
宜
伝
も
入
っ
て
い
る
話
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
り
そ
う
な
話
で
も
あ
り
、
素
直
に
市
民
の
願

昨
日
市
長
は
川
口
議
員
の
質
問
に
答
え
ら
れ
ま
し
て
、
近
ご
ろ
の
社
会
は
共
同
体
意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
、
連
帯
感
意
識
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
申
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
大
賛
成
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
て
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
つ
く

っ
て
い
こ
う
と
す
る
の
か
、
そ
れ
が
聞
き
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
9

頭
脳
明
晰
な
市
長
に
も
ま
だ
こ
れ
と
い
っ
た
具
体
案
は
固
ま
っ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
市
長
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
デ
ッ
サ
ン
で
も
あ
れ
ば
お
示
し
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
C

そ
の

お
話
を
お
聞
き
し
た
後
、
さ
ら
に
二
、
三
、
次
元
の
低
い
話
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
再
質
問
で
お
尋
ね
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

次
に
、
二
番
目
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
楠
町
と
共
同
の
屎
尿
処
理
施
設
計
画
、
正
式
に
は
何
と
い
う
名
称
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

-
｀
応
そ
う
い
う
ふ
う
に
名
づ
け
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
計
画
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
は
就
任
直
後
の
所
信
表
明
で
屎
尿
処
理
施
設
の
整
備
拡
張
を
重
要
施
策
の
一
っ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市

長
が
常
日
ご
ろ
そ
の
実
現
を
強
＜
標
榜
さ
れ
て
お
り
ま
す
総
合
計
画
も
、
こ
の
こ
と
を
き
わ
め
て
具
体
的
な
計
画
と
し
て
組
み
込
ん
で
お

り
ま
す
。
．
＇
こ
う
い
・
鼻
っ
た
屎
尿
処
理
施
設
の
重
視
と
い
う
考
え
方
に
立
ち
ま
し
て
、

か
な
り
以
前
に
楠
町
と
の
共
同
処
理
施
設
計
画
が
生
ま

れ、
9

両
当
事
者
の
間
に
長
い
時
間
を
か
け
て
具
体
化
に
つ
い
て
の
折
衝
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
話
、
新
聞
の
見

出
し
は
「
広
域
化
住
民
反
発
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
．．
 
、
こ
破
算
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
＇
楠
町
単
独

で
建
設
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
長
の
所
信
に
と
り
ま
し
て
も
、
四
日
市
の
総
合
計
画
に
と
り

ま
し
て
も
取
り
よ
？
に
よ
っ
て
は
大
き
な
嵯
鉄
で
あ
り
そ
ご
で
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
来
な
ら
先
方
か
ら
出
さ
れ
た

諸
条
件
を
も
お
伺
い
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
．．
 
，
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
と
差
し
さ
わ
り
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
を
問
う
つ

つ
ま
り
全
日
制
市

一145- 111い
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了

し
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

＂
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

て
し
ま
っ
た
も
の
な
の
か
ど
う
な
の
か
。
ど
う
も
伺
う
ま
で
も
な
く
そ
う
い
う
こ
と
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば

い
つ
ま
で
も
海
洋
投
棄
に
ば
か
り
依
存
で
き
る
こ
と
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
早
急
に
新
し
い
屎
尿
処
理
施
設
計
画
の
再
建
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

め
の
作
業
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
点
も
お
伺
・
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
回
目
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

コ
ミ
．
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
各
専
門
の
学
者
先
生
に
よ
り
ま
す
と
、

体
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

の
学
者
に
共
通
を
し
た
―
つ
の
概
念
規
定
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
な
か
見
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
今
日
の
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

や
は
り
私
は
一
定
の
地
域
に
住
居
を
構
え
て
お
ら
れ
る
方
々
が
、
そ
こ
で
共
通
の
靱
帯
と
い
い
ま
す
か
、
生
活
を
し
て
い
く
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
要
求
、
欲
求
、

で
き
得
る
範
囲
で
経
過
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
話
は
も
う
完
全
に
途
切
れ

た
だ
い
ま
現
在
ど
ん
な
構
想
と
視
野
と
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
再
建
計
画
策
定
の
た

い
ま
お
話
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
と
い
っ
た
す
べ
て

そ
れ
ら
を
お
互
い
同
士
の
関
連
の
中
で
充
足
を
さ
し
て
い
っ
て
お
る
と
、

ー
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
い
ま
理
解
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
最
近
の
社
会
の
変
革
は
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
だ

ん
だ
ん
に
一
一
定
の
地
域
の
範
囲
内
に
住
ん
で
お
る
方
々
同
士
の
連
帯
性
と
い
い
ま
す
か
、
あ
る
い
は
共
同
性
と
い
い
ま
す
か
、

た
も
の
が
薄
れ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
個
人
個
人
が
自
分
の
み
の
利
益
を
追
求
す
る
と
い
う
よ
う
な
社
会
に
な
り
か
ね
な
い
状
況
が
現
出
を

一
方
で
、
、
そ
う
い
う
こ
と
に
対
す
る
反
省
と
い
う
も
の
は
や
は
り
賢
明
な
市
民
の
方

々
み
ず
か
ら
打
ち
出
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
て
、
そ
れ
が
最
近
に
お
き
ま
し
て
は
地
域
ス
ボ
ー
ツ
の
振
興
で
ご
ざ
い
ま
す
と
か
、

子
供
さ
ん
を
中
心
に
し
た
親
御
さ
ん
方
々
の
共
同
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
る
と
、
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
四
日
市
市
内
に
お
き
ま
し

て
も
、
各
地
域
に
お
き
ま
し
て
非
常
に
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

学
校
教
育
、

ま
し
て
、

あ
る
い
は
学
校
か
ら
帰
っ
．
た
後
の
子
供
た
ち
の
教
育
と
い
う
も
の
も
、
家
庭
の
中
だ
け
と
い
う
こ
と
で
は
不
十
分
で
ご
ざ
い

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
地
域
の
方
々
が
地
域
の
子
供
を
集
め
て
、

そ
う
い
う
社
会
が
私
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

そ
う
い
っ

あ
る
い
は

や
は
り
子
供
の
教
育
一
っ
と
っ
て
み
ま
し
て
も
、

そ
こ
で
―
つ
の
教
育
を
行
っ
て
お
み
え
に
な
る
と
、
こ

う
い
う
よ
う
な
実
態
を
考
え
ま
す
と
ど
う
し
て
も
た
と
え
ば
四
日
市
市
の
―
つ
の
地
区
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
羽
津
な
ら
羽
津
の
地
区
で
は

子
供
を
教
育
し
て
い
く
上
に
お
い
て
こ
う
い
う
こ
と
が
や
り
た
い
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
み
ず
か
ら
の
発
想
に

よ
る
社
会
づ
く
り
と
い
う
も
の
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
市
民
の
方
々
の
み
ず
か

ら
の
発
想
と
い
う
も
の
を
重
要
視
し
て
、

そ
の
地
域
を
よ
く
し
て
い
く
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
対
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
な
ら
ば
そ
こ
で
―
つ
り
っ
ぱ
な
地
域
社
会
と
い
う
も
の
が
で
き
て
く
る
し
、
そ
の
地
域
社
会
と
い
う
も
の
が
民
主
主
義
を

育
て
て
い
く
大
き
な
―
つ
の
ゆ
え
ん
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
。
そ
こ
で
、
市
役
所
と
し
て
一
体
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で

ま
ず
皆
さ
ん
が
そ
こ
へ
寄
り
集
ま
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
相
談
を
す
る
場
が
ほ
し
い
、
あ
る
い
は

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

や
は
り
、

そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
と
い
う
も
の
を
実
施
し
て
い
く
と
、
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
料
理
教
室
で
あ
れ
、

最
も
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、

そ
う
い

っ
た
よ
う
な
こ
と
が
地
域
の
方
々
が
寄
り
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
す
る
場
所
が
で
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
地
域
社
会
づ
く
り
に
と
っ
て

そ
う
い
っ
た
意
味
で
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
と
い
う
も
の
を
当
市

に
お
い
て
は
取
り
上
げ
て
、
す
で
に
何
ケ
所
か
実
施
を
し
て
ま
い
っ
て
お
る
Q

し
か
し
、
そ
れ
が
年
に
一
遍
一
ケ
所
ず
つ
や
っ
て
お
っ
た

ん
で
は
、
先
ほ
ど
、
松
島
議
員
の
ご
質
問
に
も
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
非
常
に
長
い
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
や
は
り
、
こ
れ
は
何
ら

か
の
意
味
で
も
う
少
し
急
い
で
、
早
く
各
地
区
に
そ
う
い
う
も
の
が
整
備
を
さ
れ
て
い
け
ば
、
地
域
社
会
づ
く
り
と
い
う
も
の
も
も
っ
と

お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

市
長
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
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〒

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

小
川
四
郎
君
゜

も
っ
と
促
進
を
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、

き
る
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、

け
れ
ど
も
、

や
は
り
、
地
域
社
会
づ
く
り
を
や
っ
て
い
く
、
推
進
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
四
日
市
市
全
体
の
生
活
環
境
を
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
く
大
き
な
て
こ
に
な
る
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
さ
よ
う
に
考
え
て
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
＼

お
互
い
人
々
の
心
の
触
れ
合
い
と
い
う
も
の
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
て
、
い
い
社
会
づ
く
り
が
で

か
よ
う
に
私
は
考
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

・
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

題
が
一
っ
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
日
四
日
市
で
は
ま
ず
そ
う
い
っ
た
方
向
で
努
力
を
し
て
ま
い
る
。
次
の
段

階
で
そ
う
い
っ
た
努
力
の
中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
反
省
も
生
ま
れ
て
く
る
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
し
、
あ
る
い
は
ご
意
見
と
い
う
も
の
も
生
ま

れ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
次
の
段
階
で
さ
ら
に
そ
れ
を
一
歩
進
め
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
努
力
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
い
社
会
が
で
き
る
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
理
解
を
い

ズ
楠
町
と
の
屎
尿
処
理
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
環
境
部
長
の
方
か
ら
お
答
え
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
，
＇

〇
環
境
部
長
・
（
矢
田
三
郎
君
）

楠
町
と
の
共
同
に
よ
る
屎
尿
処
理
施
設
の
建
設
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ー
こ
の
施
設
の
計
画
に
当
た
り

ま
し
て
は
広
域
的
、
．
あ
る
い
は
経
済
的
な
見
地
か
ら
計
画
を
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
特
に
、
施
設
用
地
の
選
定
に
つ
き
ま
し
て
．

は
当
初
楠
町
の
方
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
て
9

．
用
地
買
収
に
つ
い
て
の
地
元
の
折
衝
に
つ
い
て
は
一
切
楠
町
に
委
任
を
す
る
と
い
う
形

を
と
っ
て
今
日
ま
で
進
め
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
初
は
楠
町
の
吉
崎
地
内
に
予
定
を
い
た
し
て
お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
〗
こ
の
吉
崎
町
の
住
民
の
方
々
か
ら
強
い
反
対
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
や
む
を
え
ず
こ
の
時
点
で
は
改
め
て
楠
町
に
お
い
て
J

．
楠
町
当

で
ご
ざ
い
ま

う
こ
と
に
お
願
い
を
し
て
、
次
に
小
倉
地
内
に
お
願
い
を
し
た
わ
け

局
に
お
い
て
別
途
用
地
を
選
定
を
し
て
い
た
だ
く
と
い

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
＇
そ
の
後
も
住
民
等
の
い
ろ
い
ろ
の
折

す
。
パ
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
楠
町
自
体
が
小
倉
地
内
を
選
定
し
て
い
た
だ
い
た
わ
け

衝
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直
接
四
日
市
市
が
前
面
に
出
ず
楠
町
に
一
任
を
い
た
し
て
今
日
ま
で
経
過
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
に
入

り
ま
し
て
楠
町
か
ら
、
共
同
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
取
り
止
め
を
い
た
し
た
い
と
い
う
申
し
入
れ
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
ら
に
つ
き
ま

ヽ

し

て

は

環
境
部
長
。

い
ろ
い
ろ
む
ず
か
し
い
問
題
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
範
囲
を
ど
う
い
．
う
範
囲
で
と
る
か
と
い
う
む
ず
か
し
い
問

い
わ
ゆ
る
建
設
に
伴
う
楠
町
自
体
の
要
求
、
あ
る
い
は
そ
の
建
設
用
地
の
町
民
自
体
の
要
求
も
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
と
思
っ
た
わ

け
で
す
が
、
ー
．
楠
町
の
町
民
の
方
々
の
具
体
的
な
要
求
と
い
う
も
の
は
交
渉
の
経
過
で
楠
町
に
一
任
を
い
た
し
て
お
る
関
係
上
つ
ま
び
ら
か

で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
．
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
口
楠
町
当
局
と
し
ま
し
て
は
建
設
を
取
り
止
め
た
い
と
、
そ
の
背
景
の
1

つ

と
し
ま
し
て
は
｀
・
楠
町
自
体
の
現
在
の
既
設
の
施
設
が
か
な
り
老
朽
化
し
て
お
っ
．
て
、
、
す
で
に
い
ろ
い
ろ
と
付
近
の
住
民
の
方
々
に
迷
惑

を
か
け
て
お
る
と
、
早
急
に
こ
れ
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
条
件
も
背
景
と
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
＇
こ
う
し
た
楠
町
の
申
し
出
に
対
し
て
や
む
を
え
ず
了
承
を
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

・
、
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
下
水
道
等
の
進
捗
状
況
•
あ
る
い
は
浄
化
槽
の
設
置
状
況
等
も
含
め
ま
し
て
、

改
め
で
屎
尿
処
理
施
設
の
建
設
計
画
を
見
直
す
と
い
う
こ
と
で
、
で
き
う
れ
ば
本
年
度
内
に
一
応
基
本
計
画
を
設
定
い
た
し
ま
し
て
、
当

初
楠
町
と
の
計
画
で
は
百
三
十
キ
ロ
リ
ッ
タ
ー
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
等
か
ら
い
き
ま
す
と
、
さ
ら
に
見
直

し
て
将
来
計
画
も
含
め
て
改
め
て
議
会
の
方
に
建
設
計
画
案
を
提
案
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
お
示
し
を
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
．

い

2
環
境
部
長
（
矢
田
三
郎
君
）
登
壇
〕

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

、'，：
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次
に
、

い
ま
す
。

問
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＼
〔
小
川
四
郎
君
登
壇
＇
〕

0
小
川
四
郎
君
二
点
ほ
ど
再
質
問
さ
し
て
い
た
だ
き
、
あ
と
幾
つ
か
要
望
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
地
域
社
会
づ
く
り
、

そ
の
つ
く
り
方
と
い
い
ま
す
か
、
デ
ッ
サ
ソ
で
も
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
む
ず
か
し

い
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

た
だ
い
ま
の
ご
答
弁
、
，
デ
ッ
サ
ソ
で
は
な
し
に
あ
る
い
は
画
心
と
い
う
よ
う
な
も
の
か
と
も
思
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
画
オ
が
な
け
れ
ば
画
心
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
市
長
の
画
オ
に
期
待
を
い
た
し
ま
し
て
、

今
後
り
っ
ぱ
な
絵
を
描
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
が
、

何
事
に
つ
け
ま
し
て
も
基
礎
デ
ー
タ
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
の
市
民
意
識
調
査
で
初
め
て
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

、
の
設
問
が
試
み
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
設
問
の
数
も
仕
方
も
率
直
に
言
っ
て
貧
弱
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
名

古
屋
工
大
の
服
部
教
室
で
あ
り
ま
す
と
か
、
三
重
大
の
久
慈
教
室
が
か
な
り
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
両

教
室
と
も
四
日
市
の
市
民
を
対
象
に
い
た
し
ま
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
意
識
調
査
を
や
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
も
、
両
教
授
と
も
地
域
問
題
調
査
会
の
委
員
を
お
願
い
し
て
い
る
先
生
方
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
‘
ご
如
オ
な
く
市
当
局
は
両
教
室
へ
の

積
極
的
で
専
門
的
な
ア
プ
ロ

J

チ
を
お
考
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
の
事
情
を
ひ
と
つ
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
施
設
に
関
連
し
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
も
市
長
か
ら
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
日
川

口
議
員
か
ら
も
こ
の
種
の
問
題
に
つ
い
て
の
ご
提
言
が
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
必
要
な
施
設
を
お
つ
く
り
に
な
る
こ
と
は
大
変

結
構
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
も
こ
う
い
っ
た
施
設
に
限
ら
ず
役
所
の
す
る
仕
事
や
つ
く
る
物
に
は
役
所
的
な
立
場
や
役
所
の
机

の
上
で
の
設
計
な
り
建
設
が
進
め
ら
れ
過
ぎ
る
、
そ
う
い
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
人
四

日
市
市
に
限
っ
た
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
．
日
本
じ
ゅ
う
で
よ
く
聞
く
声
で
ご
ざ
い
ま
す
。
近
ご
ろ
、
た
だ
い
ま
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し

っ
て
い
き
た
い
と
い
う
お
話
、
ま
こ
と
に

く
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
急
ピ
ッ
チ
で
つ
く

た
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
地
域
市
民
セ
ソ
ク
ー
が
つ

あ
り
が
た
い
お
話
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
た
、
先
ほ
ど
教
育
長
の
方
か
ら
地
域
社
会
に
密
着
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
お

．
 

話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
私
、
二
、
三
見
て
ま
い
り
ま
し
て
、
ど
う
も
何
か
規
格
版
的
な
味
気
の
な
い
建
物
で
あ
る
と
い
っ
た
気
が
し
て

た
と
え
ば
そ
の
建
物
を
見
た
ら
、
あ
あ
こ
こ
は
河

な
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
欲
を
言
え
ば
そ
の
地
域
の
シ
ゾ
ポ
ル
に
な
る
よ
う
な
、

原
田
だ
、
三
重
だ
と
、

た
ら
、

な
い
、

そ
う
い
っ
た
感
覚
の
わ
く
デ
ザ
イ
ソ
や
機
能
を
持
っ
た
も
の
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
ぜ
い
た
く
だ
と
し

確
か
に
そ
こ
ま
で
望
む
の
は
こ
れ
は
ぜ
い
た
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
夢
の
よ
う
な
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

少
し
地
域
の
人
に
気
安
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
手
だ
て
は
な
い
も
ん
だ
ろ
う
か
、

幾
つ
か
の
地
域
市
民
セ
ソ
ク
ー
の
利
用
状
況
を
調
べ
て
み
ま
じ
た
が
、
t

先
ほ
ど
の
教
育
長
の
ご
説
明
で
は
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ど
う
も
私
の
調
べ
方
が
悪
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
利
用
し
て
い
る
の
は
ご
＜
限
ら
れ
た
人
や
団
体
に
す
ぎ

そ
ん
な
感
じ
を
受
け
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
全
日
制
市
民
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
あ
る
い
は

管
理
の
仕
方
に
も
問
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
ん
な
気
が
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
の
多
く
の
人
に
施
設
に
対
す
る
な
じ
み
が
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と
も
一
っ

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
、
た
と
え
ば
設
計
の
段
階
か
ら
ご
く
限
ら
れ
た
特

定
の
人
に
だ
け
説
明
し
た
り
意
見
を
聞
く
と
い
ぅ
だ
け
で
ば
な
し
に
、
幅
広
く
地
域
の
各
界
、

い
っ
た
こ
と
、
そ
う
い
っ
た
手
だ
て
は
ど
う
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
？
老
若
男
女
、

よ
り
多
く
の
方
の
知
恵
を
集
め
る
と
、
．
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
ど
、

各
層
の
人
の
意
見
や
知
恵
を
吸
収
す
る
と

全
日
制
、

定
時
制
、

す
べ
て
の
市
民
を
含
め
て

こ
う
い
う
ふ
う
に
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
か
も
う

そ
う
い
う
こ

と
を
や
り
ま
し
て
も
機
能
的
に
い
ま
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
が
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

と
思
い
ま
す
し
、
い
ま
よ
り
は
多
少
と
も
施
設
に
対
し
て
地
域
の
人
の
関
心
や
な
じ
み
や
親
し
み
が
出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

先
ご
ろ

し
か
し
、
こ
れ
以
上
な
い

P

R
に
も
な
ろ
う
か

そ
れ
は

一
、
二
大
変
次
元
の
低
い
問
題
で
恐
縮
で
す
が
再
質
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
は
、
現
在
で
は
す
べ
て
模
索
の
段
階
で
ご
ざ
い
ま
す
。
、
一

た
と
え
ば
そ
の
領
域
に
つ
い
て
は
な
る
ほ
ど
小
学
校
区
と
い
っ
た
考
え
方
が
支
配
的
で
は
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
そ
れ
と
て
定

籠
的
に
認
識
さ
れ
た
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
向
こ
う
三
軒
両
隣
り
的
範
囲
を
考
え
る
学
説
も
あ
れ
ば
、
郵
便
ボ
ス
ト
．
を
中
心

に
し
た
範
囲
だ
と
か
中
学
校
区
だ
と
か
、
あ
る
い
は
領
域
の
仕
切
り
の
仕
方
が
問
題
な
ん
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
考
え
方
が
あ
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
組
織
を
横
割
り
と
い
う
行
政
に
置
き
か
え
て
考
え
る
と
い
う
よ
う
な
お
話
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
．
縦
割

り
と
い
う
組
織
原
理
も
一
方
で
は
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
を
ど
う
調
和
さ
せ
て
い
く
か
、
こ
う
い
っ
た
問
題
は
ま
だ
長
い

試
行
錯
誤
の
時
問
を
必
要
と
す
る
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
が
こ
こ
で
要
望
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
そ
う
い
っ
た
次
元
の
高

い
問
題
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
＇
し
か
し
、
最
低
限
ぜ
ひ
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
期
課
長
候
補
、

そ
ん
な
言
葉
を
使
っ
た
ら
誤
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
感
じ
の
経
験
だ
と
か
キ
ャ
リ
ア
の
人
を
出
張
所
長
の
も
と
に

配
置
し
て
コ
ミ
ュ
・
ニ
テ
ィ
ー
担
当
に
し
た
ら
と
い
う
提
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。
担
当
の
仕
事
を
細
か
く
は
指
摘
で
き
な
い
の
が
残
念
で
も
あ

り
恐
縮
で
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
感
じ
の
仕
事
を
専
門
的
に
担
当
さ
せ
た
ら
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
C

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

＜
り
は
市
長
1

人
が
き
ば
っ
て
も
で
き
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
．
行
政
の
総
力
を
挙
げ
て
や
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
こ
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
こ
と
は
対
住
民
と
か
、
対
地
域
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
か
の
面
で
は
新
し
い
局
面
を
開
拓
す
る
仕
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
同
時
に
直
接
か
問
接
か
、
大
か
小
か
は
別
と
い
た
し
ま
し
て
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
て
お
り
ま
す
行
政
の
仕
組
み
と
か
秩
序
と

か
、
価
値
観
の
修
正
に
も
か
か
わ
り
あ
い
の
あ
る
ご
と
だ
と
思
う
の
．
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
辺
で
、
職
員
と
地
域
社
会
、
あ
る
い
は
職
員

と
住
民
と
の
接
触
の
機
会
を
ふ
や
し
、
コ
、
｝
ヽ
ュ
ニ
テ
ィ

9ー
的
な
感
覚
、
あ
る
い
は
地
域
的
な
感
覚
を
次
第
の
四
日
市
の
行
政
を
担
当
す
る

よ
う
な
人
だ
ち
に
、
は
だ
で
習
得
さ
せ
る
、
そ
ん
な
機
会
を
ど
し
ど
し
持
た
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
広
聴
機
能
強

化
、
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
だ
そ
う
い
A

沈
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同
じ
地
域
に
も
無
数
の
無
差
別
の
、
し
か
も
中
に
は
相
反
す

か
し
、
訓
覇
議
員
ご
自
身
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
と
お
り
、

.
，
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
要
望
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
も
市
長
の
お
話
に
触
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

ー
だ
と
か
、
地
区
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
か
盛
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
参
加
し
た
人
の
感
想
を
求
め
ま
す
と
、
，
異
口
同
音
に
よ
か
っ
た
と

い
う
よ
う
な
評
判
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
ボ
ー
ツ
の
後
の
爽
快
な
気
分
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
知
ら
な
い
人
を
知
っ
た
、
知
ら
な

い
人
と
話
を
し
た
と
い
う
喜
び
が
よ
り
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
第
一
歩
で

あ
り
、
長
続
き
さ
せ
た
い
行
事
で
あ
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
初
め
、
•
こ
う
い
っ
た
行
事
に
つ
い
て
の
市
の
対
応
と
い
う
よ
う
な
も

の
で
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
ご
答
弁
に
あ
り
ま
し
た
と
お
り
教
育
委
員
会
の
組
織
と
も
関
連
す
る
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
行
事
を
長
続
き
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
委
員
会
の
組
織
づ
く
り
に
も
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
要
望
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
問
題
、
出
張
所
と
か
人
事
に
関
連
し
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
要
望
と
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
、
ニ
テ
ィ
ー
・

と
い
う
も
の
を
行
政
で
考
え
ま
す
と
き
ま
ず
突
き
当
た
る
問
題
は
、
そ
の
領
域
と
、
先
ほ
ど
の
お
話
に
も
出
ま
し
た
が
、
．
市
の
対
応
の
仕

方
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
き
に
訓
覇
議
員
が
ご
同
慶
の
深
い
ご
発
言
や
ご
提
言
を
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
・
・
し

マ
．．
 
マ
さ
ん
バ
レ

ま
ず
間
違
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
．
こ
う
い
ぅ
ふ
ぅ
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
る
い
は
極
端
な
話
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

1
ー
は
市
民
参
加
だ
と
、
そ
う
い
う
話
な
り
結
論
を
さ
れ
る
向
き
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
当
否
は
別
と
い
だ
し
ま
し
て
、

で
ご
ざ
い
ま
す
。
代
表
的
な
例
が
選
挙
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
コ
ミ

参

画

意

識

を

持

た

せ

る

ご

と

は

何

事

に

つ

け

て

も

必

要

な

こ

と

ュ

ニ

テ

｝

一

ュ

づ

く

り

の

間

違

い

の

な

い

つ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
コ
一
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
か
ら
、
．
こ
れ
は
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ーl

ヽ

ィ
ー
は
参
画
意
識
か
ら
｀
コ
ミ

の
側
面
だ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
施
設
を
つ
く
る
こ
と
、
大
変
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
つ
く
る
な
ら
利
用
さ
れ
、
喜
ば

れ
、
愛
さ
れ
る
も
の
を
つ
く
り
上
げ
た
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
施
設
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
ん
な
手
だ
て
を
お
考
え
で
ご
ざ
い
ま
，

し
ょ
う
か
。
お
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ー

-153- =152-



胃口＇

〔
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

る
意
見
や
苦
情
ゃ
要
望
や
、

地
域
の
中
に
も
ま
た
小
さ
な
工
ゴ
も
あ
り
ま
す
P

そ
う
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
現
状
で
ご
ざ
い
ま

す
。
．
そ
れ
を
ど
う
受
け
取
め
、
ど
う
選
択
し
、
ど
う
方
向
づ
け
る
か
。
そ
れ
に
は
金
の
計
算
感
覚
だ
け
で
は
な
し
に
コ
ミ
ュ
ニ
デ
ィ

r的

な
セ
ソ
ス
、
地
域
的
な
感
覚
が
必
要
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
を
交
通
整
理
す
る
才
能
も
必
要
で
ご
ざ
い

ま
し
ょ
う
し
、
そ
う
い
っ
た
才
能
を
養
成
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ご
ろ
何
人
が
の
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ー
に
つ
い
て
の
話
を
し
て
み
ま
し
た
が
、
さ
あ
ね
と
い
っ
た
感
じ
の
首
の
か
し
げ
方
を
す
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
無
理

こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
市
長
の
言
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
心
配
、

こ
れ
は
ひ
と
つ
要
望
と
し
て
お
き
た
い
と
思
い

危
惧
の
上
に
立
っ
て
の
発
想
で
ご
ざ
い
ま
す
。
杞
憂
で
あ
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

•
以
上
で
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
市
長
公
室
長
。

〔
市
長
公
室
長
（
六
田
猶
裕
君
）
登
壇
〕

0
市
長
公
室
長
．
（
六
田
猶
裕
君
）
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ソ
タ
ー
づ
く
り
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
市
民
の
意
識
調
査
、
そ
の
名
古

‘̀ 

屋
工
大
の
服
部
教
授
の
調
査
並
び
に
三
重
大
学
の
調
査
と
ど
の
よ
う
に
提
携
し
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
ご
質
問
か
と
お

聞
き
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
ま
で
四
日
市
市
が
調
否
ヤ
ご
て
ま
い
り
ま
し
た
毎
年
の
市
政
ア
ソ
ケ
ー
ト
調
査
、
こ
れ
以
外
に
こ
の

名
古
屋
工
業
大
学
の
服
部
教
授
の
教
室
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
自
治
会
長
を
対
象
と
い
た
し
ま
し
て
、
会
長
に
よ
る
自
治
会
の
考
え

一
方
、
三
重
大
の
こ
れ
は
久
慈
教
室
の
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ

方
を
ま
と
め
た
と
い
う
よ
う
な
調
査
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
類
型
別
を
行
い
ま
し

ス
シ
ー
ト
を
用
い
ま
し
‘
て

は
四
日
市
全
域
を
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
別
と
い
い
ま
す
か
ペ
ー

て
、
そ
れ
の
調
査
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
両
方
と
に
お
き
ま
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
せ
ん
だ
っ
て
も
そ
れ
の
調
査
結
果
報
告
会
が
持
た
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
こ
の
行
政
調
査
委
員
会

の
中
に
お
き
ま
し
て
は
そ
の
調
査
、
並
び
に
各
出
張
所
長
等
を
通
じ
ま
し
て
、
各
地
域
に
お
け
る
問
題
点
、
こ
う
い
う
問
願
百
岱
か
提
起
さ

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
点
を
合
わ
せ
て
総
合
的
に
こ
の
地
域
問
題
の
答
申
を
得
べ
く
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
、
こ
う
い
う
考

え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
れ
ら
の
基
礎
調
査
と
し
て
の
基
礎
資
料
と
し
て
の
一
っ
が
、
い
ま
ご
質
問
ご
ざ
い
ま
し
た

て
お
り
ま
す
し
、
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
地
域
住
民
の
意
識
状
態
、

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に
相
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
本
市
の
地
域
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
き
わ
め
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

そ
れ
か
ら
活
動
状
態
、
そ
れ
か
ら
強
く
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
公
共

的
施
設
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
想
の
推
進
に
積
極
的
に
こ
れ
の
利
用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
な
お
つ
け
加
え
ま
す
な
ら
ば
、
こ
の
調
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
全
部
資
料
と
し
て
印
刷
し
お
手
元
に
も
お
届
け
し
た
い
と
、
•

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
し
て
お
り
ま
す
。
ご
質
問
の
意
識
調
査
に
つ
い
て
は
、
以
上
で
ご
ざ
い
ま
オ
。

い
ま
の
市
民
セ
ソ
ク
ー
の
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
総
務
の
方
か
ら
お
答
え
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ま
す
。

総
務
部
長
。

0
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
ご
提
案
の
中
で
、
地
域
市
民
セ
ソ
タ
ー
を
今
後
と
も
整
備
し
て
い
く
段
階
で
、
設
計
の
段

階
か
ら
地
域
住
民
の
各
界
各
層
の
知
恵
を
集
約
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
と
い
う
ご
趣
旨
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
在
四
日
市
に
あ
り

ま
す
二
十
二
の
出
張
所
、
こ
れ
を
根
幹
と
し
て
今
後
セ
ソ
タ
ー
化
を
し
て
い
く
と
い
う
方
向
づ
け
を
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

す
で
に
昭
和
四
十
一
年
以
来
五
十
二
年
度
の
保
々
を
含
め
ま
し
て
八
つ
の
出
張
所
が
鉄
筋
化
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ

の
内
で
早
く
か
ら
で
き
て
お
り
ま
す
富
田
、
あ
る
い
は
県
、
桜
等
に
つ
き
ま
し
て
は
当
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
り
ま
し
て
、

、
屎
尿
処
理
施
設
、
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

“̀ 
ヽ

い
ま
の
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胃`
け

0
堀
｝
一
新
兵
衛
君
通
告
に
従
い
ま
し
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

＇`・:・

.

.
-
〔
．
堀
・
新
兵
衛
君
登
壇
〕

堀
新
兵
衛
君
゜

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午
後
零
時
八
．
分
休
憩

ン
ケ
ー
小
調
査
等
を
基
礎
に
し
た
地
域
市
民
セ
ソ
ク
ー
の
施
設
的
な
あ
り
方
、
．
さ
ら
に
そ
の
組
織
管
理
運
営
の
方
法
な
ど
、

新
し
．
い
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
と
い
う
考
え
方
に
は
十
分
に
な
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
が
へ
四
十
七
年
に
内
部
の
出
張
所
が
建
設
省
の
工
事

の
関
係
で
建
て
か
え
の
段
階
か
ら
現
在
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
す
方
向
へ
の
1

つ
の
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
へ
そ
の
段
階
で
い
ろ
い

ろ
な
討
議
が
さ
れ
、
続
い
て
四
十
九
、
五
十
へ
．
五
十
一
と
三
重
、
•
河
原
田
、
下
野
と
い
う
ふ
う
に
整
備
を
し
て
い
く
段
階
か
ら
庁
内
的
に

，
は
総
務
課
、
．
．
あ
る
い
は
管
財
課
、
あ
る
い
は
市
民
課
、
そ
れ
と
教
育
委
員
会
の
担
当
、
．
そ
れ
に
現
地
の
出
張
所
等
も
加
わ
り
ま
し
て
協
議

を
：
て
，
J

も
ち
ろ
ん
建
築
課
が
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
私
が
承
知
し
て
お
る
の
で
は
地
区
の
関

係
の
方
冷
も
大
変
そ
う
い
っ
た
段
階
で
は
熱
心
に
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
た
れ
て
、
出
張
所
長
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
い
ろ
ん
な
意
見
が

伝
え
ら
れ
て
、
設
計
の
過
程
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

上
げ
て
お
り
ま
す
昨
年
来
実
施
し
て
お
り
ま
す
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
に
も
、
．
特
に
住
民
の
望
む
施
設
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
あ
る
い

は
現
在
あ
る
施
設
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
受
け
取
め
方
、
利
用
に
つ
い
て
の
意
欲
、

今
後
の
整
備
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
セ
ン
タ
ー
の
方
が
数
が
多
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
分
に
も
こ
う
い
っ
た
情
勢
で
非
常
に
経
費
も

多
く
か
か
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
用
地
と
合
わ
せ
て
整
備
の
数
が
非
常
に
限
定
を
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
9

4

十
二
分
の
施
設
と
い

う
こ
と
に
は
と
う
て
い
ま
い
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ご
趣
旨
の
方
向
に
沿
っ
て
、
地
域
問
題
調
査
会
の
中
で
も
先
ほ
ど
の
ア

め
て
い
く
段
階
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
趣
旨
の
方
向
に
沿
う
よ
う
に
努
力
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
｀

.
]
-
｀
こ
斎
場
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

l

と
、
そ
の
一
い
と
し
ま
し
て
、
霊
柩
車
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
他
市
と
比
較
し
て
四
日
市
は
非
常
に
値
段
が
高
い
と
い
う
話
を
市
民
か
ら

多
く
聞
ぐ
の
で
、
そ
の
実
態
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
確
か
に
非
常
に
高
い
の
が
実
情
で
す
〇
鈴
鹿
市
で
は
、
市
内
は
.
―
回
三
千
八
百
円
。
：
.

松
阪
市
で
は
一
パ
回
四
千
円
。
伊
勢
市
で
は
市
内
十
キ
ロ
ま
で
三
千
円
、
i

―
キ
ロ
増
す
ご
と
に
百
円
加
算
と
い
う
よ
う
に
な
っ
-
て
い
ま
す
。
し

四
日
市
の
．
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
＋
キ
ロ
ま
で
新
型
料
金
で
一
万
一
千
百
円
、
旧
型
料
金
で
八
千
百
円
、
こ
れ
は

対
象
地
域
と
し
ま
し
て
、

旧
市
内
、
常
磐
、
・
南
日
永
、
橋
北
、
．
海
蔵
、
東
坂
部
。
十
キ
ロ
か
ら
二
十
キ
ロ
ま
で
が
新
型
料
金
で
一
万
二
千

七
百
円
、
．
旧
型
料
金
が
九
千
七
百
円
、
対
象
地
域
と
し
ま
し
て
、
川
島
、
桜
、
神
前
、
笹
川
、
釆
女
、
羽
津
、
塩
浜
、
河
原
田
。
二
十
一

キ
ロ
か
ら
三
十
キ
ロ
ま
で
新
型
料
金
一
万
五
千
円
へ
旧
型
料
金
一
万
ヱ
千
円
、
対
象
地
域
と
し
ま
し
て
、
富
田
、
査
富
洲
へ
小
山
田
、
大
矢

知
、
．
八
郷
、
下
野
、
保
々
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
三
十
「
キ
ロ
か
ら
四
十
キ
ロ
ま
で
新
型
料
金
一
万
七
千
三
百
円
、
＂
旧
型
料
金
．
一

万
四
千
―
―
ー
百
円
へ
対
象
地
域
、
•
水
沢
、
．
保
々
の
西
村
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

午
後
一
時
二
十
一
分
再
開

ぃ
料
金
の
算
出
方
法
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
口
車
庫
か
ら
目
的
地
斎
場
ま
で
の
総
距
離
数
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
（

一
概
に
、
霊

柩
車
の
質
に
も
よ
り
ま
ナ
し
、
値
段
ば
か
り
で
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ハ
他
市
と
比
べ
て
三
倍
か
ら
四
倍
は
ち
ょ
っ
と
ひ
ど
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
四
日
市
は
、
：
な
ぜ
市
営
で
や
れ
な
い
の
で
し
H
＿
う
か
。
市
営
で
や
れ
な
け
れ
ば
＼
民
間
で
も
や
む
を
得
な
い
で

す
が
へ
こ
の
差
額
を
全
部
市
民
に
負
担
を
か
け
て
い
る
よ
う
な
姿
勢
で
は
、
福
祉
都
市
四
日
市
の
意
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

f :• 
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い
よ
い
よ
詰

い
ま
市
長
公
室
長
が
ご
説
明
申
し

そ
う
い
っ
た
こ
と
の
内
容
を
入
れ
て
お
り
ま
し
て
、

―̀.:;;;..157-
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9|a
日

せ
願
い
た
い
。

す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
市
長
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
斎
場
会
館
的
な
も
の
を
建
設
し
て
い
た

二
と
し
ま
し
て
、
斎
場
の
職
員
が
遺
族
の
方
か
ら
祝
儀
を
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
ご
出
席
の
皆
様
は
、

の
だ
と
信
じ
て
お
る
わ
け
で
す
が
、

三
と
し
ま
し
て
、
現
在
、
大
谷
墓
地
公
園
に
は
三
千
基
以
上
の
お
墓
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
族
が
命
日
に
は
墓
参
り
を
す
る
の
で
あ

る
が
、
雨
が
降
り
出
し
て
も
一
服
、

え
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
聞
い
て
み
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
公
金
と
し
て
市
の
方
へ
入
っ
て
い
る
も

そ
の
点
に
つ
い
て
収
入
役
に
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

雨
や
ど
り
す
る
場
所
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
母
子
福
祉
会
の
方
々
が
奉
仕
的
に
売
店
を
開
い
て
み

お
客
が
二
、
三
名
し
か
入
れ
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、
墓
参
に
来
ら
れ
た
人
々
の
た
め
に
も
、
市
民
福
祉
施
設
と

し
て
何
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
大
谷
墓
地
公
園
の
当
然
敷
地
内
と
み
な
さ
れ
る
所
に
、
一
業
者
が
営
業
墓
地
と
し
て
斎
場
売
店
、

い
る
と
聞
く
が
、
こ
れ
は
当
然
市
で
計
画
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
斎
場
に
は
十
基
の
焼
却
施
設
が
あ
り
、
火
葬
場
の

職
員
の
要
望
に
よ
り
日
曜
日
が
休
み
の
よ
う
で
あ
る
が
、

入
れ
ず
外
で
立
っ
て
待
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
が
、

で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
、

し
て
も
、

百
八
十
円
。

そ
こ
で
私
は
、
今
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
踏
ま
え
、

お
休
み
場
所
を
計
画
し
て

そ
の
た
め
に
月
曜
日
に
は
死
亡
者
が
多
く
、
混
雑
し
て
関
係
者
は
待
合
室
に
も

そ
れ
ぞ
れ
バ
ス
で
親
類
の
者
が
最
後
の
お
別
れ
に
来
る
の
に
、
こ
の
よ
う
な
状
態

だ
き
た
い
と
お
願
い
す
る
も
の
で
す
が
、
市
長
に
そ
の
意
思
は
あ
る
の
か
ど
う
か
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
防
犯
外
灯
の
助
成
の
問
題
で
す
が
、
最
近
四
日
市
各
地
区
に
お
い
て
防
犯
外
灯
新
設
の
要
望
が
非
常
に
ふ
え
て
い
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
各
地
区
の
防
犯
対
策
か
ら
見
て
も
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
で
は
一
灯
に
対
し
て
、
新
設
の

場
合
で
二
千
五
百
円
、
年
間
の
電
灯
料
の
七

0
％
の
助
成
を
市
か
ら
受
け
、
後
は
自
治
会
で
負
担
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
市
と
し
ま

五
十
一
年
度
に
新
設
費
七
百
六
十
六
灯
、
百
九
十
万
二
千
四
百
六
十
円
、
電
灯
料
一
万
二
百
六
十
三
灯
、

一
千
五
百
八
十
万
五

五
十
二
年
度
と
し
ま
し
て
新
設
費
八
百
灯
分
二
百
万
、
電
灯
料
と
し
ま
し
て
一
千
七
百
五
十
二
万
と
多
額
の
予
算
を
つ
け
て

い
る
わ
け
で
す
が
~
自
治
会
の
会
計
と
し
ま
し
て
も
外
灯
の
予
算
が
非
常
に
ふ
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
外
灯
を
新
設
す
れ
ば
、
一
灯

当
た
り
新
設
費
が
七
千
五
百
円
か
ら
一
万
円
ぐ
ら
い
か
か
り
、
五
千
円
か
ら
七
千
五
百
円
く
ら
い
は
地
元
で
負
担
す
る
わ
け
で
す
が
、
電

灯
料
の
助
成
と
同
じ
よ
う
に
市
で
基
準
を
決
め
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
何
％
助
成
と
い
う
方
法
は
で
き
な
い
も
の
か
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
他
市
に
お
い
て
は
全
額
市
負
担
と
い
う
と
こ
ろ
が
相
当
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
で
や
る
も
の
な
の
か
自
治
会
で
や
る
も
の
な
の

、
県
道
、
市

か
、
そ
の
見
解
を
総
務
部
長
よ
り
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
現
在
、
地
元
で
負
担
し
て
い
る
外
灯
の
中
に
は

道
の
道
路
照
明
的
な
も
の
が
相
当
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
で
は
防
犯
外
灯
と
道
路
照
明
の
区
別
は
ど
こ
で
つ
け
て
い
る
の
か
、
お
聞
か

次
に
、
消
防
の
強
化
に
移
り
ま
す
。
こ
の
前
の
私
の
質
問
の
中
で
、
職
員
の
増
員
を
お
願
い
し
た
わ
け
で
す
が
、
五
十
二
年
度
三
名
の

職
員
を
増
員
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
加
藤
新
市
長
が
消
防
の
強
化
に
ご
努
力
願
っ
て
い
る
姿
だ
と
、
消
防
に
関
係
し
て
い
る

も
の
は
非
常
に
喜
ん
で
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
だ
が
、
一
年
だ
け
の
増
員
じ
ゃ
な
く
、
こ
れ
か

ら
も
定
期
的
に
増
員
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
月
の
全
員
協
議
会
で
、
消
防
本
部
の
西
側
の
土
地
九
百
九
十
四
平
米
を
買
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
わ
れ

わ
れ
消
防
に
関
係
し
て
い
る
者
と
い
た
じ
ま
し
て
は
、
一
日
も
早
く
消
防
本
部
を
建
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
に
お

い
て
、
そ
の
お
考
え
が
あ
る
の
か
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す

東
海
沖
地
震
が
近
く
来
る
ん
で
は
な
い
か
と
話
題
に
な
り
、
各
市
と
も
地
震
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
特
に
、
静
岡

県
各
市
に
お
い
て
は
、
五
十
二
年
度
予
算
の
中
で
多
額
の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
例
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
浜
松
市
で
は

防
火
水
槽
百
立
方
二
十
個
、
四
十
立
方
の
六
十
個
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
ニ
十
七
台
。
静
岡
市
で
は
防
火
水
槽
百
立
方
の
三
十
個
、
四
十
立
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方
の
二
十
五
個
、
小
型
動
カ
ポ
ソ
プ
四
＋
台
°
清
水
市
で
は
防
火
水
槽
百
立
方
の
八
個
、
四
十
立
方
の
―
-
]
＋
個
、
小
型
動
カ
ボ
ン
プ
四
十

五
台
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
四
日
市
に
お
い
て
は
、
五
十
二
年
度
で
や
っ
と
四
十
立
方
の
防
火
水
槽
一
個
が
つ
い
た
と
い
う
の
が
現
状
で

す
が
、
市
長
と
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
の
が
第
一
の
任
務
と
考
え
ま
す
が
、
地
震
対
策
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
な
の
か
、

。

ま
た
今
後
の
四
日
市
消
防
の
強
化
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
な
の
か
、
新
市
長
の
所
信
を
述
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

~
.
，
こ
れ
で
、
第
一
・
回
の
質
問
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
長
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

。

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
お
答
え
い
た
し
ま
す

ま
ず
、
霊
柩
車
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
も
そ
こ
ま
で
詳
し
く
は
承
知
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
●
大
変
高
い
そ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
他
市
の
状
況
を
十
分
検
討
い
た
し
ま
し
て
、
善
処
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
そ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
大
谷
墓
地
公
園
の
休
憩
所
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
大
変
、
立
て
合
う
と
き
が

ご
ざ
い
ま
し
て
、
せ
っ
か
く
あ
そ
こ
へ
お
見
送
り
に
来
ら
れ
た
ご
遺
族
の
方
●
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
も
承
知
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
し
、
あ
そ
こ
の
売
店
、
母
子
福
祉
会
が
経
営
を
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
狭
い
と
い
う
こ
と
も
承
知
を
し
て

の
、
．
五
十
二
年
度
の
当
初
予
算
に
お
願
い
を
し
て

お
り
ま
す
C

そ
こ
で
、
こ
の
売
店
の
改
築
あ
る
い
は
増
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
と
し

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
そ
の
増
改
築
を
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
準
備
を
進
め
て
お
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
す
。
＇
さ
ら
に
、
休
憩

に
ご
提
案

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
や
は
り
、
あ
れ
で
は
不
十
分
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
拡
張
を
す
る
よ
う

を
申
し
上
げ
た
い
と
、
そ
う
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
斎
場
職
員
に
対
し
ま
し
て
出
さ
れ
ま
す
チ
ッ
プ
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
い
ま
ま
で
斎
場
で
掲
示
を
い

防
衛
体

..-9:'-
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た
し
ま
し
て
、
あ
る
い
は
葬
祭
業
者
へ
協
力
を
要
請
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
広
報
に
も
お
願
い
を
し
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
関

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
な
お
ご
指
摘
の
よ
う
な
点
が
払

係
で
や
っ
て
お
り
ま
す
し
、
一
方
、
職
員
に
対
す
る
指
導
監
督
を
行
っ
て
き
て
お

こ
、
一
般
の
市
民
の
方
々
に
も
十
分
●
）
．
賛
同
を
い

き
ま
せ
ん
の
で
、
さ
ら
に
一
層
関
係
職
員
の
指
導
を
強
化
を
し
て
ま
い
る
．
と
と
も
ー

拭
で
た
だ
け
る
よ
う
ー
な

P
R
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
'
,
'
、

、
す
で
に
国
と
の
間
で
売
買
契
約
が
結
ば
れ
ま

．．
 

そ
れ
か
ら
、
消
防
の
問
題
に
関
連
を
い
た
し
ま
し
て
、
法
務
局
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は

た
し
ま
し
た
。
現
在
、
解
体
並
び
に
整
地
を
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
、
七
月

し
て
、
四
月
の
二
十
一
日
に
国
の
方
か
ら
引
き
渡
し
を
完
了
い

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
消
防
車
庫
あ
る
い
は
本
部
、
中

一
日
か
ら
は
消
防
本
部
の
主
管
用
地
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

：
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
そ
う
い
う
こ
と
が
実
施
を
で
き
ま
す
よ

消
防
署
の
環
境
整
備
を
行
う
た
め
に
買
い
入
れ
た
土
地
て

う
に
、
有
効
に
利
用
し
た
い
と
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

5

ご
ざ
い
ま
す
が
＼
今
年
度
は
あ
あ
い
う
形
で
消
防
職
員
の
増
強
を

'
・
な
お
、
消
防
職
員
の
増
強
の
問
題
を
定
期
的
に
や
れ
と
い
う
こ
と
て

さ
ら
に
、
今
後
消
防
全
体
の
配
置
計
画
を
点
検
し
ま
し
て
、
合
理
的
な
職
員
配
置
を
行
っ
て
、
消
防
体
制
の
充
実
を
期
し

行
い
ま
し
た
。

゜

て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す

に
は
、
大
変
こ
の
地
震
が
起
き
た
場
合
に
ど
う
い
う
被
害
が
想
定
を
さ
れ
る

J

そ
れ
か
ら
、
地
震
対
策
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
実
'

れ
ど
も
9
9

な
か
な
か
最
終
的
な

か
と
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
研
究
を
県
、
市
で
、
ま
た
研
究
を
い
た
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け

と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、

地
震
災
害
に
対
す
る
決
め
手
と
い
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い

て
、
初
期
の
対
応
訓
練
を
強
力
に
実
施
を
い
た
し
、

地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し

。

制
の
万
全
を
期
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す

，
：
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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事
—
‘
日
ー
・
リ0

堀
新
兵
衛
君
え
ら
い
ご
親
切
な
ご
答
弁
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
堀
新
兵
衛
君
登
壇
〕

堀

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）

防
犯
灯
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
で
あ
る
い
は
委
員
会
で
、
自

治
会
の
大
会
等
で
も
、
常
々
、
大
変
要
望
の
強
い
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
ど
も
の
方
で
も
機
会
を
見
て
は
、
市
内
あ
る
い
は
他
市
の

実
例
な
ど
の
調
査
を
常
々
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
他
市
の
状
況
は
い
ま
お
話
に
出
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
よ
そ
の
状
況
、
い
ろ
ん

な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
場
合
ず
い
ぶ
ん
以
前
か
ら
こ
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
他
に
比
較
し
て
大
変
手
厚
い
補
助
制
度
が
と

ら
れ
て
き
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
現
実
問
題
と
し
て
、
設
置
費
に
つ
き
ま
し
て
も
上
昇
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
し
、
電
力
料
金
も
大
幅
な
値
上
げ
が
な
さ
れ
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
か
ら
、
自
治
会
の
負
担
が
大
変
大
き
く
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

苦
労
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
よ
く
承
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
一
昨
年
、
設
置
費
に
つ
き
ま
し
て
も
、
当
時
の
設
置
費
の
状
況
等

に
照
ら
し
ま
し
て
、
二
分
の
一
と
い
う
補
助
率
は
そ
の
ま
ま
に
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
基
準
額
を
引
き
上
げ
て
お
り
ま
し
て
、

費
の
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
現
在
の
七

0
％
市
費
負
担
と
い
ぅ
ふ
う
に
改
善
を
い
た
じ
て
お
り
ま
す
。
五
十
一
年
度
に
各
自
治
会
等
で
設

け
ら
れ
ま
し
た
設
置
費
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
先
ほ
ど
も
お
話
に
出
て
お
り
ま
す
よ
う
な
、
や
は
り
増
加
傾
向
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
の

で
、
や
は
り
、
近
い
機
会
ほ
現
実
に
合
わ
せ
た
形
で
引
き
上
げ
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
い
ま
ご
質
問
の
中

で
、
市
の
方
で
基
準
を
決
め
て
そ
の
何
％
と
い
う
補
助
と
い
う
形
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
各
自
治

会
で
年
間
何
百
灯
と
つ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
も
の
を
見
ま
す
と
、
か
な
り
り
っ
ぱ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
が
約
八
〇

％
近
く
が
、
通
常
の
自
然
灯
な
ど
を
つ
け
た
、
お
お
む
ね
六
千
五
百
円
か
ら
七
千
円
ぐ
ら
い
の
も
の
が
大
部
分
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
ら
の
と
こ
ろ
を
見
て
改
善
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

道
路
防
犯
灯
と
い
う
も
の
が
、
市
の
責
任
な
の
か
自
治
会
の
責
任
な
の
か
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
特
に
そ
う
い
っ

う
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
自
身
の
問
題
で
も

た
決
め
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
地
域
社
会
と
い
う
も
の
を
明
る
く
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
他
市
に
お

あ
り
ま
す
し
、
）
ま
た
そ
う
い
っ
た
方
向
に
向
か
っ
て
市
も
お
手
伝
い
を
す
る
ん
だ
と
い

き
ま
し
て
も
助
成
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

、
い
ま
の
市
長
が
新
市
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
て
、
各
地
区
か
ら
の
い
ろ
い
ろ

道
路
照
明
と
防
犯
灯
の
区
別
の
お
話
が
出
て
お
り
ま
す
が

、
問
題
は
各
集
落
の
中
の
照
明

強
い
要
望
の
中
で
、
や
は
り
防
犯
灯
の
問
題
が
い
ろ
い
ろ
提
起
を
さ
れ
て
お
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が

に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
等
で
先
ほ
ど
来
の
い
ろ
ん
な
ご
苦
労
が
あ
り
な
が
ら
も
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、

た
だ
集
落
と
集
落
の
き
わ

、
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
し
て
市
長
か

め
て
離
れ
た
中
間
地
点
の
防
犯
灯
と
言
い
ま
す
か
道
路
照
明
と
言
い
ま
す
か

し
た
。
，
土
木
部
の
方
と
も
寄
り
寄
り
協
議
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
反
則
金
等
を
利
用
い
た
し
ま
し
た
、
い

ら
も
指
示
が
出
て
お
り
ま

わ
ゆ
る
交
通
安
全
の
た
め
の
照
明
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

、
そ
う
い
っ
た
基
準
の
幅
等
を
勘
案
い
た
し

国
の
基
準
等
も
ご
ざ
い
ま
す
が

ま
し
て
、
何
ら
か
の
解
決
策
を
見
い
出
し
て
、
地
区
の
要
望
に
こ
た
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

新
兵
衛
君
゜

収
入
役
の
お
話
、
聞
か
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
＇
公
金
と
し
て
は
入
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
ね
、
そ
う
で
す
ね
。
・

そ
れ
で
は
、
霊
柩
車
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ー
・
民
間
と
市
営
で
は
値
段
に
相
当
開
き
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
私
、
、
い
ま
の
質
問
で

四
日
市
は
ど
う
し
て
市
営
で
で
き
な
い
の
か
と
い
う
話
を
聞
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ど
う
し
て
も
民
間
し
か
で
き
な
い
場
合
に
は
、
他
市
と
の
差
額
も
相
当
ひ
ど
い
で
す
の
で
、
何
と
か
そ
の
差
額
分
だ
け
で
も
市
で
持
つ
考

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

、
〔
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）
登
壇
〕

総
務
部
長
。

こ
の
ご
回
答
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
方
維
持
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亨
ぃ

新
設
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
い
た
し
ま
す
。

＇
・
斎
場
会
館
の
建
設
は
、

四
日
市
市
に
お
い
て
は
建
物
が
非
常
に
高
層
化
さ
れ
、
斎
場
に
非
常
に
困
っ
て
み
え
る
家
庭
が
多
く
あ
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
高
層
建
築
で
住
ん
で
み
え
る
対
象
者
家
庭
が
二
万
三
千
世
帯
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
人
ら
の
夢
を
か

な
え
る
と
い
う
こ
と
も
福
祉
四
日
市
の
努
め
か
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
近
い
将
来
に
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
9

T

亀

，
防
犯
外
灯
の
件
は
、
で
き
る
だ
け
地
元
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
、
将
来
、
犬
体
全
市
に
つ
け
終
わ
．
っ
た
と
こ

ろ
で
、
後
は
市
で
全
額
負
担
し
て
い
た
だ
き
た
い
ど
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
水
銀
灯
(
普
通
電
球
ヽ

消
防
本
部
の
新
築
の
問
題
は
、
財
政
窮
乏
の
折
か
ら
、
非
常
に
困
難
な
問
題
と
は
思
い
ま
す
が
、

都
市
の
消
防
本
部
と
し
て
は
、
余
り
に
も
貧
弱
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
、
市
長
も
他
市
の
消
防
本
部
を
よ
く
視
察
さ
れ
、
＇
早
い
機
会
に

↓
`
；
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
の
前
の
私
の
質
問
で
も
言
っ
た
こ
と
で
す
が
、
余
り
五
十
二
年
度
の
予
算
で
は
取
り
入
れ
ら
れ
，
て
い
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
地
震
は
い
つ
来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
後
で
後
悔
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

市
長
に
要
望
い
た
し
ま
す
0

回
答
で
き
る
も
の
だ
け
回
答
し
て
い
た
だ
い
て
、
私
の
質
問
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が

ど
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
環
境
部
長
。

ー
ニ
塚
境
部
長
（
矢
田
三
郎
君
）
登
壇
〕

〇
環
境
部
長
（
矢
田
三
郎
君
）

。
し
た
が
っ
て
、
斎
場
建
設
の
問
題
も
含
め
ま
し
て
、
ご

V

言
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
値
段
の
点
で
か
な
り
相
違
が
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す

霊
柩
車
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
直
営
で
や
っ
て
お
り
ま
す
の
と
民
営
と

わ
ゆ
る
待
合
所
等
の
現
在
、
非
常
に
狭
溢
、
狭
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
ま
し
て
総
務
委
員
会
等
で
も
ご
答
弁

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
中
に
、
そ
の
基
本
的
な
計
画
と
い
う
も
の
も
現
在
、
，
検
討
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
｀
成
案
が
＇
で
き

ま
し
た
暁
に
は
、
．
具
体
的
に
ご
説
明
を
申
し
上
げ
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す

9
.
.
9
,

〗
.
，
．
ー
、

そ
れ
か
ら
斎
場
職
員
の
チ
ッ
プ
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
．
こ
れ
か
ね
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

先
ほ
ど
市
長
が
答
弁
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
現
場
で
の
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
職
員
に
チ
ッ
プ
を
受
領

し
な
い
よ
う
に
強
力
に
指
導
い
た
し
て
お
り
、

な
お
、
』
完
全
に
こ
れ
が
解
消
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
努
力
を
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
先
ほ
ど
ご
提
案
ご
ざ
い
ま
し
た
、

｀
形
に
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
公
務
員
と
し
て
‘

い
わ
ゆ
る
、
9

当
然
こ
の
チ
・
ッ
プ
に
つ
き
ま
じ
て
は
職
員
個
人
の
収
入
と
言
い
ま
す
か
、

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
は
な
い
の
が
ど
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぃ

まじ
すそ
がの，

｀次
環に
境、、

部斎
長場
‘ ．．の
そ祝
う儀
すの
れ問
ば題
私で
もす
過が
去．：‘
にい
受ま
けも
取聞
'.しつ い
てた
いよ
るう'

のに
を-、
目収
撃入
し役
ては
お市
るの
わ公
け金
でに
ご入
ざ iっ
いて
まい
すな
がい
＇ヽと

そい
れう
はお

ど話
こで
でご
消ざ
えい
’‘ 

9
,

．
 

て
い
る
の
だ
と
い
う
問
題
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
納
得
の
い
く
ご
回
答
を
願
い
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
斎

場
で
は
七
名
の
職
員
の
方
は
非
常
に
神
経
を
使
う
職
場
で
あ
り
ま
す
し
、
現
在
も
全
員
、

ど
い
う
市
民
の
人
か
ら
は
市
が
受
け
取
っ
て
、

コ
グ
ビ
ナ

1
卜
を
控
え
た
二
十
五
万

ま
じ
め
で
よ
く
働
い
て
み
え
ま
す
。
五
十
一
年

度
で
、
斎
場
で
焼
却
な
さ
っ
た
方
々
は
一
千
四
百
十
二
件
で
、

私
が
直
接
中
味
を
見
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
三
千
円
か
ら
五
千
円
が
相
場
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
日
本
人
の
昔
か
ら
の
風
習

一
日
乎
均
四
・
三
件
で
す
。
祝
儀
の
相
場
は
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、

で
、
結
婚
と
か
葬
儀
に
は
祝
儀
が
つ
き
も
の
で
、
市
民
の
反
省
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
祝
儀
を
ど
う
し
て
も
受
け
取
っ
て
く
れ

そ
れ
を
善
意
の
基
金
と
し
て
福
祉
の
何
か
に
利
用
で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
市

そ
の
他
と
三
段
階
ぐ
ら
い
で
新
設
助
成

か
つ
葬
祭
業
者
に
対
し
て
も
文
書
で
要
請
を
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
姿
勢
に
つ
い
て
は
当
然
責
任
を
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

・' ・-
ム＼，
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軍＂

願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
し
て
お
り
ま
す
？
し
た
が
っ
て
、
：
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
遺
族

早
急
に
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
形
で
努
力
を
い

一
応
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
＼

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

r

新
兵
衛
君

の
職
員
が
こ
の
よ
う
な
お
金
を
受
け
取
る
と
い
う
こ
と
は
一
切
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
度
、
市
民
か
ら
い
ろ

い
ろ
の
問
題
と
か
、
私
調
査
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
て
、
-
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
出
た
場
合
に
は
、

ま
で
発
展
す
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
あ
す
か
ら
絶
対
に
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
要
望
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
へ
私
最
後
に
、
総
務
委
員
会
に
こ
の
実
態
の
調
査
を
お
願
い
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
終
わ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

老
後
の
不
安
、

新
兵
衛
君
。

い
ま
の
ご
答
弁
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
が
、
過
去
の
こ
と
は
私
、
．
、
と
や
か
く
言
い
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
す
か
ら
で
も
市

ひ
と
つ
市
の
理
事
者
の
方
の
責
任
問
題
に

六
月
定
例
会
の
し
ん
が
り
を
務
め
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
質
問
に
入
る
前
に
、
私
の
政
治
的
な
立
場
の
変
化
に
つ
い

て
，
―
．
言
報
告
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
時
代
か
ら
経
済
速
度
が
低
下
し
て
い
る
今
日
、
改
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
、
実
は
複
雑
多

岐
に
わ
た
っ
て
提
起
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
政
治
の
腐
敗
、
＇
環
境
の
破
壊
、
交
通
戦
争
、
．
受
験
地
獄
、

9

学
歴
偏
重
の
社
会
、

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
進
行
に
よ
る
雇
用
不
安
、
あ
る
い
は
ま
た
住
宅
難
、
男
女
の
不
平
等
、
労
働
疎
外
な
ど
な
ど
、

挙
げ
れ
ば
切
り
の
な
い
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
諸
問
題
に
つ
い
て
は
既
成
の
シ
ス
テ
ム
の
上
に
継
ぎ
は
ぎ
を
じ
て
細
工

を
施
す
だ
け
で
は
、
と
う
て
い
解
決
し
得
な
い
も
の
ば
か
り
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
あ
る
人
は
、
こ
の
現
実
の
苦
し
さ
の
中
で
政
治
的
無

関
心
層
と
な
り
、
ま
た
あ
る
人
は
一
人
で
も
や
る
式
の
市
民
運
動
に
参
加
を
し
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
、
上
意
下
達
の
既

成
政
党
の
中
で
は
も
は
や
現
状
の
改
革
は
無
理
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
判
断
を
し
、
市
民
運
動
の
連
合
体
で
あ
り
ま
す
社
会
市
民
連
合
と

行
動
す
る
こ
と
に
決
め
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
当
初
、
四
日
市
の
中
で
革
新
的
な
市
民
組
織
を
つ
く
っ
て
地
方
自
治
の
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
の
離
党
す
る
一
週
間
後
ぐ
ら
い
に
江
田
一
＿
一
郎
氏
が
参
加
と
分
権
に
よ
る
政
治
を

目
標
に
、
社
会
市
民
連
合
の
旗
上
げ
を
さ
れ
ま
し
て
、
当
初
私
は
反
江
田
で
行
動
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
戸
惑
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
江
田
三
郎
さ
ん
の
死
亡
に
よ
っ
て
社
会
市
民
連
合
が
ま
さ
に
市
民
参
加
に
よ
る
市
民
サ
イ
ド
の
運
動
が
で
き
る
ん
で
は
な

い
か
と
い
う
ふ
う
な
期
待
を
込
め
て
、
参
加
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
六
月
五
日
の
全
国
環
境
週
間
で
上
京
し
た
と
き
に
、
一
年

契
約
で
入
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
ご
報
告
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
運
動
の
そ
の
方

向
は
き
わ
め
て
ラ
ジ
カ
ル
な
運
動
を
提
起
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
点
お
含
み
の
上
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

さ
て
本
題
に
戻
り
ま
し
て
、
通
告
の
順
に
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
第
一
点
目
は
、
公
災
害
対
策
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
い
た
し
ま
す
。
財
団
法
人
四
日
市
公
害
対
策
協
力
財
団
に
つ
い
て
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
月
定
例
会
の
と
き
に
も
お
尋
ね
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
ど
ん
●
対
応
が
な
さ
れ
た
の
か
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。
一
月
議
会
に
よ
り
ま
す
と
、
公
害
財
団
の
問
題
で
す
が
と
い
う
答
弁
の
中
で
、
昭
和
五
十
二
年
度
で
公
害
財
団
の
事
業
を

打
ち
切
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
定
款
に
基
づ
く
事
業
計
画
の
実
施
期
限
と
し
て
五
十
二
年
度
末
と
い
う
ふ
う
に
決
め
て
お

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
実
施
を
し
て
お
り
ま
す
財
団
の
対
象
患
者
に
対
す
る
弔
慰
金
の
支
給
、
あ
る
い
は
児
童
補
償
手
当
て
に
つ

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

．
〔
小
林
博
次
君
登
壇
〕

0
小
林
博
次
君

小
林
博
次
君
。

0
堀 〔
堀
新
兵
衛
君
登
壇
〕

堀

こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
方
か
ら
そ
う
し
た
志
が
あ
る
場
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、

‘’ 

い
わ
ゆ
る
先
ほ
ど
の
寄
付
金
と
い
う
形
で
、

I 
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た
と
え
ば
み
こ
し
、
を
担
ぎ
出
し
て
く

そ
う
い
ぅ
こ
と
に
は
な
っ
て
い
か
な
い
と
、
ま
さ
に
財
政
が
窮
迫
す
る
今
日
の
局
面
を
と
ら
え
て
や
ろ
う
と
す

る
な
ら
う
っ
て
つ
け
の
行
事
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
ぅ
い
う
点
な
ん
か
の
考
え
方
も
お
尋
ね
を
し
た
い

と
思
い
ま
す

．
そ
れ
が
ら
、
こ
の
ま
つ
り
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
、
い
ま
の
四
日
市
ま
つ
り
が
商
店
の
ま
つ
り
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

万
古
な
ど
は
別
の
日
に
万
古
ま
つ
り
な
ん
か
や
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
万
古
屋
さ
ん
が
、

と
え
ば
市
民
全
体
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
、

に
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
、

そ
う
い
う
も
の
を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
私
は
八
十
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
は
決
し
て
よ
そ

う
も
お
も
し
ろ
く
な
い
と
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
声
が
聞
か
れ
る
ん
で
す
が
、

そ
う
い
う
ふ
う
な
声
を
こ
の
八
十
周
年
を
機
会
に
し
て
、

た

行
事
だ
と
思
い
ま
す
し
、
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

い
て
み
ま
す
と
、
四
日
市
の
町
の
真
ん
中
だ
け
の
ま
つ
り
で
わ
れ
わ
れ
は
何
も
関
係
が
な
い
ん
だ
、

当
た
り
で
も
、
全
然
わ
れ
わ
れ
は
関
係
な
し
に
四
日
市
ま
つ
り
が
や
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

四
日
市
市
民
と
し
て
は
ど

た
と
え
ば
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
石
塚
町

し
か
し
、

い
ま
四
日
市
の
、

ー
~
＇
~
，
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た
と
え
ば
保
々
と
か
遠
い
所
の
声
を
聞

と＇う｀をが：れ＇めがわ問＇ 9` ず：衝•'にをいこ．でい1
ぃ・ふさ：あ：た・て．ヽ．け・にそ••O' を••もしうのき‘て
ぅ•うしっ計公少・，でなれ‘
こ．に

・ざゅてこ財なの
てて画共なする・か

と考
'：れと決と｀団・

いもで投くけとら
ぐ差

てりめが，の
でえだいな資とれ思ニ・、

な額

ばてだいしがもど
‘が＇・るづ定る支

なおいんにほ新．も
い点 どなとけ款こ綺
ま．目 う鳥，いいらをと

しらたで｀と全‘すに いかうれ認にそ
にれんは低ん総以・け‘
‘るでな・成どま降れ三

ぅ:_とふて・めなれ

国のすい長なで‘ど全
｀ふ・思うおーたるか
．ういなり •9 際わ・ら

にかけか時―さは拠も総 なまーまにけ患
対‘れと代れ日点‘と
しおどいにて本開ご公

・答すーし月，す付で，者

て尋もう・
えの議゜帯ごの

入な列発承共
三ね‘ふつい•島‘

．をで会し条ざ健

全を
知投 出‘でた？件い康

そうてのに全の資・さ
総し

一．のがと．ま：回
のな作が公総よに- :れ体答つい

のて後‘成実害‘うつ‘
す復

中お‘強さ態を新にい・
しよ‘弁てたけ事
う一．を‘し

にきどいれでま全‘て
れ業

‘たの願るごき総昭お
と月ちそまどの，
し以ょのし，

かいよ望計ざ散‘和尋
も推

て降う線て
つとうを画いらそ三ね

‘進
•お‘•

て思な持でましれ十を
．だに患財等

・るす
忘う対つごす

い沿者団の
てか五しI 'ので

れん応わざ゜きら年た
しつ対法事

かにて
らでをけい

て策人業
したいに，い』 ‘六

れすさでま
お財に関が：

たわ・・ま拠と そカ
た・°れこ？す

り．：団
がけ策点思

支係こ
の月まが障のの

公でたざの．つで定開い
共きかいでて

点ほず事を許ま

投．得‘、ま｀ ｀ ごさ発ま にどが業生認まざれのす・・
資れあ

つ経‘を
す当，少いよテ゜

じ可推

をばる゜怨なまうスこ
・い過来やな権移

軸他い、そ
．てを年めいはを

く，すと卜れ
とにはういと 9す＇

ごし三たよ県い
ヶ．、は

し答まいまも特る'
・答て月後う‘当た

l` 昨．弁おと‘事局し
た弁たうま高に三ス年
見こ‘こで度'‘全との

鼻をり言ど後に，ま

直っ
、ちまいう対ごす

理との成拠総し九'
しち事を手長点にて月

ょすます策ざと，
うがするをい‘・

を向者中直路開引工議．だ‘
含いと・心し線発き場会

とか県ま五
、いど‘・

め；て
と‘じ十

しにをの｀方継誘と しうもい市て三
るして・-含時．式が致同；．たいううど‘年
よて一九め代の．れがじ
うい体月

いう余こ協県度
たにとるなょ"

なたどに見策
とふりと議の以

きのさぅ
．ヽ：だう｀、質．直定をでれな

I思う時をす方降

そくい＇問しさ含すた質
いな間協るで実
・ま折的議とは施

う
い
う
提
案
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
ふ
う
に
も
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
点
目
に
、
四
日
市
ま
つ
り
と
市
制
八
十
周
年
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
本
年
の
四
日
市
ま
つ
り
は
、
市
制
八

十
周
年
の
行
事
と
重
な
る
わ
け
で
す
が
、
今
日
ま
で
の
四
日
市
ま
つ
り
の
あ
り
方
を
見
て
み
ま
す
と
、
何
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
地
元
の
商
店
の
ま
つ
り
の
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
港
ま
つ
り
と
い
う
ふ
う
な
、
そ
う
い
う
感
じ
も
せ
ん

で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
ぅ
も
内
容
が
正
確
に
理
解
を
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
特
に
私
は
、
こ
の
市
制
八
十
周
年
を
機
会
に
し
て

二
十
五
万
四
日
市
市
民
が
総
参
加
で
き
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
ま
つ
り
に
内
容
を
変
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
日
も
こ
の
市
制
八
十
周
年
の
こ
と
に
関
し
て
、
少
し
答
弁
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
私
は
．
市
制
八
十

周
年
に
関
し
て
ニ
―
-n
言
わ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
何
か
物
を
建
て
る
と
か
、
物
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
も
確
か
に
市
民
に
対
す
る
記
念
の
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る
よ
う
な
要
請
を
四
日
市
が
し
た
と
し
て
、
私
は
十
分
こ
れ
に
こ
た
え
て
く
れ
る
条
件
が
あ
っ
た
り
す
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

あ
る
い
は
ま
た
、
子
供
の
育
成
会
な
り
、
あ
る
い
は
各
町
の
自
治
会
な
り
婦
人
会
な
り
に
一
定
に
市
の
方
で
企
画
立
案
を
し
て
、
で
き
得

れ
ば
企
画
立
案
段
階
に
市
民
参
加
さ
れ
る
の
が
一
番
望
ま
し
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

か
な
り
の
範
囲
で
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
、

何
か
市
民
に
対
し
て
提
案
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
、

企
画
立
案
さ
れ
て
呼
び
か
け
て
い
た
だ
け
ば
、

そ
う
い
う
条
件
を
私
は
今
日
持
っ
て
お
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ひ
と
つ
、
こ
の

そ
う
い
う
条
件
を
と
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ま
つ
り
の
内
容
を
高
め
る
と
言
い
ま
す
か
、
全
体
が
気
持
ち
の
上
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
、

そ
ぅ
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね

そ
れ
か
ら
、
質
問
が
後
先
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
問
題
を
含
め
て
、
一
体
四
日
市
ま
つ
り
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
性
格
の
も
の

な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
実
は
市
民
の
間
で
は
正
確
に
理
解
を
で
き
な
い
で
困
っ
て
お
る
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
こ
の
近
く
で
も
九
月

二
十
五
日
か
ら
の
ま
つ
り
に
は
、
ま
だ
す
し
を
つ
け
て
昔
な
が
ら
の
ま
つ
り
．
の
よ
う
な
、
｀
そ
う
い
う
華
や
か
な
気
分
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
う
い
う
感
じ
の
催
し
が
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
の
八
月
一
日
か
ら
の
ま
つ
り
は
別
に
そ
う
い
う
よ
う
な
対
応
も
実
は
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ま
つ
り
に
全
体
を
参
加
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
う
い
う
性
格
の
ま
つ
り
に
し
ま
す
と
い
う
や
つ
を
、
位
置
づ
け

を
は
っ
き
り
さ
せ
た
や
つ
を
市
民
の
間
に
発
表
す
る
と
言
い
ま
す
か
、
も
う
少
し
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
市
民
を
加
え
た
中
で
ま
つ

り
の
性
格
を
決
め
て
い
く
と
い
う
ふ
う
な
、
そ
う
い
う
作
業
な
ん
か
も
必
要
に
な
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、

の
点
に
つ
い
て
も
考
え
方
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ

そ
の
次
に
三
点
目
と
し
て
、
橋
北
ポ
ン
プ
場
の
放
流
水
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
ん
で
す
が
、
橋
北
ボ
ど
フ
場
の
排
水
が
三
滝
川
に
流
れ

込
ん
で
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
流
れ
込
ん
だ
下
が
実
は
深
い
と
こ
ろ
で
一
メ
ー
ト
ル
六
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
穴
が
掘
れ
る
わ
け
で
す
。
穴
が

掘
れ
る
と
ど
う
い
う
わ
け
か
川
に
泳
い
で
い
る
魚
が
そ
こ
へ
寄
り
ま
し
て
、
寄
っ
た
魚
を
小
学
生
が
つ
り
に
行
く
と
『
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に

は
防
護
さ
く
な
ん
か
全
部
し
て
あ
る
ん
で
す
が
、
し
か
し
子
供
で
す
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
魚
つ
り
を
す
る
ん
か
知
り
ま
せ
ん
が
、

滑
っ
て
落
ち
た
り
し
て
け
が
を
し
た
人
も
あ
る
ん
で
す
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
事
故
を
防
い
で
い
く
た
め
に
、
あ
る
い
は
ま
た
水
が
出
た
と

き
に
、
そ
れ
だ
け
深
く
掘
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
護
岸
が
崩
れ
る
と
．
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
予
防
の
た
め
に
も
砂
利

な
ん
か
、
こ
う
い
う
大
き
な
も
の
を
入
れ
て
水
を
流
し
て
も
川
底
が
え
ぐ
れ
な
い
よ
う
な
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
県
の
管
理
河
川
で
す
か
ら
、
県
と
の
折
衝
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
何
か
対
応

概
要
、
こ
れ
昭
和
五
十
一
年
度
中
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

•
四
点
目
に
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
い
た
し
ま
す
。
非
行
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
で
す
。
南
署
の
発
行
さ
れ
た
非
行
少
年
の

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
刑
法
に
触
れ
る
刑
法
犯
の
少
年
の
う
ち
、
全

体
の
八
四
％
、
学
生
が
占
め
て
い
ま
す
。
•
そ
れ
か
ら
そ
の
う
ち
の
五0
％
を
高
校
生
が
占
め
て
い
る
と
、
こ
れ
き
わ
め
て
憂
慮
す
べ
き
数

字
が
出
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

で
い
き
ま
す
と
、

ざ
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
補
導
さ
れ
た
り
、

そ
う
い
う
数
字
に
加
え
て
、
た
と
え
ば
刑
法
に
抵
触
す
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
犯
罪
の
中
味

た
と
え
ば
恐
喝
の
場
合
、
中
学
生
、

五
十
年
度
は
な
し
で
五
十
一
年
度
七
、
そ
れ
か
ら
窃
盗
が
五
十
年
度
が
百
二
十
、

五
十
一
年
度
百
三
十
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
増
加
を
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
他
シ
ン
ナ
ー
遊
び
、
こ
れ
も
た
と
え
ば
中
学
生

で
五
十
年
度
内
シ
ソ
ナ
ー
遊
び
六
件
補
導
さ
れ
て
い
る
。
．
あ
る
い
は
ま
た
、
不
良
行
為
家
出
と
か
、
退
学
と
か
金
銭
の
乱
費
と
か
、
そ
う

い
う
ふ
う
な
も
の
に
関
し
て
も
五
十
年
、
五
十
一
年
の
数
字
を
見
て
み
ま
す
と
、
ず
い
ぶ
ん
五
十
一
年
度
の
場
合
ふ
え
て
お
る
わ
け
で
ご

あ
る
い
は
ま
た
警
察
に
と
っ
つ
か
ま
っ
た
数
字
で
す
か
ら
、
・
実
際
に
裏
に
も
ぐ
っ
て
い
る
数

字
は
こ
れ
の
何
倍
か
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
う
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、

さ
に
教
育
委
員
会
で
通
常
教
育
の
中
で
の
非
行
防
止
対
策
と
い
う
も
の
が
、

う
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し
た
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
単
に
教
育
委
員
会
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ぬ
と
思
う
ん
で
す
け

策
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

＇ニー――-．|_'，，

t
q
,
I
J
|
ー

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
ふ
う
な
非
行
の
現
状
な
ん
か
を
見
る
と
き
に
、

一
体
ど
の
程
度
取
り
入
れ
ら
れ
て
や
ら
れ
て
い
る
の
か
、

まそ；
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0
市
長
公
室
長
（
六
田
猶
裕
君
）

〔
市
長
公
室
長
（
六
田
猶
裕
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

れ
ど
も
、
•
こ
の
場
合
、
教
育
長
か
ら
の
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
，
た
だ
、
昨
日
も
答
弁
が
あ
っ
だ
よ
ぅ
に
、
←
市
長
的
な
答
弁

で
な
＜
て
結
構
で
す
か
ら
、
教
育
長
的
な
立
場
で
の
答
弁
を
ち
ょ
う
だ
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
で
き
る
だ
け
簡
単
な
答
弁
で
お

そ
れ
か
ら
二
点
目
の
学
校
の
物
品
購
入
に
つ
い
て
は
、
九
月
議
会
に
譲
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
何
か
思
い
あ
た
る
節
が
ご
ざ
い
ま
し

て
、
先
に
答
弁
い
た
だ
く
な
ら
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
の
で
答
弁
ち
ょ
う
だ
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
点
目
の
、
高
校
新
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
昨
日
答
弁
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
省
略
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
部
長
。

2
環
境
部
長
（
矢
田
三
郎
君
）
登
壇
〕

〇
環
境
部
長
（
矢
田
三
郎
君
）

四
日
市
公
害
対
策
協
力
財
団
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
答
弁
を
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
財
団
は
ご
指
摘

の
よ
う
に
五
十
三
年
の
三
月
末
で
一
応
解
散
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
弔
慰
金
あ
る
い
は
児
童
手
当
、

わ
ゆ
る
健
康
回
復
事
業
等
の
促
進
に
つ
い
て
問
題
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、

お
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
終
的
に
は
や
は
り
県
、
財
団
、

い
ま
ま
で
財
団
と
事
務
的
に
二
、

そ
の
他
い

三
回
折
衝
を
持
っ
て

市
と
こ
の
三
者
の
間
で
協
議
を
し
た
上
で
結
論
を
出
す
と

い
う
こ
と
に
相
な
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
特
に
現
在
、
財
団
が
や
っ
て
お
り
ま
す
弔
慰
金
と
か
、
あ
る
い
は
児
童
手
当
、
健

康
回
復
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
弔
慰
金
、
児
童
手
当
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
患
者
の
い
わ
ゆ
る
既
得
権
を
損
な
わ
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
私
ど
も
と
し
て
は
前
提
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
し
、
財
団
と
は
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
了
解
に
達
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
三
月
末
ま
で
に
は
こ
れ
ら
の
残
る
分
を
具
体
的
に
ど
う
引
き
継
い
で
処
理
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
~

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

市
長
公
室
長
。

-
.
〔
産
業
部
長
（
斎
藤
久
美
君
）
・
1

登

壇

〕

，

0
産
業
部
長
（
斎
藤
久
美
君
）

願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
詰
め
て
み
た

い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
さ
ら
に
県

を
加
え
て
、
少
な
く
と
も
年
内
に
は
方
針
を
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
方
針
を
出
し
た
い
と
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
答
え
い
た
し
ま
す
。
三
全
総
と
公
共
投
資
と
い
う
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
三
全
総

に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
の
発
想
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
大
都
市
の
工
場
の
集
中
抑
制
、
地
方
振
興
型
の

政
策
と
い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
人
口
の
定
住
構
想
に
従
い
ま
し
た
人
間
居
住
の
基
礎
的
条
件
の
整
備
と
い
う
点
で
進
め
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
、
そ
れ
に
関
し
ま
し
て
環
境
の
保
全
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
通
産
サ
イ
ド
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
日
来
の
ご
質
問
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
工
業
再
配
置
計
画
案
に

お
き
ま
し
て
、
新
設
並
び
に
既
設
工
場
地
帯
に
対
し
て
そ
の
方
向
が
一
応
素
案
と
し
て
は
打
ち
出
さ
れ
て
お
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
言

え
る
と
思
い
ま
す
。
環
境
の
保
全
、
整
備
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
、
申
す
ま
で
も
な
い
と
思
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
や
は
り
市

民
の
福
祉
増
進
に
は
経
済
面
の
裏
づ
け
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
条
件
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
そ

う
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
か
ら
、
先
ほ
ど
ご
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
な
、
四
日
市
に
お
き
ま
し
て
、
長
年
蓄
積
し
て
ま
い
り
ま
し

た
よ
う
な
都
市
施
設
、
工
場
基
盤
、
そ
う
い
う
も
の
の
貴
重
な
資
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
極
力
そ
れ
に
対
し
て
の
方
向
で
も
っ
て
ま
い
り

た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
環
境
と
の
調
和
を
図
り
、
本
市
の
持
つ
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
方
向
で
市

政
の
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
県
並
び
に
国
に
対
し
て
も
そ
う
い
う
施
策
で
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
，
と
、
こ
う
い
う

考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
『
産
業
部
長
。
．
』

『
．
四
日
市
ま
つ
り
の
件
に
つ
き
ま
し
て

r
本
年
、
は
市
制
八
十
周
年
に
も
当
た
る
し
と
い
う
ご
指
摘
で
ご
ざ
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,1 
聴
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
ら
、
東
京
音
頭
が
何
十
年
前
か
に
製
作
さ
れ
て
い
ま
も
続
い
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
、
音
頭
と
い
う
こ
と
に
つ

し
た
。
四
日
市
の
・
音
頭
も
東
京
音
頭
並
み
に
、

い
て
の
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま

ひ
と
つ
町
を
歩
い
て
い
て
も
口
ず
さ
み
な
が
ら
や
れ
る
よ
う

製
作
し
よ
う
と
い
う
形
で
現
在
は
進
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

だ
き
た
い
も
の
だ
と
い
う
ふ
ぅ
に
私
ど
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
本
日
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
、

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
ご
意
見
等
を
拝

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
で
き
る
だ
け
そ
の
行
事
等
を
通
じ
て
な
じ
ん
で
い
た

従
来
音
頭
を
つ
く
り
ま
し
た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
．
ど
う
し
て
も
む
ず
か
し
い
と
か
、
歌
も

ど
う
も
な
じ
め
な
い
と
か
い
う
よ
う
な
い
ろ
ん
な
議
論
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
簡
単
に
踊
れ
る
だ
れ
に
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
音
頭
を

い
た
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
ず
。

ま
あ
、

本
年
は
市
制
八
十
周
年
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い

＼
し
ま
し
て
、
市
民
に
広
報
等
で
募
集
を
い
た
し
ま
し
た
と

ま
す
じ
、
大
四
日
市
ま
つ
り
音
頭
を
製
作
し
よ
う
と
い
う
ふ
う
に
企
画
を
い
た、
ち
ょ
う
ど
三
重
に
お
住
ま
い
の
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当

こ
ろ
、
歌
詞
は
市
民
の
中
か
ら
五
十
何
作
が
出
ま
し
て
、
．
そ
の
中
か
ら
一
っ

い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
編
曲
を
し
、

選
さ
れ
て
そ
れ
を
多
少
ご
了
解
を
得
な
が
ら
訂
正
を
さ
し
て

さ
ら
に
音
頭
の
作
成
と
い
う
事
態
を

ヽ

市
民
参
加
と
い
う
こ
と
で
特
に
反
省
会
の
中
で
も
議
論
が
ご
ざ
い
ま
し
て

な
ど
う
も
定
着
し
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
ぅ
ょ
う
な
ご
意
見
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、

す
。
な
お
、

ひ
と
つ
全
国
民
謡
流
し
を
や
っ
た
り
、

い
ろ
ん

い
ま
す
が
、
四
日
市
ま
つ
り
を
大
四
日
市
ま
つ
り
と
し
て
統
合
い
た
し
ま
し
て
が
ら
本
年
で
ち
ょ
う
ど
十
四
回
目
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
八
月
一
日
が
市
制
の
記
念
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
港
ま
つ
り
等
を
一
緒
に
い
た
し
ま
し
て
大
四
日
市
ま

つ
り
と
い
う
ふ
う
に
発
足
を
い
た
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
十
分
ご
承
知
お
き
を
い
た
だ
い
て
お
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
の
十
一
＿
一
回
の
ま
つ
り
を
終
了
い
た
し
ま
し
て
か
ら
関
係
者
の
皆
さ
ん
方
と
反
省
会
を
持
ち
ま
し
て
、
い
ろ
い

ろ
検
討
を
し
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
物
足
り
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
あ
る
い
は
四
日
市
ら
し
さ
が
な

い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
ろ
ん
な
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
も
の
の
中
か
ら
本
9

年
は
ひ
と
つ
、
市
民
に
総
参
加
い
だ
だ
け
る
よ
ぅ

な
考
え
方
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
反
省
会
で
は
反
省
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
四
日
市
ま
つ
り
と
い

う
性
格
の
議
論
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
1

確
か
に
本
市
の
市
政
の
隆
盛
を
願
う
市
民
の
大
き
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
行
事
で
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
文
化
の
高
揚
、
ー
福
祉
、
産
業
の
振
興
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
の
繁
栄
を
図
っ
て
、
地
域
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
の
総
合
的
な
行
事
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
で
、
大
四
日
市
ま
つ
り
の
規
約
も
そ
の
よ
う
に
結
ん
で
お
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
十
四
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
夏
の
祭
典
と

い
た
し
ま
し
て
一
応
定
着
を
し
て
ま
い
っ
た
と
い
う
ー
ふ
ぅ
に
理
解
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
こ
う
い
う
不
況
の
中
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
、
市
民
の
方
々
の
絶
大
な
ご
協
力
と
熱
意
に
よ
っ
て
開
催
を
で
き
る
よ
う
に
取
り
運
ん
で
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。
＇
各
種
、
各
界
、
各
層
の
意
見
、
市
民
総
参
加
の
た
め
の
意
見
を
聞
い
た
ら
ど
う
か
と
い
う
ご
指
摘
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
実
は
ま
つ
り
の
各
種
委
員
の
中
に
は
、
，
多
数
の
方
々
が
お
入
り
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
も
ち
ろ
ん
商
店
だ
け
の
ま
つ
り
で
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
商
連
の
関
係
者
だ
け
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
自
治
会
の
関
係
者
、
さ
ら
に
婦
人
会
の
関
係
者
、
あ
る
い
は
海
洋
少

年
団
の
関
係
者
、
あ
る
い
は
青
年
会
議
所
の
方
々
、
あ
る
い
は
青
年
団
協
議
会
の
方
等
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
い
た
し
ま
し
て
委
員
に
ご
委

嘱
申
し
上
げ
、
そ
う
し
た
中
で
い
ろ
ん
な
行
事
の
計
画
を
い
た
し
て
ま
い
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
、
市
民
全
体
の
参
加
と

く
り
の
み
こ
し
を
担
い
で
や

い
う
こ
と
で
先
ほ
ど
ご
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
子
供
育
成
会
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
の
五
月
に
も
手
づ

う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
本
年
は
ぜ
ひ
出
た

ろ
う
と
い
う
計
画
が
あ
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
お
流
れ
に
な
っ
た
と
い

な
厳
し
い
経
済
情
勢

・ヽ・近年、

で

ご

ざ

い

ま

す

。

い

ず

れ

に

い

た

し

ま

し

て

も

こ

う

い

う

よ

う

い
と
い
う
よ
う
な
ご
希
望
等
も
あ
る
よ
う

す
が
、
郷
土
の
伝
統
あ
る
文
化
財
行

下
で
ど
う
し
て
も
や
や
も
い
た
し
ま
す
と
市
民
生
活
に
ゆ
と
り
と
希
望
が
損
な
わ
れ
が
ち
に
な
り
ま

ょ
う
ち
ん
行
列
、
歌
と
踊
り
の
納
涼
踊
り
と
言
い
ま
す
か
、
祝
賀
パ
レ
ー
ド
な
ど
、

列
、
夜
を
色
ど
り
ま
す
花
火
だ
と
か
、
あ
る
い
は
ち

、
市
民
の
皆
さ
ん
に
夢
と
希
望
を
将
来
の
思
い
出
を
与

ま
つ
り
の
諸
行
事
を
通
じ
ま
し
て
地
域
社
会
の
協
調
と
連
帯
の
意
識
を
盛
り
上
げ
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
も
い
た
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

え
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
活
力
と
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
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な
も
の
に
普
及
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な
モ
ニ
タ
ー
の
方
の
ご
意
見
も
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
最
善
を
尽
く
し
て
市
民
の
総
参
加
で

き
る
よ
う
な
形
で
努
力
を
い
た
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

0
議
長

（
大
谷
喜
正
君
）

0
下
水
道
部
長
（
奥
村
仁
人
君
）

三
滝
川
に
さ
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、

そ
の
雨
水
の
ボ
ソ
プ
運
転
時
に
は
か
な
り
の
水
量
が
放
流
さ
れ
ま
し
て
危
険
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
，
立
て
看

板
や
進
入
防
止
の
さ
く
を
設
置
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
た
吐
き
出
し
口
に
マ
イ
ク
を
取
り
つ
け
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
放
流

の
と
き
に
は
放
送
を
さ
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
安
全
対
策
に
心
が
け
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

す
県
の
土
木
事
務
所
と
、

ご
指
摘
の
放
流
先
の
個
所
が
洗
掘
に
よ
っ
て
か
な
り
深
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
河
川
管
理
者
で
ご
ざ
い
ま

す
。
技
術
的
な
面
、
時
期
的
な
面
、
＇
協
議
整
い
次
第
何
ら
か

工
法
等
に
つ
き
ま
し
て
協
議
を
い
た
し
て
お
り
ま

0
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）

非
行
対
策
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
学
校
教
育
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
面
で
は
学
校
を
挙
げ
て
の
指
導
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
こ
れ
が
ま
ず
第
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。

校
長
を
中
心
に
、
全
教
職
員
が
共
通
理
解
を
持
っ
て
、
こ
と
に
先
生
と
子
供
と
の
心
の
触
れ
合
い
、
そ
れ
か
ら
家
庭
と
の
緊
密
な
連
絡
、
ー

こ
う
い
う
点
に
配
意
を
し
て
、
こ
う
い
う
非
行
対
策
、
＇
子
供
の
健
全
育
成
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
教
科
と
し
て
は
全
教
科
を
通
じ
て
、
特

に
道
徳
の
時
間
そ
れ
か
ら
学
校
行
事
等
の
い
わ
ゆ
る
特
別
教
育
活
動
、
こ
う
い
う
も
の
を
通
じ
ま
し
て
非
行
の
子
供
の
出
な
い
よ
う
に
、

小
中
学
校
の
校
長
会
で
指
導
を
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
う
学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
こ
う
い
う
体
制
で
臨
み
た
い
と
、

こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
学
校
教
育
だ
け
で
は
解
決
し
得
な
い
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
家
庭
教
育
及
び
社
会
教
育
を
充
実
し
て
、
こ
の

面
の
対
策
を
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

家
庭
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
わ
ゆ
る
家

庭
教
育
学
級
、
•
そ
れ
か
らP
T
A

あ
る
い
は
婦
人
会
の
研
修
で
こ
の
非
行
対
策
、
子
供
の
健
全
育
成
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し

て
ご
ざ
い
ま
す
。
．
こ
の
非
行
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
を
挙
げ
て
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
学
校
教
育
、

、
そ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

て
は
最
大
の
努
力
を
い
た
し
た
い
と

て
こ
の
対
策
に
つ
い

家
庭
教
育
及
び
社
会
教
育
を
有
機
的
に
連
絡
を
と
っ

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
小
林
博
次
君
登
壇
〕

•• 

、

0
小
林
博
次
君

〔
教
育
長
（
山
鹿
静
夫
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

教
育
長
3

の
処
置
を
講
じ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
下
水
道
部
長
（
奥
村
仁
人
君
）
登
壇
〕

下
水
道
部
長
。

橋
北
ボ
ン
プ
場
の
雨
水
の
放
流
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
家
庭
教
育
委
託
事
業
、

小
林
博
次
君
。

、
そ
れ
か
ら
、

本
年
度
新
し
く
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
そ
れ

質
問
は

一
番
の
財
団
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
息
者
が
夜
せ
き
込
ん
で
困
っ
て
も
夜
間
の
診
療
の
そ
う
い
う
も
の
が
な
い
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
問
題
を
含
め
て
処
理
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
ぬ
と
な
る
と
、
い
ま
の
速
度
で
は
や
っ
ぱ
り
、
来
年
三
月
に
財

団
を
解
散
す
る
こ
と
を
前
提
に
い
ろ
い
ろ
も
の
を
考
え
て
も
余
り
意
味
が
な
い
こ
と
て
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
財
団
を
解
消
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

9

よ
り
は
、
い
ま
残
さ
れ
て
お
る
内
容
課
題
を
か
な
り
積
極
的
に
消
化
を
し
て
い
く
と
い
う

立
場
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
の
で
、

そ
れ
か
ら
三
全
総
と
公
共
投
資
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ど
う
や
ら
す
れ
違
い
の
よ
う
で
場
違
い
の
感
じ
が
あ
り
ま

こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。
＂
し
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困
り
ま
す
か
ら
早
急
に
手
だ
て
を
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

、:

ヽ

そ
れ
か
ら

四
日
市
ま
つ
り
と
し
て
八
十
周
年
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
答
弁
の
中
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
四
日
市
音
頭
を
新
し
く
つ
く
っ

て
、
そ
う
い
う
こ
と
で
市
民
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
、
・
・
こ
と
し
は
五
月
五
日
の
子
供
ま
つ
り
に
つ
く
っ
た
み
こ
し
が
雨
の
た
め
に
子
供
ま

つ
り
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
育
成
会
の
方
か
ら
参
加
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
色
づ
け
が
あ
る
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
だ
と
思
う

ん
で
す
が
、
私
、
ど
う
も
質
問
の
仕
方
が
ま
ず
か
ー
っ
た
よ
う
で
聞
き
た
い
こ
と
が
出
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
‘
確
か
に
自
治
会
な
り

い
ろ
ん
な
団
体
の
方
が
参
加
を
し
協
議
を
さ
れ
て
い
ま
の
四
日
市
ま
つ
り
が
構
成
さ
れ
て
お
る
こ
と
は
百
も
承
知
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
、
こ
の
地
域
だ
け
に
限
り
、
、
あ
る
い
は
ま
た
こ
、
の
地
域
の
中
に
あ
っ
て
も
ま
つ
り
は
九
月
二
十
五
日
だ
と
涼
し

い
顔
を
し
て
ナ
し
を
つ
け
る
人
も
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
，
．
ぞ
う
い
ぅ
い
ま
ま
で
の
惰
性
を
吹
っ
切
っ
て
も
ら
う
わ
け
に
は
い
か

ぬ
の
だ
ろ
う
か
と
‘
で
、
そ
の
た
め
に
い
ろ
ん
な
機
会
、
手
段
を
と
ら
え
て
全
体
に
訴
え
て
い
た
だ
い
て
、

性
格
と
い
ぅ
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
と
い
う
討
論
ぐ
ら
い
か
ら
始
め
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
か
な
と
い
う
気
持
ち
で
、

問
さ
し
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、

っ
て
四
日
市
音
頭
を
新
し
く
つ
く
り
、
ま
あ
で
き

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
去
年
の
反
省
の
上
に
立

る
だ
け
市
民
が
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
と
い
う
方
向
だ
け
は
間
違
い
な
し
に
確
認
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
歓
迎
を
し
た
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
も
う
一
っ
、
要
望
と
し
て
出
さ
し
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
が
、
鯨
船
を
出
し
た
と
し
て
、
実
は
か
な
り
お
金
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
。
で
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
助
成
金
を
ふ
や
し
て
い
く
と
い
う
方
向
も
考
え
て
も
ら
わ
な
き

ゃ
な
ら
ぬ
と
思
う
ん
で
す
が
、
た
と
え
ば
大
名
行
列
な
ん
か
の
場
合
は
、
な
か
な
か
い
ま
の
実
態
で
い
き
ま
す
と
行
列
に
参
加
し
て
く
れ

る
若
い
人
が
少
な
い
。
こ
う
い
う
ふ
う
な
実
態
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
個
々
の
問
題
を
正
確
に
と
ら
え
て
い
た
だ
い
て
、
た
と
え
ば
大
名
行

列
の
場
合
で
す
と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
は
若
い
人
が
実
は
ず
い
ぶ
ん
寄
っ
て
来
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
場
所
な
ん
か
に

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
く
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
っ
き
も
答
弁
の
中
に
出
て
お
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
子
供
育
成
会
が
み
こ
し
を
つ
く
っ
て
参
加
を
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
よ
り
積
極
的
に
親
御
さ
ん
を
含
め
て
参
加

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
は
全
市
的
に
な
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
場
合
の
迎
い
水
と
し
て
何
が
し
か
の
助
成
金
を
当
面
出
し
て
み

て
は
ど
う
か
と
い
う
ふ
う
に
私
思
う
ん
で
す
。
金
額
が
多
け
れ
ば
い
い
と
か
そ
う
い
う
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

方
が
全
体
に
と
も
か
く
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
思
表
示
は
具
体
的
に
お
金
で
あ
り
ま
す
と
か
、

日
市
ま
つ
り
を
盛
大
に
や
り
た
い
と
い
う
呼
び
か
け
を
、
単
に
団
体
の
幹
部
だ
け
に
と
ど
め
る
と
ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
全
体
に
浸
透
す
る
よ
う
な
、

た
い
、
喜
べ
る
よ
う
な
そ
う
い
う
ま
つ
り
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ソ
プ
場
の
件
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
か
ら
教
育
問
題
に
つ
い
て
で
す
が
、

う
ん
で
す
が
、

し
か
し
、

そ
う
い
う
こ
と
を
ひ
と
つ
考
え
て
い
た
だ
い
て
、
市
制
八
十
周
年
、
文
字
通
り
み
ん
な
で
喜
び

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、

お
そ
ら
く
ほ
か
に
も
同
じ
場
所
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ほ
ん
と
は
教
育
長
よ
り
む
し
ろ
別
の
方
か
ら
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
問
題
だ
と
思

た
と
え
ば
私
、
こ
の
警
察
発
表
の
資
料
を
見
て
み
ま
し
て
、

も
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
理
解
し
た
ら
い
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

先
生
知
ら
ん
顔
と
、
で
中
学
校
の
校
長
先
生
に
し
て
み
れ
ば
、

世
相
を
反
映
し
て
委
縮
さ
れ
て
お
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

発
想
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
一

つ
に
こ
の
ま
つ
り
の

実
は
質

そ
う
い
う
市
の

そ
れ
か
ら
こ
う
い
う
こ
と
で
四

万
が
一
の
場
合

不
純
異
性
交
遊
を
ほ
か
で
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る

ん
で
す
が
、
あ
の
中
に
載
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
載
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
警
察
に
挙
が
っ
て
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど

そ
う
い
う
実
態
が
あ
っ
て
も
中
学
校
に
問
い
合
わ
せ
る
と
校
長

う
っ
か
り
も
の
を
言
え
ば
責
任
追
求
さ
れ
た
り
と
い
う
ふ
う
な
、

い
ま
の

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
う
ち
に
は
こ
れ
だ
け
悪
い
も
の
が
お
る
ぐ
ら

い
の
発
表
ぐ
ら
い
は
や
っ
ぱ
り
み
ず
か
ら
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
非
行
対
策
に
学
校
全
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
な
、

そ

う
い
う
指
導
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
ん
で
す
。
教
育
長
の
答
弁
で
い
き
ま
す
と
、
学
校
を
挙
げ
て
の
指
導
体
制
の
確
立
と
い
う
の

が
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
』
こ
の
場
合
は
お
そ
ら
く

P
T
A
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
を
含
め
て

か
け
声
と
合
わ
せ
て
か
な
り
運
動
と
し
て
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
対
策
の
中
味
と
言
い
ま
す
か
、
こ
う
い

-179 -

,i 

-178-



冒

IH.I

0
山

本

勝

君

〔
山
本

議
案
第
六
五
号 休

憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

こ
れ
を
も
っ
て
一
般
質
問
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

す。
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
れ
か
ら
、
少
し
ず
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
私
、
誤
り
だ
と
思
い
ま
す
。
知
識
は
確
か
に
偏
重
し
て
ま
す
け
れ
ど
も
知
育
は
今
後
ま
す
ま
す
力
を

ま
す
が
、

入
れ
て
や
っ
て
い
た
だ
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ー
つ
に
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
質
問
か
ら
そ
れ
た
と
思
い

こ
と
を
お

か
ら
新
し
い
角
度
か
ら
全
体
に
問
題
提
起
を
し
て
い
た
だ
＜

そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
ひ
と
つ
新
し
い
教
育
長
で
す

願
い
申
し
上
げ
て
、
質
問
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で
、
四
日
市
ま
つ
り
の
補
助
金
な
ん
か
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
、

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

う
か
と
私
は
そ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。
八
月
の
市
制
施
行
、

を
ま
つ
り
と
し
て
祝
う
、

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

日
程
第
二

日
程
第
二
二

山
本
≫
勝
君
。

き
の
う
の
答
弁
の
中
で
教
育
長
、
知
育
偏
重
で
そ
れ
を
是
正
す
る
と
い
う
発
言
を
さ
れ
た

そ
う
い
う
問
題
だ
け
少
し
市
長
か
ら
答
弁
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

大
四
日
市
ま
つ
り
の
意
義
か
ら
言
え
ば
、
｀
市
制
施
行
を
祝
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
中
心
で
は
な
か
ろ

そ
れ
か
ら
八
月
四
日
が
港
の
開
港
記
念
日
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間

そ
の
際
に
文
化
財
等
が
出
て
い
た
だ
く
こ
と
は
全
市
民
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
意
義
な
こ
と
だ
と
い
う
ふ
う
に

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
限
ら
れ
た
予
算
で
、

で
き
る
だ
け
自
主
参
加
を
お
願
い
し
て
お
る
と
い
う
実
情
で
ご
ざ
い

ま
つ
り
の
予
算
と
い
う
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
の
中
か
ら
で
き
得
る
限
り
の
措
置
は
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と

い
ま
す
か
ら
、
自
主
参
加
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
し
て
取
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
、

や
は
り
市
民
の
ま
つ
り
と
し
て
実
施
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま

午
後
二
時
三
十
五
分
休
憩

午
後
二
時
五
十
二
分
再
開

四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
な
い
し

議
案
第
八
五
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
次
に
、
日
程
第
二
、
議
案
第
六
十
五
号
四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
な
い
し
、

程
第
二
十
二
、
議
案
第
八
十
五
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
二
十
一
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。
＇

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
・
ご
発
言
願
い
ま
す
。
—

勝
君
登
壇
〕

簡
単
に
質
問
い
た
し
ま
す
。

日

た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
て
お
り
ま
す
議
案
の
ほ
と
ん
ど
は
工
事
請
負
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

市
長
。

い
と
思
い
ま
す
。

な
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
か
こ
の
問
題
、

一
朝
に
し
て
解
決
で
き
ぬ
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
か
ら
、

答
弁
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
な
社
会
教
育
を
含
め
て
明
確

い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、

こ
う
い
ぅ
問
題
に
つ
い
て
は
特
に
家
庭
に
お
け
る
教
育
、
き
わ
め
て
大
事
だ
ど
思
う
ん
で
す
が
、

な
か

た
だ
き
た

て
学
校
を
挙
げ
て
の
指
導
体
制
を
確
立
し
て
い

ぅ
ふ
う
に
当
面
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
言
な
ん
か
を
し
て
い
た
だ
い
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0
後
藤
寛
次
君

〔
後
藤
寛
次
君
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

後
藤
寛
次
君
。

に
お
願
い
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
い
か
と
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

勝
君

〔
山
本
勝
君
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

山
本
勝
君
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

業
者
の
実
態
の
中
か
ら
、

建
設
部
長
。

も
と
も
と
、
こ
う
い
っ
た
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
来
は
総
括
的
に
一
括
し
ま
し
て
発
注
し
完
成
さ
せ
る
の
が
一
番
望
ま
し
い
姿
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
客
観
情
勢
の
中
か
ら
、
低
速
も
し
く
は
減
速
の
経
済
成
長
の
中
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な

で
き
る
限
り
受
注
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
当
然
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
国
の
方
で
建

設
省
当
た
り
の
指
示
に
お
き
ま
し
て
も
可
能
な
限
り
分
割
発
注
を
し
ろ
と
い
う
指
示
が
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
き

ま
し
て
、
学
校
等
の
大
き
な
工
事
の
中
で
分
離
可
能
な
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
分
離
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
保
育
園
等
の
、

気
、
排
水
等
、
学
校
よ
り
も
細
か
く
配
慮
を
要
す
る
も
の
、
有
機
的
な
つ
な
が
り
が
特
に
強
い
工
事
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

し
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
は
現
在
の
情
勢
の
中
に
お
き
ま
し
て
、

く
与
え
る
と
い
う
面
か
ら
、
必
要
な
こ
と
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

質
問
し
た
意
味
を
履
き
違
え
て
い
た
だ
く
と
困
る
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
分
割
発
注
に
つ
い
て
異
議
を
申
し
て
い
る

0
山
本

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
明
確
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
ま
、
説
明
を
聞
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
は
富
田
幼
稚
園
と
か
、

能
な
の
で
は
な
い
か
と
、

れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

あ
る
い
は
後
ほ
ど
提
案
を
さ
れ
ま
す
市
営
住
宅
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
私
の
意
見
と
し
て
は
分
割
発
注
が
可

そ
う
い
う
立
場
で
私
は
聞
い
た
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
市
営
住
宅
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
ま
だ
提
案
を
さ

や
や
先
走
る
形
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
も
私
の
意
見
と
し
て
は
分
割
発
注
が
で
き
る
の
で
は

総
務
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
ご
審
査
を
賜
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
も
十
分
に
審
査
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

議
案
第
七
十
四
号
か
ら
八
十
五
号
ま
で
、
小
中
学
校
な
ど
の
工
事
請
負
契
約
締
結
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
十
二

件
中
見
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
川
越
の
出
身
と
言
い
ま
す
か
在
住
の
松
岡
建
設
が
二
件
も
、
こ
の
不
況
下
に
合
計
三
億
八
千
六
百
七
十
万
の

工
事
請
負
を
落
札
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
見
て
、
私
は
初
め
て
二
つ
も
一
遍
に
落
と
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
お
か
し
い
と

い
う
言
い
方
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
不
思
議
に
思
い
ま
し
て
調
達
契
約
課
長
に
お
伺
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
厳
正
か
つ

〇
建
設
部
長
（
石
川
三
太
郎
君
）

お
答
え
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
建
設
部
長
（
石
川
三
太
郎
君
）
登
壇
〕

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
一
度
、
各
議
案
ご
と
に
別
個
に
質
問
す
る
の
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
総
括
的
に
質
問
い
た
し
た
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

張
所
と
か
、

た
と
え
ば
出

あ
る
い
は
小
学
校
の
工
事
内
容
に
な
り
ま
す
と
、
今
回
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
が
い
わ
ゆ
る
主
体
工
事
と
い
う
こ
と
で
、
電

気
設
備
と
か
給
排
水
工
事
が
別
途
契
約
に
な
っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
私
は
技
術
的
な
こ
と
は
わ
か
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
地
元
業
者
育
成
と
い
う
意
味
合
い
を
兼
ね
て
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
発
注
さ
れ
る
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
理
解
を
す
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
後
ほ
ど
提
案
を
さ
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
富
田
幼
稚
園
と
か
、
あ
る
い
は
市
営
住
宅
の
契
約
内
容
か
ら
見
て
ま
い
り
ま

す
と
、
富
田
幼
稚
園
の
場
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
体
工
事
等
電
気
あ
る
い
は
給
排
水
工
事
が
同
時
に
発
注
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、

住
宅
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
給
排
水
あ
る
い
は
電
気
工
事
が
同
時
に
契
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
違
い
が
一
体
ど
こ

で
ど
う
出
て
く
る
の
か
、
そ
の
点
を
、
技
術
的
な
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
内
容
的
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
る
の
か
、

市
営

ち
ょ
っ
と
説
明
を

い
わ
ゆ
る
電

一
括
発
注
を

で
き
る
限
り
分
割
し
て
発
注
し
受
注
の
機
会
を
多
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公
正
な
競
争
入
札
に
よ
っ
て
こ
う
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
と
、
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
厳
正
に
し
て
公
正
は
、
こ
れ
は
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
五
十
年
度
の
決
算
特
別
委
員
会
の
報
告
に
、
各
都
市
で
は
汚
職
事
件
が
い
ろ
い
ろ
取
り
ざ
た
さ
れ
て
お
る
の

に
、
四
日
市
市
に
は
汚
職
事
件
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
よ
ろ
し
い
と
い
う
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
五
十
一
年
度
に
あ
あ

い
う
事
件
も
ご
ざ
い
ま
し
て
理
事
者
側
の
皆
さ
ん
は
皆
、
潔
白
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
こ
と
が

出
て
く
る
か
こ
れ
も
わ
か
ら
ぬ
。
公
明
正
大
に
や
っ
た
こ
と
は
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
件
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
た
い
。

二
件
も
落
と
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
元
の
業
者
優
先
と
い
う
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
の
に
、
ど
う
い
う
指
導
を
さ
れ
た
か
。
た
だ
、

公
明
正
大
に
や
っ
て
こ
の
結
果
に
な
っ
た
の
か
。
さ
す
れ
ば
、
松
岡
建
設
は
こ
の
入
札
に
四
回
こ
こ
に
入
っ
て
お
る
ん
で
す
。
そ
し
た
ら

四
回
と
も
か
り
に
松
岡
建
設
が
最
低
の
値
段
を
入
れ
た
ら
四
回
と
も
落
と
す
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま

す0
議

長

（

大

谷

喜

正

君

）

総

務

部

長

。

．

亡
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）
登
壇
〕

0
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）
今
回
の
議
案
の
中
で
、
松
岡
建
設
が
二
件
落
札
を
い
た
し
ま
し
て
議
案
と
し
て
ご
提
出
い
た
し
て
お
り

ま
す
が
、
入
札
そ
の
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
調
逹
契
約
課
長
か
ら
お
聞
き
い
た
だ
い
た
ょ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
9

厳
正
公
正
に
い
た
し
て

お
り
ま
し
て
、
問
題
と
し
て
幾
つ
か
の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
憶
測
も
さ
れ
、
ま
た
議
員
各
位
の
方
に
も
い
ろ
い
ろ
お
耳
に
入
っ
て
お
る
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
ど
も
指
名
を
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
、
や
は
り
地
元
業
者
優
先
、
い
ま
川
越
の
松
岡
が
地
元
業
者
で
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
議
論
が
一
っ
ご
ざ
い
ま
す
が
、
や
は
り
地
元
業
者
優
先
と
い
う
考
え
方
に
徹
し
て
指
名
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

う
し
ま
す
と
、
今
回
の
よ
う
に
大
型
の
工
事
が
幾
つ
か
出
て
ま
い
り
ま
、
す
場
合
に
は
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
こ
の
社
な
ら
ー
つ
だ
け
、
ニ

つ
だ
け
と
か
、
三
つ
だ
け
と
い
う
形
に
は
な
か
な
か
数
が
合
わ
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
し
か
も
予
算
が
成
立
し
そ
し
て
エ
期
を
八

、
と
い
う
場
合
に
入
札

し
て
も
提
案
を
し
な
け
れ
ば
年
度
内
完
成
に
間
に
合
わ
な
＞

カ
月
あ
る
い
は
十
力
月
と
い
う
形
で
六
月
議
会
に
ど
う

ど
う
し
て
も
同
一
会
社
に
ダ
プ
っ
て
指
名
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
ま
い

の
日
数
が
限
定
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

っ
た
こ
と
は
絶
対
に
起
こ
ら
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い

り
ま
す
。
こ
れ
を
避
け
る
と
す
れ
ば
、
大
手
市
外
業
者
等
を
数
多
く
入
れ
れ
ば
こ
う
い

す
の
は
、
こ
の
松
岡
と
い
う
ふ
う
に
限
定
せ
ず
に
重
複
し
て
指
名
通
知
を
出
す
場
合
に
本

ま
す
。
こ
の
場
合
に
私
ど
も
考
え
て
お
り
ま

で
年
間
の
売
り
上
げ
に
な
っ
て
お
る
場
合
は
全
く
な

っ
た
会
社
、
年
間
年
商
額
が
四
日
市
の
発
注
す
る
工
事
だ
け

市
の
お
お
む
ね
こ
う
い

;
、
現
に
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社

い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
市
の
工
事
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
つ
も
―
―
ー
つ
も
実
際
に
は
現
実
に
は
可
能
で
あ
り

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
が
絶
対
に
二
っ
落
と

は
市
の
工
事
、
そ
れ
か
ら
民
間
あ
る
い
は
県
そ
の
他
の
工
事
を
幾
つ
か
取
っ
て
い
る
わ
け
す
。
一

し
て
も
不
可
能
だ
と
い
う
ふ
う
に
は
当
初
か
ら
考
え
ず
に
指
名
を
い
た
し
て
お
り
ま

き
ま
し
て
も
、
内
部
に
お
き
ま
し
て
も
再
々
、
こ
の

そ
れ
か
ら
、
松
岡
建
設
が
市
内
業
者
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
に
つ

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
厳
密
に
市
内
に
事
務
所
が
あ
り
、
そ
の
経
営
者
が
市
内
に
在
住
と
い
う
ふ
う

松
岡
に
限
ら
ず
議
論
を
い
ろ
い
ろ
い、
や
は
り
い
ろ
い
ろ
問
題
が
出
て
ま
い
り
ま
し
て
、
純
粋
の
四
日
市
市
内
、
そ
れ
か
ら
ご
く
近
辺
を
準

な
形
で
限
定
を
い
た
す
こ
と
に
も

.
,
0
 

市
内
と
い
う
形
で
年
間
の
指
名
回
数
の
中
で
は
配
慮
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
後
藤
寛
次
君
゜

〔
後
藤
寛
次
君
登
壇
〕

、
、
非
常
に
論
議
を
さ

て

し
た
か
、
指
名
入
札
者
に
談
合
が
さ
れ
て
お
る
と
い
う
こ
と

0
後
藤
寛
次
君
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
一
昨
年
で
，

れ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
入
札
の
経
緯
を
考
え
ま
す
と
、
理
事
者
と
言
い
ま
す
か
当
局
者
と
言
い
ま
す
か
こ
れ
は
も

．
っ
て
お
る
よ
う
に
私
は
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

う
談
合
は
な
さ
れ
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
踏
ま
え
て
、
そ
れ
を
了
承
し
て
や

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
了
承
し
た
と
私
は
記
憶
じ
て

そ
の
談
合
も
善
意
の
い
い
方
の
談
合
で
行
な
わ
れ
る
の
な
ら
そ
の
当
時
い
い
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っ
て
は
相
な
ら
ぬ
と
、
私
は
考
え
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
聞
く

今
回
の
よ
う
な
悪
い
結
果
の
出
る
よ
う
な
談
合
が
あ

お
る
ん
で
す
が
、

、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
を
し
た
と
言
っ
て
あ
っ
ち
ゃ

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
松
岡
自
身
が
入
札
落
札
し
た
結
果
、
え
ら
い
こ
と
を
し
た
と

れ
で
了
承
し
て
く
れ
と
か
、
何
と
か

ろ
に
行
っ
て
ど
う
に
か
こ

、
あ
る
い
は
土
地
の
有
力
者
の
と
こ

こ
っ
ち
に
頭
を
下
げ
て
回
っ
て
お
る

ま
た
、
一
週
間
ぐ
ら
い
の
間
に
も
の
す
ご
く
や
せ
衰
え
て
皆
さ
ん
に
お
礼
に

し
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
頭
を
下
げ
て
回
っ
て
お
る
と
か
，

ん
で
す
。
公
明
正
大
に
や
ら

回
っ
て
お
る
と
か
、
お
わ
び
に
回
っ
て
お
る
と
か
い
う
そ
の
後
の
収
拾
策
に
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
と
思
う

、
後
は
引
き
受
け
て
も
ら
い
ま
す
と
い
た
し

れ
た
ん
で
す
か
ら
こ
の
後
で
は
総
務
委
員
会
の
方
に
い
ろ
い
ろ
煩
わ
す
こ
と
と
思
い
ま
す
が

ま
し
て
、
公
明
正
大
を
あ
く
ま
で
も
貫
い
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

に
、
ま
た
六
十
五
号
の
方
に
帰
っ
て
し
ま
う
と
申
し
わ
け
な
い
な
と
思
っ
て
お
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
議
長
が
ひ
い
き
し
て
当
て
て
く

れ
た
も
ん
で
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

し
た
。
ゎ

事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
せ
ん
だ
っ
て
行
政
組
織
の
改
正
構
想
図
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
ご
ざ
い
ま

れ
わ
れ
と
し
て
は
こ
の
条
例
改
正
に
つ
い
て
関
与
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
説
明
会
の
と
き
に
も
申
し
上
げ
た
ん
で
す
が
、
議

て
、
わ
れ
わ
れ
の
意
見
も
十
分
聞
い
て
く
だ
さ
い
と
こ
う
い

会
で
諮
る
こ
と
と
か
諮
ら
な
い
こ
と
と
か
と
い
う
た
て
ま
え
論
は
抜
き
に
し

そ
の
と
き
市
長
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
そ
の
点
を
十
分
お
聞
き
い
た
だ
い
て
お
る
か
ど
う
か

う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
ん
で
す
が
、

で
す
が
、
多
分
聞
い
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

の
代
表
と
し
て
、

そ
し
て
ま
た
そ
れ
の
執
行
に
つ
い
て
も
、

り
な
が
ら
そ
の
執
行
を
じ
っ
と
見
守
っ
て
お
る
わ
け
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
中
に
は
四
つ
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
あ
る
四
つ
の
委
員
会

を
経
験
し
て
よ
く
わ
か
っ
て
お
る
者
も
い
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
立
場
で
す
。
理
事
者
側
は
お
そ
ら
く
こ
の
機
構
に
つ
い
て
も
十
分
一
生
懸
命
積
み
上
げ
て
き
て
だ
し
た

と
言
わ
れ
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
一
生
懸
命
や
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

は
ど
う
か
、
そ
う
目
に
角
を
立
て
て
こ
れ
で
な
け
れ
ば
け
し
か
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
直
接
予
算
を
伴
わ
な

い
も
の
で
す
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
も
理
事
者
側
の
執
行
体
制
の
責
任
上
の
問
題
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に
目
く
じ
ら
を
立
て
て
言
う
気
持
ち
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ほ
ん
と
に
使
う
側
の
立
場
と
し
て
の
意
見
も
お
聞
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
ほ

ん
と
に
分
掌
条
例
を
含
め
て
、
分
掌
条
例
の
ほ
か
に
行
政
組
織
の
改
正
の
各
課
の
配
置
な
ど
も
含
め
て
、
い
ま
ま
で
一
遍
も
聞
か
れ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
こ
の
前
は
説
明
会
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
ら
私
ど
も
の
方
が
質
問
を
し
て
聞
く
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、

あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
も
こ
の
会
期
中
に
、

が
な
い
変
え
ら
れ
ぬ
と
い
う
の
か
、
そ
れ
と
も
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

な
い
と
、

訓
覇
也
男
君
゜

な
ぜ
な
ら
ば
三
百
十
八
億
の
予
算
を
わ
れ
わ
れ
真
剣
に
審
議
い
た
し
ま
し
た
納
税
者

そ
れ
ぞ
れ
に
四
つ
の
委
員
会
に
分
け
て
、

わ
れ
わ
れ
は
審
議
の
結
果
を
見
守

あ
る
い
は
決
算
特
別
委
員
会
で
そ
の
行
政
効
果
に
つ
い
て
も
十
分
審
議
を
し
、

あ
る
い

ま
た
わ
れ
わ
れ
の
使
う
側
の
方
の
意
見
も
十
分
聞
か
れ
て

わ
れ
わ
れ
が
出
す
意
見
に
つ
い
て
十
分
聞
い
て
、
聞
き
っ
放
し
で
、

も
う
出
し
た
も
の
し
よ
う

そ
う
か
そ
れ
な
ら
．
一
遍
聞
い
て
図
面
を
書
い
て
み
よ
う
か
と
い
う
お
気
持
ち
が
あ
る
の

お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。
機
構
改
革
、
こ
れ
な
ら
完
壁
だ
と
い
う
機
構
改
革
は
、
私
は
な
か
な
か
考
え
ら
れ

そ
こ
で
現
状
の
人
員
で
昨
日
来
か
ら
議
論
の
あ
り
ま
し
た
市
民
の
要
請
に
い
か
に
し
て
対
応
し
て
い
く
か
と
、

わ
れ
わ
れ
と
し

て
は
わ
れ
わ
れ
な
り
に
十
分
積
み
上
げ
の
議
論
を
重
ね
て
、
こ
う
い
う
ご
提
案
を
申
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
細
部
に
わ

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。

か
、
ま
ず
先
、
そ
れ
を
お
聞
き
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
要
望
も
し
て
き
た
と
い
う
立
場
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、

日
々
、
市
民
側
の
、

つ
ま
り
機
構
の
こ
の
市
役
所
の
使
う
側
の
立
場
に
立
っ
て
、

〇
訓
覇
也
男
君

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
訓
覇
也
男
君
登
壇
〕

議
案
第
六
十
五
号
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

せ
っ
か
く
工
事
請
負
の
方
に
話
が
進
ん
で
沸
い
て
お
り
ま
す
と
き
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0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
訓
覇
也
男
君
登
壇
〕
i

〇
訓
覇
也
男
君
：
．
説
明
会
の
ど
き
に
も
意
見
の
よ
う
な
形
で
申
し
上
げ
た
ん
で
す
が
、
土
木
建
設
関
係
に
な
ぜ
局
を
置
か
な
い
ん
で
す
か
。

置
い
た
ら
い
け
な
い
ん
で
す
か
、
こ
れ
そ
う
金
の
要
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
も
う
手
い
っ
ば
い
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
各
部
が
、

そ
し
て
今
度
は
都
市
計
画
の
部
を
置
か
れ
る
。
そ
れ
か
ら
建
設
、
下
水
、
昨
日
も
問
題
に
な
り
ま
し
た
産
業
部
関
係
、
農
業
土
木
関
係
の

ま、

問
題
、
い
こ
れ
は
特
に
昨
日
の
問
題
な
ど
は
大
げ
さ
に
言
え
ー
十
年
も
前
か
ら
の
話
で
し
て
こ
う
い
う
の
が
解
決
し
な
い
で
で
す
ね
、
あ

っ
ち
行
き
、
•
こ
っ
ち
へ
行
き
な
ん
て
い
う
の
ば
、
こ
れ
は
一
体
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
、
ー
こ
ん
な
こ
と
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
三
役
の
助
役
の
お
出

ま
し
を
願
っ
て
決
め
な
け
れ
ば
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
土
木
に
つ
い
て
は
、
余
り
お
も
し
ろ
く
な
い
こ
と
で
ご
ざ
ぃ

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
部
長
も
課
長
も
係
長
も
す
っ
か
り
変
わ
り
ま
し
た
、
お
ま
け
に
助
役
ま
で
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
い
ま
七
十
五
億

ば
か
り
の
今
年
度
の
予
算
が
ど
れ
だ
け
お
く
れ
と
る
と
思
い
ま
す
か
、
約
ニ
カ
月
お
く
れ
て
る
そ
う
で
す
よ
土
木
、
職
務
を
ザ
ボ
ぅ
て
お

る
か
と
い
え
ば
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
腰
お
ろ
し
て
飯
を
食
う
の
も
も
t

っ
た
い
な
い
ぐ
ら
い
に
、
立
っ
．
て
飯
食
っ
て
い
る
ぐ
ら

.
、
い
に
よ
く
働
い
‘
て
お
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
カ
月
、
こ
れ
は
七
十
五
億
月
に
直
す
ど
六
億
余
り
、
二
月
で
す
か
ら
十
1
1
1

億
ば
か

ゲ
で
す
ね
、
こ
れ
だ
け
四
日
市
の
行
政
の
執
行
が
お
＜
れ
て
お
る
わ
け
で
ず
。
市
民
は
そ
れ
だ
け
の
当
て
し
て
い
る
の
が
は
ず
れ
て
，
い
る

わ
け
で
す
。
ま
し
て
そ
こ
で
排
水
や
ら
用
水
や
ら
下
水
や
ら
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
お
ろ
お
ろ
し
て
お
．
っ
た
ん
で
は
ゞ
ま
す
ま
す
私
は
し

ま
い
に
は
行
政
不
信
に
な
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
す
。
適
時
適
切
に
処
理
す
る
た
め
に
は
、
‘
や
は
り
局
を
置
ぐ
べ

＂
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
わ
け
で
す
。
も
ぅ
一
づ
、
そ
れ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
や
は
り
下
水
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
、
あ
る
い
は
都
市
計
画
は
名
前
が
計
画
と
い
う
こ
と
だ
け
で
ほ
ん
と
の
四
日
市
の
都
市
の
計
画
を
将
来
に
わ
た
っ
て
展
望
し
な
が
ら
考

え
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

っ
と
日
ご
．
ろ
市
民
に
接
し
、
そ
う
い
う
場
が
な
い
で
は
な
い
か
、
．
そ
ん
な
も
の
は
市
長
公
室
の
調
整
の
問
題
で
は
な
い
、
も
．
っ
と
手
近
に
も

日
ご
ろ
痛
切
に
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
土
木
サ
イ
ド
で
私
は
、
企
画
、
計
画
を
す
る
席
等
を
つ
く
る
ペ

き
だ
こ
ん
な
こ
と
も
十
分
い
ま
ま
で
論
議
し
て
き
て
、

ま
あ
機
構
改
革
が
あ
る
か
ら
と
い
う
ん
で
、
じ
っ
と
い
ま
ま
で
が
ま
ん
し
て
待
っ

て
お
っ
た
わ
け
で
す
。
追
わ
れ
追
わ
れ
て
し
ま
っ
て
ニ
カ
月
も
お
く
れ
、
行
政
と
い
う
の
は
い
つ
も
手
お
く
れ
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
常

時
浸
水
地
域
と
い
う
の
が
で
き
る
ぐ
ら
い
に
お
く
れ
た
わ
け
で
す
9

こ
れ
は
下
水
が
あ
た
る
べ
き
か
、
排
水
で
す
か
ら
土
木
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
。
ま
あ
そ
ん
な
こ
と
は
抜
き
に
い
た
し
ま
し
て
も
大
抵
お
く
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。
や
っ
と
河
川
課
を
つ
く
れ
と
言
っ
て

お
っ
た
の
が
、
．
今
度
は
ど
う
や
ら
河
川
係
が
で
き
る
ら
し
い
、
道
路
と
違
い
ま
し
て
川
と
い
う
の
は
長
．
い
歴
史
が
必
要
で
す
し
、
記
録
が

必
要
で
す
し
、

雨
星
の
問
題
そ
の
他
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、

ど
う
し
て
も
係
を
置
く
べ
き
だ
と
思
‘
つ
一
て
お
っ
た
ん
で
す
が
、
．
や
っ
と

置
か
れ
ま
し
た
。
い
ま
こ
の
機
会
に
ど
う
し
て
、
私
は
企
画
、
計
画
を
で
き
る
室
で
も
よ
ろ
し
い
し
係
で
も
よ
ろ
し
い
が
、
何
か
私
は
、

建
設
計
画
、
土
木
建
設
の
部
門
に
企
画
を
置
く
べ
き
だ
、
•
そ
う
で
な
い
と
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
、
三
月
―
―
-
＋
一
日
ま
で
、
あ
る
い
は
五

月
の
出
納
閉
鎖
ま
で
に
仕
事
が
終
わ
れ
ば
い
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
計
画
が
で
き
な
い
。
四
日
市
市
の
百
年
の
大

計
を
誤
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
結
果
が
随
所
に
あ
ら
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
か
ら
、
•
こ
の
際
局
を
置
き
、
そ
し
て
企
画
、
計
画
す
る
も
の

を
局
を
置
い
て
適
時
適
切
に
処
理
を
し
、

そ
し
て
企
画
、
計
画
の
席
等
を
置
く
ど
い
う
こ
と
も
私
は
必
要
で
あ
ろ
う
と
こ
う
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
地
域
組
織
で
す
が
、
内
部
で
も
大
変
ご
れ
は
困
難
な
、
：
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
ど
が
多
い
ん
で
す

q
教
育
民
生
委
員
会
で
行
政

い
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
大
き
な
問
題
が
た
ぐ
さ
ん
出
ま
し
た
。
た
と
え
ば
大
谷
台
小
学
校
の
問
題
で
す
。
」
そ
れ
か
ら

三
そ
れ
か
ら
、

教
育
委
員
会
が
も
う
ぢ
ょ
っ
と
後
だ
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
へ
｀
教
育
行
政
の
組
織
と
｀
一
般
行
政
の
組
織
と
が
う
ま
く

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

：， 

: a 
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た
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
と
わ
れ
わ
れ
で
は
あ
る
い
は
気
の
っ
か
な
い
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
三
そ
う
い
ぅ
点
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
伺
い
を
し
な
が
ら
今
後
改
正
す
べ
き
も
の
は
改
正
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
、
：
か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

.
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お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

組
織
の
改
正
の
機
構
に
つ
い
て
も
審
査
し
た
い
と
い
っ
て
申
し
入
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
隣
の
市
で
は
八
月
な
い
し
は
九
月

に
学
校
建
設
の
発
注
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
議
会
で
承
認
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
し
て
、
年
度
内
に
で
き
て
い
る
ん
で
す
。
四
日
市
の
場

合
は
、
八
カ
月
、
九
カ
月
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
全
部
が
全
部
と
は
言
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
教
育
委
員
会
と
建
築
課
と
検

査
室
と
、
•
そ
れ
ら
が
う
ま
く
い
か
な
い
。
こ
れ
は
、
運
営
の
問
題
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
け
れ
ど
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
で
エ
期
が

遅
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
だ
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
市
民
は
損
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
、
あ
れ
や
こ
れ
や
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

教
育
委
員
会
の
組
織
が
あ
か
ぬ
、
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
承
知
の
上
な
ん
で
す
。
新
し
く
教
育
長
が
来
た
か
ら
、

そ
れ
の
メ
ソ
ツ
を
立
て
て
延
ば
す
の
か
、
私
は
一
般
行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
問
題
か
ら
論
議
さ
れ
て
お
る
よ
う
に
、

の
改
革
と
同
時
に
教
育
委
員
会
の
方
も
同
時
に
す
べ
き
だ
、
こ
れ
は
や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
で
き
る
こ
と
で
す
か
ら
、

に
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
か
ら
最
後
に
、

一
般
だ
っ
た
な
ら
ス
ッ
、

ス
ッ
、

こ
れ
は
複
雑
に
な
っ
て
よ
け
い
む
ず
か
し
く
な
る
の
じ
ゃ
な

な
ぜ
延
ば
さ
れ
る
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

一
般
行
政
組
織

そ
う
い
う
ふ
う

ど
う
で
も
議
会
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
こ
と
だ
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
行
政
組
織
の
改
正
の
構
想
図
に
つ
い

て
、
改
め
て
あ
る
い
は
こ
の
会
期
中
に
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
委
員
会
か
ら
、
十
分
も
う
一
遍
聞
き
直
し
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
が
あ

る
の
か
ど
う
か
、
も
う
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
、
総
務
委
員
会
の
方
で
ペ
テ
ラ
ソ
の
人
ば
か
り
集
ま
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
総
務
委
員
会

の
ほ
う
で
こ
の
分
掌
条
例
の
こ
と
だ
け
文
字
通
り
聞
い
た
ら
そ
れ
で
い
い
と
お
考
え
で
す
か
ど
う
で
す
か
伺
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

事
務
分
掌
条
例
、
議
会
の
方
で
十
分
ご
審
議
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
ず
“
し
、
そ
れ
に
関
連

し
て
細
部
に
わ
た
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
、

そ
れ
は
お
伺
い
を
し
な
が
ら
私

の
方
で
は
ど
う
そ
れ
に
対
し
て
対
処
し
て
ま
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
慎
重
に
検
討
し
て
み
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
局
を
置
く
置
か
な
い
と
い
う
問
題
、
局
を
置
い
た
か
ら
す
べ
て
う
ま
く
い
く
と
い
う
ふ
う
に
も
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
日
の
段
階

で
は
、
私
は
や
は
り
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
を
二
人
の
助
役
が
分
け
て
持
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、

に
な
れ
ば
、

で
の
調
整
と
い
う
こ
と

や
は
り
助
役
の
と
こ
ろ
で
調
整
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

総
合
的
な
調
整
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
市
長
公
室
の
方
で
行
う
と
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
松
島
良
一
君
登
壇
〕

0
松
島
良
一
君

松
島
良
一
君
。

こ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
て

私
は
、
こ
の
機
構
改
革
に
つ
い
て
、
市
長
の
お
考
え
を
た
だ
し
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
今
度
の
機
構
改
革
に
つ
い
て

は
市
長
は
相
当
な
決
意
で
こ
れ
は
や
ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
む
ず
か
し
い
問
題
に
取
り
組
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
市
長
の

何
は
、
こ
れ
は
戦
時
体
制
を
と
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
こ
う
と
る
わ
け
で
す
が
、

い... 
っ
の
は
ヽ

ゆ
え
に
よ
う
け
複
雑
に
な
り
む
ず
か
し
く
な
る
、

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。

そ
こ
で
、

部
間
の
現
場

そ
れ
な
ら
ば
戦
時
体
制
を
と
っ
た
ん
な

ら
ば
、
も
う
ち
ょ
っ
と
簡
単
な
方
法
が
み
ん
な
に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

い
か
と
い
う
よ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
市
民
の
方
で
は
お
役
所
仕
事
と
い
う
わ
け
で
す
。

お
役
所
仕
事
と

こ
う
い
う
声
は
ず
い
ぶ
ん
聞
き
ま
す
。
お
役
所
に
し
て
も
の
を
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
ら
一
月
も
二
月
も
か
か
ら
な
け
れ

と

、

ス

ッ

と

通

っ

て

い

く

と

い

う

の

が

現

況

で

す

。

お

役

所

が

ば
書
類
も
で
き
な
い
し
何
も
で
き
な
い

そ
う
し
て
延
び
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
私
は
で
き
る
だ
け
事
務
の
簡
素
化

の
方
に
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
が
、
そ
の
点
を
ー
つ
お
伺
い
し
た
い
。

も
う
ー
つ
は
、
一
般
職
員
の
配
置
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
番
私
が
各
所
で
聞
き
ま
す
の
に
、
本
庁
の
職
員
の
人
は
ま
あ
い
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
ほ
か
に
分
散
し
て
い
る
職
員
の
人
の
お
客
さ
ん
に
対
す
る
態
度
が
い
か
に
も
悪
い
と
い
う
声
を
頻
々
と
聞
く
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
岩
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0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

小
井
道
夫
君
。

•• 

、

つ

考

え

て

も

ら

い

た

い

と

、

こ
の
議
会
で
私
は
申
し
上
げ
ま
し
て
そ
し
て
ひ
と

野
市
長
が
引
＜
前
に

持
っ
て
や
ら
れ
る
の
か
、
9

そ
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。
以
上
。

a
^

の
方
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
市
長
。

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
点
で
一
般
職
員
の
そ
の
末
端

お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。
今
度
の
機
構
改
革
は
、
き
わ
め
て
市
長
部
局
に
関
し
ま
し
て
大
幅
な
改
革
に
な
っ
、9行
財

こ
れ
は
こ
の
四
日
市
市
行
財
政
調
査
会
で
過
去
一
年
間
に
わ
た
っ
て
検
討
を
続
け
て
い
た
だ
き
ま
し
て

政
の
運
営
の
甚
本
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
行
政
体
制
に
つ
い
て
ど
う
し
た
ら
い
い

か
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
全
庁
的
な
管
理
機
能
の
強
化
あ
る
い
は
部
門
管
理
機
能
の
強
化
、
機
能
別
組

,
、
織
機
能
の
編
成
、
広
報
、
広
聴
機
能
の
強
化
あ
る
い
は
職
員
の
流
動
的
配
置
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
具
体
的
な
機
構
改
革
編
成
の
考
え

方
の
基
礎
に
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
い
う
考
え
方
が
出
て
ま
い
り
ま
す
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
、
ご
指
摘
の

あ
り
ま
し
た
民
間
で
や
っ
て
お
り
ま
す
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
の
や
り
方
に
つ
い
て
の
機
能
的
な
や
り
方
と
い
う
も
の
を
で
き
る
だ
け
取
り
入

れ
て
ま
い
る
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
ご
指
摘
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
お
役
所
の
仕
事
と
い
う
も
の
が
、
お
役

所
の
や
り
方
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
代
表
的
な
表
現
で
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
ね
が
ね
私
自
身
残
念
に
思
っ
て
お
り

ま
す
し
、
早
く
ー
つ
の
問
題
に
つ
い
て
関
係
の
者
た
ち
が
さ
っ
と
寄
っ
て
ー
つ
の
結
論
を
出
し
て
、
市
民
の
方
々
が
ご
安
心
で
き
る
よ
う

に
し
な
は
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
を
私
が
常
々
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
そ
こ
ま
で
持
っ
て
い
ぐ
に
は

か
な
り
な
時
日
が
か
か
る
だ
ろ
う
と
、
正
直
な
こ
と
を
申
し
上
げ
て
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
か
し
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
傍
観
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
て
、
こ
う
い
う
改
革
に
思
い
き
っ
て
踏
み
切
‘
っ
た
と
い
う
，
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
機
構
だ
け
改
革
を
い
た
し
ま
し
て
も
、
機
構
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
の
は
や
は
り
三
千
人
の
市
の
職
員
で
ご
ざ
い

っ
て
も
ら
わ
ね
ば
、
ど
れ
だ
け
い
い
機
構
を
つ
く
，
っ
て
み
て
も
仕
事
は
う
ま

ま
す
か
ら
、
こ
の
職
員
の
人
た
ち
一
人
一
人
が
そ
の
気
に
な

つ
取
り
上
げ
た
わ
け
で
ご
ざ
い

。
そ
の
た
め
に
、
今
度
の
機
構
改
革
の
中
で
も
一

く
回
っ
て
い
か
な
い
と
、
私
は
そ
う
考
え
て
お
り
ま
す

、
そ
の
中
味
を
充
実
し
て
職
員
の
考
え
方
を

ま
す
け
れ
ど
も
、
職
員
研
修
所
と
い
う
も
の
を
課
の
位
置
ま
で
引
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
て

も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
一
機
構

か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
市
民
の
皆
様
方
の
ご
要
請
に
合
わ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

＇
、
考
え
て
、
毎
冒
~

改
革
だ
け
で
ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
市
の
職
員
組
合
と
の
十
分
な
話
し
合
い
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
と
私
自
身
は
こ
う

じ
ゃ
な
い
か
と
い
ぅ
こ
と
で
提
案
を
い
た
し
ま
し

が
忌
憚
の
な
い
話
．
し
合
い
を
し
よ
う

一
遍
ず
つ
市
の
執
行
部
と
職
員
組
合
の
執
行
部
と

た
し
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
今
月
か
ら
実
施
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
C

そ
う
い
V

て
、
定
期
的
に
そ
う
い
う
話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
に
い

、
と
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
ず
の
で
、
ま
た
ご
協

た
点
で
組
合
の
理
解
も
得
な
が
ら
今
後
に
対
処
を
し
て
ま
い
り
た
い

。

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
松
島
良
一
君
。

．
〔
松
島
良
一
君
登
壇
〕

で
す
が
、
い
ま
地
方
の
業
者
、
建
設
業
者

う
こ
と
で
聞
き
た
か
っ
た
ん

00松
島
良
一
君
私
は
一
般
職
員
の
配
置
を
ど
う
す
る
の
か
と
い

，
っ
て
お
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
社
長
さ
ん
は
地

F

ろ
い
ろ
話
し
合

、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
私
は
い

と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が

ー
。
そ
れ
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
や
、
っ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
な

た
び
を
は
か
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
よ
と
言
っ
て
私
は
話
を
し
て
聞
い
て
ま
す

・
や
っ
て
い
ま
す
。
一
番
問
題
は
こ
こ
に
お
る

け
れ
ば
い
け
な
い
。
私
は
各
課
へ
回
り
ま
し
て
、
確
か
に
課
長
さ
ん
以
下
は
ほ
ん
と
に
よ
くく
れ
な
け
れ
ば
機
構
改
革
に
何
ぼ
踏
み
切
っ
て

大
臣
級
が
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
私
は
。
そ
の
大
臣
級
が
ほ
ん
と
に
地
下
た
び
を
は
い
て

も
な
れ
な
い
d

こ
れ
だ
け
を
私
は
言
っ
て
お
き
ま
す
。
も
う
答
弁
は
よ
ろ
し
い
で
す
。

-=-•193'.:.;;.· ｀ 
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い実管務
<‘態理分＜

てに機 ，ら 0
じ構そか小＾，

のと機掌るま：改れ．に
かし・能ちもし革か，．

井小
し道井

わての｀ょの．て・のら
か g強つなも要ニ・

て夫道‘
い．君夫

らっ化との‘同番た．君
んいを説かこ 目だ
でう図明‘れこ

最登

すこ
はき，初壇

っしこにれ‘
°と

たに.'-'
たてう沿を今い六

少に‘あいつ見度と十
な，な部るうたるの思五，

くっ門だ点も限‘い号
とて管けがのりこまに
もい理で判で
各く強す

でのす対

課の化゜
断あは機°す
のる果，構 る・

まかをこしのた改
でが図のよか，

．質
し革• ・，問

のつつ要うなてに で
ヽ＇かた旨がい

係めと
こ関， す

もなのれし， ＊ 

まな‘
.・か，

らいかが，て ‘ 
でいいつわ‘少，提｀_・.・ま

ののろてけそな案． ず＇、
事でいもでし
務すろ‘

くさ 今

分°あこ
すてとれ 度
°市、もての

掌広りれ議民行お
も聴まも案に財り

・機

明広す非
・構

ら報
ーと政・ま 改

よ常つっ調す
かの ‘に見て1 査議、 ・杏
に強言簡まど
し化葉単し

会案 伴
れのと．う

なととなてだ答‘
が．言しもも

・諸
け申先＇経

ら・わての ‘ こを日
‘れはでたれ
そ・ま言 ‘ 

是説 、喜
だしが認明

しすわそ部具す会 見
てけれこが体るか

＊込

そ、れてに一的とご
．、み、

こどおはつにかざ そ
にもりなだプしい

,. 

配‘
・つ

まるけラなま い
置どすほふスいし う

人うけどえにとた も
員なれ全て反かと の

もつど庁‘映・は・き を

どても的事し別の 明
ヽ

う
い
う
ふ
う
に
す
る
の
か
、
全
体
と
し
て
定
数
を
ふ
や
さ
な
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
じ
ゃ
あ
、

に．を
は＇な
そさ
の，つ

辺て
もい
ー<
緒の
に．か
出～
さそ
れれ
てか
こら
な先
い般
と来
‘専
わ決
れ事

わ項
れ` ー、

と，権
し限
て委
判譲
断の
の問
し＇，題
よが
ぅぃあ
がり
な＇ーま
ぃ、し，
とた
思け.. 
つ．れ
んど
でも
す‘
°ゃ
やは
はり
り実ど
‘を＇う
こ上い
のげう
期てふ
間いう
中くに
ヽ
た配
審め置

うてて議
に‘のの
判そひ段
断しと階
してつで
て市お—
私民考つ
はにえの
言利方私
う益を案
んが伺的
で還・いな
す元たも
けしいの
れてとで
ど<‘も
もる特出
‘のにさ
福か市れ
祉‘民て
もその討
変のサ議
わ辺イを
らのド深
ぬとかめ
‘こらる
市ろ見よ
民をてう
部ち今に
が，よ度さ
でつのれ
き と．機・る

た出構べ
とし改き
言て革だ
いいをと
また通私
しだしは
てきて 1 こ
も・たどう
、、い、 う・ 思
い。ぃ．う
まど，・うん
まう；，とで
でもこす
のそろ゜
総のがこ
務点便の
部乏利辺
のしにに
市いなっ
民よっい

課
と
出
張
所
を
持
っ
て
き
た
だ
け
で
す
し
福
祉
部
は
も
ち
ろ
ん
変
わ
り
ま
せ
ん
。
産
業
部
も
何
も
変
わ
っ
て
ま
せ
ん
。
環
境
部
も
変
わ
っ

て
ま
せ
ん
。
た
だ
ち
ょ
っ
と
土
木
部
と
建
設
部
が
い
ろ
い
ろ
直
し
て
建
設
と
都
市
計
画
と
名
前
を
変
え
て
建
設
管
理
課
が
ー
つ
で
き
た
ぐ

ら
い
、
こ
れ
が
ど
う
市
民
の
便
利
に
返
っ
て
く
る
の
か
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
ぬ
で
す
。

に
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
＇
．

そ
れ
か
ら
次
の
問
題
は
、
全
体
の
機
構
改
革
の
問
題
と
と
も
に
、

市
長
の
職
務
と
い
う
問
題
と
も
か
か
わ
っ
て
、
市
長
が
た
く
さ
ん
の

仕
事
を
兼
職
し
て
み
え
る
、
何
か
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
ま
す
と
九
十
八
の
役
職
を
い
ろ
い
ろ
持
っ
て
み
え
る
ん
で
す
ね
、
責
任
が
果
た
し

え
て
、
い
つ
ま
で
で
も

ヽ

て
こ
れ
で
持
て
る
の
か
、
た
と
え
ば
。
ハ
ビ
リ
オ
ソ
な
ん
か
で
も
そ
う
い
う
あ
の
財
団
法
人
の
役
員
に
な
っ
て
み

う
立
場
に
立

四
億
も
か
け
た
金
、
お
金
を
か
け
た
や
つ
が
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て
ま
す
が
ね
、

i

責
任
を
持
っ
て
あ
の
問
題
を
解
決
す
る
と
い

ち
切
っ
て
お
れ
な
い
、
そ
う
い
う
余
裕
が
な
い
か
ら
こ
う
い
う
問
題
だ
っ
て
い
つ
ま
で
も
な
っ
て
お
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ

、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
体

う
い
う
市
長
の
兼
職
、
役
職
の
問
題
に
つ
い
て
も
こ
の
際
や
っ
ぱ
り
き
ち
っ
と
さ
れ
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と

ど
う
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、

こ
の
不
況
下
で
、

そ
の
辺
を
ち
ょ
っ
と
は
っ
き
り
し
て
い
た
だ
く
よ
う

い
わ
ゆ
る
市
な
ん
か
の
行
う
公
共
事
業
の
施
行
と
い

そ
れ
か
ら
七
十
二
号
か
ら
八
十
九
号
の
問
題
で
す
が
、

う
問
題
に
つ
い
て
は
、
早
く
発
注
を
し
て
町
の
中
に
仕
事
を
起
こ
し
て
い
く
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ま

た
そ
れ
が
望
ま
れ
て
お
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
よ
り
多
く
の
業
種
業
者
の
方
に
仕
事
が
及
ぶ
よ
う
に
し
て
い
く
と
、
こ
う
い
う
こ

と
は
非
常
に
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
う
い
う
点
で
い
ま
の
市
の
い
ろ
い
ろ
土
木
、
建
設
関
係
す
べ
て
の
事
業
で
の
今
度
の
請
負
契

約
を
含
め
て
の
発
注
率
と
言
い
ま
す
か
、
そ
れ
は
一
体
ど
の
程
度
に
な
っ
て
い
る
か
、
国
な
ん
か
の
指
導
し
て
い
る
指
数
と
言
い
ま
す
か

指
標
と
言
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
と
の
関
係
は
ど
う
か
と
い
う
も
の
を
ひ
と
っ
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
後
藤
議
員
か
ら
、
こ
の
工
事
請
負
契
約
の
中
で
松
岡
建
設
が
二
つ
落
札
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
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市
長
も
お
答
え
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

こ
の
機
構
改
革
に
直
接
伴
っ
て
必
要
と
な
る
規
則
、
r

規
程
等
の
改
正
は
こ
の
六
月
中
に

に
や
っ
て
い
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

議
会
審
議
と
並
行
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
C

昨
日
で
し
た
か
、
'

革
の
部
あ
る
い
は
課
の
原
案
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
の
積
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
係
と
の
事
務
分
掌
を
現
在
最
後
の
仕
上
げ
を
懸
命

し
て
と
い
う
ご
意
見
、
ま
こ
と
に
ご
も
っ
と
も
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀

権
限
委
譲
の
問
題
な
ど
も
同
時
に
デ
ー
ク
と

現
在
、

こ
の
機
構
改

ご
ざ
い
ま
す
。

は
大
幅
に
、
，
あ
る
い
は
見
方
に
よ
っ
て
は
非
常
に
小
幅
と
い
う
ふ
う
な
印
象
に
も
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
日
の
原
案
に
至
っ
．
た
わ
け
で

き
り
は
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
逆
の
面
で
ま
た
い
ろ
い
ろ
デ
メ
リ
ッ
ト
も
出
て
く
る
と
い
う
恐
れ
も
あ
り
ま
し
、
て
、
見
方
に
よ
っ
て

み
上
げ
の
中
か
ら
今
日
の
機
構
が
で
き
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
い
ろ
い
ろ
大
幅
に
組
み
変
え
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
す
っ

り
の
中
で
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

ま
た
幅
の
広
い
形
で
問
題
の
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
積

戦
前
の
市
町
村
の
業
務
と
違
っ
て
戦
後
の
業
務
は
非
常
に
大
き
く
変
わ
っ
＿
て
き
て
お
り
ま
す
。
一
っ
―
つ
．
の
仕
事
が
や
は
り
長
い
つ
な
が

政
事
務
、
．
先
ほ
ど
の
議
論
の
中
で
も
出
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
•
特
に
こ
と
し
地
方
自
治
法
が
で
き
ま
し
て
―
―
-
＋
年
に
な
り
ま
す
が
、

と
い
う
こ
と
か
ら
、

か
な
り
大
幅
な
問
題
点
を
取
り
上
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

し
か
し
何
分
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
行

示
さ
れ
ま
し
た
非
常
に
大
き
な
原
則
あ
る
い
は
視
点
こ
う
い
っ
た
も
の
を
と
ら
え
な
が
ら
新
し
い
時
代
に
即
応
す
る
機
構
改
革
の
あ
り
方

こ
れ
は
説
明
会
が
あ
っ
た
と
い
う
前
提
で
お
話
を
申
し
上
げ
て
い
い
の
か
ど
う
か
知
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
と
き
に
も
こ
の
問
題
に
ず
っ
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
山
北
参
事
が
申
し
て
お
り
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
の
答
申
の
中
で

で
ご
ざ
い
ま
す
。
・
た
だ
、

さ
き
の
説
明
会
、

の
案
、

あ
る
い
は
そ
れ
の
裏
づ
け
と
な
る
デ
ー
ク
な
ど
す
べ
て
市
民
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た
も
の

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
―
つ
で
す
ね
、

て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
ぬ
じ
ゃ
な
い
か
と
い
ぅ
ふ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、

る
か
、
当
局
に
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
総
務
部
長
。

〔
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）
登
壇
〕

0
総
務
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）

ま
す
。

す後が
わに，・ヽ

ね落こ
ヽ，札れ

こしは
のて十

辺い分
でるひ
い人と
ろはつ

い最総
ろ初務
言か委
わら員
れ低会
るいで
わ価ご
け・格審
で＇を査
し出を
よし、い
うてた',
け・:ぎだ，
れ、，て．：き'、
どおた九
も．り．：い：
、まと
先す思
ほ＇わうい

どね．｀、ん•• 9 

も、で

ちこす
ょのが
っ：場‘_
と合ど
触八の
れ郷契
ま西約
し小を
た学見
よ：校ま，
うの．．し、
に，場．て，

‘合も：：
はほ＇
ちと、`ー
ょん；

つど
と大
違部
い分＇
ま最

業
種
、

十
八
件
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
の
う
ち
、

そ
う
い
う
も
の
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
方
式
な
ん
か
も
含
め

業
者
の
方
が
仕
事
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
均
等
に
請
け
ら
れ
る
よ
う
な
努
力
、
そ
し
て
し
か
も
こ
の
適
正
な
マ
ー
ジ
ン
と
言
い
ま
す

ヽ
カ
そ
う
い
う
も
の
を
保
証
し
て
い
く
と
、
こ
う
い
う
点
で
の
新
し
い
ジ
ス
テ
ム
‘
.

ヽ
『て

編
み
出
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
ぅ
点
も
ひ
と
つ
十
分
ご
審
査
を
総
務
委
員
会
で
も
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
．

十
一
件
が
入
札
結
果
の
価
格
が
、

よ
り
多
く
の
地
元
の

種と： ；設価
段い• 4定格
階ろのが
でい仕予
出’ろ．方定
てなが価
＜請非格
るけ常に
の方に至
かが厳ら
ヽぁしず
る・いに

と，と引
田、
心き
うこ下
んうげ
でいを
す．うし
が意て
‘見決
が定
あを
るし
わて
け•お

なり
んま
です
す• O 
0.,_ 
.、一
での

‘点
こに
のつ
点い
に•て
つ． ‘ 
ぃ、・業
て者
その
れ：皆`
じさ
ゃん
あかノ三
元ら回
請市：目
ヽ の．の

下予，＇入
請定→札
‘価結
格果

の̀ ‘の
孫
請

そ
う
い
う
関
係
な
ん
か
も
き
ち
っ
と
一
遍
調
査
を
し
て
整
理
し
て
、
そ
う
し
て
こ
う
し
た
不
満
に
も
こ
た
ぇ

、し・・

・ー・

こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
体
ど
ぅ
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
み
ぇ
に
な

そ
う
い
う
実
態
も
正
確
に
つ
か
ん
で
一
体
ど
れ
だ
け
の
マ
ー
ジ
ゾ
と
い
う
も
の
が
各

ど
れ
ぐ
ら
い
経
費
が
か
か
る
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

改
革
の
案
が
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
後
、
必
要
な
工
事
を
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

第
一
番
目
の
ご
質
問
は
、

こ
の
機
構

約
六
百
万
ぐ
ら
い
を
必
要
と
す
る
と

：
そ
れ
か
ら
、
今
回
の
機
構
改
革
案
が
市
民
に
ど
れ
だ
け
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
‘
•
こ
の
機
構
改
革
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す。

た

い

で

、

権

限

委

譲

の

問

題

も

現

在

詰

め

て

お

り

ま

完
了
じ
て
、
七
月
一
日
の
新
し
い
体
制
に
間
に
合
わ
す
よ
う
に
し
と
い
う
こ
と
・

そ
れ
か
ら
工
事
請
負
契
約
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
承
知
の
よ
う
に
政
府
で
は
今
日
の
低
迷
す
る
不
況
を
早
く
回
復
さ
せ
る
と
い

う
目
標
の
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
上
半
期
に
傾
斜
発
注
、
前
倒
し
発
注
と
い
う
こ
と
に
努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
も
強
く
そ
の
要
請
が
ま
い
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
政
府
の
目
標
と
し
て
は
五
十
二
年
度
の
特
に
建
設
工
事
等
に
つ
き
ま
し
て
、
上

半
期
に
七
三
％
発
注
と
、
地
方
公
共
団
体
も
こ
れ
に
な
ら
う
よ
う
に
と
い
う
要
請
が
ま
い
っ
て
お
り
ま
し
て
、
各
月
ご
と
の
報
告
も
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
四
月
末
の
デ
ー
ク
は
す
で
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
四
月
で
は
支
出
負
担
行
為
、
い
わ
ゆ
る
工
事
契
約
が

な
さ
れ
た
額
は
普
通
会
計
の
分
で
、
年
間
百
六
億
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
用
地
費
、
事
務
費
等
は
除
く
純
工
事
費
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

約
二

0
・
ニ
％
の
契
約
が
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
以
外
の
水
道
、
病
院
あ
る
い
は
公
共
下
水
道
の
も
の
も
含
め
ま
す
と

二
九
•
四
％
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
五
月
末
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
集
計
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ま
ご
審
議
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
の
十
八
の
工
事
請
負
契
約
議
案
が
成
立
い
た
し
ま
す
ど
、
六
月
末
の
支
出
負
担
行
為
は
大
幅
に
伸
び
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
政
府

の
言
い
ま
す
上
半
期
七
三
％
の
目
標
に
対
し
て
本
市
の
場
合
、
普
通
会
計
で
約
七
六
％
、
公
営
企
業
等
を
含
め
ま
す
と
八
一
％
に
な
る
と

い
う
ふ
う
に
見
込
ん
で
現
在
作
業
を
い
た
し
て
お
り
ま
す

そ
れ
か
ら
地
元
業
者
あ
る
い
は
市
内
の
中
小
業
者
育
成
と
い
う
こ
と
か
ら
、
か
ね
が
ね
議
会
の
方
で
も
大
変
熱
心
な
ご
意
見
を
ち
ょ
う

だ
い
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
も
十
分
に
そ
の
意
を
体
し
な
が
ら
努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
方
法
と
し
て
い
ま
も

ジ
ョ
イ
ン
ト
と
い
う
お
話
が
出
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
新
し
い
病
院
の
工
事
発
注
に
当
た
り
ま
し
て
、
．
議
会
の
皆
さ
ん
方
に
も
そ
れ
に
取

り
組
む
基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
と
き
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
ヂ
・
ヤ
ー
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
ご
説
明
申
し
上
げ
て
お
り

ま
じ
て
、
言
葉
ど
お
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
日
本
に
お
き
ま
し
て
も
戦
後
間
も
な
く
の
こ
ろ

か
ら
非
常
に
大
型
な
工
事
に
対
し
て
一
業
者
で
は
と
う
て
い
で
き
な
い
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
国
の
方
で
は
ジ
ョ
イ
ン
ト
ペ
ン
チ
ャ
ー

を
組
ま
せ
て
新
幹
線
で
あ
る
と
か
、

ヽ

、
そ
の
後
の
経
済
情
勢
の
変
化
等
か
ら

す
が

あ
る
い
は
高
速
道
路
な
ど
に
取
り
組
ま
し
て
お
り
ま

ヽ

ョ
ソ
ト
．
．
ャ
ー
と
い
う
も
の
が
、
国
の
方
か
ら
も
指
導
が
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
て

ヘ
ソ
チ

の

ジ

イ

い
わ
ゆ
る
中
小
企
業
の
育
成
策
と
し
て

、
何
分
に
も

て
お
り
ま
す
が

ら
こ
の
問
題
を
検
討
い
た
し

っ
て
、
本
市
も
早
く
か

各
自
治
体
も
こ
の
問
題
に
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
ま
い

し
て
、
他
府
県
あ
る
い
は
他
都
市
と
の
実
態

ソ

ト

、

あ

る

い

は

未

成

熟

な

点

等

も

あ

り

ま

ペ
ン
チ
ャ
—
そ
の
も
の
の
歴
史
が
浅
い

ジ
日
ィ
ィ
・

も
詳
細
に
担
当
者
が
手
分
け
を
し
て
検
討
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
病
院
の
際
に
も
、
あ
の
よ
う
な
結
果
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
し
、
今

日
の
段
階
も
さ
ら
に
専
門
部
会
を
設
け
て
調
査
検
討
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
や
は
り
現
在
の
社
会
情
勢
か
ら
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
あ

う
こ
と
で
、

る
け
れ
ど
も
、
も
う
少
し
や
は
り
ジ
ョ
イ
ソ
ト
ペ
ン
チ
ャ
ー
方
式
を
導
入
す
る
工
事
の
種
類
に
つ
い
て
の
選
択
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
い

も
う
し
ば
ら
く
の
検
討
を
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
多
少
、
淵
れ
て
い
る
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

職
を
や
＂
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
れ
は
県
知
事
が
や
っ
て
お
り
ま
す
役
職
に
関
し
ま
し
て
、
口
県
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

で
き
る
だ
け
整
理
を
す
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
、
市
長
と
し
て
私
が
や
っ
て
お
り
ま
す
役
職
は
、
こ
の
市
役
所

あ
る
い
は
四
日
市
市
内
部
の
問
題
と
そ
れ
か
ら
外
部
の
問
題
と
ご
ざ
い
ま
す
。
外
部
の
問
題
は
主
と
し
て
県
サ
イ
ド
で
い
ろ
い
ろ
な
協
議

そ
う
い
う
も
の
を
県
サ
イ
ド
で
つ
く
っ
て
お
る
、
そ
の
県
サ
イ
ド
の
協
議
会
な
り
委
員
会
な
り
と
い
う
も
の
の
理

会
な
り
委
員
会
な
り
、

事
な
り
、

こ
れ
余
り
議
案
に
関
係
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
市
長
の
職
務
に
関
連
を
い
た
し
ま
し
て
、

あ
る
い
は
委
員
な
り
、

あ
る
い
は
会
長
な
り
副
会
長
な
り
と
い
う
も
の
を
四
日
市
市
長
と
い
う
こ
と
で
私
の
名
前
に
な
っ
て
お

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
―
つ
は
へ
□
こ
の
付
近
の
三
重
郡
近
隣
の
各
町
と
の
関
連
、
広
域
行
政
の
関
連
で
や
っ
て

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

市
長
。

答
え
に
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
役

一
応
、

ぉ
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大
森
多
喜
一
＿
＿
君
。

..• 

〔
大
森
多
喜
三
君
登
壇
〕

0
大
森
多
喜
三
君
私
は
、
議
案
第
六
十
五
号
事
務
分
掌
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
さ
ん
方
は
実
態
的
な
こ
と
を
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

私
、
形
式
的
な
こ
と
を
お
尋
ね
申
し
上
げ
た
い
と
、
と
申
し
ま
す
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
務
分
掌
は
部
と
、
そ
う
し
て
課
の
編
成
を
盛
り

込
ん
だ
事
務
分
掌
で
あ
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
度
ご
提
案
の
事
務
分
掌
は
、
部
だ
け
の
編
成
組
織
の
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
る
の

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
体
、
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
か
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ー
大
体
、
地
方

、
、
必
要
に
よ
り

自
治
法
の
第
百
五
十
八
条
の
第
七
項
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
町
村
長
は
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
に

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
昭
和
二
十
七
年
の
七
月
二
日
に
、

、

き
る
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
な

が
で
．

条
例
で
必
要
な
部
課
を
設
け
る
こ
と

そ
の
解
釈
が
自
治
省
か
ら
出
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
条
例
で
決
め
な
き
ゃ
な
ら
な
い
部
課
と
い
う
の
は
、
-

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
時
、

こ
れ
は
市
長
権
限
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
解
釈
が
出
て
お
る
ん

部
ま
た
は
課
で
、
部
だ
け
決
め
た
ら
後
は

問
題
い
ろ
い
ろ
論
議
が
あ
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
論
議
は
と
も
か
く
と
い
た
し
ま
し
て
、

十
二
年
の
三
月
三
十
日
条
例
第
十
号
で
、
実
は
制
定
さ
れ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
と
き
の
総
務
部
長
は
た
し
か
前
岩
野
市
長
だ
っ
た

、
、
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
現
実
に
市
民
の
利
便
と
い

と
思
い
ま
す
が
、
当
時
の
岩
野
さ
ん
の
ご
方
針
で
、
自
治
省
の
指
導
は
部
だ
け
て

v

>

、
そ
の
部
に
は
ど
う
い
う
課
が
あ
る
ん
だ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
は
一
目
瞭

い
う
部
が
あ
っ
て

う
も
の
を
考
え
る
と
、
条
例
を
見
れ
ば
ど
う

わ
ゆ
る
市
民
の
利
便
を
考
え
た
条
例

、

そ

た

、

い

ヽ
．
自
治
省
の
指
導
方
針
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
う
し

然
に
わ
か
る
と
、
そ
う
い
う
条
例
と

、
自
来
二
十
年
全
然
変
わ
ら
ず
に
、
そ
の
ま
ま
現
在

十
日
で
ご
ざ
い
ま
す
が

を
お
つ
く
り
に
な
っ
た
と
、
そ
れ
が
昭
和
三
十
二
年
三
月
三

，
ま
し
て
、
今
度
の
改
正
が
ち
ょ
う
ど
十
四
回
で
ご
ざ
い
ま
す

も
施
行
さ
れ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
間
に
十
三
回
改
正
が
ご
ざ
い

が
、
そ
の
間
、
部
と
そ
う
し
て
課
と
両
方
盛
り
込
ん
だ
事
務
分
掌
が
ず
，
っ
と
施
行
さ
れ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

は
何
か
突
然
変
異
と
申
し
ま
す
か
、
部
だ
け
の
あ
っ
さ
り
し
た
事
務
分
掌
条
例
に
な
っ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
『

し
た
わ
け
だ
、
こ
れ
は
私
、
不
審
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
ず
が
、
こ
の
条
例
が
通
り
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
は
論
議
は
と
も
か
く
と
い
た
し
ま
し

、
こ
れ
が
ら
は
そ
う
じ
ゃ
な
く
な
る
と
議
会
の
対
象
は
部
だ
け
で
ご
ざ

て
、
課
の
組
織
は
こ
れ
ま
で
は
議
決
の
対
象
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
体
ど
う
し
て
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
か
と
い
う
こ
と
を
聞
き
た
い
の

、
、
ど
う
ぞ
ひ
と
つ
そ
う
い
う
私

ま
せ
ん
し
、
総
務
委
員
会
で
審
査
願
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
の
て

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
う
時
間
も
ご
ざ
い

。

の
疑
問
を
取
り
上
げ
て
、
総
務
委
員
会
で
ご
審
査
願
い
た
い
と
思
い
ま
ず

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

に
は
私
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

午

後

四

時

四

分

再

開

お
り
ま
す
役
員
が
大
部
分
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
も
四
日
市
市
長
と
い
う
名
前
で
こ
の
付
近
の
町
と
仕
事
を
処
理
し
て
お
る
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
県
知
事
が
兼
ね
て
お
り
ま
す
役
職
を
で
き
る
だ
け
整
理
を
す
る
と
い
う
の
と
は
若
干
違
っ
て
お
り
ま
し
て
、
県
な

り
、
あ
る
い
は
付
近
の
広
域
行
政
に
つ
い
て
の
役
職
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
私
自
身
は
で
き
る
だ
け
整
理
を
い
た
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
他
動
的
な
要
素
が
か
な
り
あ
る
と
、
現
実
に
全
部
の
会
議
に
私
が
出
席
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
、

ど
う
し
て
も
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
会
議
の
み
に
私
が
出
て
お
る
と
い
う
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
出
な
い
会
議
に
は
、
Z

そ
れ

ぞ
れ
関
係
部
課
で
出
席
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
さ
ほ
ど
私
が
や
っ
て
お
り
ま
す
役
職
で
市
長
職
が
煩
わ
さ
れ
て
お
る
．
と
い
う
ふ
う

午
後
三
時
五
十
三
分
休
憩

四
日
市
の
事
務
分
掌
条
例
は
昭
和
三

そ
れ
ら
が
、
今
度

一
体
そ
れ
は
ど
う

-．201-- --~:2.00-



ご
答
弁
は
不
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
他
に
ご
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
他
に
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

本
件
を
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
常
任
委
員
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
の
担
当
部
門
は
、
お
手
元
に
配
布
し
ま
し
た
付
託
議
案
一
覧
表
日
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

議
案
第
八
十
九
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
四
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

0
市
長
ー
加
藤
寛
嗣
君
）

議
案
第
八
十
六
号
及
び
議
案
第
八
十
七
号
は
、
い
ず
れ
も
下
水
道
事
業
に
か
か
る
工
事
の
請
負
契
約
締
結
案
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
結
果
、
雨
池
ポ
ソ
プ
場
築
造
工
事
に
つ
い
て
は
、
金
額
十
億
三
千
五
百
万
円
を
も
っ
て
名
古
屋
市
中
村
区
広

井
町
三
丁
目
大
成
建
設
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
に
、
塩
浜
第
一
排
水
路
築
造
工
事
に
つ
い
て
は
、
＿
金
額
三
億
八
千
八
百
万
円
を
も
っ
て
名

古
屋
市
中
区
栄
一
丁
目
三
菱
建
設
株
式
会
社
名
古
屋
支
店
に
落
札
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
業
者
と
の
間
に
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
八
十
八
号
及
び
議
案
第
八
十
九
号
は
、

れ
ぞ
れ
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
結
果
、
第
一
工
区
に
つ
い
て
は
、
金
額
一
億
四
千
四
百
八
十
万
円
を
も
っ
て
市
内
羽
津
中
二
丁
目
丸
藤

建
設
株
式
会
社
に
、
第
二
工
区
に
つ
い
て
は
、
金
額
一
億
六
百
万
円
を
も
っ
て
市
内
小
浜
町
株
式
会
社
第
一
工
務
店
に
落
札
決
定
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
業
者
と
の
間
に
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
件
を
、

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。

ヽ

'
`
t

●
'
,
~
．
，

'
9

ヽ
＇
~
．
，
．
，
．
，
＇
，
＇
·

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
次
に
、
本
日
ま
で
に
受
理
い
た
し
ま
し
た
請
願
及
び
陳
情
は
、

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
文
書
表
記
載
の
関
係
常
任
委
員
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。

、
目
下
総
務
委
員
会
で
審
査
中
の
陳
情
第
二
号
築
港
病
院
の
固
定
資
産
税
の
全
部
免
除
に
つ
い
て
は
、

な
お

り
ま
し
た
の
で
●
）
了
承
願
い
ま
す
。

〔

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

［ 

←`’ 

し

:’ :” 

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

提
案
理
由
の
説
明
は
、
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
審
議
い
た
だ
き
、
ご
決
議
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
各
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

日
程
第
二
六

議
案
第
八
九
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

次
に
、
日
程
第
二
十
三
、
議
案
第
八
十
六
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
な
い
し
、
日
程
第
二
十
六
、

日
程
第

い
ず
れ
も
三
重
団
地
の
公
営
住
宅
建
設
工
事
の
請
負
契
約
締
結
案
で
あ
り
ま
し
て
、

議
案
第
八
六
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
な
い
し
、

そ

お
手
元
に
配
布
の
文
書
表
の
と
お
り
で
あ
り

取
り
下
げ
の
申
し
出
が
あ

-203-
-202・-



0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

次
回
は
、
来
る
六
月
十
八
日
午
前
＋
時
か
ら
会
議
を
開
き
ま
す
。

本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

ご
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四

日

市

市

議

会

以
上
で
、
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

四

日

市

市

議

会

定

例

会

会

議

録

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
八
日

（
第
四
号
）

午
後
四
時
十
二
分
散
ム
コ

-204-



第
一
五

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
四

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
―
二

第
一
三

議
案
第
七
六
号

議
案
第
七
七
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
．
一
―
`

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第・一。
議
案
第
七
四
号

議
案
第
七
五
号

議
案
第
七
八
号

議
案
第
七
九
号

•••••.••••••••••••••••••••••••••• 

，
 
．
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9
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9

、
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~
 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
『
九

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
七

0
号

議
案
第
七
一
号

議
案
第
七
二
号

議
案
第
七
三
号

四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

四
日
市
市
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

•• 

,
 

*
•
會

.•••••.••••••••.••••••••••••••••••••• 

▼

●

 

．．．． 
。
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第
．
八

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第

七

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

第

1 -

/‘ 

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

第
五
議
案
第
六
九
号
四
日
市
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
四
議
案
第
六
八
号
四
日
市
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第

議
案
第
六
七
号
四
日
市
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第

議
案
第
六
六
号

第

議
案
第
六
五
号

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
八
日
（
土
）

0
議

事

日

程

第

四

号

午
前
十
時
開
議

.. 

1̀
『

9

.
 

.••••••••••. 

. II 

” ” ” ” ” 
// ” ” ” ‘’ “ 

I,I 

” 

委
員
長
報
告
：
質
疑
、

討
論
、
議
決
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7̂ 

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

・
議
事
日
程
の
と
お
り

0
出
席
議
員
・
（
三
十
八
名
）

坂 後

ロ 藤

,＇ 

4ヽ
 

林

正 寛 ‘喜

次 次 夫

tJ ヽ

．林

博

次

粉

JII 

ギ戊

訓

覇

也

男

喜

多
．
野

等

JII 

ロ

洋

令
i

森

正

加

藤

定

男

大

森

多

喜

＋大

谷

喜

正

4 ヽ

JII 

四

郎

宇

治

田

良

市

岩

田

久

雄

伊

藤

信

!.、lJ 

井

道

夫

天

春

文

雄

青

山

峯

男

と、.''

第
二
七
委
員
会
報
告
第
九
号
；
＇
教
育
民
生
委
員
会
陳
情
書
審
査
結
果
報
告

定

第
二
六

発

議

第

三

号

四
日
市
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
g

部
改
正
に
つ
い
て
．
．
．
．
．
．．．． 
c
．‘..ro.9.. .
.
.
.
.
.
 .
 

9

』
』
』

;
9
'

，
｀
•

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

第
二
五

議
案
第
八
九
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

II 

議
案
説
明
：
質
疑
、

討
論
、
議
決

採

否

｀

決

第
二
四

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
ニ
―
‘

第
二
二

第
二
三

議
案
第
八
五
号

議
案
第
八
七
号

議
案
第
八
八
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
．
9
．
．
．
．
．
o
.
.
.
.
4
●
ヽ
．
o
．
．
．
．
．
．
．
．
‘
,
;
... ‘.. .
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

99 
••. 

t̀
｀
 ．
． 
L

L
 

.

.
 

•••.••..••••.•••••.••••••..•••••• 

議
案
第
八
六
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
九

第
二
〇

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
八
二
号

議
案
第
八
三
号

議
案
第
八
四
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
八

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
七

議
案
第
八
一
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
六

議
案
第
八

0
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

ヽ

4••• 
，
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報
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、

討
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、
議
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0
議
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

〇
欠
席
議
員
（
六
名
）

産

業

部

長

斎

藤

久

美

税

務

部

長

伊

藤

治

郎

総

務

部

長

阿

南

輝

彦

市

長

公

室

長

＇と
ノ‘

田

猶

裕

収

入

役

乎

井

清

助

役

坂

倉

哲

男

助

役

輪

喜

代
’
'
司

市

長

加 i

藤

寛

嗣

山

ロ

信

生

松

島

良

増

山

英

福

田

香

史

高

橋

力

後

藤

長

六

山

本

勝

山

中

忠

山

路

剛

森

安

吉

前＇

JII 

辰

男

堀

新

兵

衛

古

市

元

乎

野

行

信

長

谷

川

鐸

元

橋

本

増

蔵

野

呂

乎

和

野

崎

芳

生

JII 

中

村

貞 乎

蔵

信，

夫
A

出 坪 田 高 高

井 井 中 木 井

妙 基

博 子 介 勲 夫

--209- -208-



い
い
た
し
ま
す
。

し`
．

9
,

．．
 ．
 
．．
 

『

f

.

本
日
の
議
事
に
つ
い
て
は
、

ー
だ
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
．
l
-
ー
十
四
名
で
あ
り
ま
す
。
↑

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

＇ 

・・、

．．
 

f

5

 

0
出
席
事
務
局
職
員

←‘‘¥ 

お
手
元
に
配
布
し
ま
し
た
議
事
日
程
第
四
号
に
よ
り
と
り
進
め
た
い

た
だ
い
ま
か
ら
へ
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

主 主

事

西

と
思
い
ま
す
の
で
、

午

前

十

時

三

分

開

議

ロ

徹

事

山

ロ

克

彦

'
議
一
ー
事
‘
係
／
長
＇

板

崎

大

之

丞

議
事
＇
課
長

• i 

」、lJ 
ー
・
・
i'

坂

靖

事

務

局

ー

長

木

•.• 

，
 

佐
．．
 

．々，．

晃

精

員

監

査

事

務

局

長

ロ

．

磯

田

文

男

監

査

委

9 :と
， 
古
回

井

夫

次

長

藪

・
：
田

．．
 

裕

消

防

長

松

村

佳

美

技

術

部

長

黒

JII 

薫

次

長

天

野

助

春

村

山

了

病

院

事

務

長

水
道
事
業
管
理
者

荒

木

郎

次

長

杉

本

治

芳

1,','
•1. 

教

育

長

山

鹿

夫

教

育

委

員

長

龍

池

静精f

真＇，

副

収

入

役

伊

藤

涼

建

設

部

長

石

Jl l 

太

郎

下

水

道

部

長

奥

村

仁

入

土

木

部

長

石

井

夫

環

境

部

長

矢

田

郎

福

祉

部

長

谷

沢

文

男

:,‘ 

よ
ろ
じ
ぐ
お
願

• 一ー21 1 --
-210-



日
程
第
二
五

り
ま
す
が
、

議
案
第
八
九
号

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

五
、
議
案
第
八
十
九
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
二
十
五
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
関
す
る
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
六
十
五
号
四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

本
件
は
、
行
財
政
調
査
会
の
答
申
の
趣
旨
に
沿
い
全
庁
的
管
理
機
構
の
強
化
、
部
門
管
理
機
構
の
強
化
、
機
能
別
組
織
機
構
の
編
成
、

広
報
広
聴
機
能
の
強
化
、
職
員
の
流
動
的
配
置
を
視
点
と
し
て
組
織
機
構
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

当
委
員
会
は
、
本
件
が
日
常
の
業
務
に
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
各
常
任
委
員
会
か
ら
の
意
見
を
も
求
め
、
ま
た
、
担
当
助
役
の

出
席
を
求
め
る
な
ど
本
件
の
審
査
に
当
た
り
ま
し
て
は
慎
重
を
期
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
の
行
政
機
構
は
行
政
需
要
の
複
雑
多
様
化
に
対
応
し
て
分
化
、
専
門
化
が
見
ら
れ
、
効
率
的
な
行
政
運
営
の
観
点
か
ら
特
に
部
門

間
の
調
整
機
能
の
強
化
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
革
は
市
長
公
室
の
企
画
調
整
課
が
中
心
と
な
っ
て
総
合

調
整
機
能
を
分
掌
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
答
申
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
河
川
に
係
る
所
掌

に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
土
木
部
、
産
業
部
、
下
水
道
部
の
各
部
で
分
割
所
掌
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
所
管
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は

多
く
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
現
状
か
ら
特
に
調
整
機
能
の
強
化
と
運
用
面
に
つ
い
て
万
全
の
措
置
を
講
じ
て
臨
ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し

た
の
で
あ
り
ま
す
C

助
役
か
ら
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
十
分
論
議
を
重
ね
た
結
果
と
し
て
現
状
の
ま
ま
の
分
掌
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

市
長
公
室
の
機
能
の
強
化
を
図
る
べ
く
十
分
配
慮
し
た
人
事
配
置
を
も
っ
て
効
率
的
運
用
に
努
め
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
過
日
本
会
議
の
質
疑
に
お
い
て
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
今
回
の
事
務
分
掌
条
例
の
改
正
が
部
の
分
掌
規
定
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
自
治
省
の
行
政
指
導
も
あ
り
、

条
例
の
形
式
を
も
あ
わ
せ
て
整
備
し
た
と
の
理
事
者
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
当
委
員
会
と
し
て
は
理
事
者
の
説
明
を
了
と
し
た
の
で
あ

、
市
民

事
務
分
掌
条
例
は
市
の
組
織
機
構
の
基
本
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
市
民
に
理
解
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り

が
戸
惑
う
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
理
事
者
か
ら
福
祉
部
に
お
い
て
は
市
民
の
便
宜
を

図
る
た
め
総
合
窓
口
を
設
置
し
対
応
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
ほ
か
、
労
働
福
祉
行
政
に
つ
い
て
は
今
回
企
画
調
整
課
に
お
い
て

労
働
福
祉
会
館
の
施
設
管
理
の
み
で
は
な
く
、
労
働
諸
団
体
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
も
あ
わ
せ
分
掌
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
対
し
労
働
諸
団
体
と
の
連
絡
調
整
に
と
ど
ま
ら
ず
労
働
行
政
全
般
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
の
意

次
に
、
議
案
第
六
十
六
号
四
日
市
市
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
別
段
異
議

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
程
第
一
へ
．
議
案
第
六
十
五
号
四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
な
い
し
日
程
第
二
十

茂
君
）
登
壇
〕

た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
各
議
案
の
う
ち
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
関
係
議
案
に

ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も
部
を
設
置
し
て
い
る
各
都
市
に
お
け
る
実
情
等
を
十
分
勘
案
し
、
こ
の
際

次
に
、
議
案
第
七
十
二
号
な
い
し
議
案
第
八
十
九
号
の
十
八
議
案
は
小
中
学
校
校
舎
、

下
水
道
事
業
及
び
公
営
住
宅
建
設
等
に
係
る
エ

事
請
負
契
約
の
締
結
案
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
小
学
校
校
舎
の
建
設
に
係
る
工
事
の
う
ち
の
二
件
に
つ
い
て
は
、
同
一
業
者
と
工
事
請

負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
過
日
の
本
会
議
に
お
い
て
も
質
疑
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

見
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
い
て
当
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
総
務
委
員
長
（
粉
川
茂
君
）

〔
総
務
委
員
長
（
粉
川

粉
川
茂
君
゜

ま
ず
、
総
務
委
員
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

日
程
第
一
議
案
第
六
五
号
四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
な
い
し

-213- ・・-212-



ま
た
、
議
案
第
六
十
九
号
四
日
市
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
公
園
法
の
改
正
に
伴
い
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
，
＇
別
段
異
議
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
記
念
館
の
活
用
に
関
し
緑
地
と

の
有
効
利
用
と
あ
わ
せ
財
団
と
十
分
調
整
す
べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
議
案
第
七
十
号
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
と
し
て
大
谷
台
等
の
住
宅
団
地
内
道
路
を
市
道
に
認
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
別
段
異
議
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
市
道
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
特
に
慎
重
を
期
す
る
よ
う
に
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
『

の
執
務
体
制
に
つ
い
て
十
分
配
意
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

t

建
設
委
員
長
（
橋
本
増
蔵
君
）
登
壇
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

ま
す
。
当
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
特
に
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
大
規
模
工
事
を
二
件
も
同
一
業
者
が
請
負
う
こ
と
に
つ
い
て
の
是
非
を
中
心

に
理
事
者
か
ら
詳
細
な
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
当
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
理
事
者

か
ら
当
該
業
者
は
今
回
の
二
件
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
十
分
に
完
了
す
る
能
力
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
及
び
下
請
の
問
題
に
つ
い
て
は

法
律
上
一

0
0
％
下
請
に
出
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う
回
答
を
得
ま
し
た
の
で
一
応
こ
れ
を
了
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
回
の
ケ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

指
導
監
督
を
行
い
エ
期
内
完
成
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
を
強
く
理
事
者
に
対
し
要
望
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

か
ね
て
地
元
業
者
育
成
の
立
場
か
ら
工
事
の
分
割
発
注
を
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
雨
池
ボ
ソ
プ
場
築

造
工
事
に
つ
い
て
は
総
括
発
注
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
現
下
の
社
会
経
済
情
勢
‘J
業
者
の
実
態
か
ら
国
に
お
い
て
も
指
導
が
行
わ

れ
て
い
る
実
情
で
も
あ
り
、
可
能
な
限
り
分
割
し
て
地
元
業
者
に
受
注
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
重
ね
て
努
力
す
る
よ
う
強
く
要
望
し

以
上
の
経
過
を
も
ち
ま
し
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
各
議
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
し
た
次
第
で
あ
り
ま

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

訓
覇
也
男
君
。

議
案
第
六
十
七
号
四
日
市
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
き
ま
し
て
、
当
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま

本
件
は
、

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
ま
し
て
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
保
険
料
負
担
の
適
正
を
図
る
た
め
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

別
段
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
承
認
い
た
し
ま
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
教
育
民
生
委
員
会
の
審
査
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

橋
本
増
蔵
君
。

次
に
、
建
設
委
員
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
．

〇
建
設
委
員
長
（
橋
本
増
蔵
君
）

た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
各
議
案
の
う
ち
、
建
設
委
員
会
に
付
託
に
な
り
ま
し
た
四
議
案

に
つ
き
ま
し
て
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
六
十
八
号
四
日
市
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
下
水
道
法
の
改
正
に
準
じ
所

要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
別
段
異
議
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
本
条
例
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
そ

す
。 0

教
育
民
生
委
員
長
（
訓
覇
也
男
君
）

た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
各
議
案
の
う
ち
、
教
育
民
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

〔
教
育
民
生
委
員
長
（
訓
覇
也
男
君
）
登
壇
〕

次
に
、
教
育
民
生
委
員
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
総
務
委
員
会
の
審
査
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

す。 た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
工
事
の
進
捗
状
況
に
は
特
に
留
意
し
適
時
、
適
切
な

, -215 - -214-



ざ
い
ま
す
。

0
小
井
道
夫
君

L

小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
。

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許
し
ま
す
。

以
上
で
、
委
員
長
の
報
告
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

れ
を
も
ち
ま
し
て
建
設
委
員
会
の
審
査
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

り
ま
し
た
。

発
公
社
か
ら
取
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
別
段
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
に
、
議
案
第
七
十
一
号
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
三
重
団
地
内
に
公
営
住
宅
八
十
戸
分
の
建
設
用
地
を
四
日
市
市
開

以
上
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
四
議
案
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

委
員
長
の
報
告
に
対
し
ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
委
員
長
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。

議
案
第
六
十
五
号
市
の
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
よ
る
と
こ
ろ
の
市
の
行
政
機
構
改
革
に
反
対
を
し
、
真
に
公

正
で
民
主
的
な
住
民
本
位
の
行
政
を
効
率
的
に
執
行
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
機
構
改
革
と
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
行

財
政
調
査
会
の
答
申
は
行
政
の
範
囲
、
体
制
と
財
政
の
三
部
門
に
お
き
ま
し
て
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
報
告
を
受
け
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
機
構
改
革
を
だ
け
取
り
出
し
て
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
内
容
で
は
い
ま
果
た
し
て
急

い
で
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
ど
う
か
非
常
に
疑
問
を
持
つ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
公
室
の
企
画
調
整
課
を
中
心
と
し
た

全
庁
的
管
理
機
能
の
強
化
、
あ
る
い
は
各
部
の
主
管
課
制
導
入
に
よ
る
調
整
機
能
の
補
強
、
財
務
と
税
務
を
統
合
し
て
の
財
政
部
の
新
設
、

土
木
部
、
建
設
部
の
統
合
再
編
に
見
ら
れ
る
機
能
別
組
織
機
構
の
編
成
、
地
域
振
興
課
の
新
設
に
よ
る
広
聴
・
広
報
機
能
の
強
化
な
ど
が

図
ら
れ
た
と
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
提
案
内
容
、

て
伴
う
も
の
か
判
断
の
し
よ
う
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
今
回
の
改
革
は
主
と
し
て
行
政
管
理
の
体
制
的
強
化
の
方
向
で
あ
り
、
行

政
の
む
だ
を
省
い
て
住
民
本
位
の
効
率
的
な
も
の
に
改
め
る
と
い
う
点
、
市
民
の
利
便
を
ふ
や
す
と
い
う
点
、
行
政
の
公
正
が
確
保
さ
れ

る
と
い
う
点
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
改
善
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
市
民
福
祉
の
重
要
な
セ
ク
シ
ョ

ソ
で
あ
り
、
そ
の
改
善
が
強
く
望
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
福
祉
部
門
が
全
く
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
e

ま
た
、
市
民
部
の
創
設
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
窓
口
業
務
の
改
善
も
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
住
民
票
、
戸
籍
抄
本
、
そ
の
他
の
市
民
の
望
ん
で
お
り
ま
す

ヽ
ま,“
 

こ
と

そ
の
資
料
は
き
わ
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、
．
ど
の
よ
う
な
実
態
を
今
後
に
お
い

い
つ
で
も
必
要
な
と
き
に
こ
れ
ら
の
諸
証
明
が
と
れ
る
、
そ
う
い
う
体
制
も
こ
の
際
実
行
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
改
善
は
先
日
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
な
、
わ
ざ
わ
ざ
電
送
シ
ス
テ
ム
を
と
ら
ず

し
て
も
す
ぐ
に
実
行
の
で
き
る
余
地
は
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
地
場
産
業
、
中
小
商
工
業
振
興
を
促
す
た
め
に
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
産
業
部
の
商
工
課
の
改
善
な
ど
産
業
部
全
体
に
わ
た
る
改
善
も
ほ
と
ん
ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
治
水
の
一
元
的
な
管
理
体

制
と
い
う
面
で
も
国
の
行
政
の
縦
割
り
の
状
態
を
例
に
挙
げ
ら
れ
て
市
の
改
善
が
及
ば
な
い
。
こ
う
い
う
姿
勢
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
ご

さ
ら
に
ま
た
、
公
正
と
い
う
点
で
見
ま
し
た
場
合
に
同
和
対
策
課
、

ョ
ソ
を
置
い
て
、

し
か
も
、

そ
し
て
ま
た
教
育
委
員
会
に
同
和
教
育
室
と
い
う
二
つ
の
セ
ク
シ

あ
れ
ほ
ど
の
陣
容
を
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
こ
う
い
う
点
で
も
改
善
が
望

ま
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
全
く
手
が
つ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
改
善
が
積
極
的
に
な
さ
れ

ま
し
て
、
最
初
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
真
に
公
正
で
民
主
的
な
、
そ
し
て
、
住
民
本
位
の
行
政
を
効
率
的
に
執
行
し
て
い
く
こ
と
の

；， 
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委
員
会
報
告
第
九
号
教
育
民
生
委
員
会
陳
情
書
審
査
結
果
報
告

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

こ
れ
よ
り
本
件
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

提
出
理
由
の
説
明
は
、
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

っ
て
ほ
し
い
と
要
望
を
申
じ
上
げ
て
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

で
き
る
機
構
に
改
め
て
い

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
．

こ
れ
よ
り
本
件
の
採
決
に
入
り
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
六
十
五
号
四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
採
決
い
た
し
ま
す
、

本
件
に
対
す
る
委
員
長
の
報
告
は
、
可
決
で
あ
り
ま
す
。

本
件
は
r

委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

次
に
、

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
一
本
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
採
決
を
い
た
し
ま
し
た
議
案
を
除
い
た
残
り
二
十
四
議
案
に
つ
い
て
一
括
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
対
す
る
委
員
長
の
報
告
は
、
可
決
で
あ
り
ま
す
。
l

••• 

士
本
件
は
、
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

発
議
第
三
号

提
出
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
発
議
第
三
号
四
日
市
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
発
議
者
を
代

表
し
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

四
日
市
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

発
議
第
三
号
四
日
市
市
議
会
委
員
会
条
例
の
＂
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た

本
件
は
、
さ
き
に
議
決
さ
れ
た
四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
従
来
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
各
行
政
機
関
に
係
る
所
管
に
つ
い
て
も
こ
の
際
明
文
化
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
じ
た
。

よ
ろ
し
く
ご
審
議
を
い
た
だ
き
ご
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）
ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
．
よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

．
日
程
第
二
七

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

0
生
川
平
蔵
君

〔
生
川
平
蔵
君
登
壇
〕

生
川
乎
蔵
君
。

し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

次
に
、

日
程
第
二
十
六

日
程
第
二
六

r―̀ 

こ
れ
を
も
っ
て
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
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〔
総
務
委
員
長
（
粉
川

0
総
務
委
員
長
（
粉
川

茂
君
）

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粉
川
茂
君
。

明
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
川
口
洋
二
君
総
務
委
員
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

〔
川
口
洋
二
君
登
壇
〕

川
口
洋
二
君
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

本
件
は
、
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
．
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

中
の
事
件
に
つ
い
て
、

お
手
元
に
配
布
し
ま
し
た
申
出
書
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
の
申
し
出
が
あ
り
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
委
員
長
か
ら
の
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
付
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
発
言
を
求
め
る
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

継
続
審
査
に
な
っ
て
お
り
ま
す
請
願
第
十
一
号
集
会
所
建
設
補
助
金
の
増
額
等
に
つ
い
て
、
そ
の
審
査
の
経
過
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
説

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

た
だ
い
ま
川
口
議
員
の
質
問
の
要
旨
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
回
当
委
員
会
に
付
託
に
な
り
ま
し
た
請
願
第
十
一
号
の
集
会
所
建
設
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
の
ご
質
問
と
思
い
ま
す
が
、
第
一
項
の
集
会
所
補
助
金
の
増
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は

別
段
願
意
妥
当
と
い
う
と
こ
ろ
で
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
二
項
の
長
期
無
利
子
の
融
資
、
，
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
各

市
の
説
明
も
お
聞
き
し
、
融
資
に
つ
い
て
は
市
で
行
う
制
度
が
い
ま
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
と
、
融
資
に
つ
い
て
は
財
団
法
人
と
か
そ

う
い
う
―
つ
の
補
助
団
体
か
ら
融
資
す
る
と
い
う
制
度
は
現
在
の
と
こ
ろ
と
ら
れ
て
お
る
と
、
市
で
は
そ
の
制
度
が
い
ま
の
と
こ
ろ
で
き

な
い
と
い
う
よ
う
な
説
明
を
受
け
ま
し
て
、
も
う
少
し
当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
十
分
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
く
期
間
を
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
ふ
う
な
考
え
方
で
継
続
審
査
に
回
し
て
も
ら
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
お
答
え
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

〔
訓
覇
也
男
君
登
壇
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
公
営
企
業
、
建
設
の
各
常
任
委
員
長
か
ら
、
目
下
委
員
会
に
お
い
て
審
査

総
務
委
員
長

茂
君
）
登
壇
〕
―

訓
覇
也
男
君
。

〇
訓
覇
也
男
君
＇
同
じ
く
十
一
号
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
お
言
葉
を
返
す
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

れ
で
研
究
す
る
と
、
．
こ
う
い
う
お
言
葉
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

理
事
者
が
言
っ
た
か
ら
そ

理
事
者
が
あ
か
ん
と
言
っ
た
ら
何
も
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と

し
た
が
っ
て
、
私
は
こ
の
請
願
陳
情
の
扱
い
に
つ
い
て
は
い
ろ

で
は
陳
情
請
願
も
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．

い
ろ
そ
れ
ぞ
れ
に
扱
い
が
違
う
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
の
見
解
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
願
意
が
妥
当
で
あ
っ
て
実
現
可
能
の
あ
る

こ
れ
よ
り
本
件
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
発
言
願
い
ま
す
。

本
件
は
、
教
育
民
生
委
員
長
か
ら
の
陳
情
に
対
す
る
審
査
結
果
の
報
告
で
あ
り
ま
す
。
r

と
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

次
に
、
日
程
第
二
十
七
、
委
員
会
報
告
第
九
号
教
育
民
生
委
員
会
陳
情
書
審
査
結
果
報
告
に
つ
い
て
を
議
題

一・221-
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ま
し
て
そ
れ
ほ
ど
調
査
研
究
し
な
き
ゃ
な
ら
ぬ
こ
と
で
は
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
し
て

．
コ
ミ
＿
．
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ソ
ダ
ー
の
構
想
に
つ
い
て
川
口
議
員
が
質
問
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
詰
め
て
い
け
ば
一
地
区
に
出
張
所
兼

公
民
館
と
い
う
形
で
の
建
物
の
構
想
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
詰
め
で
い
け
ば
本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＞
の
単
位
は
各
町
内
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
内
の
集
会
所
と
い
う
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ま
た
、
市
側
の
方
も
説
明
会
な
ど
に
使
う
場
合
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
は
若
干
の
補

助
金
も
出
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
し
い
団
地
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
金
を
積
み
立
て
て
お
る
に
い
た
し
ま
し
て
も
期
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
の
期
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
い
た
し
ま
す
の
に
新
し
い
団
地
に
お
い
て
は
建
物
が
な
け
れ
ば
な
か
な
か
困
難
で
あ
り
ま

す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
ま
ず
い
ろ
い
ろ
諸
条
件
は
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ち
早
＜
そ
う
い
う
新
し
い
団
地
こ
そ
い
ち
早
く

集
会
所
を
つ
く
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
努
力
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
市
長
の
方
針
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
;
私
は

そ
う
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
市
の
計
画
上
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
あ
る
い
は
市
の
財
政
事
情
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
4

あ
る
い

は
公
益
性
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
法
令
上
の
実
現
可
能
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
ど
ん
な
基
準
か
ら
見
て
も
私
は
差
し
支
え
な
い
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
の
継
続
と
い
い
ま
し
て
も
新
し
く
編
成
さ
れ
た
総
務
委
員
会
で
ご

ざ
い
ま
す
か
ら
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
で
ま
た
ご
論
議
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
陳

情
請
願
の
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
私
ど
も
は
も
う
少
し
お
互
い
に
形
を
不
ぞ
ろ
い
で
な
く
て
形
を
整
え
た
扱
い
方
を
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
、
請
願
は
出
さ
れ
ま
し
た
議
案
と
は
違
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
ー

と
い
う
こ
と
を
審
議
す
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
市
民
の
方
が
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
ぅ
願
い
が
あ
れ
ば
、
＇
，
議
会
と
し
て
は
ま
あ

う
こ
と
で
あ
れ
ば
不
採
択
に
し

ま
あ
そ
れ
は
同
感
だ
と
い
う
立
場
で
あ
れ
ば
採
択
を
し
て
い
た
だ
き
、
．
ど
う
も
そ
れ
は
無
理
そ
う
だ
と
い

て
い
た
だ
く
と
い
う
、

そ
う
い
う
違
い
が
あ
る
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
'
[
そ
う
い
っ
た
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
も
許
さ
れ
た
ら
私
は

た
だ
き
ま
し

方
か
ら
四
常
任
委
員
長
を
お
集
め
い

つ
い
て
正
式
に
議
長
の

も
う
き
．
ょ
う
は
こ
の
ま
ま
で
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
扱
い
に

し
た
い
と
こ
う
思
う
の
で
、
．
質
問
は
こ
れ
で

て
、
常
任
委
員
長
の
間
で
十
分
討
議
を
し
て
請
願
陳
情
の
扱
い
を
不
ぞ
ろ
い
の
な
い
よ
う
に

終
わ
り
ま
す
。

〔
私
語
す
る
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

請
願
第
一
号
大
瀬
古
新
町
及
び
永
宮
町
の
避
難
所
建
設
に
つ
い
て
再
び
継
続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
い

ぅ
理
由
に
基
づ
く
も
の
か
。
四
十
九
年
の
七
月
二
十
五
日
災
害
に
お
け
る
激
甚
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
と
水

害
、
降
雨
量
が
多
い
中
で
避
難
騒
ぎ
も
実
際
に
体
験
し
て
い
る
場
所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
点
あ
え
て
二
回
に
わ
た
っ
て
継
続
審
査
と

さ
れ
る
そ
の
根
拠
、
．
理
由
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
C

0
議
長
ー
（
大
谷
喜
正
君
）
こ
総
務
委
員
長
，
’
．
粉
川

一
茂
君
）
‘
登
壇
〕
．

大
瀬
古
新
町
及
び
永
宮
町
の
避
難
所
建
設
に
つ
い
て
の
請
願
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
•
こ
れ
も
先
ほ
ど
の
請
願
と
同
じ
く

1
1回
目
の
審
査
を

0
総
務
委
員
長
（
粉
川
i

茂
君
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

．
〔
総
務
委
員
長
（
粉
川

茂
君
9

0
小
井
道
夫
君
総
務
委
員
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

:’ 

小
井
道
夫
君
。

つ
ま
り
、

i

集
会
所
の
建
設
に
政
策
と
し

し
て
市
が
積
極
的
に
こ
う
い
う
政
策
を
と
る
と
い
う
ご
と
に
対
じ
て
実
現
が
不
可
能
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
単
純
な
こ
と
で
ご
ざ
い

[
っ
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
よ
う
な
本
市
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
う
い
う
金
を
貸
す
と
い
う
、

,' 
：し

、.
•i 
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一
字
一
句
何
か
ら
何
ま
で
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も
の
と
い
ぅ
こ
う
い
う
解
釈
が
あ
る
本
に
も
出
て
お
り
ま
す
が
、
実
現
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
ね
、
．
私
は
か
っ
‘
て
も
笑
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っ
て
お
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
者
側
に
お
い
て
太
乎
洋
か
ら
日
本
海
ま
で
ぶ
ち
抜
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
調
査
費
ま
で
つ
け
て
ゃ
—
-



思
い
ま
す
の
で
ニ
―
-
E

申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
避
難
所
の
目
的
、
あ
る
い
は
住
民
が
ど
う
し
て
も
避
難
所
を
欲
し
い
と
い
う
趣
旨
と

い
う
も
の
を
十
分
わ
れ
わ
れ
当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
や
は
り
水
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も

堤
防
の
補
強
か
ら
根
本
的
に
考
え
直
す
必
要
も
あ
り
、
避
難
所
だ
け
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

に
対
し
て
の
施
設
と
い
う
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
て
今
後
住
民
と
十
分
話
し
合
っ
て
採
決
を
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
ふ
う
な
結
論
に
な
り
ま

し
た
の
で
継
続
審
査
と
い
う
ふ
う
に
回
さ
せ
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
答
え
に
な
ら
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
一
応
そ
う

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

由
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
堤
防
、
河
川
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
同
時
に
で
す
ね
、

激
甚
地
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、

そ
の
後
の
水
害
に
よ
る
実
際
の
避
難
騒
ぎ
か
ら
見
ま
し
て
も
で
す
ね
、
早
く
そ
う
し
た
一
朝
事
あ
る
と
き
の

で
す
ね
、
避
難
場
所
と
し
て
早
く
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
こ
の
願
意
と
い
う
も
の
は
私
は
二
回
に
わ
た
る
定
例
議
会
で
で
す
ね
、

継
続
審
査
を
続
け
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ほ
ど
の
問
題
で
は
な
い
。
そ
ん
な
時
間
が
か
か
る
問
題
で
は
な
い
。
そ
の
願
意
は
、
速
や
か

に
生
か
さ
れ
て
当
局
に
善
処
を
求
め
る
べ
き
議
会
の
立
場
に
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど

う
も
納
得
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
以
外
に
何
か
も
っ
と
特
別
の
事
情
か
、
あ
る
い
は
理
由
が
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
そ
れ
を
お
聞
か
せ
い

み
と
っ
て
い
た
だ
い
て
採
択
を
し
て
い
た
だ
き
理
事
者
に
そ
の
善
処
を
速
や
か
に
求
め
る
と
い
う
ふ
う
に
ご
処
置
を
願
い
た
い
と
思
う
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
議
長
の
方
の
お
は
か
り
も
こ
の
点
配
慮
し
て
、

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

先
ほ
ど
訓
覇
議
員
あ
る
い
は
小
井
議
員
か
ら
、
陳
情
請
願
に
つ
き
ま
し
て
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
ご
意
見
に
聞
き
取
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
訓
覇
議
員
の
お
言
葉
の
中

具
体
的
な
問
題
に
触
れ
た
ご
審
査
を
願
い
た
い

に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
近
い
時
期
に
各
常
任
委
員
長
の
方
々
に
ご
参
集
を
願
い
、

て
も
協
議
を
す
る
と
い
う
方
向
で
問
題
に
対
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

〔
発
言
を
求
め
る
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

た
だ
い
ま
の
訓
覇
議
員
の
発
言
か
ら
四
委
員
長
会
談
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
話
し
合
っ
て
い
た
だ

く
の
は
結
構
で
す
け
れ
ど
も
、

結
論
を
出
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

を
審
査
し
、

や
は
り
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
有
効
な
住
民

い
ま
の
ご
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
と
、
あ
え
て
継
続
審
査
に
し
て
い
く
理

あ
の
四
十
九
年
災
害
の
一
番
の

い
ま
の
総
務
委
員
長
の
ご
説
明
で
は
ど
う
も
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
こ
の
際
請
願
の
趣
旨
、
願
意
を
く

き
ょ
う
の
本
会
議
に
お
け
る
は
か
り
方
を
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た

さ
よ
う
ご
承
知
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
お
け
る
委
員
の
自
主
的
な
判
断
で
結
論
が
出
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
先
ほ

＂
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
の
良
識
で
も
っ
て

ど
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
も
十
分
言
い
尽
く
せ
な
い
点

た
だ
い
ま
の
答
弁
で
は
ご
満
足
で
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
ど
も
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
十
分
内
容

い
ま
言
わ
れ
た
こ
と
は
お
の
お
の
考
え
な
が
ら
進
め
た
結
果
で
す
。
結
果
が
満
足
で
な
い
か
ら
こ
う
だ
と
、
こ
う
い
う
言
い

方
は
だ
め
で
あ
っ
て
、
委
員
長
会
談
を
や
っ
て
も
結
構
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
結
論
を
出
す
よ
う
な
こ
と
は
私
は
お
か
し
い
と

0
前
川
辰
男
君

〔
前
川
辰
男
君
登
壇
〕

前
川
辰
男
君
、

ど
う
ぞ
登
壇
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
際
皆
さ
ん
方
に
お
は
か
り
申
し
ま
す
。

〔
私
語
す
る
者
あ
り
〕

小
井
君
、
答
弁
要
り
ま
す
か
。

い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
゜

い
う
点
で
ご
了
解
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
ず
。

こ
う
し
た
今
後
の
案
件
の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し

い
ま
少
し
慎
重
と
申
し
ま
す
か
、

t ← 
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間
暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

小
井
議
員
に
申
し
上
げ
ま
す
。

0
小
井
道
夫
君

二
点
ば
か
り
お
尋
ね
し
ま
す
が
、

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
。

〔
私
語
す
る
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

委
員
長
か
ら
の
申
し
出
の
と
お
り
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
付
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

と
に
決
し
ま
し
た
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
委
員
長
か
ら
の
申
し
出
の
と
お
り
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
付
す
る
こ

次
に
、
監
査
委
員
か
ら
報
告
が
十
一
件
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。
お
手
元
に
配
布
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

〔
発
言
を
求
め
る
者
あ
り
〕

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

六
月
議
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
六
月
議
会
の
冒
頭
に
配
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
、
最
終
日
に
ぽ
っ
と
出
し
て
で
す
ね
、

お
は
か
り
の
よ
う
な
次
第
で
す
。
こ
れ
を
な
ぜ
申
し
上
げ
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
前
回
三
月
議
会
の
と
き
に
で
す
ね
、

度
、
五
十
一
年
度
こ
の
予
算
執
行
に
大
き
な
か
か
わ
り
を
持
ち
ま
す
、

あ
の
問
題
に
つ
い
て
の
特
別
監
査
を
依
頼
し
て
で
す
ね
、

を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
三
月
議
会
最
終
日
に
ぽ
っ
と
配
ら
れ
た
だ
け
で
で
す
ね
、
あ
と
何
の
処
理
も
な
さ
れ
ま
せ
ん
。
あ
れ

は
、
本
会
議
で
も
決
算
議
会
で
も
い
ぶ
ん
問
題
に
な
っ
て
で
す
ね
一
求
償
の
問
題
ま
で
論
議
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

査
委
員
に
特
別
監
査
を
依
頼
し
て
、

の
説
明
も
何
も
な
い
、
後
こ
れ
を
ど
う
処
理
す
る
の
か
も
な
い
。
こ
う
い
う
大
事
な
問
題
の
扱
い
が
で
す
ね
、
最
終
日
に
ぽ
っ
と
配
ら
れ

て
、
ぱ
っ
と
処
理
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
議
員
と
し
て
の
職
責
が
果
た
せ
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
議
会
軽
視
の
よ
う
な
や
り
方
と
い

う
も
の
は
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
こ
う
い
う
扱
い
に
つ
い
て
ど
う
す
る
の
か
、

触
れ
ま
し
た
い
わ
ゆ
る
松
岡
興
産
問
題
、
砂
利
問
題
等
に
つ
い
て
の
特
別
監
査
を
依
頼
し
た
件
に
つ
い
て
の
扱
い
を
理
事
者
に
お
い
て
は

ど
う
考
え
て
お
み
え
に
な
る
か
、
こ
の
際
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
今
日
配
ら
れ
ま
し
た
監
査
結
果
そ
の
四
の
中
で
、
河
原
田
出
張
所
・
公
民
館
建
設
に
つ
い
て
、
公
民
館
面
積
の
関
係
か
ら

国
＼
県
費
補
助
の
導
入
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
現
状
で
は
、
階
下
和
室
は
公
民
館
的
要
素
が
き
わ
め
て
濃
厚
で
あ
る
と

思
慮
さ
れ
た
。
～
．
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
こ
の
監
査
指
摘
を
受
け
て
、

と
い
う
こ
と
で
、

ん
け
れ
ど
も
、

そ
し
て
、

一
点
は
、
監
査
結
果
報
告
と
い
う
の
は
い
つ
ま
と
め
ら
れ
る
の
か
。
た
と
え
ば
今
日

そ
し
て
、

い
ま
ち
ょ
っ
と
反
省
を
し
て
お
る
ん
で
す
が
、

こ
れ
に
よ
り
ご
了
承
願
い
ま
す
。

午
前
十
時
四
十
七
分
休
．
憩

一
体
私
は
こ
の
審
議
に
ど
う
参
画
し
て
き
た
か

い
ま
の
議
長
の

い
わ
ゆ
る
五
十
年

そ
し
て
、
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
し
た
い
わ
ゆ
る
松
岡
興
産
問
題
、

そ
の
結
果
を
で
す
ね
、

わ
れ
わ
れ
は
い
つ
出
る
の
か
と
思
っ
て
関
心

そ
の
結
果
は
三
月
議
会
の
最
終
日
に
ぽ
っ
と
配
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
と
、
何
の
当
局
か
ら

こ
の
点
の
事
情
に
つ
い
て
当
局
側
な
り
関
係
者
の
間
か
ら
ご
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

午
前
十
一
時
五
十
九
分
再
開

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

あ
の
監

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど

ま
だ
ち
ょ
っ
と
い
っ
ぺ
ん
資
料
を
持
ち
帰
っ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ

た
だ
い
ま
監
査
委
員
が
出
席
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
速
出
席
を
求
め
て
ご
答
弁
を
申
し
上
げ
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
9

そ
の
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ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
答
弁
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
監
査
事
務
局
長
（
磯
田
文
男
君
）
登
壇
〕

署

名

議

員

署

名

議

員

四
日
市
市
議
会
議
長

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

監
査
事
務
局
長
。

で
＼
よ
ろ
し
く
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
監
査
委
員
（
高
井
三
夫
君
）
登
壇
〕

（
拍
手
）

高
井
監
査
委
員
9

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

議
事
説
明
者
と
し
て
監
査
委
員
及
び
監
査
事
務
局
長
の
出
席
を
追
加
要
求
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
ほ
ど
の
小
井
議
員
の
監
査
報
告
に
対
す
る
ご
質
問
中
第
一
点
の
監
査
報
告
の
提
出
時
期
を
な
る
べ
く
早
く
と
い
う
ご
要
求
で
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
議
長
か
ら
関
係
者
の
方
に
ご
質
問
の
趣
旨
、
あ
る
い
は
ご
要
求
の
ご
趣
旨
に
沿
え
る
よ
う
な
善
処
を

〇
監
査
委
員
（
高
井
三
夫
君
）

先
ほ
ど
の
小
井
議
員
の
ご
質
問
に
対
し
ま
し
て
は
監
査
事
務
局
長
よ
り
ご
説
明
、
ご
答
弁
さ
せ
ま
す
の

〇
監
査
事
務
局
長
（
磯
田
文
男
君
）

お
答
え
に
入
り
ま
す
前
に
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
最
後
に
こ
の
よ
う
な
壇
上
か
ら
ご
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
ど
も
補
助
職
員
と
い
た
し

監
査
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
諸
先
生
方
に
ご
熱
心
に
お
読
み
い
た
だ
く
と

ま
し
て
大
変
光
栄
に
存
じ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ご
質
問
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
民
館
面
積
の
関
係
か
ら
国
、
県
補
助
の
導
入
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
面
積
的
に
ホ
ー
ル
を
除
き
ま
し
て
三
百

三
十
乎
米
あ
れ
ば
補
助
対
象
に
な
っ
た
と
、
そ
れ
が
切
れ
て
お
っ
た
の
で
補
助
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
の
後
理
事
者
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
極
力
そ
う
い
う
点
に
配
慮
さ
れ
ま
し
て
、
下
野
出
張
所
・
公
民
館
等
に
お
き
ま
し
て

象
に
な
る
よ
う
に
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
て
お
る
と
い
う
の
が
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
こ
れ
を
も
っ
て

0
議
長
（
大
谷
喜
正
君
）

二
年
六
月
、
四
日
市
市
議
会
定
例
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
今
期
定
例
会
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
議
を
閉
じ
、

右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
署
名
す
る
。

こ
の
際
報
告
い
た
し
ま
す
。
休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

喜

多

野

坪 大

井 谷

妙 喜

午
後
零
時
―
―
―
分
閉
会

等 子 正

昭
和
五
十

は
補
助
対
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第 1日(6月13日）

¥ 5 
,
 

.• 

1
,
.
 

-
4
 

-
3
 

2
 

発
言
順
序

ー

-,.. -・四一三、、

・‘

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
ク
ー
の
構
想
に
つ
い

て

.•• 

1
,
,
1
 

市
有
財
産
管
理
に
つ
い
て

し

9
9
,

．J

-
、
河
川
敷
利
用
に
つ
い
て

工
業
高
校
移
転
問
題
に
つ
い
て

県
地
区
に
老
人
福
祉
セ
ソ
ク
ー
施
設
に
つ
い
て

--芙冒ニ―
ヽ

四
日
市
工
業
高
校
移
転
に
つ
い
て

近
鉄
第
二
期
高
架
に
つ
い
て

用
排
水
路
の
維
持
、
管
理
に
つ
い
て

一
、
吉
田
工
業
進
出
問
題
に
つ
い
て

二
、
県
立
高
校
誘
致
問
題
に
つ
い
て

――-
‘
1

新
教
育
長
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
の
四
日
市
の
基
本
計
画
は

9
・

要

般

質

問

通

告

覧

表

（
昭
和
五
十
二
年
六
月
定
例
会
）

旨
I

政
策
研
究
会
口

洋

二

｝
 

`
i
i
,
'
’
 

ー
、

1,•I•9.i.1,',11, 

..• 

,＇ 

清

風

会

一
高

木

勲

古

市

元

日
本
社
会
党

坂

口

正

，

次

日
本
社
会
党

日
本
社
会
党

1

前

川

辰

男

i

氏

名

-230ー--•一



第2日(6月14日）
-―～ → → •• -

， 
少『

t,  ；； → 

12 11 10 i 9 

_-. ： 
： 

； 

= - - - ―四； ‘='e＇＇-
-て---.:、 s 、 一て、 ： ：、 一て 一ミ ー、

,', 1. 2. 1. 2. 1. 1. 
消防斎楠コ金行 社 治＇：開住

防犯場 町ミ 属財 公会常国水開：許発塩居

の外に とュ 団政 民教時‘対発可に甦表
強灯関 共二地調館育浸県策の｀のよ 示

化のす，同テ の査 のに水と Kにた・i 等 る磯の
に助る のィ現会． >つ地のつめ 土津実
つ成諸 し 1 況の い区関い土，取 施

いに問．尿づ と答 て円連て取•に·り付‘こに
てつ題 処，く 今申 とし 性 りつの叫のつ

いに理り，後と活 の の＇い問住い

・・てつ 施に の行 動，つあ 途て題 >て
い設関行政に いる 共＇に
て計連政側つ て地.. .・っ
画し対のい ，点 ま：，•いの

にて応対て にたて実
関に応 つそド施
連 つに ・；！．・ い・の'‘ に
し いつ ．て後：， っ
て てい 、，！ に＇い

て： おて

：け

i る
治
水

： ： 対策 “ ー

； ｝ に
つ

"‘ て
ぞ---.. . .~ •. ・- . -—• - - つ“~つ一一・一

自 1.` 自革;i 公

堀由 小由金新 ， 松
ク クク 明
ラ川，； ラ森ラ 島

プ・プ プ i 党
新四、・ 良

兵衛 郎正 し一

-.`→ • - -• •• • - -ヽ•

・ー・..ヽ→
！ 

8
 

7
 

6
 —~ 9 - - 9.← 

: 
： 

'...  I : 

匹

行
財
政
調
査
会
の
答
申
に
つ
い
て

L

優
良
企
業
の
誘
致
と
ー
既
存
優
良
企
業
の
流
出
防
止
に
つ
い
て

北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
の
事
業
の
経
過
と
推
移
に
つ
い
て

北
勢
地
方
食
品
卸
売
団
地
の
事
業
の
経
過
と
推
移
に
つ
い
て

心
身
障
害
児
者
の
生
涯
福
祉
に
つ
い
て

―
-
、
車
い
す
で
歩
け
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

―
―
-
‘
養
護
学
校
建
設
、
み
は
と
学
園
移
転
問
題
と
羽
津
の
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育

園
施
設
整
備
に
つ
い
て

弱
者
の
対
策
に
つ
い
て

L

過
去
二
十
三
年
間
訴
え
続
け
ら
れ
た
弱
者
の
叫
び
に
つ
い
て

―
-
、
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て
．

9

9

9

,

9

L

四
日
市
機
械
金
属
工
業
団
地
組
合
に
つ
い
て
．
9

芸

福

祉

の

充

実

に

つ

い

て

，

；

L

福
祉
の
日
の
設
定
に
つ
い
て

,・. 3. 2., 
産
業
の
振
興
と
財
源
政
策
に
つ
い
て

aー・・]

I'  
9 ` 

＇ 
. : 
,、;

,＇  ， 
： 

： 
！ 

, I 

＇ 

; 

明
•• 
`
 

、

田

中

，
 

基党

介

公
小

井

道

夫

日
本
共
産
党

山

路

市
民
ク
ラ
ブ

剛

.!-232 - _231-



議
案
第
六
八
号

議
案
第
六
七
号

四
日
市
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〇
建
設
委
員
会

四
日
市
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
八
三
号

議
案
第
八
四
号

議
案
第
八
五
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
八

0
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
七
八
号

議
案
第
七
九
号

公
害
対
策
に
つ
い
て

L

財
団
任
務
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

2

三
全
総
と
公
共
投
資
に
つ
い
て

J

―
-
、
四
日
市
ま
つ
り
と
市
制
八
十
周
年
に
つ
い
て

L

市
民
参
加
の
た
め
の
施
策
は

2

ま
つ
り
の
性
格
づ
け
は

=
-
‘
橋
北
ボ
ン
プ
場
の
放
流
水
に
つ
い
て

ー
四
‘
教
育
問
題
に
つ
い
て

L

非
行
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

2

学
校
の
物
品
の
買
入
れ
に
つ
い
て

a’
高
校
新
設
の
見
通
し
は

0
総
務
委
員
会

議
案
第
六
五
号

議
案
第
六
六
号

議
案
第
七
二
号

議
案
第
七
―
―
一
号

9.Ii,•9. 

議
案
第
七
七
号

議
案
第
八
一
号
．
，

議
案
第
八
二
号

0
教
育
民
生
委
員
会

四
日
市
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

四
日
市
市
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
・

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
七
五
号

議
案
第
七
六
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
七
四
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

付

託

議

案

（
一
）

（
昭
和
五
十
二
年
六
月
定
例
会
）

13 

覧

表

i

社
会
市
民
連
合

小
＇
林
博

次

-233-
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i 

第． 第 ,, 第・ 第 受

九
： 
八` 七 ! ゜号 号 万＇ 万ロ

； 五． 受
→ ヽ 理

” II ” ノ，‘ 年
•一

月

゜
~~日

＇， 

て 中 つのし当市 い河 広垂

靡 い， 借入 ‘ てー川 場坂

て 社民悶 ．の の塵
件地

金に 祉会福
管 設埃

> 理
置に 却焼』主 ， 

： 場
対す事所育 - 匹呂 つ場

の
利る 振業 増新羹 課 い跡

覧 ：ーの てに

.璽 ス
名に 給五:よに ボ

： っ に I 

"＇ ‘ にり際 つ ツ

9.  

四 四 四 四
四日

浜社[8 
•水日 四日

頭会 市日 市市 田市
： 地沢 市市 会日市 ! ・保 市 長市市

， 工商 訪諏
育浜 区水 野浜
園法田

ほ東連合町沢
＇球田 の

九，会町 ほ丹園人町 ほ竹協町 住

＇ ー薗所§ 二l か 長四十 か 自二 か ムコ ー 所

三羽
恩の 十 JII 治六 及

鬼：五 園十 五会0 二野 I び
名 ， 理五 名 長六 名 ． 

氏
一

紋．． 房
一閂

正 信 名： 
十

，郎 -・. 雄 昭 雄

一→一―- -..  ， 1 

教 I 建 教 付

育
. ・. 

育
託

” 委
民 民 員， 

会生 設 生
＇ c 

陳情

: : •第 受

・畠--
一号 号

五

一
P又エ

ノ．‘ 
理
年
月

C二》 日

に一韓

つ進促国‘ 件
vヽ の
てに自

関す 主的

る 平和 名

議決 統

四
三在日

長団重県本日 市市 畠
四韓大塩

者

ほ韓日 浜 の

ヵ~ 市支 民本 嘉— 国町
ー名奉 部居留一丁 及び

民団七目 名氏

実四

後

<見藤

長

ノ＇‘ 名

総 乱

務 ! 

請
．
．
願

議
案
第
八
九
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

0
総
務
委
員
会

議
案
第
八
六
号

議
案
第
八
七
号

議
案
第
八
八
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

付

．

託

議

案

覧

表

（二）

議
案
第
七
一
号

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

i

議
案
第
七
0
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
昭
和
五
十
二
年
六
月
定
例
会
）

議
案
第
六
九
号
四
日
市
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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第
一

0
号

. • ̀’ 

-•.... -・-..、• `―,  

；第

九

号

一
受
理
番
号

” 

五
―
-
、
六
‘
1
0

受
理
年
月
日

つ
い
て

中
央
緑
地
野
球
場
の
拡
充
に

に
際
し
、
社
会
福
祉
事
業
振

興
会
よ
り
の
借
入
金
に
対
す

る
利
子
補
給
に
つ
い
て

当
市
民
間
保
育
所
新
増
改
築

件

名

会

頭

九

鬼

紋

十

郎

四
日
市
商
工
会
議
所

四
日
市
市
諏
訪
町
ニ
ー
五

ほ

か

三

名

丹

羽

房

雄

ー

浜
田
保
育
園
園
長

社
会
福
祉
法
人
四
恩
園
理
事
長

四
日
市
市
浜
田
町
＋
の
十
五

陳

情

者

の

住

所

氏

名

願
意
妥
当
と
認
め
る
。

]

採

択

る善事そ
°処者の‘)
さに主
れお旨
るいを
よて了
う検と
要討し
，望の ヽ

.す上理
ヽ- - -- -

採

択

委

員

会

の

意

見

」

1

陳
’
情

I
 

審
査
結
果

議

長

大

谷

喜

正

殿

四
日
市
市
議
会

委

員

長

訓

覇

也

男

委
員
会
報
告
第
九
号

教
育
民
生
委
員
会
陳
情
書
審
査
結
果
報
告

＇
教
育
民
生
委
員
会
に
付
託
の
陳
情
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
結
果
を
別
紙
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

教

育

民

生

委

員

会

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
八
日

')  ， 
――――も 一・~ • --

' I 第＇ ： 第． ：第 s・`・

＇ ＇ ' -.  
=・ ， ： 

,̀ 

！ 
号 号 ＇ !i 号 ' 

： ！ ； : .-．---. 
：五

： ． 
i -
ヽ

// 

” 
： 六ヽ ‘’ 

： 三三
- -- ....  

てi富 地の 坂部が
.・.'，  

整備 丘
に団

翡u.i 
つ地『悶 ぃl て

の担負 ，改.・.' 
築`ヤ‘.．

善改 金
， に い・ I ： ： ヽ 工

にお I につ‘ _― 

はつよ ＇ . . しヽ‘ . . ， 
--. ， ---.. ---- . -• ー・ . - . . 
： 

，ご四 ↓ ;...  

！， 二丁目・t.'' 坂部，、四市市日へ‘ ＇三．日

長藤会加地息合重届 市
I 1市

生
ほ，し 松` 町住士口 ほ平，， 治会自丘!治か自．＇坂部が

，靡

→ ....... /‘ 、カ~二 か‘.I 長~~ I丘—~ • t (O;、 ｀三井し I 
名四 松＇ ．，． 一丁ム＝ 一ー

道 名地番
名．： 0 I ； 会目

↓勝 p ．慎長

; T •. ； 

男 し矩 A 郎
； ＇ 

' - - ? --9― ・・ •- -・・L 土^ ・＋• - -

' ． 
i 
産

'. ：教， ； 

>
し

＇'育

＇ ” ， ：民
i ！ 企 ， 

：生業．． : 

： 
； 

一―-
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事

閉

議

長

大

四
日
市
市
議
会

件

本
委
員
会
は
審
査
中
の
事
件
に
つ
い
て
、
左
記
に
よ
り
閉
会
中
も
な
お
継
続
審
査
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
か
ら
会
議
規
則
第
九
十
九

条
の
規
定
に
よ
り
申
し
出
ま
す
。

会
谷

記
中

継

続

審

査

申

出

書

喜

正

殿

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
八
日

委

員

長

粉

川

総

務

委

員

会

調
査
研
究
の
た
め

理・
請

願

第

一

号

請
願
第
一
三
号

由

韓
国
の
自
主
的
乎
和
統
一
促
進
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

集
会
所
建
設
補
助
金
の
増
額
等
に
つ
い
て

請
願
第

一

号

大

瀕

古

新

町

及

び

永

宮

町

の

避

難

所

建

設

に

つ

い

て

請
願
第
二
三
号

事

件

記

朝
鮮
の
自
主
的
乎
和
統
一
運
動
の
支
援
に
つ
い
て

条
の
規
定
に
よ
り
申
し
出
ま
す
。

閉

会

中

継

続

審

査

申

出

書

茂

本委員会は審査中の事件について、左記により閉会中もなお継続審査すべきものと決定したから会議規則第九十九

~., -・・ ， 
第 第

,.  I 
一

： 
． 
． 
号 万口

五-,，， /． ‘ ‘・. 
三三

つい 富洲
場地跡 坂部が

て 原幼
の丘

喜 整備 地団

： に内つにいあてる
に 工：

四
二丁 部坂が 四日p ［四日

T 日市 目市

ほ松 A 市市 ほ乎 塁自丘市
会市吉住

力~ 長立
四か 松 長 ？ 協治自 坂部が三井

洲富原 町二I 名 名 丘． 

勝 慎ム＝―丁・. 
『幼稚 ー0 ~ 

長目
矩 閑 郎

要皐 処そ 要皐 処そ
れさ ．主旨の

さの
れ主

・るる るる旨
0 よを，． °よを

： 
う，了 う了
理と 理と
事し 事し
者
ヽ

者
ヽ

： 

に善｀．• に羊ロ

採
-..  -̀- - ―採―-・-， 

＇ 

： 
， 

択：： 択
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埋調
査
研
究
の
た
め

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
八
日

•
'
い
贔

・
~
●
：
▲
 

由へ．，

陳

情

第

八

号

河
川
の
管
理
主
管
課
の
変
更
に
つ
い
て
'
,
.
，
＇
,
'

請
願
第
一
三
号

諏
訪
公
園
内
に
半
地
下
式
駐
車
場
設
置
に
つ
い
て

事

計

記

本
委
員
会
は
審
査
中
の
事
件
に
つ
い
て
、
左
記
に
よ
り
閉
会
中
も
な
お
継
続
審
査
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
か
ら
会
議
規
則
第
九
十
九

条
の
規
定
に
よ
り
申
し
出
ま
す
。

閉

会

中

継

続

審

査

申

出

書

議

長

大

谷

喜

正

殿

四
日
市
市
議
会

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
八
日

調
査
研
究
の
た
め

理

由

陳
情
第
一
三
号

請
願
第
四
号

＇ 。
I

委

員

長

山

本

産
業
公
営
企
業
委
員
会

在
宅
ね
た
き
り
老
人
、
ひ
と
り
暮
し
の
老
人
に
対
す
る
介
護
委
託
事
業
実
施
に
つ
い
て

c

陳

情

第

三

号

私

立

幼

稚

園

教

育

振

興

に

つ

い

て

陳
情
第
七
号
垂
坂
塵
埃
焼
却
場
跡
に
ス
ボ
ー
ツ
広
場
の
設
置
に
つ
い
て

―
-
‘
理

教
育
民
生
委
員
会

会

中

本
委
員
会
は
審
査
中
の
事
件
に
つ
い
て
、
左
記
に
よ
り
閉
会
中
も
な
お
継
続
審
査
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
か
ら
会
議
規
則
第
九
十
九

条
の
規
定
に
よ
り
申
し
出
ま
す
。

耕
地
事
業
に
対
す
る
負
担
金
お
よ
び
原
材
料
支
給
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

事

件

記

閉，

継

続

議

長

大

谷

.
-

、・

喜

正

殿

｀
 ．
 

ン
・
・
・

ヽ

四
日
市
市
議
会

調
査
研
究
の
た
め

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
八
日

由

審

査

申

出

書

委

員

長

訓

勝

覇

也

男

:: 
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議
長

四
日
市
市
議
会

‘ヽ

大
、
谷

喜

正

殿

委

員

長

橋

本

増

蔵

建

設

委

員

会
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